




昭和 40年 4月 20日 天皇陛下第 2回行幸 (週刊新潮撮影)

昭和 44年 2月 24日 皇太子殿下第 2回行啓



H.∫.マラー博士来訪 (昭和26年4月11日)

前列左より H.∫.マラー博士,小熊 揮初代所長,駒井 卓博士,

田中義麿博士,木原 均博士

後列左より W.∫.シャル博士,篠遺言人博士

昭和 35年5月29日 R.A.フィッシャー博士来訪



吹

創立 25周年 を迎 え て

創 立 25周年 に寄 せ て

創 立 25周年 に寄 せ て- 創 立 時 代 の思 い 出-

Ⅰ･ 沿 革 と 規 模

1 目 的 と 使 命

2 設 立 まで の経 緯

3 沿 革 年 表

4 機 構 定 員

5 職 員 等

6 予 算 等

7 土 地 ･建 物

8 施 設及 び 主 な機 器

9 図書 及 び 出版 物

ⅠⅠ. 各研究部における活動等

1 研 究 部 等

(1) 形 質 遺 伝 部

(2) 細 胞 遺 伝 部

(3) 生 理 遺 伝 部

(4) 生 化 学 遺 伝 部

(5) 応 用 遺 伝 部

(6) 変 異 遺 伝 部

(7) 人 類 遺 伝 部

(8) 微 生 物 遺 伝 部

(9) 集 団 遺 伝 部

(10) 分 子 遺 伝 部

所 長 森 脇 大 五 郎 - 1

旨員 会 長 吉 川 秀 男 ･･ 3

･-前所 長 木原 均 - 4



(ll) 所 長 研 究 室

(12) 農 場

2 庶 務 部

3 研 究 材 料 の 保 存 と収 集

4 研 究 会 ･講 習 会 等

(1) 研 究 会

(2) 講 習 会

(3) 公 開 講 演 会

(4) 所 内 一 般 公 開

ⅠⅠⅠ･ 研 究 業 績

ⅠⅤ･ 法 規 等

1 法 令

2 部 内 規 程

Ⅴ. そ の 他

1 共 同研 究 者 一 覧

2 各 種 受 賞 者 一 覧

付 録

国 立 遺 伝 学 研 究 所 の で き る ま

研 究 所 の航 空 写 真

配 置 図
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て来た.しかしそのために必要な諸条件の整備は必ずしも充分とはいえない状態にありながら,

その使命の達成には常に意を用い,実質的には大いに成果をあげて釆たといえる,今後も特に

共同研究は遺伝学内の諸分野間はもとより関連分野との協力をも含めてその重要性はいよいよ

高まるであろう.これらに伴 うべき制度も含めて諸要件の完備を期待し度い.

ともあれ 25年の長い間にわたって終始かわることなく寄せられた各方面からの絶大な御厚

意と御協力により当研究所が今日の発展を見るに至ったことは誠に感謝にたえないところであ

る.われわれ所員一同はここに思いを新たにし,遺伝学の進路を見失うことなく,互いの協力

の下に研究に精励して研究所の意義を益々高めねばならない.

- 2-



創 立 25周 年 に 寄 せ て

評議員会々長 吉 川 秀 男

遺伝研が昭和24年 (1949)に創設されてから 25年がたった.人間にたとえるとまさに青年

期に達したわけである.だが人間にも胎児期があるように遺伝研が誕生するまでには約 9年間

の長い胎動期があったといってよい.それは昭和 15年 (1940)から24年までのことで,私

自身はその頃どこで何をしていたのだろうかと考えてみた.昭和 15年といえば 私はまだ 30

代で京大から東京の蚕糸試験場に移り,ラウジネスの仕事をや りながら,傍 らで昆虫の限色発

現機構,つまりトリプ トファン代謝の研究に没頭している頃だった.しかし間もなく起った世

界大戦の渦にまきこまれ,途中からメンバーに加えていただいた第4特別委員会 (それは遺伝

研設立準備のための委員会ともいえるものだった)についてもこれという記憶のないことは自

分が何も活動していなかった証拠ともいえる.ただ故竹中要氏や松村清二氏等が若手として大

変活躍しておられたこと,木原先生が一度遺伝研を香川県の善通寺 (師団跡)におきたいと話

されていたことなどが印象に残っている程度である.

だが結局遺伝研は霊峰富士の真近かに見える静岡県三島の高台におかれ,私のいた蚕糸試験

場からも辻田光雄氏や田島弥太郎氏などが相ついで赴任されていった.私は昭和 27年 (1952)

に阪大-移り,日本で初めてできた医学部の遺伝学教室や兼担した理学部遺伝学教室の設営に

精力を注がねばならなくなったが,同じ遺伝学の研究所ということで遺伝研を訪れる機会も次

第にふえていった.そして訪ねるごとに新しい建物ができ,新しい設備や枚器がはいり,新し

い研究者がふえ驚いている中に深い関係ができてしまった.京大時代の恩師である駒井先生や

木原先生が遺伝研に移られたこと,阪大との人事交流がいくつか行われたことも大きな原因で

あった.

今は柄にもなく評議員会の議長をつとめている関係でこのような記事も書かねばならぬ羽目

になったが,今では部門として 10部門,研究室として 20を越え,建物,設備,人容でも世

界屈指の遺伝学研究のメッカに成長している.人間でいえばまさに青年期に達したわけである

しかし人間でも 25才は人生の曲り角といわれる.このことは何も人間だけでなく一般の企業

や大学,研究所などについてもある程度適用されるであろう.私自身の経験からもうなずけな

いことでほい.この曲り角をのりこえて遺伝研を一層発展させるためには国際的視野から一定

の目標を定め,それにあわせた若いエネルギーを結集するより方法がないのではないかと思わ

れる.



創 立 25周 年 に 寄 せ て

- 創立時代の思い出-

前 所 長 木 原 均

五周年十周年などの祝賀式に列席したが,その度毎にもうそんなになったかと月日の立つの

が早いと感じた.しかしその間の出来事については案外よく記憶していない.

今回は 25周年,即ち四分の一世紀に当たるから盛大な祝賀式をやるかと思ったら,それは

やらないという.それで創立前後の思い出を書いてみよう.

私がこの国立遺伝学研究所の創設に 関係したのほ 1940年の学術振興会議第四特別委員会

(通称四特)の時である.その時に遺伝学研究所設立の運動を起すことになった.

昭和 21年 (1946)に御講書始め (その時は控)に出席して,京都に帰る途中だったと思 う.

当時久遠の財団法人興農学園の白沢理事長と古里和夫所長と一緒に同学園附属の研究所の敷地

を捜したことがある.その研究所は沼津から海路または陸路で到達できるが,不便の地にあっ

たから,便利な所に研究施設を移転したいと考えていた.その時は修善寺,大仁の附近を見た

が思わしくなかった.その後三島の中島飛行機製作所の工場跡を教えてくれたのは三島の初代

市長花島周一氏である.同氏は私の北海道大学時代の同級生であった.

この土地を見てこれは久遠の研究所には広すぎると判断した.その頃国立遺伝学研究所が丁

度敷地を捜していた所だったので,そこを推奨した.

その頃は研究所を創設することも, どこに建てるかなどについても,GH(〕(米国の占領軍

本部)の賛成が必要であった.科学局には-ソショー博士がいて,三島は東京から遠いから,

不便だといって賛成しない.また天然資源局のレナード博士は農事試験場と重複する研究機関

であるといって反対していた.

この二つの反対はかなり長 く継続したが,-ソショー博士の方は 1948年高野山で開かれた

日本遺伝学大会に同氏も出席し,重だった出席者がよってたかって-ンショ-博士をくどき,

遂に賛成して貰った.同氏はその後意見を変えたようだったが局長のケリー博士,- ドミス ト
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ソ女史その他が賛成に憤むいていたのでことなきを得た.

一方の天然資源局は強硬であったが,1949年 4月に小熊,駒井,古畑の三長老と私が当方

の主張を説明したので先方も遂に折れた.この時はストックホルムの国際遺伝学会議に私が出

席した帰り道にレナード博士が在籍中のコロラド州立農工大学に立ち寄ったので,その話がき

っかけとなって,急展して賛成が得られたように記憶している.

私は兼任所員として初代小熊所長を助けていたが,それは四特時代に,もし遺伝研が必要と

あれば,委員は誰も現職を捨てて遺伝所に行くという約束をしていたからである.

1955年に京都大学カラコラム･ヒソズクシ学術探検隊に参加して,四カ月の問パキスタン,

アフガニスタン,イランに採集旅行をして帰国するや京都から三島に移った.京都大学の方は

定年に末だ2年あった.退官するまで 14年も三島で過したから,私は遺伝研の建設時代の大

部分を経験したことになる.これまでは小熊,田中,駒井の三長老によって基礎が築かれてい

たので楽であったが,二十五周年後の遺伝研ほ内容の充実期であるから,各研究員の一層の努･

力を要すると思う.
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Ⅰ 沿 革 と 規 模

1･ 目 的 と 使 命

当研究所は,昭和 24年 6月 1日,文部省設置法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)

の公布により,文部省所轄研究所として設置された.同法第 23条には, ｢国立遺伝学研究所

は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究をつかさどり,あわせて遺伝学の

研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする｣と規定されている.

すなわち,当研究所においては,すべての生命現象の本質である遺伝とその関連事象を研究

対象の主眼とし,遺伝子の本体の追究をはじめ,遺伝子の形質発現機構,伝達機構及びそれら

に及ぼす人為または自然環境の影響の解明,ひいては生物の進化に関する基礎的研究等あらゆ

る角度から総合的に研究を進めると共に,医学,農学等への応用の基礎的研究を遂行すること

を目的としている.また,これらの研究を通じて広 く社会福祉の増進に寄与すると共に,若い

研究者の育成と国民の科学知識の向上に貢献する使命をも有するものである.更に,我が国に

おける遺伝学研究のセンター的機能を呆すべき使命も荷っている.

2･設立までの経緯

初代所長 小熊 揮博士

昭和 14年 10月上野の科学博物館で 開催された第 12

回日本遺伝学会役員大会において,北大教授小熊 揮博士

(初代研究所長昭和 24年 8月 10日就任)は,国立遺伝

学研究所設立の緊要を説かれ,役員一同と協力して議会お

よび関係機関などに働きかけ,他方日本学術振興会に第4

特別委員会 (遺伝の理論及びその応用)をつ くるよう努力

された.

翌昭和 15年 8月, 日本遺伝学会は, 京城において開

催された第 13回大会において,満場一致をもって国立遺

伝学研究所設立決議案を可決した.

翌昭和 16年 4月, 日本学術振興会に設けられた第 4

特別委員会 (遺伝)は,以来遺伝学研究の振興を図ると共に,日本遺伝学会と協力して,国立

遺伝学研究所の設立実現のためにあらゆる努力を続けた.

この特別委員会は, 昭和 23年 6月解散するまで前後 17回の会議を開き,本研究所設立の
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創 立 当 時 の 本 館

ための活動を続け,研究所設立のため大きな頁献をした.

更に,昭和 22年日本遺伝学会の有志は,日本遺伝学会の資産の1部をもって財団法人遺伝

学研究所を設立し,側面から国立遺伝学研究所設置を促進するように努力した.

その間,内閣の交代,国会の解散,用地問題,G.H.Q.などとの交渉の停頓など,幾多の

困難に出合ったが, これらの困難な問題の解決に全力を傾けた結果,漸 く政府及び G.H.Q.

の諒解を得るに至 り,昭和 23年 7月片山内閣の第 2国会において本研究所設置のた把の初

年度分として,額は僅かではあったが予算の通過を見るに至った.しかし,この年度内には立

法上の都合で設置するまでに至らず,翌昭和 24年吉田内閣の第 5国会において,文部省設置

法案が可決され,同年 5月 31日文部省設置法の公布となり,6月 1日をもって待望 10年

の長きに亘った国立遺伝学研究所の誕生が遂に実現するに至ったのである.

ついで昭和 24年 6月,文部省内に事務所を設け設立事務を開始し,同年 9月,三島市所

在の富士産業株式会社所有地 77,773m2 (約 23,526坪) を買収し,10月同社所有の木造建

物 4,452m2 (約 1,347坪)を借 り受け,12月 1日事務所を東京 (文部省)から三島市-珍

し,庶務部,研究第 1部 (現形質遺伝部), 研究第 2部 (現細胞遺伝部),研究第 3部 (堤

生理遺伝部)の 4部門をもって発足した.

なお,建物は,昭和 26年 3月に買収した.
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現 在 の 本 館

3･沿 革 年 表

昭和 24年 6月 国立遺伝学研究所創立,文部省内において設立事務を開始

8月 小熊 揮 初代所長就任

9月 三島市富士産業株式会社の所有地 77,773平方メートルを買収

10月 同社所有建物 4,452平方メー トルを借り受け

12月 事務所を東京都より三島市に移し,庶務部,研究第 1部,研究第2部及び研究第3部

の4部門で発足

昭和 25年 12月 ゴール ドシュミット文庫の寄贈を受く

昭和 26年 3月 建物を買収,内部,外部の補修,附属建物の新設,圃場の整備を実施

昭和 27年 1月 別館新築

昭和 27年 12月 調節温室新築

昭和 28年 1月 研究第1部を形質遺伝部,研究第2部を細胞遺伝部,研究第3部を生理遺伝部に改組

昭和 28年 8月 生化学遺伝部新設

11月 第一ネズミ飼育舎新築

昭和 29年 7月 応用遺伝部新設

昭和 30年 9月 変異遺伝部新設

10月 木原 均 第2代所長就任

昭和 31年 3月 放射線実験室新築

昭和 32年 3月 別館増築 (微生物実験室)
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昭和 33年 3月 隔離温室新築

4月 第2ネズミ飼育舎,水田温室 (含短日圃場)新築

昭和 34年 3月 放射線実験室増築 (X線,γ線照射装置等),特殊顕微鏡実験室の充実

昭和 35年 3月 特別蚕室新築,移動網室新設

4月 人類遺伝部新設

昭和 36年 9月 研究本館第 1期第 1次工事 (1,097平方メートル)竣工

昭和 37年 4月 微生物遺伝部新設

昭和 38年 1月 研究本館第 1期第2次工事 (737平方メー トル)竣工

昭和 39年 3月 研究本館第3次工事 (1,144平方メー トル)竣工

3月 γ線照射温室新築

4月 集団遺伝部新設

昭和 40年 10月 講堂新築 (研修室,及び勝菓庫を含む)

昭和 42年 1月 堆肥舎新築

3月 放射線実験室増築 (中性子照射窒)

7月 酵卵育雛舎新築

昭和 43年 3月 研究本館第2期工事 (1,783平方メ-トル)竣工,研究本館計画完成 (4,763平方メ

ー トル)

昭和 44年 3月 土地購入 (大原圃場 7,082平方メートル)

4月 森脇大五郎第3代所長就任

･ 分子遺伝部新設

昭和 46年 3月 図書館新築

昭和 47年 3月 ネズミ飼育舎新築

昭和 49年 4月 植物保存研究室新設

4･機 構 ･定 鼻

機 構 図

昭和 24年 6月 1日創設

(昭和 24.8･5文部省令第 30号,文部省所轄機関組織規程)

所長-

一庶 務 部-

一研 究 第一部

一研 究 第二 部

一研 究 第 三 都

-庶 務 課

一会 計 課
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昭和 28年 1月 1日改組

(昭和 28･1･13文部省令第2号,文部省設置法施行規則制定)

-庶 務 可 二芸 芸 芸

一形質遺伝部-

一第一研究喜

一第二研究室

_第三研究室

r第一研究室

一細胞遺伝部一十第二研究室
L第三研究室

増 理遺伝部1 ;三冨芸≡

所長-

-昭和 32年 10月 12日廃室(昭和 32･10･12文部省令第 18号)

昭和 28年1月1日改組

昭和 32年 10月 12日廃室(昭和 32･10･12文部省令第 18号)

生化学遺伝-F:三冨芸≡
部 一第三研究室
昭和 28年8月1日新設
(昭和 28.8.5文部省令第 18

応用遺伝部-

一第一研究圭

一第二研究室

-第三研究室
昭和 29年7月 10日新設
(昭和 29.7.10文部省令第 18

- 部-E≡≡≡≡…
昭和 30年9月 15日新設
(昭和 30.9.15文部省令第 21

-人類遺伝部-

:一分子遺伝部-

一第-研究室

一第二研究室

･ (昭和 35.4.30文部省令第7

1':諾和 ,,午.月1｡新設

…隈 ｡3,9,苧34.,Bl膿 第,】】

._.._..A_.._ 一一第一研究壬

一第二研究室

一昭和 32年 10月 12日廃室(昭和 32･10･12文部省令第 18号)

昭和 28年8月1日新設

早)

昭和 29年7 月 10日新設

昭和 32年 10月 12日新設(昭和 32･10･12文部省令第 18号)

早)

昭和 30年9月 15日新設

昭和 32年4月1日新設(昭和 32･3･31文部省令第3号)

昭和 32年 10月 12日新設(昭和 32･10･12文部省令第 18号)

号)

昭和 35年4月 30日新設

昭和 36年7月1日新設(昭和 36･7･1文部省令第 17号)

号)

昭和 37年4月1日新設

昭和 38年4月1日新設(昭和 38･3･31文部省令第 9号)

号)

昭和 39年4月1日新設

昭和 41年4月1日新設(昭和 41･4･1文部省令第 20号)

早)

昭和 44年4月1日新設

昭和 48年4月 12日新設(昭和 48･4･12文部省令第6号)

昭和 44年4月1日新設

(昭和 44.5.21文部省令第 13号)

植物保存研究室
昭和 49年4月 11日新設
(昭和 49.4.11文部省令第 10号)
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(1) 現 評 議 員

昭和 49年6月1日現在 (会長,副会長以外は五十音順)

職 名 等

兵庫医科大学教授

東京大学名誉教授

科学警察研究所長 (日本人類遺伝学会長)

人口問題研究所長

農業技術研究所長

麻布獣医科大学長
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任 期 1備 考

昭和35.6.1-50.5.31:会 長

45.6.1-51.5.31 副 会 長45.6.1-51.5.31

38.6.1-50.5.31:



茅 誠 司

木 原 均

坂 田 武 雄

高 橋 隆 平

竹 山 祐太郎

田 中 信 徳

牧 野 佐二郎

御園生 圭 輔

氏 名

木 原 均

F.A.Lilienfeld

辻 田 光 雄

酒 井 寛 一

氏 名

桑 田 義 備

木 原 均
F.A.Lilienfeld

辻 田 光 雄

東京大学名誉教授

木原生物学研究所長

坂田種苗株式会社社長

岡山大学教授 (日本育種学会会長)

静岡県知事

帝京大学教授 (前日本遺伝学会会長)

北海道大学名誉教授

放射線医学総合研究所長

(2) 名 誉 所 員

24.6.1.-34.5.31
39.6.1-51.5.31

24.6.1-24.12.23
44.6.1.-50.5.31

29.6.1.}51.5.31

45.6.1-48.5.31
49.6.1.}50.5.31

44.6.1.-49.9.30

44.6.1-50.5.31

38.6.1.-50.5.31

42.ll.1-51.5.31

前国立遺伝学研究所長 理学博士

前外国人研究員 Ph.D.

前国立遺伝学研究所生化学遺伝部長 農学博士

前国立遺伝学研究所応用遺伝部長 農学博士

(3) 客 鼻

昭和 44.6.144.6.1

46.4.1

48.6.1

官 職 名 i決 定 年 月 日
京都大学名誉教授 理学博士

木原生物学研究所長 理学博士

元 Sunyasten大学教授 Ph･D

前国立遺伝学研究所生化学遺伝部長 農学博士

昭和 25.8.25
44.4.1

38.4.1

46.4,1

備 考

(4) 現 敬 具 昭和 49年 6月1日現在

庶
部

庶

会

庶
課

人

経

務 部

長

兵

長

課
佐

長

㍊

㌦

丁

.㌧用 度

図書 事務主任

施 設 主 任

一 般 係 員一 般 係 員一 般 係 員一 般 係 員一 般 係 員

越川 信義

内田 茂治

山本すみ子

岩城 英一

佐藤 隆司

井上 政義

秋山 啓剛

36.8.1

36.2.1

39.9.1

37.9.1

35.9.1

38.12.1

44.4,1

部 別 ･職 名

一 般 係 員一 般 係 員一 般 係 員

電話交換手

自動車運転手

守 衛

用 務 員

形質遺伝部
部 長

研 究 員研 究 員

特別蚕室主任

特別蚕室副主

任

研究 補助員
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農学博士

理学博士

理学修士

山本 勉

西山佐代子

梅沢 三郎

岩田 英子

半田日露三

西川 元雄

】宮内 千枝

田島弥太郎

黒田 行昭

村上 昭雄

湊 清

鬼丸喜美治

深瀬与惣治

大沼 昭夫

任用年月日

45. 4 . 145. 4 . 1

48 . 4. 1

48. 3 . 1
48. 4 .10
24 . 9 .30

26 . 4. 1

31.12.ll

41.6.1

40.ll.16

42.5.1

24.10.31

32.8.1

36.10.1



細胞遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員

研 究 員

研 究 補助 員

研 究 補助員

研 究 補助 員

生理遺伝部
部 長

研 究 員

研 究 補助員

研究 補 助員

生化学遺伝部
部 長

第一研究室長

第二研究宣長

研 究 員

研 究 員

研 究 員

応用遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員

研 究 員

研 究 員

研 究 員

鶏舎 副主任

研 究 補 助員

研 究 補助 員

研 究 補助 員

農場第-副主
任

農場第二副主
任

園 芸 員

農場 作業 員

農場 作業 員

変異遺伝部
部 長

第一研究室長
心得

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

理学博士

理学博士

Ph.D

理学博士

医学博士

農学博士

理学博士

Ph.D

農学博士

農学博士

農学博士

農学博士

農学博士
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4.1

4.1

5.16

3.2

4.1

6.1

研 究 員

研 究 員

研 究 員

第二ネズミ飼
育舎 副主任

研 究補 助員

研 究補 助 員

1.1日研 究補 助 員

長造 L32.5.1

隆夫 :41.4.1
32.4.1

39.4.1

人類遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員

研 究 員

研 究補 助 員
勉
郎

人

徹

明

孝

三

恕

正

敏

山

和

川

藤

田

沢

杉

名

小

遠

山

藤

山

沢

原

島

野
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田
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本

藤
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官

河

藤

沖
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啓子
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33.4.1

24.10.5

29.7.I
39.5.1

36.4.1

35.7.20
治子 138.1.16

正巳 35.9.16

典夫 :37.ll.1

和夫 26.1.16

微生物遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員研 究 員

研究 補 助 員研究 補 助 員

集団遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員研 究 員

研 究 補 助 員

分子遺伝部
部 長

第二研究室長

研 究 員研 究 員

植物保存研

農学博士

理学博士

理学修士

夫

彦

人

昌

悦

武

義

和

野

口

家

田

天

野

定

原

原 雅子

芦川東三夫

船津 正文

11

一-

一-1
1

7

4

4

4

1

4

3

4

4

4

4

3

30.6.2

36.4.1

37.5.1

理学博 士
医学博 士
理学博 士

士

士

士

士

博

博

博

博

学

学

学

学

理

理

理

理

中込 弥男 】45･8･16

篠田 友孝

飯沼 和三

境 雅子

敬

敏

穂

進

子

子

幸

雅

秀

行

歌

昭

田

本

木

村

野

村

広

榎

鈴

西

荻

西

理学博士 1木村 資生
Pll.D
理学博士

Ph.D

理学博士

Ph.DPh.D

理学博士理学博士

薬学博士薬学博士

丸山 毅夫

原田 朋子

山崎 常行

松本百合子

37,4.16

47.4.1

47.12.5

48.8.1
37.7.1

38.ll.1

49.4.1

44.7.1

49.5.16

24.ll.30

41.ll.1

44.4.1

46.4 .16･

39.7. 1

三浦謹一郎 :44.ll.16

杉浦 昌弘 ;47.7. 1

古市 泰宏

下遠野邦忠

:I-I:-: _ :I : -
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45.4. 1

47.4. 1

25.9.30



(5) 旧 評 議 鼻

氏 名

篠遠 善人

古畑 種基

山口 弥輔

岡田 要

田中 義暦

駒井 卓

増井 清

宮沢 文書

盛永俊太郎

古屋 芳雄

和田 文吾

勝沼 精蔵

中泉 正徳

小林 武治

木暮 模太

江上不二夫

森脇大五郎

野田 卯-

平塚 英吉

住木 諭助

内村 裕之

中原 和郎

秋山孝之輔

斎藤 寿夫

川上 理一

入間野武雄

寺田 正中

就任当時の職名等

東京大学教授

東京大学教授

東北大学教授

東京大学教授

九州大学
名誉教授

京都大学
名誉教授

東京大学
名誉教授

安城学園女子
短期大学長

農林省
農事試験場長

厚生省
公衆衛生院長

東京大学教授

名古屋大学長

東京大学教授

静 岡 県 知 事

東京農工
大学教授

名古屋大学教授

東京都立
大学教授

前日本専売
公社副総裁

農業技術
研究所長

東京大学教授

東京大学教授

東京大学教授

日本専売
公社総裁

静 岡 県 知 事

国立公衆衛生院
衛生統計学部長

日本専売
公社総裁

東京慈恵会
医科大学長

昭和24.6.1"24.12.23
24.6.1.-30.5.31
35.6.1.→45.5.31

坂口謹一郎

野口 弥書

24.6.1～28.5.31【∃浅見 与七
日

24.6.1-45.5.31;石川 一郎

24.6.1～24.12.31

24.6.1～24.12.31

24.6.1～30.5.31r

24.6.1"28.8.31

24.6.1.ー37.5.31

24.6.1"28.5.31

25.4.15-32.7.19
35.6.1.ー45.5.31

25.4.15.ー38.10.ll

2j.4.15-32.5.311

25.4.15.-26.5.31

25.4.15-30.5.31

25.4.15.ー27.4.14

25.4.15.}26.5.31
32.6.1"44.3.31

25.5.2.-25.6.8
25.8.1-26.5.31

26.6.1～31.5.31

26.6.1"30.5.31

26.6.1"30.5.31

26.6.1.ー30.5.31

26.6.1.ー28.5.31

27.5.1.}39.5.31
40.6.1"42.5.31

28,6.1-36.5.31

28.6.1_32.6,10

29.6.1._33.5.31

小熊 揮

松隈 秀雄

樋口 助弘

朝井 勇宣

福田 邦三

塚本 意甫

大政 正隆

館 稔

田宮 博

河田 党

阪田 黍二

長尾 正人

北原 覚雄

津田 恭介

今井 富蔵

松尾 孝嶺

渡辺 寧

植村定治郎

馬場 赴

柳田 友道

丸尾 文治

1酒井 寛一

就任当時の職名等

東京大学教授東京大学教授

東京大学

名誉教授
原子力
委員会委員

北海道大学
名誉教授

日本専売
公社総裁

放射線医学
総合研究所長

東京大学教授東京大学

名誉教授

放射線医学
総合研究所長

東京大学教授

人口問題
研究所長

東京大学応用
微生物研究所長

農業技術

研究所長

日本専売
公社総裁

北海道大学教授

東京大学応用
微生物研究所長

東京大学応用
微生物研究所長

農業技術

研究所長

東京大学教授

静 岡 大 学 長

東京大学応用
徽生物研究所長

農業技術

研究所長

東京大学応用
微生物研究所長

東京大学応用
微生物研究所長

東京大学応用
微生物研究所長

鹿児島大学教授

任 期

昭和
26.6.1-33.5.31

30.6.1～38.5.31

30.6.1-36.5,31

31.6.21.-35.6.20

32,6.1.-44.5.31

32.7.20′一37.5.31

32.8.1.}33.8.9

33.6.1～37.5.31

33.6.1-35.5.31

34.2.1′}42.9.22

36.6.1-38.5.31

36.6.1-47.3.21

37.6.1.-38.5.31

37.6.1-40.5.31

37.6.1-39.5.31

38.6.1-41.5.31

38.6.1-40.5.31

40.6.1-42.3.31

40.6.1.-42.3.31

41.6.1-45.5.31

42.6.1.一44.5.31

42.6.1-44.2.16

42.6.1-49.5.31

44.2.16-46.5.31

46.6.1.-47.5.31

47.6.1-49.5.31

48.6.1-49.5.31
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(6) 名 誉 所 鼻

(7 ) 旧 職 鼻

秋山 芳雄

赤堀 良勝

阿部 幸頴

有光 佳子

有谷 富夫

安藤 梅子

安藤勝太郎

安藤 由一

飯野 徹雄

池永 満生

石津 純一

石和 浩美

石原 隆昭

伊藤 太郎

稲垣 栄一

今井 英夫

今井 祥子

植田 紀年

榎本 一夫

海老 武彦

遠藤 晶子

大石 英恒

大垣 昌弘

大友 端立

大谷内

大山

岡崎

奥山

亨

二

敏

子

亨

文

庶 務 部

応用遺伝 部

生化学遺伝部

生理遺伝部

生化学遺伝部

庶 務 部〝〟
微生物遺伝部

変異遺伝部
微生物遺伝部
変異遺伝部
細胞遺伝部
研究第 2部

形質遺伝部
研究第 1郡
生理遺伝部
応用遺伝部
庶 務 部

生化学遺伝部
庶 務 部

人類遺伝部
研究第 3部
庶 務部

:I.: .:... -..:I .A, ,

甫

男

三

茂

一
基

均

早

茂

淳

恵

康

地

藤

脇

森

島

地

原

加

加

門

金

川

菊

木

部

長

伝
･
遠類入

所

在 職 期 間 日.氏 名

昭和
24, 8.31.-26.1.31
37.4.1.- 37.9.30
28.10.1-32.8.31
38.8.1.-39.3.31
44.4.1-46.3.31
40 . 4.1-45.3.31
35 . 2.16′→37.4.1
43. 4.1-45.3.31
27.9.1.-46.4.1

明

勤

子

則

月＼泉 清一

再句井 卓

36. 4.1.-38.3.31
34. 4.1-37.3.31
36 . 8.16-38.6,16
32 . 9.2′-39.9.30
35. 5.27-39.3.31
39 ,7.1-46.10.31
24.10.31-26.2.28
36 . 4.1-39.3.31
42 .9.8.-45.3.31
24.8.31.一39.10.31
26 . 4.1.-26.8.15
26. 6.16-30.1.31
24 . 4.28.-30.10.1
28 . 6.1-33.6.30
24.12.15-26.3.31
43.4.1.-46.3.31
i24.8.3.-35.4.30
40. 4.1-43.3.31
35.7.5-38.10.31
40. 1.16.-45.7.10
30.10,1.-44.3.31

佐藤 笑子

佐藤 洋子

佐野美津代

佐渡 敏彦

清水 邦夫

菅原 努

杉生 純義

杉本 昌子

杉山 信雄

薄 秀男

鈴木 愛子

鈴木 昭男

鈴木 恵子

鈴木 紀子

鈴木 正道

須原 悦子

瀬川与四郎

園田 順

平 俊文

高杉 由紀

高橋 光六
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所 属

細胞遺伝 部

庶 務 部
〟

生理遺伝 部

応用遺伝 部

庶 務 部
〝

農 場

応用遺伝 部

形質遺伝 部

生理遺伝 部

生化学遺伝部

変異遺伝 部

庶 務 部

人類遺伝 部

在 職 期 間

昭和
45.4.1～48.4.1

30.6.2.}36.6.30

43.4.1.-47.ll.10

32.6.1._41.4.30

24.9.30～47.3.31

36.6.1ノー39,4.1

24.12.31′-31.ll.15

25.1.31-32.12.15

36.4.1～43.3.31

44.3.1.〉46.3.31

41.9.1"44.3.31

24.12.7-48.3.31

25.4.15-41.5.31

29.ll.1-47.1.15

37.8.20-46.2.8

36.4.1-37.4.30

42.4.1._47.12.31

37.4.1.-41.4.11

蓋…還≡ 望 楼 ….:1喜 …;言;…言

〝 !45.4.16～46.1.31

1

研究第 2部 :24.9･30-28･3･1

形質遺伝 部 43.9･1-44･12･31

応用遺伝 部 :37.4.1-38.6･15

庶 務 部 :36.4.1-39111･30

微生物遺伝部

生化学遺伝部

形質遺伝 部

庶 務 部

細胞遺伝 部

生理遺伝 部

庶 務 部

細胞遺伝 部

37.7,1′-39.6.30

40.4.1.-44.3.31

41.9.1-43.8.31

27.4.1-32.7.31

41.5.16-46.1.31

28.8.1-41.3.31

35.4.1-45.1.31

46.4.1-48.12.31



竹中 要

館岡 亜緒

田中 義暦

田中瑠美子

田中 六男

塚本多滞留

塚本 盛平

辻田 光雄

津田 誠三

土星よし子

土星 良弘

土星 公幸

常脇恒一郎

鶴見 茂

外村 晶

外村 泰子

中野 浩子

成瀬 隆

西山 紀子

横谷 実

根津 光也

野田 静子

野村 要子

袴田 一枝

林 孝三

細胞遺 伝部
〟

形質遺伝部

生理遺 伝部

庶 務 部
〝

〟

生化学遺伝部
〟

庶 務 部
〟

細胞遺伝部

生理遺伝部

庶 務 部

人類遺伝部

人類遺伝 部

庶 務 部

応用遺伝部

人類遺伝部

庶 務 部

変異遺 伝部

庶 務 部
〟

微生物遺伝部

生化学遺伝部

31. 4.8～39.9.30
39 . 4.1.ー43.3.31
25 . 4.30～27.3.30
24.6,1.-28.4.30
28 . 1.1′-46.3.31
26 . 4.1｡-37.2.28

堀 久子

本田 武夫

町田 勇

松田 理

松原 尚窮

松村 清二

24.ll.30～40.ll.30 :
1

35.12.6-47.10.31 :
36.10.16-43.12.19
35.3.1-35.4.30
38 .4.1-44.9 .30 L

村松 正典

望月 君代

望月八代枝

森口 征雄

森永 徳弘

安田 徳一

山田 行雄

山田由貴子

吉川 勲

吉川 藤一

応用遺 伝部

集団遺 伝部

細胞遺 伝部

人類遺 伝部
〟

形質遺 伝部

人類遺 伝部

庶 務 部

変異遺伝 部

〟

庶 務 部

〝

〟

変 異遺 伝 部

〟

庶 務 部

I

形質遺 伝部

細胞遺 伝部

庶 務 部

集 団遺伝 部

応用遺 伝 部

生化学遺伝部

変異遺 伝 部

庶 務 部

細胞遺伝 部

34.4.1._37.12.31

35.12.19-42.1.31

25.1.31～28.12.31

41.4.1.-46.5.31

37.4.1"37.10.31

27.12.1.-36.ll.30

41,3,16.}46.4.30

24.9.30"36.8.15

28.1.1"42.2.19

24.9.30.ー33.9.30

26.2.1.-48.4.30

37.4.1-40.3.31

24.6.23_34.3.31

35.7.1-42.ll.30

36.5.1.-36.8.31

45.4.1～47.3.31

32.4.1-38.3.31

38.4.1-41.8.31

40.3.lら′-43.3.5

39.4.1.-42.9.7

41.10.1.-44.9.30

29.10.16～39.3.31

35.4.1-37.3.31

39.6.16-39.8.31

34.4.1"36.5.31

34.10.1.}44.2.28

6.予 算 等

(1) 予 算 (単位千円)
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36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46
47

48

49

58,967

67,031

119,731

96,779

121,851

145,483

226,556

194,571

191,502

273,328

307,724

320,707

351,225

538,476
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3

3
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/LU1

｡

｡

叩

｡

｡

｡

｡
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｡
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｡

｡

川

｡

r
e

0 80,794

0 ! 86,344

138,048

104,804

139,215

175,497

267,109

241,626

238,687

321,274

367,711

386,389

0 ; 438,771

855 , 4,074,645

(2) 外国等研究費

1. ロックフェラー財団研究補助金

1) 栽培イネの起源に関する研究

(1957年～ 5か年 $125,000)木原 均

2) 動物に対する放射線の遺伝学的研究

(1957年- 3か年 $52,000)木原 均

3) 日本人集団の遺伝学的研究

(1961年-3か年 $55,000)木原 均

4) イネの細胞学的および遺伝学的研究

(1962年- 3か年 $60,000)木原 均

5) 陪菓庫建設費設備費も含む

(1964年-2か年 $42,000)木原 均

2. 米国国立衛生研究所補助金

1) サルモネラの免疫遺伝学的研究

(1959年- 3か年 $18,800 1962年- 3か年 $14,900)飯野徹雄

2) ショウジョウバエの自然集団の有害遺伝子の研究

(1961年- 3か年 $19,200)大島長造

3) 放射線誘発突然変異の適応度-の効果

(1962年-3か年 $14,900)平泉雄一郎

4) ショウジョウバエ異常性比の遺伝的感染に関する研究

(1963年- 3か年 $17,800)坂口文吾
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5) 染色体の変化とガン細胞の増殖

(1964年-3か年 $22,680 1967年-3か年 $16,845)青田俊秀

3. 国際原子力機関研究費

1) γ線の一時照射と連続照射とによる突然変異の発生率の比較

(1959年 1か年 $6,360)田島弥太郎

2) 放射線誘発突然変異の植物育種-の応用

(1959年-3か年 $5,240)木原 均

4. 日米共同科学研究費

太平洋地域における栽培コムギの系統分化の遺伝学的研究

(1964年-3か年 4,200千円)松村清二

5. 東洋 レーヨン科学技術研究助成金

1) 遺伝子突然変異の生成機構

37年度 (9,000千円)松村清二

2) 細胞分化の遺伝生化学的研究

39年度 (12,000千円)飯野徹雄

7.土 地 ･建 物

土 地 面 積 98,299m2

- -≡ LT 三言∴

土 地 内 訳

建 物 面 積 (逮) 7,008m2

(延) ll,644m2

区 分

庁 舎 敷 地

大 原 実 験 地

宿 舎 敷 地

面 積

81,074m2

7,082m2

10,143m2

昭和 24年9月 文部省より所属香

昭和 44年3月 民間より購入

3,305m2昭和 29年3月城の内実験地として購入昭和 42年

に用途変更

1,645m2昭和 30年5月静岡県より寄付

1,050m2昭和 36年3月三島市より寄付

2,831m2昭和 36年 11月三島市と交換受

783m2昭和 39年 3月鏑田農業協同組合より購入

529m2昭和 47年3月大蔵省より所管換
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建 物 内 訳

区 分

研

研

放

図

研

特

隔

水

調

究

究

線射

本

別

験実

書

修

館

館

室

館

主

別 蚕 室

離 温 室

田 温 室

節 温 室

第 1ネズ ミ飼育舎

育鍋.I(
ズネ2第

酵 卵 育 雛 舎

虫良及蛋蛋義

桑

γ

温

農

堆

酵

桑

麦

そ

温 室

戟

線

鉄筋コンクリート造3階建

鉄筋コンクリート造2階建

鉄筋コンクリート造平家建一部地下室

鉄筋コンクリート造3階建

鉄筋コンクリート造2階建

コンクリートブロック造平家建一部地下階

コンクリートブロック造平家建

木造及び鉄骨一部コンクリートブロック造平家建

木造平家建

鉄筋コンクリート造平家建

コンク1)-トブロック造一部木造平家建

鉄筋コンクリート造平家建

木造平家建一部地下室

木造一部鉄骨造平家建

木造一部鉄骨造平家建

鉄骨造平家建

鉄骨造平家建

木造平家建一部中2階

鉄骨造平家建

木造平家建

鉄骨造一部補強コンクリートブロック造平家建

鉄骨造一部補強コンクリートブロック造平家建

8･施設及び主な機器

(1) 施 読

面 積

忠 .-: ･(-n.I.!.
建築年月日

S36.9.19

S27.3.31

S31.3.25

S46.3.25

S40.10.31

S35.3.20

S33.3.21

S33.4.24

S27.12.15

S47.3.25

S33.4.24

S42.3.30

S27.3.31

S28.8.31

S36.2.15

S39.3.30

S42.1.10

S26.3,28

S42.1.10

S26.7.10

S44.10.15

S44.10.15

1) 本 館

本館は,分子遺伝部を除いた他の9部門が使用してお り,南側を研究室に北側を各種の実

験室,飼育室,恒温室,機械室などにあて,空気調整,冷暖房を要する施設は大体各階 とも

中央にまとめてあ り,特殊な研究室等ほ次のとお りである.

(イ) 電子計算機室

計算機室,カー ドパンチ室,保管室か らな り,一定の温湿度に制御されている.

(ロ) 特殊空調関係室

温湿度が自動制御されている,植物恒温室,遅々蝿飼育室,冷凍実験室,培養室,恒

温室,種子保存室等があ り,各種の実験研究に使用されている.
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国立遺伝学研究所建物配置図

1. 研究本館 (研究室･事務庁舎)

3. 図 書 館

5. 放 射 線 実 験 室

7. X 線 照 射 温 室

9.隔 離 温 室

ll. 桑 温 室

13. 鷲,鶴形卵育雛舎

15. 第2ネズ ミ飼育室

17. 第 1ネズ ミ飼育舎

19. 農 夫 舎

21.麦 温 室

23. ボ イ ラ 室

25. 車 庫

27. 圃 場

29. 池

ー 21-

2. 研 究 別 館

4. 講堂(2階)贋葉韓･研修室(1階)

6. 植 物 温 室

8.調 節 温 室

10.水 田 温 室

12･ 特 別 蚕 室

14. 鶏 検 定 舎

16. 養 蚕 室

18. 土 手

20. 堆 肥 舎

22. 作 業 室

24. 自転車置場及び物置

26.桑 園

28. 公 務 員 宿 舎

30. テ ニ ス コ ー ト



電 子 計 算 枚

共 通 分 析 器 機 室

(-) 共通機器室

本館3階中央部にあり,アミノ酸分析計,液体シンチレーションカウンター,液体ク

ロマトグラフ,全自動アミノ酸分析機,紫外線吸収測定装置,-レクトロフォーカシン

グカラム電気泳動装置等が設備されている.

2) 別 館

本館北側に位置する別館は分子遺伝部が使用しており,化学第-および第2実験室,クロ

マトA･B室,分析室,測定器室等があり,1階には,中型,大型の電子顕微鏡室,分析用

超遠心機室等がある.

3) 放射線実験室

γ線,中性子等の照射実験室で,中性子照射室,制御室,準備室,洗源室,紫外線照射圭
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大 型 電 子 顕 微 鏡 中 性 子 発 生 装 置

オートグラフ室,フード室,測定室,X線照射室,操作室,実験室等からなり,地下には

60CO50C 中性子 137Cs,6,000Cの照射装置が整備されている.

4) 図 書 館

書庫は4層からなり,約 60,000冊の本が収蔵可能であり,閲覧室,事務室,資料室,お

よびセミナ-ル室,会議室等がある.図書の閲覧および内外の会議,セミナー等に使用され

ている.

5) 水田温室と自動短日圃場

温室内に水田が備えられ昼夜所定温度が自動制御され,稲の栽培が行われている.自動短

日圃場は熱帯原産のイネ,その他の短日植物を栽培し自由に出穂成熟させるよう設計された

施設で,光を遮断しアストロダイアルといわれる特殊な時計によって,緯度的調節も行える.

6) 特別蚕室およびこん虫飼育室

特別蚕室は,蚕を材料とした,放射線遺伝学の研究を進めるのに十分な設備が整えられて

おり,γ線照射飼育室,対照飼育室普通飼育室の2重と,冷蔵室,人工ふ化室,調査室があ

る.昆虫飼育室では,家蚕をはじめ,遅々蝿を除く昆虫類の飼育と蚕の突然変異120系統の

系統保存も行われている.

7) 調節温室と隔離温室

- 231



第1ネズミ飼育舎の今昔 上は28年,下は46年

調節温室は,暗室2重を温湿度や光を調節しうるようにした,わが国で初めて造られたも

ので,昼間 15cc～30oC,夜間 15oC～25oC湿度は 60-80% に調節されている.

隔離温室は,自動調整冷暖房装置により,100ルックスの照明光がえられ日長および波長

の変更が可能であり,冷暗室は低温処理,春化処理を行うことができる.また六つの小隔離

室では他家受粉植物の系統維持,病害抵抗性の遺伝的研究,高等植物の温度,日長反応など

の生理遺伝的研究も行っている.

8) γ線照射温室

この温室は,中央部に設置された線源 137Cs(40キュー1)-)の照射装置により遠隔手動

操作 (レリーズ方式)で生育中の各種植物にγ線の低線量率照射を行い,それら植物が受け

る遺伝的影響などの実験研究を行うためのものであり,照射室と対照室とからなっている.

9) 研 修 室

1階に研究室4,惜菓室 1,種子保存室 1の各室があり,2階には200人を収容できる研
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修室がある.

10) 第 1ネズミ飼育舎

従来の飼育舎を取りこわし新築したもので,純系および突然変異マウスおよびラット飼育

室,野生ネズミ飼育室,隔離飼育室,ウサギ飼育室,洗源室,滅菌室,細胞検査室等からな

っており,建物全体が空気調和設備により,温湿度が調節されている.

ll) 第2ネズミ飼育室

飼育室は,空気調和設備により,常に一定の温湿度が保たれ実験室,暗室,洗浄消毒室,

固型飼料調製室等からなり,-ツカネズミを使った放射線遺伝学の研究のために使用されて

いる.

12) 酵卵育雛舎

この建物は,幼雛,中雛,調査室各々2重及び貯卵室,貯卵室,鑑別室等からなり,とく

に貯卵室には鶏卵 10,000個用,架卵 15,000個用の2台の醇卵器が設備され,貯卵室は夏

冬 15oCの温度に調整できるようになっている.

(2) 主 な 機 器
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グロースキャビネ ッ ト

グロースキャビネット

ポータ-超 ミクロトーム

真空冷却遠心横

液体シンチレーションカウンター

バイオフォトメーター

光電分光光度計

電子計算機用オフラインカードせん孔装
置

電子計算機用シンクpスコープ

高電圧折紙電気泳動装置

実験動物用空気調和装置

電子計算機

万能冷却遠心機

分離用超遠心機

分離用超遠心機

コ-ルターカウソタ～

クロマ トグラム分光光度計

実験動物照射後処理装置

実験動物照射後処理装置

46

分離用超遠心機

イオン交換液体クロマトグラフ装置

トライカーブ自動サンプルオキシダイザ

液体クロマ トグラフ

大型電子顕微鏡

33-86-45-49

特 殊 型

SW-3K特殊型

蓄 放 式

NT200-2(特)

RF-1

LP-100-6

CLM-200特

MT-2

SS-500

LS-233

AQV-50
TOSBAC-
3400用
〟

PC別型
コイトトロソ

TOSBAC-3400

RS-18P

L2-65B

L2-65B

B 型

PM()ⅠⅠ
コイ トトロソ
EA-8HW

コイ トトロソ
ES-8PW

ー26-

小糸工業 (秩)

小糸工業 (樵)

米国,ペックマン社

(樵)日立製作所

小糸工業 (樵)

小糸工業 (株)

(秩)日立製作所

米国,ブッシュアンドロム社

小糸工業 (樵)

清和産業 (秩)

小泉 X線工社

東京芝浦電気 (樵)

米国,CRC社

米国,アイバンソーパル社

フィッシャーアンドポ-ター社

日東理化

東京芝浦電気 (秩)

米国アイバンソーパル社

(樵)富永製作所

東芝ペックマン (樵)

仏国,ジュアン社

(樵)島津製作所

東京芝浦電気 (樵)

東京芝浦電気 (樵)

(樵)富士理研

小糸工業 (樵)

東京芝浦電気 (樵)

(樵)富永製作所

東芝ペックマン (樵)

東芝ペックマン (樵)

米国,コールタ-エレクトロニク
ス社

西独,カールツァイス

小糸工業 (樵)

小糸工業 (樵)

(秩)日立製作所

米国,/ミリアンアソシエーツ社

米国,パッカードイソスツルメソ
ト社

(樵)日立製作所

日本電子 (樵)



全自動アミノ酸分析機

分取用ディスク電気泳動装置

47

48

オー トウェルガンマう/ステム

紫外線吸収測定装置
-レクトロフォーカシングカラム電気泳
動装置

低温灰化装置

スペクトルデンシ トメーター

自動式密度勾配分析分取装置

自動式密度勾配分析分取装置

倒立顕微鏡

高速凍結乾燥機

グロースキャビネット

グロースキャビネット

分離用超遠心機

プレ-ブ恒温室

ローラセル組織培養装置

マルチ測光願徴鏡

ディジタル原子吸光分光光度計

コイ トトロソ用プログラム操作盤

ディジタル自動分光光度計

パルソニック自動洗浄装置

9･ 図書および出版物

;,L.:-61A=",ォアF崇 誓 書 'LK,社

LTA-504

SD-3000

640

640

MD

FDC-3S-H-M

コイトトロソ
HNIi-10W特殊型

コイ トトロソ
HNB-10W特殊型

(秩)日本無線医理学研究所

米国,ビュックラー社

スウェーデン LKB社

米国, トラベロ社

米国,ジョッフェル社

米国,イスコ社

米国,イスコ社

日本光学工業 (樵)

米国,サーモバック社

小糸工業 (樵)

小糸工業 (樵)

東芝ペックマン (秩)

三洋電機 (樵)

米国ニューブランズウィックサイ
エソテフイツク社

オリンパス光学工業 (秩)

(樵)日立製作所

小糸工業 (樵)

(樵)日立製作所

米国ナブコ社

(製本雑誌を含む)



(b) 逐次刊行物

(C) 論 文 別 刷

ゴール ドシェミット別刷文献 56,964部

桑田別刷文献 5,735部

保井別刷文献 8,292部

(2) 出 版 物

国立遺伝学研究所年報 第1号 (昭 24/25)一第 23号 (昭 47)

AnnualReport.NationalInstituteofGenetics･Japan,Not1(1949/50)-No･23(1972)
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ⅠⅠ 各研究部における研究活動等

1.研 究 部 等

(1) 形質遺伝部 (研究第 1部)

形質遺伝部は創立当初研究第 1部として田中研究室,松村研究室,古里研究室の3研究室を

もって発足した. まだ研究設備が整わないため,部長田中義暦は福岡分室 (九州大学農学部)

において研究を行っていた.当時の研究課題を見ると,田中研究室では蚕の不安定遺伝子に関

する研究,松村研究室では一粒コムギの放射線遺伝学的研究,コムギ5倍雑種の子孫における

零染色体植物の研究,カモジグサのゲノム分析,桐菜の人為3倍体による育種などが活瀞に進

められ,また古里研究室では柑橘の遺伝育種に関する研究,倍数植物の育成とその利用に関す

る研究,-ナササゲの不稔の研究などがある.また遠藤徹はペーパークロマ トグラフ法を用い

て花色の生化学的研究を開始した.

田中義麿初代部長

その後養蚕室の新設を見たので,昭和 27年度から田中

部長は三島に移って蚕の研究をはじめた.田中研究室には

昭和 26年土用清が研究員として着任し,ネズミの遺伝学

的研究と系統育成とを開始した.

昭和 28年8月生化学遺伝部が新設されることになった

のを機会に,当所の組織構成に大きな変革が行われ,研究

第 1部は形質遺伝部と改称され,また古里室長は退任して,

第3研究室はヒトの遺伝研究室として駒井生理遺伝部長が

室長を兼任した.研究課題として,人類小頭症の研究をと

り上げ,名古屋大学教授岸本鎌一,客員尾崎安之助らがこ

の研究にあたった.土川研究員は生理遺伝部第 1研究室に

移った.

昭和 29年 :第 1研究室の課題は家蚕の形質遺伝学的研究と,杵蚕の生理遺伝学的研究とで

あった.細目まで記して見ると,家蚕のリンケージ研究,繭色の遺伝子分析,遅れ蚕の研究,

褐円および多星紋に対する飼育温度の効果等となる.第3研究室には客員として田中克己が加

オフった .

昭和 30年 :変異遺伝部の設置が決まり,第2研究室長松村清二はこの新設部の部長に就任
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した.空席となった第2研究室長は所長として着任した木原均が兼任することになり,研究員

として藤井太朗,阪本寧男の両名が所属した.

昭和 31年 :創立以来部長兼第 1研究室長の職にあった田中義暦および第3研究室長を兼任

した駒井卓が退任して,後任として田島弥太郎がこの部の部長に就任した.そして取あえず第

1研究室長および第3研究室長を兼任した.第 1研究室では家蚕の形質遺伝および人為突然変

異に関する研究を主な課題として取上ることとなった.第2研究室 (木原)は, (1) コムギと

その近縁種による核置換の研究, (2)パンコムギの起原の研究, (3)植物の左右性の研究,

(4)種なしザクロの研究, (5)チュ-リップの品種とウイルス病の関係, (6) 日長性の生理遺

伝的研究など研究課題は多種であった.

昭和 32年 :当所の研究機構に再び大きな変革が加えられた.形質遺伝部は従来の3研究室

が2研究室に圧縮を受けたが,第 1研究室は従来通り田島部長が室長を兼任して蚕の遺伝の実

験的分析を続行し,第2研究室は生理遺伝都から木村資生室長を移して,生物集団における遺

伝様式の数理的分析研究を行うことに改めた.

昭和 33年 :本年度よりこの部の重要な研究課題として放射線による遺伝的障害に関する研

究が加えられ,第 1研究室では突然変異の誘発機構について,第2研究室では,その集団内に

おける保有機構について,それぞれ研究を進めた.第 1研究室では文部省科学研究費の補助の

もとに ｢家蚕における遺伝子座の特異性に関する研究｣班を組織し,国内の家蚕遺伝学者多数

の協力を得て,研究を進めた.その結果明らかになった事実としてほ ｢作用の類似した遺伝子

が同一染色体上に集中して存在する傾向がいちじるしい｣ことが挙げられる.その後の研究で,

このことは ｢蚕の染色体には諸所にこのような区域が分化している｣と見た方が妥当であると

いう結論に改められた.

第 1研究室における蚕を用いた放射線遺伝学的研究は田島部長の着任以来計画され,卵色遺

伝子を標識とする特定座位法の採用によって誘発突然変異率の測定が簡単に行えるので,この

方法を指標として,まず蚕の生殖細胞形成過程における放射線感受性の変化の研究から着手し

た.研究の進展に伴い,蚕の生殖腺についての細胞組織学的研究が必要になったので,特別研

究生佐渡敏彦を九州大学から迎えて,この研究に取組んだ.佐渡はこの研究の一部として蚕の

生殖細胞を体外で培養する方法の研究をも併せて進めたが,これは思うようには進展しなかっ

た.

昭和 34年 :蚕を材料とした放射線の遺伝的影響の研究は原子力予算による支持, Rocke-

feller財団よりの研究費援助などにより,本格的に進められるようになり,本年度には原子力

予算で小型の γ線照射装置を持ったブロック建 218.56m2の特別蚕室が建設され,内部設備

としで恒温恒湿装置,冷蔵庫等が文部省機関研究費により整備されて研究実施上便利になった.
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研究条件の整備に伴い,研究課題も当時の放射線遺伝学の中心課題である ｢放射線誘発突然変

異率の線量率効果｣を取上げることとした.この当時まで,放射線による突然変異発生率は線

量に比例して直線的に増加すると考えられ,線量率に依存しないと見られていた.ところが米

国 OakRidge研究所でマウスを使った実験から,若い精原細胞では明らかに線量率効果が認

められるということが報告され,非常な反響を呼んだ.直ちに各国で種々の材料を用いて追試

が始められたが,最も興味ある発展をしたのがこの研究室の蚕の研究であった.実験を始める

とすぐマウスで報告されたところとは全く逆の線量率依存性が発見された.さらに実験を進め

たところ,醇化直後の精(卵)原細胞ではマウスで報告された通りの線量率依存性が認められ,

その後僅かに1週間で逆転が起ることが判明した.取り敢えずこの事実を Geneticsに発表す

ると同時にこの奇妙な現象の解明に取組むこととしたのだが, この問題の解明には前後約 10

年が必要だった.

昭和 35年 :第 1研究室では,(1)放射線による突然変異発生の線量率依存性の研究,(2)坐

殖細胞の発育段階と誘発変異の適応度の関係, (3)蚕の集団に保有される劣性致死遺伝子数お

よびその自然変異率, (4)放射線による雄不妊現象の細胞学的解明.第2研究室 (木村)では,

(l)最適突然変異率に関する理論,(2)遺伝的情報の蓄積の問題,(3)突然変異の荷重に対す

る-ビスタシスの影響,(4)隣接した遺伝子座の間におけるエビスタシスの進化について研究

した.

昭和 36年 :人類遺伝部が新設されたのに伴い,木村研究室を同部に移して,第2研究室は

細胞質および細胞レベルでの形質発現の問題を中心に研究を行 うことに改め,生化学遺伝部よ

り坂口文吾を第2研究室長として迎えた.また研究員佐渡敏彦を第 1研究室より第2研究室に

配置換えした.

第 1研究室では従来に続いて放射線の線量率依存性の研究を進める一方,突然変異生成機構

を解明するため ｢化学物質による突然変異生成機構研究班｣を組織し,この分野の創始者であ

る英国 Edinburgh大学の C･Auerbach博士を外国人研究員として招へいして指導と援助を

求めた.また東京農工大学より中島誠講師を流動研究員として招-いして,核酸の塩基類似体

取りこみによる突然変異の研究を進めた.第2研究室では坂口室長はショウジョウバエにおけ

る異常性比形質の細胞質因子 (SR)の研究を,佐渡研究員は蚕の精原細胞および卵原細胞にお

よばす放射線の緩急照射の影響に関する細胞組織学的研究を行った.

昭和 37年 :線量率依存性の研究は分割照射効果の検討に進み,逆転型を示す時期において

もこの分割効果が認められることを知った.また佐渡研究員は細胞学的研究から緩急照射によ

る精(那)原細胞に対する致死効果の差は誘発突然変異率の差を説明できる程大きくはないとい

う結果をえた.研究協力者村上昭雄は中性子による蚕の突然変異の研究を開始した.
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形質遺伝部のスタッフ

昭和 38年 :田島部長が代表者となって実施していた総合研究 ｢蚕の遺伝子座の特異性に関

する研究｣が一段落したのを機会に従来多数の研究者により行われた業績をとりまとめ,The

GeneticsortheSilkworm として Londonの LogosPressから出版した.また総合研究班

｢化学物質による突然変異生成機構の研究｣は高等生物における突然変異機構に重点を置いて

研究を進めてきたが,3ヶ年を経過したので,各班員の研究業績を取りまとめ,研究業績集と

して刊行した.

昭和 39年 :第 1研究室では相変わらず線量率依存性逆転現象との取り組みが続いた.特に

分割照射実験の結果から,放射線照射を受けた細胞内には,しばらくの問前突然変異状態の回

復を妨げるような状態が持続し,これが次回照射による突然変異の発生率を高める原因となる

ものと考えられたので,各種の代謝阻害剤を用いて,照射後処理実験を行い,この変性の実体

を明らかにする努力を続けた.また逆転現象の解明は放射線による突然変異の生成機構の解明

にもつながる大きな問題点を含んでいると考えられたので昭和 38年度から ｢放射線の線量率

依存性に関する基礎的研究班｣を組織して,共同研究を進めると共に,目米科学協力実行委員

会の支援の下に昭和 39年 11月3日-7日大磯において ｢遺伝および細胞レベルにおける放

射線の線量率効果｣についてシソポジュウムを開催し,この研究推進上多大の示唆を得た.村

上昭雄 (研究協力者)は細胞分裂周期に応じて放射線突然変異率がどのように変化するかにつ

いて,蚕の発生初期卵の分裂同調性を利用して研究を進めた.第2研究室における細胞質因子

SR の研究は起原を異にする因子間の相互作用の解明に進み,nSRからスピロシソと名づける

一種のたんばくが分泌され,これが wSR を殺す作用を持つことを明らかにした.

昭和 40年 :大磯シンポジウムでの討議をふまえて,線量率効果の研究では注意深く各種の

仮説を再検討して行く方針がとられた.これまでに選択的細胞致死説,回復説などについて検
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討したが本年度は分裂同調効果説を検討することとした.総合研究班員,佐渡らの細胞学的研

究から,選択的細胞致死説は支持されないことが判ってきたが,佐渡は急照射および緩照射後

の精原細胞の動態を研究してG2集団-の集積-すなわち一種の分裂同調一によって説明でき

ると考えた.これによって永年の研究課題が一挙に解決の方向に向った.第2研究室ではショ

ウジョウバエの性比因子の形態,構造,増殖様式などの研究が進んで,この因子が一種のらせ

ん菌の特徴を持つこと,しかしいちじるしく特徴のあるものであること,DNA の構造もいち

じるしく変ったものであることなども明らかになった.放射線照射後炭酸ガス処理を行う実験

に従事していた研究補助員大沼昭夫はこのガスが産下直後の蚕卵の核に敏感に作用して容易に

多数のメロゴニ-個体を誘発する作用を持つことを発見した.

昭和 41年 :第 1研究室では永年研究を続けていた放射線の線量率効果逆転機構が解決に至

り,この結果をまとめて国連科学委員会に報告すると共に,1966年 6月開催された第 16回

委員会に田島部長は代表代理として出席し,｢放射線の遺伝的影響｣に関する報告書の作成に
協力した.また佐渡研究員は細胞学的成果を MutationResearchに発表した. なおこの結果

をふまえて本年度より科学研究費による総合研究 ｢放射線損傷の回復機構に関する研究｣班を

発足させた.第2研究室では室長坂口文書が6月1日付けで九州大学に転出したので,大阪大

学理学部助教授黒田行昭を新に室長として迎え,細胞レベルにおける形質分化の研究を担当さ

せることとした.

昭和 42年 :第 1研究室では,(1)放射線損傷の回復に関する研究では精子細胞に分割照射

を行う方法で,発生する突然変異に回復が起ることを証明することができ,これを指標として,

ホルモン効果の面などから研究を進めてた. この研究には フランス国 リヨン大学理学部から

P.Teulade博士も客員研究員として参加した. (2)中性子線,γ線,X線,および化学物質

の突然変異作用の比較,(3)放射線感受性を異にする蚕の諸系統を用いて各種突然変異発生に

関する比較研究を行った.第2研究室では研究員に湊清が採用され,昆虫細胞の体外培養の研

究に参加した.このほか癌細胞の組織再合成における細胞選別の問題,組織再合成の面から見

た放射線損傷の回復の研究などを行った.

昭和43年 :第 1研究室では総合研究｢放射線損傷の回復に関する研究｣が3年目に入いった

ので,その推進に力をそそいだ.分担研究としては照射前,後における 02,N2ガス処理の研

究を進め,モザイク突然変異が全体突然変異にくらべて回復し易いことを見た.なお従来の研

究結果を取りまとめ,第 12回国際遺伝学会議シソポジュウムで報告した.なお田島部長は第

12回国際遺伝学会議の総務幹事として,この 1年間極めて多忙な日を送ったが,この間京都

で開催された日米科学協力によるシンポジュウム "ComparativeCellularandSpeciesRadi0-

5ensitivity"に出席して,線量率効果に関する研究成果を取りまとめ報告した.第2研究室に
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おける昆虫培養細胞に関する研究は植物由来の各種Ecdysteroneの作用を中心に進められた.

なお本年度から蚕の系統保存のための予算が認められ,180余に達する突然変異系統の保存が

確保されることとなった.

昭和 44年度 :第 1研究室では放射線感受性の系統差の実体を明らかにすることに全力をそ

そぎ,あわせてそれら系統間に交雑を行って,放射線感受性が Flにおいてどのようになるか

を研究した.第2研究室では文部省科学研究費による総合研究 ｢組織培養による細胞分化の研

究｣(代表者黒田行昭)が認められ,研究推進に大いに役立った. この研究室の課題は次の通

りであった.(1)体外培養による昆虫組織の分化, (2)培養昆虫細胞株の確立, (3)昆虫細胞

の分裂周期に対する脱皮ホルモンの作用,(4)培養細胞を用いた突然変異形質発現機構の研究,

(5)癌細胞の組織再合成物質の特性, (6)細胞識別能力から見た放射線損傷の回復機構の研究.

昭和 45年 :第 1研究室における研究の興味の中心は薬剤処理後ずっと後の代になって突然

変異が発現して来る遅延発現の問題,および生殖細胞における突然変異反応単位が単数から複

数に転化する時期の問題に移った.またここ数年間特に力を入れてきた放射線感受性の系統差

の問題も本年度で研究の大筋はほぼ完了し,その大貌を明らかにすることができた.また放射

線による "前突然変異損傷"の回復については, これを細胞レベルの問題にまでひろげ,｢放

射線損傷の回復に関する細胞生物学的研究｣なる総合研究班を組織し,その解明に努力した.

放射線感受性を異にする代表的 7系統の精原細胞を用いて庶糖濃度勾配法によりDNA鎖の

切断および再結合能を比較する実験は技術的問題がなお残り,確定的な結論をうるには至らな

かった.第2研究室では前年に続き昆虫細胞の体外培養の研究,癌細胞の組織再合成に対する

糖質の作用の研究などを進めたが,特に力を入れたのはキイロショウジョウバエ細胞の増殖に

必要な高分子物質の研究で,10%子牛血清を加える方法が好結果を示した.

昭和 46年 :第 1研究室で過去3年間実施してきた ｢放射線損傷の回復に関する細胞生物学

的研究｣は本年度をもって終了となったので,その取りまと糾こ努力し,その成果を日本遺伝

学会および細胞生物学会におけるシソポジュウムで講演すると共に班研究報告として謄写印刷

に付して関係者に配付した.研究の具体面ではアルカリ庶糖濃度勾配法による蚕のDNAの分

子量測定,突然変異損傷の回復に及ぼす蛋白合成阻害剤の影響等についての研究を進めた.普

た村上研究員がかねてから研究を進めていた突然変異誘発における速中性子線の効果について

の研究は,その後順調に発展し,その結果は 1972年出版予定の国連科学委員会報告書に全面

的に採用収録されることとなった.第2研究室では今年度はショウジョウバエの癖から取り出

した精巣の体外培養を行い,精子形成やその成熟過程について研究した.また組織再合成にお

けるアミノ糖類の作用,細胞の癌化と細胞表面膜物質との関連などについても研究を進めた.

昭和 47年 :第 1研究室では放射線および化学物質による突然変異生成機構の研究を続行し,
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PotentialMutation系の分析,アクリジン化合物による突然変異誘発実験,不安定性系統の遺

伝解析などを進めた.また今年度から人間環境内に存在する化学突然変異原,病原物質などに

対する鋭敏な検出方法の開発研究に着手した.この問題については社会的重要性にかんがみ,

前年度から研究の問題点,研究組織などについて検討総借を進めてきたが,5月には総合研究

｢人間環境におけるポテンシャルミュ-タゲソに関する基礎的研究｣班が発足を見た. また 8

月にはこの問題について東京7/=おいて日米医学研究協力計画に基く合同セミナーが開催され,

今後の研究方向について討議を行うことができた.幸い当研究室における研究は順調に発展し,

雌桶の中期に被験薬剤を注射する方法で,極めて鋭敏に突然変異性の有無を検定できる方法が

開発された.本年度この研究室には米国Harvard大学生物学教室からDr･MarianGoldsmith

が来訪し,約 1ケ月間滞在して蚕の卵殻の突然変異の研究,特に温度依存性変異を誘発するた

めの予備的な研究に従事した.第2研究室では従来に引続いて体外培養による動物細胞の形質

分化,癌の発現機構などの研究を進めたほか,本年度からは新らたに培養細胞を用いた体細胞

突然変異の研究を開始した.高等動物の細胞分化に伴 う,組織構造の形成に,細胞膜物質とし

ての糖蛋白や糖脂質が重要な役割りを果たしていると考えられるが,細胞の癌化に伴い,細胞

質の糖結合物質の変化の状態を明らかにするための努力を続けた.

昭和 48年 :第 1研究室では前年度の研究で化学的突然変異原物質を鋭敏に検出する方法を

開発できたので,この方法がどのような化合物の突然変異性検出に適しているかについて検討

を進めると共に,この方法を用いて,各種化合物の突然変異性の検出を進めた.中でも食品添

加物としてひろく用いられているプリ-ルフラマイドの突然変異性の発見は国内,国外ともに

重大な関JLhを呼び起した.第2研究室では培養細胞を用いて環境変異原を定量的に検出する方

法の確立に特に努力したヒト胎児由来の正常倍体細胞を用いて,EMSを誘発原として 8-アザ

グアニン抵抗性突然変異を指標として研究を進めた.

(2) 細 胞 遺 伝 部

小熊部長時代 (昭和 24年～27年)

研究所設立 (昭和 24年)と同時に研究第2部 (細胞遺伝学)として発足し,初代所長小熊

拝博士が初代部長を併任した.当部は小熊研究室 (主に動物細胞遺伝学)と竹中研究室 (主に

植物細胞遺伝学)に分かれ,小熊博士及び竹中要博士が室長で,研究員には木村資生民 (小熊

研)及び伊藤太郎氏 (竹中研)が所属していた.小熊博士は北大より遺伝研-移られ動物の性

染色体について,また竹中博士は有用植物の蒐集と保存に力を入れると共に,高等植物の核型

や性分化の研究をされた.木村氏は当初から数理遺伝に多くの興味ある研究を発表し,伊藤氏

は篠遠博士 (兼任)と共に菌煩の細胞遺伝学的研究をした.当時木原均博士 (京大教授)が小
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熊研究室の併任所員としてリリエソフェルト博士と共にヒガンバナの研究をしておられる.26

年度は同じメソ/ミ-で研究が進められた.27年は飯野徹雄氏が伊藤氏と交代して微生物の遺

伝学的研究を開始した.後日集団遺伝部長及び微生物遺伝部長となられた木村及び飯野両博士,

及び第2代所長となられた木原博士が共に当初細胞遺伝都に所属しておられたことは本研究部

の輝かしい歴史といえよう.

竹中部長時代 (昭和 28年～40年)

昭和 28年度から第2研究部が細胞遺伝部という名称に変り,竹中博士が部長と第2研究室

の室長を併任し,古里和夫氏が研究員となる.第 1研究室は生理遺伝部の研究員をしていた吉

田俊秀氏 (北大卒)が室長となり,石原隆昭氏 (北大卒)が非常勤研究員として採用された.

第3研究室が発足し,生化学遺伝部長の辻田光雄博士が室長を併任し津田誠三氏が研究員とな

る.牧野佐二郎博士 (北大教授)が併任職員となりリリエソフェルト博士が非常勤研究員とし

て当部に所属した.第 1研究室では主としてマウス及びラットにおける運慶の細胞遺伝学的研

究がなされ,第2研究室では植物の性染色体やイネ科植物の核分類学的研究などがなされた.

第 3研究室では電子顔徴鏡によりゾウリムシ,カイコの精子及び家蚕ウイルスなどの微細構造

が研究された.

昭和 29年に館岡亜緒氏 (東京都立大卒)が研究員 (第2研)に石原氏が研究雇員 (第 1研)

になる.この体制は 31年まで続いた.31年9月には東京と京都で国際遺伝学シンポジウムが

開催され,がん細胞の染色体研究のシンポジウムに吉田室長が研究発表した.参加者一同は遺

伝研を見学し,その折,特に竹中部長によって集められた多数のアサガオの突然変異種を展示

し見学者に多大の感銘を興えた.32年に 1部 2研究室に変り,第 1研究室は石原氏の転出に

伴い吉田室長と土川清研究員 (生理遺伝部より移籍)が,第2研究室は従来どおり竹中室長と

館岡研究員のコンビで運営され,辻田室長と津田研究員のコンビは生化学第3研究室専任とな

る.この時代より研究所の方針に基づきネズミの系統維持は生理遺伝部より当部第 1研究室の

業務となる.従来に引き続き癌の研究を進め,浜田忠雄 (九大内科),田端敏秀 (和歌山医大)

蛭海啓行 (和歌山医大), 藤田佐金弥,軽部伯子氏らが,第2研究室では下山昭八,永海秋三

(横浜国大)氏らが特別研究生となる.吉田室長は昭和 32年 10月より1ヶ年問ボストンの-

-バード大学小児癌研究所に留学し,チャイニ-ズ-ムスク-の癌の研究に従事した.昭和

33年には土川研究員が変異遺伝部第 1研究室 (菅原室長)に移籍.この頃,ロックフェラー

財団の寄附金による ｢動物における放射線の遺伝的影響｣(代表者木原均)の研究の一部を担

当し癌細胞並びに正常細胞に対する放射線の影響についての研究が進められた.一方ロックフ

ェラ-財団より｢栽培稲の起原に関する研究｣(代表者木原均)の一部を第 2研究室が分担し,

イネ属植物の細胞遺伝学的研究を進めた.
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細胞遺伝部のスタッフ

昭和 34年に森脇和郎氏 (東大卒)が第 1研究室の研究員となり,伊藤倉雄 (福島医大),高

橋貞一郎 (慈恵医大),辻繁勝 (和歌山医大)の諸氏が特別研究生として前年に引き続き放射線

の遺伝的影響や癌細胞の染色体の研究を進めた.第2研究室では米田芳秋氏 (東大卒)が研究

員として採用された.同研究室は前年に引き続きタバコ,アサガオ,イネの細胞遺伝学的研究

をなすと共にイーストの核学的研究が開始された.ロックフェラー財団よりの放射線の研究は

35年まで続き,第 1研究室では俣野吉計及び内海和彦 (共に北大大学院生)らが特別研究生

となる.ネズミの遺伝研究のために中村明氏 (浜松西高)が加わった.36年度からほ第 1研

究室は主に癌の研究に力を入れ,乾直道,上岡利春 (和歌山医大),浜田忠雄 (九大)の諸氏

が特別研究生として参画.当研究室のスタッフと共に 4NQO 対する癌細胞染色体の影響,マ

ウス白血病細胞の染色体研究等を進めた.ロックフェラーによる稲の研究は引き続き第2研究

室でおこなわれ,他にアサガオ,タバコの研究を進めると共に染井吉野桜の起原についての研

究が竹中部長によって始められた.

昭和 37年 1月より吉田室長は癌の細胞遺伝学的研究のために米国々立癌研究所-出張し38

年7月に帰国.米国では Dr.Law と共にマウス白血病の染色体研究を進め,またDr.Potter

等とマウスプラズマ細胞佳癌の染色体研究を始めた.吉田室長の不在中は森脇研究員,栗田研

究補助員,中村特別研究生らが癌及びネズミの遺伝学的研究を進めた.第2研究室では従来ど

おりタバコ属,イネ属,桜の研究を進め, タバコの種間雑種における植物癌の研究が竹中部
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長,米田研究員によって始められた.同年9月より3ケ月間竹中部長が植物細胞遺伝学の研究

状況視察のため欧 ･米諸国-出張,39年 より米国の NIH より癌の染色体研究のための補助

金を受け,癌の染色体研究を続行すると共にクマネズミ及びラットの染色体多型現象の研究が

この頃から始められた,この年に森脇研究員が晴乳動物遺伝学研究のため米国ミシガン大学フ

ォスター研究室へ留学.特別研究生として中村 (継続),大原弘(東京教育大卒),今井弘民(東

京教育大,大学院),天野孝八 (福島医大),深谷孝子,鶴田玲子 (東京薬科大卒)の諸氏が加

わる.第2研ではロックフェラー財団よりの稲の研究の外,タバコ,アサガオ,サクラ等の細

胞遺伝学的研究を継続.吉田室長は NIH の研究補助金により昭和 40年 11月に約3週間の

予定で米国々立癌研究所を訪問し研究報告及び連絡をなし,帰途 ミシガン大学で森脇研究員を

訪れ 同大学にてクマネズミの染色体多型についての講演をする.酒井孝夫氏 (昭和医大)が

特別研究生に加わりラットの緑色瞳の染色体研究をする.森口,深谷及び中村民らの協力によ

りクマネズミの染色体多型の調査と交配実験が手広く始められた.染色体レベルからアリの染

色体研究も今井氏が開始した.第2研究室の米田研究員が米国マン-ッタン大学-植物癌の研

究のため留学.

吉田部長時代 (昭和 41年～ )

41年には当部にとって悲しいできごとがあった.3月 18日に竹中部長が病気で他界された

ことである.後任人事決定の7月まで所長が細胞遺伝部長代理をつとめられ,8月より第 1研

究室長 (吉田)が部長に昇任.米国留学中の森脇研究員が7月に帰国し,年末には米田研究員

も帰国し部の陣容もほぼととのった.この年の 11月には癌細胞の染色体研究に対し吉田部長

に日本遺伝学会賞がおくられた.栗田研究補助員が理学博士を得て愛知がんセンターの研究員

に転出した.

当部は吉田部長の新任に伴い部の編成がえがなされた.従来研究室は使用する材料によって,

すなわち第 1研究室では動物,第2研究室では植物を材料とした細胞遺伝学的研究をなしてい

たが,材料で部を分けるよりも研究内容によって分けるべきであるという新部長の方針に基づ

き,部長会議の議を-て,第 1研究室では染色体の形態及び構造の研究を主体とし,吉田部長

が室長を兼任し,今井弘民氏 (東京教育大卒,当初は特別研究生)を研究員として採用した.

第2研究室では染色体の機能及び遺伝子発現機構などを研究することとし,8月に森脇研究員

が室長に昇任した.主に動植物の腫癌を材料として,特にマウスプラズマ細胞腫癌の染色体変

異と特異蛋白産生に関して第 1及び第2研究室が協力して研究を進めた.一方クマネズミの染

色体多型が第 1研究室で進められると共にその血清蛋白トランスフェリンの遺伝的多型現象が

第2研究室で進められた.

NIH の研究補助金,文部省科学研究費によって癌の研究を進める一万,43年はこの部にと
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って大きなできごとがあった.それは文部省海外学術調査研究補助により第 1次ネズミ類探検

調査団を海外に派遣したことである.第 1次探検調査隊には吉田部長 (隊長)の外,同部の森

脇室長,今井研究員,土屋技官の3名と農林省の宇田川技官の合計4名が加わり,東南アジア,

オセアニア地方 10ヶ国を 50日間にわたって探検調査がおこなわれた.この調査による大き

な収獲の一つは,クマネズミにアジア型 (2n- 42) とオセアニア型 (2n- 38)の存在するこ

とを発見したことである.更に実験室でそれの雑種 (2n-40)の作成に成功し,その成果は

遺伝学雑誌や Chromosoma(ドイツ)に発表された.この年 8月 20日-28日まで東京で第

12回国際遺伝学会議が開催され,癌染色体研究のシンポジウムに ｢がん細胞における染色体

の倍加と蛋白合成｣という研究が報告され (吉田,森脇,今井), またクマネズミの染色体と

蛋白合成の研究が発表された (吉田,森脇).

44年度は人事の面で大きな変化があった.第 2研究室の米田研究員が静大助教授に栄転し

たため第 1研究室の今井研究員が第2研究室へ配置換えとなる.空席となった第 1研究室の研

究員には放医研から加藤旋夫氏 (北大卒)が任用された.特別研究生としてほ松島敏春 (熊本

大医),山下純宏 (京大医),関谷国男 (東北大理,大学院),坂田はるみ (奈良女子大卒)の

諸氏がいた.この年に対島,御蔵島及び-ワイのクマネズミを調査し,-ワイ産クマネズミも

オセアニア型であることがたしかめられた.アカネズミの染色体調査と飼育が土屋技官によっ

ておこなわれた.単離染色体の取り込みの研究が関口氏 (国立がんセンター)らとの共同研究

でなされ,それを更にチャイニ-ズ-ムスターの培養細胞を使用して押し進めた (加藤,関谷,

吉田).異数性細胞クローンを比較的簡単に作り得るコルセミドレバーサル法が加藤,吉田に

よって開発された.一方,吉田肉腫の著しい核型変換が松島,吉田によって研究された.プラ

ズマ細胞における染色体の変化と抗原性の変化などの研究が森脇,今井,山下らによって進め

られた外,東南アジア,オセアニア産のネズミ類の血清蛋白 トランスフェリンの比較研究もな

された (森脇,坂田).45年度は米国ウェイン州立大学の Dr.Mayedaが外国人研究員とし

て,また坂田氏の交代として佐藤多美子氏 (山形大卒)が特別研究生となる.研究は主に前年

度の継続であるが,スナネズミ血清蛋白の遺伝生化学的分析が Mayeda,森脇,佐藤らによっ

て進められた.

昭和 46年度には初代所長であり,細胞遺伝部の初代部長を兼任された小熊揮博士が他界さ

れるという悲しいできごとがあった (9月6日).この年白石行正氏 (金沢大医)が流動研究員

に,志佐濡 (愛知がんセンター),文書国男 (東京医大),湯山洋介 (イカリ消毒),須藤鋲世 (野

村総合研究所),嵯峨井知子 (金沢大卒),原田正史 (農大)の諸氏が特別研究生となる.ネズ

ミの系統維持と新しい実験動物開発のために使用されてきた木造の第 1ネズミ飼育舎が老朽化

したため新しい鉄筋コンクリートの飼育舎の建設予算が認められた.この年9月20日より25
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日までアジア･大平洋実験動物国際会議が東京及び犬山で開催され,青田部長が組織委員とし

て参画し,本研究部から3題 (吉田,森脇,土星)の研究報告がなされた.なお参加者一同は

9月 24日に本研究所のネズミ飼育施設等を見学した.染色体の新しいバンディングパターン

法の研究が開発され (吉田,加藤,嵯峨井, 白石ら), そのテクニックによってクマネズミ及

びその近縁種の核型が比較研究され,Chromosomaなどに発表. イタイ ･イタイ病患者の染

色体異常が白石流動研究員と吉田部長によって調査報告され,チャイニーズ-ムスタ-の姉妹

染色分体交換現象が加藤研究員によって研究された.一方マウスのプラズマ細胞の染色体を/i

ソド法によって研究し,更に トランスフェリン蛋白を各種動物について手広 く免疫的検索が森

脇室長,佐藤特別研究生によって進められ,アリの核型分析と染色体進化の研究が今井研究員

によりなされた.

新しい実験動物舎が 47年3月に竣工し,更に内部施設の予算を得た.同年3月 24日～26

日まで国際癌シンポジウム ｢癌研究の最近の動向｣がドイツ･ジュセルドルフで開催され,吉

田部長がその会議より招噂を受けて出席し,｢実験動物における腫癖の発生増殖と染色体の変異

の関係｣について講演発表した.会議の前後にソ連他ヨーロッパ5ヶ国の大学研究所を歴訪し,

講演及び研究連絡をした.同年9月 29日より50日の間第2次のネズミ探検調査が吉田 (隊

長),森脇,加藤,土屋の4氏によってなされた.今回はアジア型 (2TZ-42)とオセアニア型

(2〝-38)の移行型 (2〝-40)のクマネズミをさがしたいということと,これらネズミ類の分

布状況を知りたいという目的で,主として西南アジア･中近東地域の探検調査をなした.人事

の面では新井紀元 (東京虎の門病院),桑畑勤 (北海道林試),文吉国男 (東京医大),森田健

一 (大鵬製薬),佐久間もと (徳島大)の諸氏が特別研究生として参加した.第 2次のネズミ

類探検調査では 14ヶ所で 40数種 (亜種を含む)のネズミ類を捕獲し,それらの染色体及び

血清蛋白の調査をなすと共に一部を遺伝研に送って第 1ネズミ飼育舎で実験動物化のために飼

育中である.本探検調査で得た最も大きな成果は 2〝-40の染色体をもつ セイロン型クマネ

ズミの発見であった.

48年4月1日,ネズミ飼育室はとりこわされ,系統繁殖のネズミ類 (野生ネズミも含めて)

は全部新ネズミ飼育舎に移動した.同年8月 20日～29日まで米国カリフォルニア州バークレ

ーで第 13回国際遺伝学会議が開催され,それに吉田部長と森脇室長が参加し,｢クマネズミに
おける3核型とその進化｣(吉田),｢クマネズミにおける血清蛋白 トランスフェリンの多型｣(蘇

脇)について研究発表した.国際会議後ロズウエルパーク研究所 (バッファp-), ミシガン

大学及び-ワイ大学等に立寄り研究連絡をして帰国した.米国出張中カリフォルニア州のデイ

ビスで入手したクマネズミに2つの新しい染色体変異が発見されたので,それぞれ学会誌に報

告した. この年は島田弘康 (第 1製薬),清川尚 (東京医大),浜田俊 (東京農大卒),大森庸
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(日本歯科大)の諸氏が特別研究生として参加した.

ネズミの系統維持とその開発は吉田部長の着任以来のこの部の重要な研究テ-マでありこの

面に多数の研究補助者の協力を得た.榊原勝美,坂本均,種田信司,栗田義則,佐藤隆司,園

田順,森口征雄,高橋光六,土屋公幸の諸氏の協力は大きい.研究部の女房役として雑役を引

き受けてくれた野村 (現関根)祐子,露木正美研究補助員らの協力も大きい.

(3) 生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は創立時の研究第3部から昭和 28年に改称された最も古い部の一つである.研

究第3部は3研究室からなり,昭和 24年から4年間,駒井卓先生,酒井寛一,辻光雄両名誉

所員がそれぞれ室長であった.駒井先生は最初の 1-2年は京都大学に置かれた分室で研究さ

れたが,約7年の在任中に昆虫類,陸産貝類の遺伝,進化学的研究と日本人の遺伝に関する研

究の外に三毛猫雄の不妊性の問題解明に立派な業績を挙げられた.研究第3部の酒井研究室は

植物集団 (イネ,コムギ)における異型個体間の競争や, トウガラシ,ナスなどの量的形質の

遺伝を研究し,辻田研究室はカイコの新多星紋遺伝子や黄色致死蚕の遺伝,蚕のウィ-ルスの

研究などを行った.

昭和 28年からの3カ年は生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝部が次々と増設されるとい

う遺伝研にとって大変な発展期であった.

研究第3部も生理遺伝部と改称されて駒井先生が部長で第 1研究室長を兼任,酒井さんが第

2,第 3研究室を兼ねられた.

第 1研究室はムナスジショウジョウバエの多型現象を平俊文研究員 (早稲田大学教授)が,

ネズミ類の系統飼育と遺伝学的研究を土川清研究員が始めた.第2研究室の研究は昭和 29年

に増設された応用遺伝部に酒井さんが移られた後は,岡彦-室長 (応用遺伝部長)に引継がれ

た.イネの栽培品種間の雑種不稔性の分析,野生イネの集団遺伝学的調査 (台湾),イネ熱病

抵抗性の遺伝子分析などの研究が行われた.第3研究室は酒井部長が室長を兼任し木村資生研

究員 (集団遺伝部長)が米国ウィスコンシン大学に留学し集団遺伝学の理論として遺伝子頻皮

の機会的変動,有限集団における淘汰の効果,自然集団における遺伝子頻度の確率分布の研究

などを行った.

駒井先生は生理遺伝部長を昭和 30年 11月に高令のために退官されるまで務められたが,

先生が興味をもって研究された課題の一つは,生物集団の平衡多型現象である.ナミテントウ

の週報の色斑に紅型,斑型,四紋型,二紋型があって,アジア大陸のシベリア,中国から朝鮮,

日本,台湾まで分布しているが,地域集団中の4型の比率と遺伝子頻度に変異が見られた.日

本の北部集団には劣性の紅型が多く四国,九州の集団は紅型が減じて最優性の二紋型が多くな
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生理遺伝部のスタッフ

る.とくに長野県諏訪の集団の各型の比率については 1912年以来 40年にわたる調査記録が

あって年代による変化が見られた.この変化の要因として,各型の個体の適応値と淘汰係数を

求め,移住や機会的変動についても検討された.その結果,変化の要因は気候条件が次第に暖

かくなるという定方向性淘汰によるものと考えられた.一方陸産貝類オナジマイマイの殻の色

模様に無帯黄色,有帯黄色,無常褐色,着帯褐色の4型があって地色と帯はいずれも一つの遺

伝子に支配され褐色が黄色に対し,着帯が無帯に対して優性である.日本各地の集団における

各型の比率は人間の血液型の ABO遺伝子の集団中の頻度と同様な機構で保持されていると考

えられた.

三毛猫雄の生殖力を欠く原因として駒井先生は XY 両染色体の交叉説を採用された.交叉

によって X 染色体にあった黄色遺伝子が Y染色体に移り,それと交換に Y染色体にあった

雄の生殖力を出す遺伝子が X 染色体に移った. この黄色遺伝子のある Y 染色体と黒色遺伝

子のある常染色体をもつ三毛猫雄は生殖力を失なった.多数の三毛猫雄の精原細胞の染色体を

調べて確かめようという努力もなされた.

日本人の遺伝についてはたまたま三島市で見られた小頭奇形や短指症の遺伝などが研究され

た.小頭は頭と脳がひどく小さくて極端な低能になる奇形で常染色体性劣性遺伝子によると考

えられた.中都市における近親婚から生れた小頭の発現率から突然変異率 (2.20×10-5)が求

められた.
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昭和 31年9月6日-12日に東京と京都で国際遺伝学シソポジアが開かれて20数カ国約 100

名の外国人遺伝学者に,わが国の約500名が加わった.駒井先生も組織委員として貢献された

が,このシソポジア後の 11月に退官されて部長は一時木原所長が兼任された.その翌年昭和

32年 5月に大島が着任するまでにかなり大きな編制替があって,岡室長は応用遺伝部へ,木

村室長は形質遺伝部へ移り,第 1研究室の土川研究員の管理をしていたネズミの系統保存事業

は同氏の米国留学のために細胞遺伝部の吉田室長 (細胞遺伝部長)に引継がれた.

昭和 32年には生理遺伝都は2研究室になり第 1研究室は大島が平俊文研究員とともにシき

ウジョウバ-の集団遺伝学的研究を始め,第2研究室は木原所長が室長を兼任されて阪本寧男

研究員と共にコムギとその近縁種による核置換の研究,パンコムギの起原の研究を始められた.

第2研究室の研究はその年から8年間にわたって米国のロックフェラー財団から栽培稲の起

原に関する研究に援助があって研究所の高等植物に関する研究は大活況を呈した.木原研ほ東

南アジアからアフリカ大陸の広範囲におよぶ数回の採集旅行によって集められた栽培稲と野生

稲の系統保存と形態生理学的研究を分担した,集めた稲の系統は昭和 36年には約4,000系統,

昭和 39年には 20余種4,447系統になり,代表系統の謄菓標本も1,470枚に達した.一方イ

ネ属植物体の表面構造の比較,種子の発芽調査,開花時問, 日長性の研究が片山忠夫研究員

(鹿児島大助教授)によって行われた.短日圃場における野生稲の短日処理の効果を調べたり,

交雑不能の種や系統間で肱と旺乳の相互移植実験を行った.

木原先生はある機会に述懐されているが,所長在任 14年間中一介の研究者として終始され

た.その間になされた価値ある研究として自ら挙げられたものは京大時代からの引続きのコム

ギ属における核置換の研究,戦前戦後を通じて最大の規模であったカラコルム,ヒンズークシ

の学術探検,異種細胞質を用いた雄性不稔系統と不稔回復遺伝子の発見,比較遺伝子研究法の

確立,花粉粒の核の行動,染色体較座を応用した交叉と染色体の分離現象の研究,1核遺伝子

-1細胞質因子説の提唱などである.

これらの立派な業績を詳しく述べることはできないが,先ずパンコムギの起原の研究はカラ

コルム,ヒソズ-クシ地域で採集された AegilopssquarrosaL･の多数の系統の形態,生理的

変異の分析から,その多様性の中心はイランであると考えられた.その後コムギと近縁種の遺

伝子 (播種,帯自性,ネクローシス,有だ性,有毛性,穂の密度など)の比較分析を行い,相

同遺伝子の分布を明らかにしてパンコムギの起原発祥の地をほぼ正確に推定できた.これが常

脇恒一郎 (京大教授),阪本寧男 (京大助教授),西川浩三 (岐阜大教授)が協力した比較遺伝

子分析法である.コムギ属における核置換の研究は TriticumdicoccILmとT･timopheeviの交

雑から始まり,timopheeviの細胞質に dicoccum の核を入れてゆく核置換と timopheeviの核

を再び入れてゆく核復元を戻交雑を毎代続けてゆくことによって行った.異質細胞質中のゲノ
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ムの形質発現は雄性不稔となって認められその研究は発展した.その後,雄性不稔細胞質を回

復する因子系が核中にあることがわかり多くの系統で探索された.たとえば T.timopheeviの

細胞質には T･dicoccumの2品種,T･polonicum の1品種,Ae･ovataの細胞質には普通系

コムギ P168系統が回復因子系をもっていた.また T.timopheeviの細胞質には6倍性の T･

spelta,4倍性の T.polonicILm のある系統に-テロで強い回復因子のあることがわかった.

このような研究成果は雑種コムギの育成にとって重要な材料になると考えられた.かつて1遺

伝子-1酵素説が提唱されたが,1遺伝子-1細胞質因子 (plastogene)の対応があって,舵

胞内の生理的調和が保たれ,進化にも関与するであろうという仮設が核置換の実験から打立て

られた.

普通系コムギに致死性のネクローシス (懐痘)をおこす優性補足遺伝子が見つかり,A,a

および D ゲノムにある Nel,Ne2,Chl,Ch2,について常脇研究員らほ世界各地の品種を調

べてこれら遺伝子の地理的分布を明らかにした.この結果から栽培コムギの系統分化が明らか

になったが, ヨーロッパやアメ1)カのコムギに多い Ne2遺伝子はパンコムギが中央アジアか

ら西へ伝播する過程で突然変異によって生じたものと考えられた.

木原先生の探検精神は多くの京大出身の研究者に受継がれたが,その中で阪本研究員は京大

学術探検隊に加わること数回におよんだ.コ-カサス地方 (昭和 41年)サ-ラ地方 (昭和 43

午),メソポタミア北部地方 (昭和 45年)のコムギ属およびイネ族植物を多数集めて分類,遺

伝学的研究を行った.一方日本産カモジグサ属の生態遺伝学的研究を連続的に進めた.自然に

ある種間雑種や,開花期の分化に見られる生態型の分析から3つの異るゲノムを有する異質 6

倍体であると考えた.その後ネパール産のもの,北米産のものまでゲノム分析したり,近縁の

属問雑種までも研究を広めた.生態型の分化や環境適応性 (春播性や日長性)の研究は生態遺

伝学として今後も発展させなければならない分野であろう.

第 2研究室の研究は木原先生のすぐれた創意と指導によって広い範囲にわたって原則的な学

理の確立と極めて重要な応用面に対する貢献を認めることができる.そのすべてについて簡単

にその要点を書くことは私にとって困難であった.もちろん書き落しもあろうし,門外漢の私

の思い違いもあろうがお許し願いたい.

第 1研究室の研究の概略を述べる.私が遺伝研に着任してから早くも約 17年になるが,臥

共の研究は米国のロックフェラー財団,NIH の研究費, 日本科学協力による研究費 (日本学

術振興会),文部省の科学研究費および環境庁の公害防止等に関する研究費などによって連続

的に支えられてきた.大阪大学から持込んだショウジョウバエの殺虫剤抵抗性の研究は着任早

々に渡米して ColdSpringHarborの生物学研究所とコロンビア大学での研究で終ることにし

た.また遺伝生化学的な研究は限色素形成に関するプリン代謝やプテリジン代謝を平研究員が
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行い,限色素の素材が幼虫の複眼の色素細胞に組込まれる仕組まで追跡することができた.

有害な突然変異は放射線の照射によって誘発されるが,-テロの状態で--にどれほどの有

害性をもつかが当時の集団遺伝学の分野において大問題になっていた.北川特別研究生 (都立

大学助教授)と共に放射線誘発の第2染色体上の致死遺伝子を-テロにもつ--の生存力を正

常な--の生存力と比較した.生存力は羽化してくる成虫の数によって推定したが常にその標

準になるものが必要であった.これには CILrly-Plum という優性突然変異をもった--が用い

られた.このようなショウジョウバエに特有な分析法によって,一つ一つの X 線誘発致死遺

伝子の-テロ塾の-工の生存力を推定した.その結果,多くの致死遺伝子をもつ--の生存力

は正常な--の生存かこ比べると平均で数パーセント低くなったが,中には正常な--の平均

生存力より高い生存力をもつものもあった.しかし致死遺伝子と同じ染色体にある多くの遺伝

子の状態 (遺伝的背景)が,ホモ型のものが多いか,-テロ型のものが多いかということで生

存力の表現が変化することがわかった.

キイロショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子の研究は昭和 34年頃から始まり,

須山,十里木の部落で毎年 10月E酌こ採集した雄バ-のもつ第2染色体を Cwly-Plum法で一

本ずつ調べた.須山の集団は小さいが,昭和 38年秋から研究の対象にした甲府,勝沼のブド

-酒工場の集団は莫大なものであった.その後毎年秋に甲府,勝沼に出かけては一時に数百の

--を採集してきて有害遺伝子の分析を続けてきた.同じ第2染色体をホモにもつ--の生存

力を Cy/Pmの--を標準にして分類し,完全劣性致死遺伝子をもつ致死染色体,半致死遺伝

子をもつ染色体,低生存力遺伝子をもつ染色体,正常な遺伝子をもつ染色体のそれぞれの頻度

を求めた.とくに致死染色体は り,染色体と-テロにして平衡致死系統として研究室に長期間

保存した.致死染色体を-テロにもつ--の生存力はこの場合には遺伝的背景が変異性に富ん

でいるために,正常な--の生存力に比べて有意に悪くなるものは少なかった.そのことより

も私共の興味をそそった問題は甲府,勝沼地域の数カ所に繁殖していた大集団における致死遺

伝子の同座率を調べた研究結果であった.同じ年の研究では集団内同座率と集団間同座率にさ

ほど大きな差異がなかったし,抽出した年の異なる致死遺伝子間の同座率を分析した結果,か

なりの数の致死遺伝子が甲府,勝沼地域に広 く分布する集団に存在し,しかも自然選択にもひ

っっかからないで長期間にわたって保有されたということが判明した.昭和 38年からこの研

究に加わった渡辺隆夫研究員の努力によって,この研究はいろいろな方向に発展した.多くの

致死遺伝子の染色体の位置決定や,SD (分離歪)遺伝子,可視突然変異遺伝子,雌雄の不妊遺

伝子の研究を行った.一方甲府,勝沼の自然集団に存在する逆位染色体の種類やそれぞれの頻

度の分析は渡辺泰州流動研究員 (九州大学助手)によって行われた.第 2,第 3両染色体にそ

れぞれ数種の逆位はかなりな頻度で自然集団に保有されていることから,それらを-テロにも
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つ--の適応値が高いと考えられた.このような逆位と連鎖の関係にあることも致死遺伝子の

長期間の保有機構の一つであろう.甲府,勝沼の集団における致死遺伝子が昭和 42年頃まで

は約 15% であったのが,昭和 44年以後,約 30% と倍になった.真の原因はわからないが,

大気汚染や農薬の効果かも知れない.とくに公害環境が問題になってきた現在において看過し

できない事実である.

昭和 42年頃から温度のプログラム制御による変動環境で致死遺伝子を-テロにもつ--の

生存力,産卵性,寿命などを分析することを始めた.変動温度環境ばかりでなく同時に照度も

プログラム制御できるインセクトロンを実験に使用した.これは変動する自然環境に適応して

いる--の適応性や生理を考えると当然にこのような環境で分析する実験の意義がわかるであ

ろう.昭和45年に井上晃一 (農林省技官),秋鍾吉特別研究生 (韓国中央大学校),昭和 47年

から大西正道特別研究生 (京都大学大学院学生)が研究に加わって以来,産卵隆や走光性など

の行動が一定,変動の光環境でどのように影響を受けるか,走光性を迷路器具を使用して毎代

選択する実験などを行っている.昭和 46年以後,環境庁の研究費で行った研究は,ショウジ

ョウバェ集団に対する都市化の影響と騒音環境に対する反応性の研究である.とくに選択によ

って得られた走光性や避光性の--の発育や産卵にみられる内因性リズムの乱れと騒音環境が

産卵を柳制し,発育を促進するなど興味ある問題に私共は大変刺激され,研究意欲を燃やして

いる.

(4) 生化学遺伝部

昭和 28年8月1日,研究所開設後4年を経て,漸く新規予算で生化学遺伝部の増設が認め

られ,これに伴って人員の配置換えと増員が行われた.すなわちそれまで研究第3部の辻田光

雄研究室長が部長として,坂口文書,遠藤徹,飯野徹雄研究員らは新都の構成員として配置換

え,さらに新しく林孝三副部長,名和三郎研究員,阿部幸頴補助員が採用になり次の3研究室

が構成された.

過去 20年余に亘る人事および研究活動の変遷を,便宜上,昭和 36-37年までを前半期と

し,その後を後半期とし,各研究室毎に述べる.

1. 前半期,第1研究室.辻田光雄 (室長 昭和 31年3月迄)名和三郎 (研究員),坂口文

吾 (研究員)の構成で,ショウジョウバェ,カイコなどの昆虫を主材料として遺伝生化学的研

究が計画された.その当時ショウジョウバエの限色とかカイコの幼虫体色に関係あるプテリジ

ン色素の問題が提議されていた.とくにカイコで早くから知られていた黄体色蚕の皮膚に含ま

れる黄色色素キサントプテリン Bの構造決定が問題であった.また黄色致死蚕の実験結果は

黄色致死にはプテリジン代謝の異常が関連していることを暗示し,この代謝は単に色素形成だ
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生化学遺伝部のスタッフ

けでなく,発生の過程にある重要な生化学的役割を演じていることが考えられた.それでこの

観点からプテリジン代謝の遺伝生化学的研究を 1つの主要課題としてとりあげることになった.

はじめ,ショウジョウバエとカイコにおけるプテリジン代謝によるいくつかの産物の検索と

代謝過程の追究に努めた.次いで当初考えたキサントプテリン B-X-2アミノ･4-イド

ロオキシプテリジン (AHP)-イソキサントプテリン (IXP)の反応段階のうち,AHP-ⅠXP

の変換に与かるプチリン脱水素酵素の研究に入った.カイコでは卵期より成虫期までこの酵素

活性が認められるが,試料をえるための有利性から蚕卵をこの酵素の抽出材料として用い,抽

出した酵素について種々の生化学的特性が調べられた.その結果この酵素はミルクより抽出し

うるキサンチンを尿酸に変換するキサンチン･オキシダーゼと同じ作用をする物であるが,細

かい点では多少ちがいのあることが分った.

次にキサントプテリン Bの構造について名和研究員により2アミノ-4-イ ドロオキシー7,8

ダイ-イ ドロー6ラクチル･プテリジン (セピアプチリン)であることが決定された.

次にセピアプチリンがテ トラ-イ ドロ体に還元される過程が研究された. この変換には,2

種の還元酵素,すなわちセピアプテリン還元穿素とダイ-イ ドロフォレート還元酵素が関与し,

2段階で,先ずダイ-イドロバイオプチリンができ次ぎにテ トラ-イ ドロバイオプチリンが生

成されることが分った.
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正常 (+le仙/+ ten)蚕には以上2種の酵素活性が検出されるが,黄体色 (lem/lem)蚕ではセピ

アプチリン還元酵素活性が弱く,黄色致死 (leml/leml)蚕ではこれを完全に欠如している.併

しダイ-イドロフォレート還元酵素はいずれも健在であることを証明した.そして + len/leml

とIem/lemlとの相互交雑で,前者を母体とするときは,産下直後の卵にセピアプテリン還元酵

素が検出でき,この卵中で Ieml/leml腫子が発育するときは正常黒色蟻蚕となり酵化し,後者

を母体とするときほ産下直後の卵に該酵素活性を欠如し,この卵中で Ieml/leml隆子が発育す

るときほ黄色蟻蚕となり致死することを明らかにした.現在,還元されたセピアプチリンはフ

ェニールアラニン代謝やその他の代謝における水酸化酵素の補酵素として働き,またこれが葉

酸の一組成分として働くという重要な生化学作用が認められている.プテリジン代謝における

欠陥は,昆虫の発生過程において重大な影響を与えることができる.黄色致死蚕はその好例で

あるが, 最近ショウジョウバエでもプテリジン代謝に異常のある (わr突然変異体で,これに

似た致死現象が報告されている.

これら一連のプテリジン代謝の遺伝生化学的研究には生理遺伝部の平俊文研究員も参加し,

この研究に対し,辻田,名和,坂口および平の4名は昭和 38年日本遺伝学会賞を受けた.

なお上記のプテリジン代謝の異常に関連してアルビノ致死蚕の遺伝生化学的研究やチロシナ

-ゼの遺伝生化学的研究を行った.さらにカイコの第6染色体の左端の E偽対立遺伝子群の

研究,第 14染色体の Nll,Nl2遺伝子の研究, カイコの核多角体ウイルス (NPV)と細胞質

多角体ウイルス (CPV)の電子顧徴鏡的研究,ナスの病原体 PseudomonassolanacearlLmの溶

原性の遺伝学的研究などを行った.

さらに日本専売公社の依頼によりタバコから発散して桑葉に付着する毒物の本体について研

究し,これが トリメチルアミンでなくニコチンであることを証明し,さらにタバコの品種によ

りその発散量に差異のあることを確かめた.

名和研究員は昭和 31年4月1日室長心得となり,同 35年 12月1日室長に昇任した.坂

口研究員は昭和34年8月より米国 Yale大学動物学教室の D.F.Poulson教授の研究室に留

学し,ここで2年間ショウジョウバェの性比を変化させる感染性因子について研究し,これが

それまで考えられていたようなウイルスようのものではなく,光学顔徴鏡で観察しうるラセソ

状菌 Spirochaetaであることを発見した.昭和 36年8月帰国後もこの因子について研究を続

けた.併し同年 12月室長に昇任し,形質遺伝部第2研究室へ配置換えとなった.名和室長は

昭和 36年9月より米国 Texas大学動物学教室において,1年間H.S.Forrest博士と共にシ

ョウジョウバエを材料としてプテリジン限色色素の生成機構について研究したが,翌 37年 10

月 Rochester大学生物学教室のE.Caspari教授の研究室に移り,コナマダラメイガを材料と

し新しい実験を開始した.
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第2研究室,林孝三 (室長 昭和 31年3月末迄),遠藤徹 (研究員),阿部幸穎 (補助員 昭

和 32年5月1日 研究員)の構成で花色変異の生化学的および遺伝学的研究がなされた.花

色変異の餓作にはR･WillstatterのPH説,R･Robinsonの coPigment説および柴田桂太の

金属酷塩説などが知られていた.林はオオツエクサの青色花より,水とアルコールだけを用い,

その青色アントシアニンを結晶状に単離し,コソメリニンと命名した.コソメリニンほデルフ

ィニジン配糖体, フラボン配糖体,ペブタイドおよび金属マグネシュウムを含んでおり,1%

塩酸溶液中でもしばらく安定であり,図らずもアントシアニンの金属酷塩説と copigment説

を共に立証することとなった.Robinson教授はこの成果に対し賛辞を寄せた.また阿部補助

員と共に奥日光の約 300種におよぶ樹木より紅葉を採集し,ペーパークロマ トグラフ法でその

アントシアニン成分を同定した.その結果,紅葉色素の多くはシアニジン配糖体,特に 3-モ

ノグルコシドすなわちクリサンテミンであった.この事実を進化的立場より考察すると,クリ

サンテミソほ花弁に含まれるいろいろなアントシアニンの原始型とみなしてよい.他方青色花

は調べられた限り,他の花色に対して遺伝的に優性であり,優性遺伝子の集積が青色花をもた

らしたものと考えられるが,コソメリニソの複雑な組成はこの点に関し極めて暗示的である.

この研究途上昭和 31年4月,林副部長は東京教育大学理学部に,阿部研究員は昭和 32年9

月日本大学三島分校に転出した.

遠藤研究員はパンジ-7品種の花色変異の遺伝生化学的研究を行った.白,黄,赤,青など

の花色は,2種のフラボノール,3種のキサントフィル,4種の赤色系アントシアニンおよび

2種の青色系アントシアニンが関与しており,これらの加算的関係によって変異が生じている

ことを明らかにした.この報告は Nature誌 (No.4464)のニュース欄にも紹介され注目され

た.しかしその遺伝子分析は困難を極めた.例えばF2ではアントシアニン含量は連続的分布

を示し,両親に相当する個体はほとんど検出できない. これはパンジーが Viola属における

種間交雑から育成されたため,各品種は花色を支配する独自の変更遺伝子群をもつようになっ

たことを意味するものである.これに反し,阿部氏によって研究されたアサガオの花色変異は

すべて単純なメンデル式分離比を示した.この事実は,これらの変異が自然突然変異の結果と

して出現したもので,その遺伝的背景がほとんど共通していることによるものであろう.併し

色素組成は,パンジーの場合と異なり非常に複雑で,1個の遺伝子が多数のアントシアニンの

分子構造に関与していることを見出したが,正確な分析結果は得られなかった.

林孝三氏転出の後,第2研究室長として昭和 31年9月1日小川恕人民が任命された.小川

室長は,はじめ当時の木原所長の保存されていたコロシソトウ1)CitrulluscolocynthisScHRAD

の含有する苦味成分の抽出分離を行った.分離した成分は黄色油状,沸点 8loCでCHOの元

素成分より成る多価アルコールである.この苦味成分をcitbittolと名付けた.さらにコロシソ
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トウリとスイカの雑種 Flの完熟果実のcitbittolの定量分析を行った.ヒトに対するcitbittol

の味覚試験の結果は,PTC に対する味覚対立遺伝子 Ttとは別の遺伝子支配をうけること杏

明らかにした.

以上の実験と共に臓器特異性蛋白質の発生遺伝学的研究,すなわち発生初期や再生時におけ

る臓器組織の化学的分化のしくみについて骨格筋蛋白質アクチンおよびミオシンを中心として

研究した.これと併行して X 線照射,温度変化,化学薬品投与などの影響からアクチン, ミ

オシンの生成に関する相関性についても検討した.

第3研究室.林孝三室長 (昭和 31年3月末迄),辻田光雄室長 (昭和 31年4月より昭和 36

年7月迄).飯野徹雄研究員ははじめ黒穂菌 Ustilagomaydisを用いて遺伝生化学的研究を行

っていたが,間もなく材料をサルモネラ菌に切りかえた.昭和 29年末米国に出発し,Wis-

consin大学の J.Lederberg教授の研究室に入り,先ずサルモネラ菌の H 抗原相変異の遺伝

学的機構について研究し成果を収めた.次にこの抗原相変異の研究において H 抗原遺伝子

(Hl) と鞭毛形成遺伝子群 (Pa)との間に緊密な連関関係のあることが示唆されたので,この

点を明らかにするための実験を行った.これによってえた成果は,彼のその後の鞭毛形成に関

する研究発展の足場となった.昭和 33年帰国後 NIH の研究補助費を受けて鞭毛形成の免疫

学的研究を開始した.昭和 36年8月1日室長に昇任し,翌 37年7月1日微生物遺伝部の発

足にあたり,この部の第 1研究室長に配置換えとなった.同日付で室長は辻田部長の兼務とな

った.

昭和 32年 10月はじめ,米国ワシントン大学へ留学のため出発した細胞遺伝部第 3研究室

の津田誠三研究員は,同 10月 12日生化学遺伝部の当室へ配置換えとなった.カビなど微生

物の超薄切片による研究を続けていたが,昭和 36年 10月1日帰国し,翌 37年2月 28日

退職した.

2. 後半期,第 1研究室.名和室長は昭和 37年 10月より1年間 Rochester大学生物学教

室 Caspari教授のところで コナマダラメイガを材料として形質転換の実験を行った. すなわ

ちこの蛾の鱗毛に関する突然変異体の幼虫を,正常系からのDNAで処理して正常系と同じ鱗

毛の出現を起させる研究を行い,目標の変化を起させることができた.昭和 38年 10月帰任

後も,山田正明研究員 (昭和 40年6月1日採用)と共にこの研究を継続し,DNAの性状の

検討,形質転換のための条件および鱗毛原基の生成段階と形質転換の関係などを調べた.いく

つかの実験結果はこん虫における形質転換現象は受容細胞の発達の時期と共に溶液中の DNA

の状態が大いに関係することを示唆した.

この体細胞での実験を発展させて,生殖細胞における形質転換のため,眼色突然変異が用い

られた.すなわち劣性突然変異 〃/α(赤眼色)の卵または幼虫を正常系 (黒限色)の DNAで
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処理したとき,それらの成虫および処理個体とa/a個体を交配した子孫に黒限色の個体が現

われたが,その変化遺伝子型には複雑なものがあり,その分析を行った.また 〃-+α-の

変化個体の +αによる生産酵素についても調べた.次に辻田民らと共に カイコが用いられ,

その卵色突然変異体 wl/wlの幼虫を正常個体よりの DNA で処理し,羽化した成虫を wl/Wl

個体と交配した後代に正常卵色 (限色)へ変換するものが見られた.

プテリジン代謝のうち未解決で残されている問題の1つはショウジョウバエの正常眼の赤色

色素 ドロソプチリンの構造である.名和室長はその合成について学習院大学の杉浦,後藤民ら

との協同研究でドロソプテリン,イソドロソプテリンの合成に成功した.合成品は天然品との

比較において元素分析値,吸収スペクトル,旋光分散など完全な一致が見られた.この合成法

は ドロソプテリン類の構造と生合成過程の究明に重要な示唆を提供した.

第2研究室.小川室長は引続き発生初期や,組織再生時における臓器組織分化の生化学的研

究を筋組織を中山として行い,また動物細胞分裂物質の研究,制癌性植物成分に関する研究を

行った.

一方ではセルp-ズアセテ-ト電気泳動法をわが国に紹介し,その資材の国産化に努めると

ともに,基礎的研究を開始した.すなわち電気泳動分析においてセルローズアセテート膜を緩

衝液の支持膜とすれば,従来のろ紙に比べ微量の試料を短時間で,しかもすぐれた分析成績を

あげることができる.またこの膜は免疫電気泳動分析法にも利用できる.このセルローズアセ

テート電気泳動法によりF型の allo-albuminの家系を発見,またこれと Disc法とを組み合

せた2次電気泳動分析法によって,ヒト血清中の α-グロブリソに関して常染色体上の α21M,

α21Fおよび α2】Sの複対立遺伝子に支配される新しい血清蛋白を検出した.

最近は日本中型犬ならびにその近縁種の遺伝学的研究を始めている.

遠藤研究員は昭和 38年6月より米国 WesternReserve大学の発生生物センターにおいて,

D.Schwartz教授と共に, トウモロコシ Elエステラーゼの組織特異性を研究した.翌 39年

9月,Schwartz教授と共に Indiana大学植物学都に転じ, トウモロコシのアルコール脱水素

酵素およびカテコール酸化酵素の遺伝生化学的研究を行った.41年 3月帰国後,応用遺伝都

岡研究室に留学中の朱耀源,B.B.Shahi,自親らと共に,栽培および野生イネのパーオキシダ

ーゼと酸性フォスファタ-ゼの遺伝学的ならびに酵素学的研究を行った.主な成果は,1) パ

ーオキシダ-ゼのインドール酢酸オキシダ-ゼ作用をザイモグラム上において,始めて検出し

たこと,2) 栽培イネのインド型と日本型とは酸性フォスファタ-ゼのザイモグラムが明らか

に異なること,3) イネの Pxlパ-オキシダーゼが ダイマ-型であることを遺伝的に証明し,

これはその後,森田雄平研究室 (京大 ･食糧研究所)において確認されたこと,4) インド,

フィ1)ッピソおよびアフリカ産のペレニス系野生イネを用い,構造遺伝子 Pxlの遺伝的活性
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を支配する数個の調節遺伝子の変異を検出したこと,5) インド産イネで, Px2パーオキダ-

ゼの組織特異性を支配する調節遺伝子を発見したことなどである.

第3研究室.辻田室長は桜井進研究員 (昭和 37年9月 12日採用)と共に,カイコのプテ

1)ジン代謝関係産物の幼虫皮膚細胞内における保持機構の遺伝生化学的研究を始めた.カイコ

の幼虫ではプテリジン代謝産物や尿酸が皮膚細胞内の額粒中に蓄積され,このプテリジン額粒

が幼虫皮膚を不透明にする実体となっている.この額粒は熟蚕期に悉く崩壊し,内容物は体液

車に逸出し,このため皮膚は半透明となる.正常幼虫でも黄体色幼虫でも薄いメラミン液を 2

日間添食すると,すべての額粒は崩壊し,人為的に最強度の油蚕となるが,2日間正常桑葉を

給与すれば再び元通り頼粒が生合成されることを明らかにした.

種々の油蚕系統の幼虫皮膚細胞中の額粒の形状には異常があるので,これを電子顕微鏡的に

研究した.また正常,黄体色の幼虫および種々の油蚕性幼虫から大量の頼粒を分離して,その

内容物と額粒喋の生化学的分析を行った.内容物の尿酸やイソキサントプテリン,セピアプチ

リンなどは比較的低分子量の蛋白と結合して複合体をつくっている.

プテリジン頼粒は一層の固有膜で包まれる.正常および種々の油蚕の額粒膜を分離して,蛋

白,リピドおよび糖の量を測定した.またこれらの額粒膜を尿素-SDS溶液で可溶化し,それ

らの電気泳動分析,膜蛋白の分子量の測定,アミノ酸分析などを行い,さらに膜蛋白の抗血清

をつくり,免疫電気泳動法により油蚕額粒膜蛋白の遺伝的変異を追究した.これらの実験結果

から膜蛋白の構造遺伝子座位を推定した.

辻田部長は昭和 46年3月 31日付で定年退職し,同日付で桜井研究員も東京慈恵会医科大

学細菌学教室に転勤した.

部長兼第 3研究室長の後任として昭和 47年9月 11日付杉山勉氏が任命された.そして第

3研究室では新たに淡水ヒドラの生化学遺伝の研究が開始された. (辻田光雄記)

(5) 応 用 遺 伝 部

国立遺伝学研究所はその創立にあたって基礎理論の研究とともに有用動植物に関する遺伝学

的研究をとり上げ,開所の当時から人事においても設計においても,のちに応用遺伝部が生れ

るための土台固めに努力を払った.

研究所の創立当時の構内は中島飛行機会社の工場跡地が裸の赤土のテラスを作っていた.鍬

を入れると表層土壌のすくや下は富士火山のいわゆるマサが重 り合い作物は生育しない.このた

め農場の総力は堆肥作りに向けられ多量の堆肥 (平方米当り4キロ以上)が毎年投入された.

その当時の関係者であった酒井寛一と後藤寛治は昭和 24年秋三島に着任し,今までやって

きた仕事はなるべくもち込まず,ここで独自に何かしようではないかと申し合せて,一回の交
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応用遺伝部のスタッフ

配で何とか成績の出る-テローシスの研究と,交配しないでも仕事が始まる植物遺伝子型問の

競争の研究を始めた.-テロ-シスには トウガラシとナス,競争には大麦と稲を使 うことにな

った.ところが,畑は土壌が悪 く水田は全 くなかった.小熊所長と塚本庶務部長は当時の困難

な情勢の中で文部省を説きふせて,研究所発足の翌年 (昭和 25年),谷田城の内の借地内にあ

った麦畑を水田に変えてくれた.

このようにして,応用遺伝部を作る準備はでき上ったのである.畑の土壌は年々よくなって

来た,日本専売公社は秦野たばこ試験場三島分室を設けるとともに研究所に試験研究を委託し,

また田中義暦博士が中心となって全国種難遺伝研究会が組職されその運営が研究所に委任され

た (昭和26年).現有の難舎や附属宿舎の一部は種難遺伝研究会の寄附によるものである (以

上は前部長酒井寛一博士による).

これらの基礎の上に,応用遺伝部は昭和 29年7月 10日文部省令第 18号によって発足し,

有用動植物の改良に関する基礎力研究を行うことを使命 として2研究室 (第 1研究室,室長

田中義暦,動物 ;第 2研究室,室長 酒井寛一,植物)が置かれ,部長には酒井寛一が任命さ

れた.その後 (昭和 32年 10月12日),第 3研究室 (室長 岡彦-)が加えられて植物の改良

に関する研究を担任し,第2研究室は動植物に共通する基本的問題を研究することになった.

応用遺伝部は今日まで約 20年の歴史をもった.その間にとり上げられた研究課題は多種多

様であり,多数の原著論文 (総数227編)がそれぞれの専門雑誌に発表された.それらの詳細

- 53-



については本研究所年報各号を見て頂きたい.ここでは主要な研究活動の方向と担当研究職員

について述べる.

A.第 1研究室 (動物)

応用遺伝部設立後昭和 31年 11月に退職されるまで田中義麿先生が室長を担任した.山田

先生研究員は昭和 29年 10月佐賀大学より着任し 31年 11月から 39年 3月まで室長を担

任,その後は酒井寛一が室長を併任してきた.河原孝忠は種難遺伝研究会職員として来所し昭

和 29年 7月研究員に任命され,また藤島通は昭和 39年5月鹿児島大学より研究員として着

任した.成瀬隆は酒井部長の協力者として種々の身分で研究に参加したが,昭和 37年 4月

から8月までの短期間第 1研究室研究員に任命されている.

研究課題 :(1) 難の品種改良

難育種は全国種難遺伝研究会によって開始され,事業開始の初期には産卵数の向上が著しか

ったが (年報第6号 p･128),その後選抜の効率が低下した.これは育種材料が限られていた

こと,また育種規模 (選抜個体数)の過小のためであろう.全国の種難家に対するヒナの配布

は昭和 41年頃まで継続され最盛時 (昭和 38年)の配布数は年間5,000羽に達した.しかし

育種事業は本来農林省の試験機関が行うべきものであり,小規模では効率が低いので現在は継

続されていない.

(2) 難の遺伝学的研究

わが国特産の品種の1っ,長尾難の尾の発育の研究以後,種々の量的または生理的形質の-

テローシス,遺伝力,遺伝相関などが調査された.また,卵の形と卵黄 ･卵白の比率,骨の左

右対称性,腔発生速度,放射線感受性と奇形の発生頻度などの遺伝変異やサリドマイドによる

奇形などもとり上げられた.さらに山田は遺伝質環境相互作用や最適繁殖構造に関する理論的

研究を行った.現在は卵形の選抜が他の形質に及ぼす影響の研究などが河原によって継続され

ている.発表論文は昭和 35年までに 7,その後 40年までに6編である.

(3) ウズラの遺伝学的研究

小型の鳥を用いて研究能率を高めると共に野生型と飼育型とが比較できることを考慮して,

昭和 39年以来酒井部長はウズラの研究をとり上げた.今日まで,近交耐性,日長効果,種々

の生産形質についての野生型と飼育型の比較が河原研究員によって行われている,発表論文は

2編.野生の鳥を飼育すると何らの選抜をも加えないのに拘らず形質が飼育型に近づくことは

重要な発見である.

(4) その他の動物に関する研究

ショウジョウバエを用いて,歩行移動能力と競争力の遺伝的変異 (成瀬,酒井),量的形質

の集団内変異と放射線突然変異 (山田),免疫抗体による近親度の測定 (山田),連鎖不平衡(井
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山)などの研究が行われた.その後,藤島はネズミにおける学習記憶能力の差異の研究に従事

している.発表論文は昭和 35年までに 2,45年までに2編である.

B.第2研究室 (育種理論)

応用遺伝部設立当初より酒井寛一が室長を担任したが,昭和 41年7月井山審也研究員 (昭

和 33年4月より勤務)が室長に任命された.後藤寛治は昭和 25年 1月から 32年 12月北

海道農業試験場に転出するまで研究員として研究活動に参加し,また鈴木昭男は昭和 37年4

月から 38年 6月アメリカに行くまで研究員であった.

研究課題 :(1) 植物における量的形質の遺伝と集団構造の研究

昭和 25年頃からポリジーン説の発達と共に量的形質の遺伝の研究が積極的に行われ,大麦,

棉,ナスなどについて-テロ-シス,遺伝力,遺伝相関などが調査された.また,後藤は大麦

品種集団における異型個体の出現をとり上げた.タバコの中骨歩合や紅葉出現頻度は専売公社

の委託による課題である.その後,これらの統計遺伝学的研究は植物集団の構造に向い,エノ

コログサ,野生稲 (後述の栽培稲の起原の研究の一部)などの自然集団の調査が行われた.発

表論文は昭和 30年まで 11,35年までに 5,40年までに2編である.

(2) 植物における種内競争の研究

これは酒井室長が早くからとり上げた研究課題である.競争力が遺伝的特性であることが確

められ,その統計遺伝学的評価方法が開発された.この研究は現在も井山によって継続されて

いる.発表論文 :昭和 30年まで 8,35年まで 4,40年まで1,45年まで2編.

(3) 植物育種法の理論的研究

主として自殖性作物の育種法について数学的検討が行われ,酒井による集団育種法 (バルク

汰,当時はラムシュ法とも言われた)の提案は農林省関係機関における稲育種事業にもとり上

げられた.その後,井山は電子計算機によるシミュレーションによってこの研究を継続してい

る.発表論文 :昭和 30年まで 15,35年まで 2,40年まで2編.

(4) 発育不安定性の研究

発育過程を調節する遺伝子の作用に誤差が生じると言う大胆な仮説を立てて酒井は昭和 37

年頃から協同研究者と共に数年間この研究を続けた.この仮説を立証するには到らなかったが,

量的形質の変動の程度は遺伝的特性であり放射線突然変異は概してそのような変動性を増大す

ることが判った.環境の変動による形質変動性との関係は明かでない.発表論文は2編である.

(5) 林木の遺伝変異の研究

遺伝実験の困難な樹木における遺伝変異を調査し林木育種の基礎を明かにするため,酒井は

昭和 35年頃から多数の協力者と共にこの研究を始めた.わが国各地の杉,松などについて量

的形質の統計に基づく遺伝力や競争効果の推定が行われ,またパーオキシデース同位酵素の調
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査から地理的変異,自然林内における無性的繁殖クローンの拡りと個捧間の近親関係などが考

察された.この仕事は,昭和 48年3月酒井部長が停年退職し鹿児島大学に林学科教授として

転出した後,井山がその一部を継続している.現在までの発表論文は昭和 45年までに 4,そ

の後2編である.

C.第3研究室 (植物)

昭和 32年研究室が設けられたとき岡彦-が生理遺伝部から移って室長を担任し今日に至っ

ている.森島(押野)啓子は昭和 33年4月ロックフェラー補助金による稲研究班の職員として

研究活動に参加し,昭和 36年4月研究員に任命された.

研究課題 :(1) 栽培稲の系統発生的分化

この仕事は岡が前任地 (台湾省立農学院)において開始したものであるが,本研究所では主

に雑種不稔性の遺伝機構の研究をとり上げた.F2以後の世代に作用する接合体的重複不稔性

遺伝子,Fl弱勢を起す補足半致死遺伝子などの分析の後,反復戻し交雑による同遺伝質系統

を利用しFl不稔性を起す重複配偶子致死遺伝子の研究を続けた.発表論文 :昭和 30年まで

15,35年まで 21,40年まで 2.45年まで1編.

(2) 栽培稲の起原

この研究はロックフェラ-財団の援助により昭和 32年細胞,変異,生理,応用の各部を含

む研究計画として木原均前所長の指導の下に開始され,昭和 40年まで継続されたが,本研究

室ではその後も現在までこれに関する研究を継続している.世界各地から採集された稲種子を

用い今までに次のような研究課題をとり上げた :a)野生稲系統間変異の調査と栽培稲の祖先

種の推定,b) 数量分類による野生稲の変異様式と系統発生過程の推定,C)Fl雑種の幼時死

亡,弱勢および不稔性の調査,d) これらの隔離機構に関する遺伝子分析とその作用の推定,

e)野生稲種内の繁殖体系の変異,f)導入交雑と自然雑種集団の調査,g)野生稲の栽培化の

機構,h)環境適応性の栽培化に伴う進化と適応機構,i)集団内の遺伝変異の調査,j)同位

酵素に関する遺伝子分析と集団構造の研究. この仕事の一部は台湾省立農学院において張文

財 ･胡兆華両教授の協力によって行われた.張文財博士は岡と共に野生稲の調査のためアフリ

カに旅行中,昭和 38年 12月 14日カメルーンにおいて自動車事故のため死去した.発表論

文は昭和 35年まで 4,40年まで 13,45年まで 12,その後2編である.

(3) 稲の草型と成長様式の遺伝変異

量的形質の遺伝相関の多変量解析から草型の遺伝を,また成長曲線における遺伝変異の分析

からその生産形質との結びつきを追求した. この仕事は国際稲研究所 (フィリッピン)T.T.

Chang博士と協力して行い,さらに国際生物学計画 (IBP)の生殖質の利用と管理研究班に参

加して同様な手法を用い国際稲適応性試験の成績を分析した.発表論文は昭和 45年まで7編,
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その後2編.

(4) その他の植物に関する協同研究

岡山大学大原農業生物研究所と協力して岡は稲におけるポリジーンの放射線突然変異の研究

を行った.また台湾中興大学察国海,慮英権両博士と協力して同遺伝質系統の利用による稲の

早生遺伝子の研究,広域適応性を目標とする大豆の育種などを行った.雑種集団の季節分裂淘

汰によって収量安定性の改良が可能であることが指摘された.発表論文は昭和 35年まで 2,

40年まで 5,45年まで 5,その後2編である.

(5) 稲の系統保存

栽培稲の起原の研究の後,世界各地から採集された研究材料の保存は必然的に第3研究室の

任務となった.保存対象は野生稲 20種約400系統,栽培稲約2,000系統である.多数の野生

系統の遺伝質を正しく保存するには多大の努力を要し,補助員不足のため困難を極めたが,昭

和 49年度から本研究所に系統保存研究施設植物保存研究室が開設されることとなった.系統

保存の方法について1つの論文を発表した.

昭和 43年8月第 12回国際遺伝学会が東京で開かれた際,SABRAO (アジア太洋州育種学

会)が結成された.その事務局長,会計幹事,編集幹事を酒井,井山,岡がそれぞれ引受け

ることになったため,実質的にはこの学会は本研究所応用遺伝部で運営されることになってい

る.

(6) 変 異 遺 伝 部

昭和 30年～昭和 41年

変異遺伝部は,昭和 30年9月に新設され,遺伝学研究所の創設以来在任していた形質遺伝

部第一副部長の松村清二が部長に就任した.これは,小熊第一代所長の後につづいて木原所長

が釆任した年でもあった.文部省施行法には,変異遺伝部は "生物に対する物理的 ･化学的刺

激による突然変異に関する研究を行う"ことと記されている.X線による突然変異の人為的誘

起現象は遺伝現象の解析や有用動植物の育種などのために,きわめて重要な手段を提供してき

た.また当時は,原子力の平和利用が国全体として重視されはじめた頃であり,突然変異の誘

起機構の研究とその応用を専門とする部の発足は,きわめて時宜をえたものといえる.

以上の趣旨を達成するに必要な研究施設は着々と整った.部の新設の翌年である昭和 31年

には,放射線実験室が設置され,つづいて,その地下に 80Coによるガンマー線照射室が設け

られた.人に対する遺伝的影響の評価のためには多数のマウスなどの飼育が必要であるが,昭

和 33年には第2ネズミ飼育舎が建設された.昭和 34年～昭和 35年にわたって,放射線実

験室の増設とともに,Ra,Beによる中性子照射源が購入されるとともに 137Csによるガンマ
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一線照射源 6000キュリーが新設され,放射線照射実験の能率は著しく高まった.その後,昭

和 39年には小型ながらも植物照射用のガンマ-線照射温室が設立された.また,昭和 42年

には既設の放射線実験室が増築され,中性子照射装置 (14MeV)が設備される一方,超軟 X

線装置も購入され,種々な強度をもつ放射線の照射が可能となった.

松村清二初代部長

部の創立後の数年問にわたり種々な専門を有する研究メ

ンバ-も着任し,施設の整備とともに,研究の態勢も確立

された.因みに,昭和 33年においては,松村部長のもと

に,動物関係では菅原努 (現京大 ･医 ･教授)および土川

清 (現遺伝研主任研究官),植物関係では,藤井太朗 (現

遺伝研室長),基礎放射線関係では近藤宗平 (現阪大 ･医 ･

教授)が研究を分担した.なお,菅原努が転出のあとは,

向井輝美 (現米国 NorthCarolina州立大 ･教授)が替っ

て数年間在任し,近藤室長の転出のあとは,池永蒲生 (現

阪大 ･医)が着任した.その他,現在の部員以外で所員と

して研究に従事したものに,杉浦嘉彦 (現理化学研究所),

石和浩美 (現ヤクルト研究所),勝屋敬三 (現東京教育大学),馬淵智生 (現聖光学院)らがいる.

変異遺伝部の創設以来,約 10年間にわたって行われた研究の主なものは,生物遺伝に対す

る各種放射線の作用とその応用に関するものである.この問題は突然変異生成に関する基礎的

研究を続けつつ,人に対する放射線の影響の評価の問題や,有用動植物の育種の問題に役立っ

たものと思われる.これらの研究は,遺伝研の予算および文部省科研費の他に,いわゆる原子

力予算 (科学技術庁)により, "ネズミにおける放射線の遺伝におよばす影響"が昭和 32年

から,"植物における放射線の障害変異に関する研究"が昭和 35年から,"生体内にとりこま

れた放射性同位元素の崩壊,照射の遺伝的影響に関する研究"が昭和 38年より実施されてい

る.これらの研究は,ロックフェラ-財団 "栽培稲の起原に関する研究",東洋レ-ヨソ科学

振興会"遺伝子突然変異の生成機構",IAEA "作物育種の放射線利用の研究",NIH "集団に

おける有害遺伝子の研究", および "放射線誘発突然変異の適応度-の効果", 目米科学協力

"太平洋地域における栽培 コムギの系統分化の遺伝学的研究" などとの関連のもとに実施され

た .

これらの研究プロジェクトによって行われた研究の成果は,約 100編の研究論文にまとめら

れ発表されている.これらの内容は多岐にわたり,要約することはきわめて困難であるが,そ

の一端を下記する.

(a) 動物での研究には, -ツカネズミとショウジョウバエを材料として,放射線の遺伝にお
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変異遺伝部のスタッフ

ユばす影響に関する,種々な研究が行われた.そのうちの 1-2を示すと:

土川が育成した6標識遺伝子をもつ-ツカネズミを用い,各世代の受胎後から繁殖期まで,

毎日0.43r/22時間づつ,3世代にわたって,放射線を連続照射し,Holdaneの方法により,

劣性致死突然変異率を測定した.その結果,各世代の累積線量は 34.4rであったが, かよう

な低線量率の照射によっても,突然変異の蓄積が認められ,後代に遺伝的障害の現れることが

推測された (菅原 ･土川 ･村松 ･岡沢).

キイロショウジョウバエの生存力,および胸側板剛毛数を支配するポリジーンの,放射線誘

発突然変異率は,主遺伝子のそれに比して高いこと,さらに突然変異ポリジーンが,相同染色

体の一方のみにあるとき超優性を示し,両方にあるとき遺伝子座が異なっても,有害であるこ

とが発見され,集団-の放射線の遺伝的障害の推定に際し,問題となる古典学説と平衡仮説の

統合の端緒が把握された (向井 ･千種 ･吉川 ･山崎).

(b) 植物での研究には,放射線の線質効果に関するものがある. コムギ, イネ, トウモロコ

シ,アラビドプシスなどを材料とし,中性子線や重イオン粒子照射が,遺伝に与える効果をX

線と比較した結果,動物や微生物の場合よりも 10倍以上も高いことが明らかにされた (松

村 ･近藤 ･池永 ･藤井).一方, ガンマ-線照射による線量率依存性に関して, コムギ,イネ

などを材料として研究が行われたが,線量率が高くなるにつれて,突然変異の誘発頻度が高ま

り,回復機構の存在が示された (松村 ･馬淵 ･藤井).
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(C) 内部照射の問題では, 32Pを塗った桑をカイコに興える方法により研究が行われたが,♂

線照射を除く元素転換による突然変異の誘起は認められなかった (近藤 ･池永).一方,近藤

の開発した小型で試料と一緒に照射もできる ｢銀ガラス線量計｣が放射線々量測定に重用され

た .

昭和 42年～昭和 48年

以上,変異遺伝部が創設されて数年を経て研究態勢が確立し,その後さらに数年間にわたっ

て,放射線遺伝学領域の研究が活発に行われ,多大の成果が得られたことを記した.これらの

研究に参加したメンバーの中で,他の研究機関に転出した者もかなりあり,我国における放射

線遺伝学の分野における重要なリ-ダ-として貢献しつつあることは周知の通りである.

しかるに,松村部長は昭和 42年2月に逝去され所葬が行われた.その年の9月末まで木原~

所長が部長代理をつとめられたが,10月より賀田恒夫が理化学研究所より部長として釆任し

た.この年における研究メソバーは,土川清,藤井太朗,天野悦夫である.この他,林勝,原

田和昌,船津正文,芦川東三夫,原雅子,鈴木益代らが研究を助けていた.その後,同じ年に

ウィスコンシン大学に転出した向井輝美に替って,定家義人が就任した.その後,現在に至る

までの人員の変動としてほ,林勝の辞任および野口武彦の就任があった.

以上の研究メンバーの変動にかかわらず,それ以前から実施されていた動 ･植物の遺伝に称

する影響についての諸研究は,そのまま引続いて実施された.昭和 43年には,本館の建築が

終了し,変異遺伝部の一部がそこに移転した.その結果,部の各室および設備は所内の5カ所

に分散することとなった.しかし,昭和 48年度の国家予算によって,アイソトープ実験室と

それに関連した準備実験室の設立が約束され,現在,建設の準備が行われつつある.また,こ

こ数年の間に,液体シンチレーションカウンター,超遠心機,動物アイソトープ実験室装置,

晴乳動物細胞培養装置一式などが購入あるいは新設され,研究設備の改善も行われつつある.

以下,ここ数年間の研究の進展状況を,研究テーマ別に記す.

(a) マウスの遺伝に対する放射線の影響 :本研究は第一研究室において,土川清を中山に行

われ,原田和昌,芦川東三夫がこれを助けている.

晴乳動物での,放射線誘発優性突然変異率に関する報告は少ない.そこで-ツカネズミの放

射線照射した親からの,次代の仔 (Fl) の骨格異常を調べ,それを指標にして,優性突然変異

率を推測したところ,従来報告されているものより,はるかに高い値が示された.ひきつづき

放射線の遺伝におよばす影響を,Fl世代において,精確に推定し得る方法の確立と,さらに

低線量の影響を,鋭敏に検出するための指標などの検討が行われている.

本研究の成果は,田島形質遺伝部長を通じて国連科学委員会に報告され,人の遺伝に対する

放射線の影響の評価の基礎的資料に用いられた.なお,土川は実験動物研究会理事,先天異常
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学会評議員として,各種毒性の評価の研究に必要な動物の利用の促進にも活躍している.

(b) 植物における遺伝学的研究 :第2研究室の藤井太朗は,放射線の線質に関する問題およ

び線量率に関する研究を続けている.天野悦夫は昭和 41年より第3研究室に所属し,放射線

管理者としての業務を行うとともに, トウモロコシ花粉により,Wx遺伝子シストロン内の組

換分析を行い,電離放射線に欠失型の変異が多いのに対して,EMSなどの化学物質では点突

然変異が多いことを見出している.このような突然変異の回復の可能性は,コムギや トウモロ

コシで線量率依存性がみられたことで,充分考えられる.たとえば, トウモロコシ花粉の場合

では,γ線照射を2分割しその間に2時間の休止期間をおくことにより突然変異頻度の低下が

みられた.一方,紫外線による光回復現象が トウモロコシで明らかにされた (池永 ･馬淵 ･藤

井).これらの研究の成果は発表 リストの各種論文に記されているが,第 4回国際放射線会議

(フランス,-ビヤソ市),第 12回国際遺伝学会シンポジウム (東京)などで,藤井太朗らに

よって発表された.

(C) 植物の組織培養 :高等植物の突然変異現象の解析あるいは育種の有用な将来的手法とし

て,ここ数年来研究が行われつつある.コムギの培養による半数体植物育成が行われ (藤井),

一方染色体数が極度に少ない-プロパッパスの培養カルスが確立された(天野).IAEAの派遣

研究員として来所したH.K.SHAMA RAOは,イネの脱分化に銅の要求性を見出した (SHAMA

RAO･藤井 ･賀田).培養カルスからの個体分化は植物独自の現像で分化機構の研究が行われ

ている.

(d) イオン化放射線による遺伝的障害の遺伝生化学的研究 :紫外線の場合に比し,X 線やガ

ンマー線などのイオン化放射線の DNA損傷とその回復の解析は,より複雑で困難祝されてき

たが,放射線生物学でもっとも重要な課題の一つである.昭和 44年に着任した野口研究員を

中心に枯草菌を材料とした研究が進められ, トルエン処理で不活性化された一種のinvitro系

におけるガンマー線による鎖切断の再結合および形質転換活性の回復に成功した.また,そこ

に含まれる酵素としてDNAポリメラ-ゼ1,DNA 1)ガ-ゼの他に,Primer-activating(PA)

酵素の存在が示され, これが分離 ･精製された.以上は主に DNA 塩基の損傷の Excision

repairと解釈されるが,一方,組換修復については,定家研究員を中心に,種々な遺伝的組換

欠損 (rec~)株が分離され,その生化学的性質,遺伝子地図の解明などが行われつつある. こ

れらの成果は,別記の発表論文の他に,1973年国際光生物学シンポジウム (リオデジャネイロ

市,ブラジル)で,とりまとめて発表された.

(e) 細胞放射線感受性の要因に関する研究 :細胞の放射線感受性の要因を知る一方法として,

化学物質による回復の阻害の解析が数年来なされた.-ロゲンを含むピリミジンがDNAにと

りこまれると,放射線照射によって細胞が死にやすくなることは,良く知られているところで

- 61-



あり,これは生じた損傷が隆復されにくいためと解釈されている.しかるにヨ-ドウラシル,

≡-ドウリジンなどの水溶液を照射すると,毒浬の高い化学ラジカルが生じ,これはヨ-ド庶

子を含み酸性 (pH 5.3),OoCでかなり安定であることが示され,細胞7)感受性化に働いてい

ることが示された(賀田･野口･定家 ･並木).また,類似した放射線感受性化は,培養晴乳動

物細胞でも示された (黒田･横井山). これらの現象は,基礎放射線生物学7)立場の他,がん

の放射線治療法の開発のために重要と考えられ,別記の発表論文の他に,昭和 48年放射線学

国際学会シンポジウム (マドリッド市,スペイン)でとりまとめ発表された.

(∫) 微生物の変異性 :突然変異の生成機構に関しては,詳細な遺伝的解析の可能な大腸菌や

枯草菌などの微生物において解析されるのが有利であることは,言うまでもない.当部におい

ては,ここ数年来,E･coltK12株のある種の変異株における高率の突然変異誘発現象の研究

を行ってきた.リボソームに関するあるサプレッサ-遺伝子の変異によって,アミノ酸要求性

の高率 (10~3以上)の復帰変異と,細胞のフィラメント化に伴 う放射線感受性の増大が観察さ

れた.また,ファージ 1の溶原化に伴っても,類似の Mutator作用とストレプトマイシン感こ

受性化がおこる (賀田).

(g) 環境変異原 (Environmentalmutagens)と化学変異 (Chemicalrnutagenesis):各種化学

物質による環境汚染の増大に伴い,その人の遺伝に対する影響があやぶまれている.また既知

化学発がん物質の肝臓代謝物の多くが,バクテリヤに突然変異を誘起することが示され,いわ

ゆる環境変異原の探索の重要性が,ここ数年来認識されつつある.当部は積極抑 ここの問題に

取 りくみ,枯草菌の感受性テスト (いわゆる rec-assay)を提唱して, フロキシソ, 7.)ル7

ラマイド (以上食品添加物),デクソン,NBT,NNN (以上農薬,残留農薬研 ･白須春彦らと

協力)など十数種の新変異原が見出された.これらの研究 (以下カッコ内は代表者)は,文部

省一般 (賀田恒夫)および総合研究 (田島弥太郎),厚生省がん総合研究費 (石館守三 小田

嶋成和), 日米科学委員会 (山本正)などの支援によるものである. これらの成果は,別記の

発表論文の他に,日本がん学会シンポジウム (1972,名古屋)第 1回国際環境変異原研究シン

ポジウム (1973, アシロマール市,米国), 国際生態化学シンポジウム (1973,裾野市)遺伝

学会大会シンポジウム (1974,仙台)などで紹介された.賀田および土川は,厚生省食品衛生

調査会委員として,食品添加物の遺伝毒性の評価の責を果しつつある.

(7) 人 類 遺 伝 部

人類遺伝部の新設が予算の上で認められたのは昭和 35年度からで,形式的には同年4月 3(I

日文部省令の改正によって同部が発足したことによっている.しかし当所では,すでにそれ以

前から人類遺伝に関する研究が,主として駒井 卓先生によってなされていたことは,特記さ

れなければならない.なかでも小頭症,vanderHoeve症候群に関する先生の遺伝学的研究は,
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いまでも古典的論文として内外の学者によって引用されている.これらの研究は先生のご在職

中になされたもので,用いられた資料のなかには,三島近在の家系例も含まれている.また現

東京医科歯科大学 ･田中克己教授も,当時客員として,人類の不完全伴性遺伝について研究さ

れていた.駒井先生はご退職後,当所客員となられ,文部省科学研究費 ･総合研究 ｢近親婚調

査による日本人の遺伝学的研究｣班の代表者として昭和 33年より5年間,約 200名の班員･

協力者を率いて調査に当たられ,その後は分析結果をまとめて英文報告の執筆に精魂を傾けら

れた.それらの成果は,先生のご逝去の直後に日本人類遺伝学雑誌 17巻 2,3,4号 (1972)

に掲載され,わが国における人類遺伝学研究の一つの記念碑となっている.

さて,人煩遺伝部の発足した昭和 35年から現在までの研究活動のあらましを,人事異動と

研究内容の変遷などを折りまぜてたどってみよう.

昭和 35年 :1部 1研究室で,木原所長が部長事務取扱.同年 12月には,米国ウィスコン

シン大学より帰国した平泉雄一郎 (現在米国テキサス大学教授)が研究員となり,人類集団の

統計遺伝学的研究を開始した.

昭和 36年 :4月に札幌医科大学より松永 英が専任部長として, また北海道大学の外村

晶,豊福泰子が研究員として着任.7月には新たに第2研究室が設置され,それまで形質遺伝

部に所属していた木村資生が室長として配置換えになり,これに第 1研究室の平泉が加わって,

形式的には1部2研究室の姿が整った.木村は5月にウィスコンシン大学の J.F.クp-教授

との集団遺伝学に関する協同研究のため渡米. 10月より米国ロックフェラー財団の研究費の

援助を得ることができたので,これによって研究施設と図書が補充され,また血液型による淘

汰の機構に関する研究 (松永 ･平泉),耳垢型と網膜謬庫に関する遺伝学的研究 (松永),人類

の染色体異常に関する研究 (外村 ･豊福)が開始された.

昭和 37年 :3月に豊福泰子が一身上の都合で退職,4月に篠田友孝が研究員 (第 1研究室)

に発令,また本田武夫がロックフェラ-研究費による協同研究者として,人煩の細胞遺伝学的

研究に協力した. この年,西 ドイツ学術振興会からドイツ医学書の寄贈 (約 1万マルク相当)

あり.松永 ･平泉は ABO血液型の淘汰に関する研究のため,ロックフェラ-研究費の援助で

7月より9月まで秋田県大館市に出張し,秋田県公衆衛生課,大館市および大館保健所と協力

して,約 3,300家族を対象とする血液型と出生力の調査を行った.これには東京医科歯科大学

の古庄敏行博士と,大館市在住の泉山寿次郎博士が協同研究者として参加した.一方,外村 ･

本田は国立国府台病院並びにいくつかの大学付属病院と協力して,ダウン症 ･性染色体異常症

の症例を検査し,性染色質による初期人胎児の性比について研究した.篠田は尿を材料として,

遺伝生化学的な個体差について基礎的研究を行った.

昭和 38年 :大館市の調査データが集計分析され, その結果,ABO血液型の適合夫婦と不
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人類遺伝部のスタッフ

適合夫婦の間には,生殖浪費 ･出生力に関して全く差がなく,分離比に関しても,母と不適合

な型を示す児の欠失はみられないこと,これに反して,-テロのAO,BOの父からほ0遺伝

子を担った精子がより多く子に伝えられるという,受精前淘汰の存在を示す結果が得られた

(松永 ･平泉).母児間の AI】0不適合による淘汰の存在を否定するこの所見は,戦前の家系資

料並びに松永 ･伊藤が以前に北海道の炭坑地区で得た結果と矛盾しているが,その後大館の資

料を更に分析したところ,不適合夫婦では結婚後第 1子誕生までの期間が,適合夫婦にくらべ

て,有意に延びていることが判明し (平泉), 出生力に働く何らかの生活環境の変化が,不適

合による淘汰を陰蔽した可能性を否定できない.なお,平泉は MN 血液型の家系資料を分析

し,MN型の父からほ N 遺伝子を担った精子がより多く子に伝えられる可能性を示唆する所

見を得た.一方外村は,引き続きダウン症や性分化異常の症例について染色体の検査を行い,

性染色質とドラムスティックとの関係について研究した.また,篠田は7月に南紀に出張し,

和歌山医大 ･岡山大学との共同調査に加わって,地区住民の赤血球 グルコース 6燐酸脱水素

酵素の活性と血清-プトグロビン型の分布を調査した.なお,10月には第 2研究室長の木村

が米国よりヨーロッパを経由して帰国し,集団遺伝学の理論的研究を行った.

昭和 39年 :木村室長と平泉研究員とが,7月より新設の集団遺伝部に配置換えとなり,そ

れに伴って,第 1研究室の外村 晶が第2研究室長に昇任.大石英恒が研究員としてこれに加

わり,人類の染色体異常に関する研究が拡張されることになった.大館市で採取した被験者の
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唾液についての血清学的調査が完了し,分泌型 ･非分泌型による淘汰について研究がなされ

(松永),また,網膜謬瞳の治癒率と患者の生存率について追跡調査がなされた (松永).一方,

南紀住民における赤血球グルコース 6燐酸脱水素酵素と血清-プトグロビン型の分布に関す

る検査が終了し,家系資料が分析された (篠田･松永).

昭和 40年 :菊地康基が第2研究室の研究員として1月に着任.第 1研究室の篠田は,ノー

スキャロライナ大学に留学のため8月に渡米.また7月12日から3日間,｢人類遺伝学の方法

論｣に関する遺伝研ゼミナールを開催し,所員一同が世話人となってその運営に当たった.請

師は所内から6名,所外から9名で,全国から約 80名の受講者が集まって熱心に聴講し,成

功裡に終わった. この年になされた主な研究は, ダウン症の疫学的並びに細胞遺伝学的研究

(松永 ･外村 ･大石 ･菊地),赤血球酵素と血清蛋白の遺伝生化学的研究 (篠田)である.この

うち,ダウン症の疫学的研究は,染色体不分離の発生に及ぼす父母の年令,出生順位,出生間

隔,祖父母の近親婚などの影響を調べたもので,これらの諸要因のうち,母年令以外はどれも

病因として関係のないことが判明した.

昭和 41年 :第2研究室長外村 晶が,東京医科歯科大学 ･遺伝病研究施設に新設された染

色体異常部門の教授として4月に転出.札幌医科大学より松田 嬰が第 1研究室の研究員とし

て着任し,新たに皮膚紋理の発生遺伝学的研究を開始した.5月には松永はチバ財団の招待で

ロンドンに出張し,｢モーコ症｣に関する専門家会議で, これ迄行ってきたダウン症の遺伝疫

学的研究の成果を発表した.なお松永は,最近の人口傾向の遺伝的側面について研究し,菊

地 ･大石は,ダウン症の細胞遺伝学的研究を継続する一方, トリソミー細胞における染色体複

製の研究を開始した.

昭和 42年 :松永は,人口憤向の遺伝的影響に関する研究の一環として,わが国の家族計画

運動の評価を行った.これは,戦後,人口抑制の手段として用いられてきた人口妊娠中絶が,

最近になってどの程度受胎調節でおき代えられてきたかを見たものである.松田は,皮膚紋理

の資料を集め,指紋の総隆線値にみられる性的変異について分析した.菊地 ･大石は医科歯科

大学 ･外村教授と協同で,ダウン症息児の細胞遺伝学的 ･疫学的調査を継続した.

昭和 43年 :米国インディアナ大学に留学していた篠田が5月に帰国し,赤血球の各種酵素

型についての研究を再開し,また新たに免疫グロブリンの一次構造の決定に関する研究に着手

した.松永は,人類遺伝学の立場から,わが国の優生保護法がどの程度本来の優生の目的に利

用されてきたかを評価した.菊地 ･大石は,構造異常を示す X 染色体の後期複製パターンに

ついて研究した.

昭和 44年 :徳田は,これまでに行ってきた血液蛋白の遺伝生化学的研究によって,7月に

都立大学より理学博士の学位を受けた.松永は,米国医科大学協会の招きにより3月に渡米し,
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ワシントン市で開催された ｢医学教育と家族計画｣に関する講習会で,家族計画の生物学的影

響について発表した.一方,昭和 36年以来継続してきたダウン症の細胞遺伝学的調査の症例

は800例を超えたので,これを分析し,転座型ダウン症の発生率と染色体の突然変異率に関す

る研究を発表した (菊地 ･大石 ･外相 ･松永). また,遅延受精とダウン症の発生との関係に

ついて,統計的に研究した (松永 ･丸山).

昭和 45年 :7月に菊地康基が武田薬品 K.K 研究開発本部に転出,8月に米国ミシガン

大学に留学していた中込弥男が研究員として着任し,人類の細胞遺伝学的研究に参加した.松

田･松永は,指紋の総隆線値に関する一般集団と家族の資料が集まったので,これについて遺

伝学的研究を行った.篠田は,赤血球の各種酵素の構造変異に関するこれまでの成果を英文に

とりまとめた後,米国インディアナ大学との免疫グロブリンの一次構造決定に関する協同研究

のため再度渡米した.

昭和 46年 :これまで皮膚紋理の発生遺伝学的研究を行ってきた松田は,一身上の都合で 4

月に退職. (その後松田は,在職中に行った ｢指紋の総隆線値に関する遺伝学的研究｣の英文

論文を日本人類遺伝学雑誌 17巻4号に発表し,昭和 48年6月に札幌医科大学より医学博士

の学位を授与された).また大石は,愛知県心身障害者コロニ-に併設された発達障害研究所･

遺伝部門の細胞遺伝研究室長として 11月に転出.5月より飯沼和三が特別研究生として第 2

研究室の細胞遺伝学的研究に協力した.中込 ･飯沼は新しく開発された染色体の分染法を利用

して,各種の構造異常に含まれる染色体を同定し, また体細胞核における Y 小体の出現と老

化との関係について研究した.

昭和 47年より現在まで:中込研究員が 47年2月に第2研究室長に昇任し,4月よりこれ

に飯沼和三が研究員として加わった.また米国インディアナ大学で免疫グロブリンの遺伝生化

学的研究を続けていた第 1研究室の篠田友孝が,同年4月に帰国.松永は 48年6月に世界教

会協議会の招きによりスイスに出張し,｢遺伝学と生活の質｣に関する会議で ｢羊水診断に基

づく選択的人工流産の遺伝的影響｣に関して発表した.現在,人類遺伝部で行われている主な

研究は,人口傾向の遺伝学的研究 (松永),免疫グロブリンの1次構造に関する研究 (篠田),

ヒト臓器の酵素変異に関する研究 (篠田･松永),ヒト染色体の同定と多型に関する研究 (中

込 ･飯沼),染色体異常の成因に関する研究 (飯沼 ･中込 ･松永),羊水による出生前診断法に

関する研究 (中込 ･飯沼 ･篠田･松永)などである.

(&) 微生物遺伝部

微生物遺伝部は創設以来今年で 12年目を迎えるが,創立 25周年という当所にとっては比

較的新しい部門である.その間の当部の研究活動は細菌べん毛に関する研究というユニークな
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課題を多角軸ことりあげて,多数のすく中れた研究業績をあげ,国内外に高い評価を得ている.

そしてこれらの業績をささえる研究施設,設備の充実や研究組織を円滑に働かすために,不断

の努力が払われてきた.この微生物遺伝部の創立と発展にとって前部長飯野徹雄博士をおいて

ほその歴史を語ることができない.博士は昭和 27年 9月,発足間もない当所に赴任して以来

20年間にわたり当所で研究活動に従事し,秀れた研究業績を残された.その間,昭和37年の

当部の新設にあたって大きな努力を払われ,その後の部の発展のために大きな寄与をなされた.

昭和 47年惜しまれて部長を辞し,現在出身母校である東京大学理学部植物学教室遺伝学講座

担当教授として活躍しておられる.

以下微生物遺伝部の歴史を部新設までの第 1期,新設後体制が充実され本館に移転するまで

の第2期,移転後の発展を含む第3期,および広田幸敬部長が赴任されてからの第4期に分け

てその概略を記すことにする.

第 1期 (昭和 34年より昭和 37年7月部新設迄)

飯野徹雄初代部長

北米合衆国,ウィスコンシン大学に留学し,レーダー/ミ

-ク博士の下で研究活動をしてきた飯野徹雄氏は,生化学

遺伝部第3研究室研究員として帰任した.昭和 34年 9月

米国国立公衆衛生研究所 (NIH)より研究補助金をうけ免

疫遺伝研究会を組織し細菌べん毛に関する遺伝学的研究に

本格的に着手した.この研究には第 1期の間に飯野氏の他

に佐々木市郎氏 (岩手医科大学細菌学教室)が3年間,広

川秀夫氏 (東京都立大学理学部大学院)が 2年間,榎本

雅敏氏 (同理学部大学院)が 1年間研究員として参加した.

また春名一郎氏 (京都大学ウイルス研究所生化学部)が非常

勤研究員として2年間参加し,辻繁氏 (和歌山医科大学第

2生理学教室)が短期間研究協力を行った.この研究補助金は通算6年間にわたって交付され,

上記人件費を賄う他に円形兎飼育室や音波振塵器等の実験既器もこれにより購入されてお り,

研究の進展に多大の寄与をなした.この期間になされた研究業績の主なものはべん毛相変異因

子の遺伝的分析,相変異に類似した 0-H変異の分析また琴曲型 べん毛突然変異の遺伝的分

析などがあり,飯野氏によりそれぞれ Genetics,日本遺伝学雑誌,∫.gen.Microbiol.に発表

された .

第2期 (昭和 37年7月部新設より昭和 44年2月新館移転迄)

これ迄の研究活動はすべて生化学遺伝部第3研究室で行われて来た.徴生物が遺伝学の各分

野に示した目覚ましい貢献が漸く斯界に認められるようになり昭和 37年 7月微生物遺伝部が
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微生物遺伝部のスタッフ

新しく設置された.初年度は 1部 1研究室で,木原均所長が部長を兼務し,飯野徹雄氏が第 1

研究室長に配置換えとなり,榎本雅敏氏が研究員として着任した.翌 38年 7月に第2研究室

が設置され,鈴木秀穂氏 (名古屋大学理学部大学院)と石津純一氏 (東京大学理学部大学院)

が研究員として着任した .これで 1部2研究室の体制が整い,部の研究活動は順調に進み始め

た.米国国立衛生研究所の研究補助金による免疫遺伝研究会は昭和 40年 8月迄続き,この間

三谷充子 (東京都立大学理学部大学院),鈴木安子 (名古屋大学理学部大学院),山口滋 (東京

教育大学大学院)がサルモネラの免疫遺伝学的研究に参加した.このほかの人事の動きとして

は昭和 40年に飯野徹雄室長が部長に昇格し,木原所長の部長兼任の時期が終って形式面にお

いても部の体制が整ったこと,昭和 42年9月鈴木秀穂研究員が細菌べん毛の生合成に関する

研究のために米国合衆国パーデュー大学に出張し,コッフラー博士と共同研究を始めたこと,

また大鷹英子氏 (広島大学原爆放射能医学研究所)が文部省流動研究員として研究に協力した

ことなどがあげられる.

この時期人事面での研究体制の整備に引きつづいて,当初別館 1階の3室を使用して研究活

動が続けられていたが,後に恒温室,生化学用実験室 (現電子顕微鏡室)が整備され使用され

るようになった.昭和39年飯野室長を代表者とし,名和三郎氏 (生化第 1),坂口文吾氏 (形

質第 2),森脇和郎氏 (細胞第 1)を共同研究者とする細胞分化の遺伝生化学的研究に対して東
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洋レーヨン科学振興会より研究助成金が交付され,分析用超遠心分離機スピンコE型とSW

型p-メ-等が購入され,機器類も次第に整うようになってきた.微生物遺伝学にとって細菌

および細菌ウイルスの突然変異株は研究上非常に大きな役割を占めるものであるが,それらの

収集,保存管理には充分に手の回らないのが現実となっている.当部でも系統保存を任務の一

部としているが,42年度より文部省系統保存費の補助を受けてサルモネラ菌突然変異株を中

心として保存菌株の整理,拡充が行われるようになった.この期間飯野部長は綜合研究 ｢細菌

の遺伝学｣(代表者,池田庸之助氏)に参加し, また特定研究 ｢分子レベルにおける遺伝機構

の研究｣の代表者として,榎本研究員は綜合研究 ｢細胞の増殖と分化｣(代表者,小野紀彦氏)

に参加してそれぞれ文部省科学研究費の補助をうけた.

この期間の研究活動は多彩をきわめ,数多くの研究成果が論文として発表された.名古屋大

学の朝倉昌,江口吾郎氏との共同研究によってべん毛の生物物理的側面が明かにされたことは

特筆に価する.主なものを研究内容の上からおおまかに分けて考えると次の3つに分類される.

1) 細菌べん毛の形成と機能に関する遺伝的研究 2) 細菌べん毛の形態と再構成に関して

電子顕微鏡を中心として行われた研究 3) 細菌べん毛と関連させて行われたバクテリオファ

ージの研究.1)に属する仕事としては無べん毛性と非運動性突然変異体の集落形態の研究(症

本 ･飯野),弱運動性突然変異の研究 (榎本),無べん毛性突然変異の研究 (飯野 ･榎本),罪

運動性突然変異の研究 (榎本)また遺伝子分析の基礎にたって行われた琴曲性べん毛蛋白のペ

プチド分析 (榎本 ･飯野)などがあげられる.2)に属する仕事としては試験管内でのべん毛

再構成と突然変異べん毛蛋白を使用した時のべん毛形態の変換,また再構成時におけるべん毛

伸長の極性の研究 (朝倉 ･江口･飯野),束状べん毛形態の研究 (三谷 ･飯野),直線型や響曲

率の異なるべん毛をもつ突然変異体の研究 (飯野 ･三谷),べん毛形態の表型模写に関する研

究 (三谷 ･飯野), また無細胞系で合成されたべん毛蛋白を再構成を利用して検出する研究

(鈴木 ･飯野)などがあげられる.3)に属する仕事では P22導入粒子の遺伝的構成をべん毛

形成に関する突然変異体を使って調べた研究 (榎本), 霊菌べん毛が Xファージに感受性を

もつことを明らかにした研究 (飯野 ･三谷), g-複合抗原をもつべん毛の Xファ-ジ感受性

に関する研究 (山口)などがある. この期間飯野部長は 3回にわたり海外出張を行い,MIT

主催の ｢細胞表面構造の遺伝と化学に関する会議｣ と-～グで開催された ｢第 11回国際

遺伝学会｣に出席し,また米国ロングアイランド大学の客員教授として講義と共同研究を行っ

た.

第3期 (昭和 44年2月新館移転後より昭和 48年迄)

昭和 44年2月当部は別館 1階より増築の完了した本館3階に移転し,新しい発展の時期を

迎えた.最初の1年間には大きな人事移動はなく,山口滋氏が特別研究生として引き続き研究
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を行い,44年より新たに石和浩美氏が特別研究生として 1年間,呉支川氏 (東京農大 ･大学

醍)が中華民国からの外国人留学生として昭和 44年より3年間研究に参加した.昭和 45年

7月榎本研究員は第2研究室長に昇任し,9月より1年間米国スタンフォード大学におもむき

ストッカー教授と細菌べん毛の遺伝学的研究に関して共同研究を行った.鈴木研究員は米国パ

-デュー大学におけるコッフラー教授との ｢細菌べん毛の生合成｣に関する3年間にわたる共

同研究を終え 45年 6月に帰任した.46年 4月に飯野部長は東京大学理学部に植物学教室遺

伝学講座担当教授として転任し,1年間当部部長を兼任した.石津研究員も同年7月に東京大

学理学部助手として植物学教室に転任した.鈴木研究員は 47年4月より1年間東京大学理学

部の流動研究員として細菌べん毛の生合成に関して飯野教授と共同研究を行った.

この期間の研究施設,設備の充実には著るしいものがあった.本館の微生物遺伝部の新築に

際しては,冷凍実験室,低温保存室,菌株保存室,暗室,恒温培養室,無菌室,洗浄室等が設

計され,現在の研究活動になくてほならないものになっており,その一部は他部の研究者にも

良く利用されている.分離用超遠心機 (スピンコL型),細胞冷却破砕横 (リビ式),真空凍

結乾燥機等の大型機器類も順次導入され,研究が円滑に行われるようになった.昭和 43年,

飯野部長を代表者とする一般研究 (A),｢クローン内多型現象の分子遺伝学的研究｣に対して

文部省科学研究費が交付され,設備の充実に大きな役割を果たした.44年には石津研究員の

奨励研究 ｢酵素活性のフィードバック阻害異常の生化学的遺伝学的解析｣に対して文部省科学

研究費が交付された. この他各研究者は綜合研究に参加して文部省科学研究費の交付をうけ

た.

この期間にも多くの研究成果があげられ論文として発表された.べん毛の形態形成に関して

行われた研究の中には,菌体からべん毛が生長する時の極性を調べた研究 (飯野),外部から

加えたべん毛蛋白を菌体上でべん毛に再構成させる研究 (飯野 ･鈴木 ･山口),試験管内にお

けるべん毛蛋白の異常重合の研究 (宝谷 ･朝倉 ･飯野)などがあげられる.べん毛の遺伝子分

析を中心に行われた研究には,べん毛抗原の特異性決定基の遺伝分析と生化学的分析 (山口･

飯野),無べん毛非運動性の 2重突然変異に関する研究 (榎本)などがある.無細胞系におけ

るべん毛蛋白の合成に関する研究 (鈴木 ･飯野)も発表された.この他サルモネラ菌の新しい

導入ファージ発見の報告 (榎本 ･石和),導入ファージによる同時導入頻度に関する研究 (檀

本 ･山口)等がある.綜説として,細菌べん毛の遺伝と化学 (飯野),細菌の運動性を調べる

ための方法 (飯野 ･榎本)が発表された.その他の研究活動として飯野部長が 46年6月米国

パ-デュ-大学の客員教授として招かれ研究と講義を行い,続いて メキシコ市で開催された

第 10回国際微生物会議に参加した.

第4期 (昭和 48年 8月広田部長赴任後)
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昭和 48年8月1日付で広田幸敬博士が,フランス共和国パスツール研究所,分子生物 ･細

胞分裂研究部長から転出して,当研究所微生物遺伝部長に就任した.東京大学応用微生物研究

所教授松橋通生博士を非常勤研究員として迎え,細菌の細胞分裂の分子担体であるペプチドグ

リカン (ムレイン)の生合成とその調節について広田部長と共同研究をした.大阪大学教養部

助手西村行進博士を石津純一前研究員の後任研究員として,また東京大学理学部植物学科大学

院学生武田穣氏を特別研究生として昭和 49年4月1日付で迎える.

上記人事移動に伴い,前飯野部長が発展確立されたサルモネラ菌のべん毛形成に関する研究

系を,大腸菌をもちいるべん毛形成,細胞分裂,細胞生長,DNA 複製化の研究系へ転換拡

張 させ,上記諸現象を ｢細胞の全焼的調節の模型｣ によって一貫して説明 しようとしてい

る.

(9) 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち集団遺伝学の

研究を行っている.集団遺伝部が本研究所の第 9番目の研究部として発足したのは今から 10

年前の昭和 39年のことである.戦後,集団遺伝学の研究は特に英米においてめざましい発展

をとげ,生物を集団として扱う生物学のあらゆる分野に大きな影響を与えつつある状態であっ

た.本研究所においてもこの重要性を認め,この研究を一つの独立な部として行う計画が早く

から有ったがなかなか実現しなかった.しかし,昭和 39年7月1日に至って,1研究室 (第

1研究室)のみから成る不完全な形ながら集団遺伝部の設置が認められ部長 1,研究員1の構

成で発足した.

部長木村資生は人類遺伝部第2研究室から配置転換されたものであるが,すでに遺伝研創立

以来 15年にわたって集団遺伝学の理論的研究に従事して来た.過去の研究業績としては有限

集団における遺伝子頻度の確率過程に関する論文を多数発表し,1955年にはコールド･スプ

リング･ノ､-バー･シンポジウムに招待されたほか,昭和 34年には日本遺伝学会賞を受賞し

ている.また,昭和 35年に出版した ｢集団遺伝学概論｣はわが国におけるこの分野の最初の

系統的な参考書で,それに先立つ昭和 24年には "PopulationGenetics"を ｢集団遺伝学｣と

いう訳語によってはじめて紹介している.研究員平泉雄一郎も木村と共に人類遺伝部第2研究

室から移ったものであるが,集団遺伝学の実験的研究に十分の経験があり,過去における業績

としてほウィスコンシン大学に留学中に J.F.クロー教授の指導の下でショウジョウバェにお

ける SD 因子を発見している.

こうして,集団遺伝部は一研究室の構成で出発したが昭和 41年度になって第2研究室の増

設が認められ,現在では2つの研究室から成っている.第 1研究室では主として進化機構に関
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集団遺伝部のスタッフ

する研究を行っているが,特に最近では分子レベルでの進化の問題を取上げ,集団遺伝学の立

場からその仕組を解明すべく努めている.特に木村が 1968年に発表した分子進化の中立説は

世界的な反響を呼び大きな論争をまき起こしたが,この説を裏づけさらに発展させる仕事が研

究員太田朋子 (本名 ･原田)の協力によって行われている.また,太田は有限集団における連

頒不平衡の問題についても理論的研究を発展させている.第2研究室では人類を含めた生物集

団の数理統計に関する研究を行ってお り,すでに三島地区におけるヒトの移住距離の分布を解

明する研究を一応完成させた (安田 ･木村).現在, 活発に行っているのは細分化された集団

における遺伝子頻度の確率過程に関する数理的研究と自然集団における変異保有機構に関する

実験的研究とで,前者を室長丸山が,後者を研究員山崎常行が担当している.

過去 10年間に集団遺伝部の研究として発表された論文は約 120宿 (著書2を含む)におよ

び,主な掲載誌と発表回数は Genetics23回,GeneticalResearch(Cambridge)16回,Nature

(NatureNewBiologyを含む) 10回,JournalorMolecularEvolution8回,Annalsor

HumanGenetics(London)7回,日本遺伝学雑誌 6回 (5回以下のもの略) などとなる.

一方,世界の集団遺伝学の流れを見ると,過去 10年間に大きな飛躍をとげたが,その進歩に

本研究所の集団遺伝部が果した役割の大きさは現在世界の学会に認められているところである.

この間,研究補助員として協力した松本百合子は集団遺伝部の発展にとって欠くことのできな

い存在であった.

以下,集団遺伝部のあゆみを年を追って簡単に記録してお く.
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昭和 39年 7月 1日集団遺伝部発足.第 1研究室のみの構成で部長に木村資生,研究員に

平泉雄一郎が就任した.7月9日～11日 ｢第 1回遺伝研セミナール｣が集団遺伝学の題名で

開かれ,木村が世話人として会を組織した.この年に,第 1研究室で行われた研究としてほ次

のようなものがある.(1) 有限区間における遺伝子頻麦の勾配に関する研究 (木村), (2) 突

然変異遺伝子の保有機構と集団適応度の低下に関する数理的研究 (木村),(3)SD効果の生ず

る時期 (平泉),(4)放射線誘発突然変異が適応度に与える遺伝的影響 (平泉).

昭和 40年 この年も引続き第 1研究室のみの状態で研究を行った.部長木村は第 4回放射

線育種シンポジウム (茨城県大官町)およびメンデル法則 100年記念シンポジウム (東京)に

招かれて講演を行ったほか,9月 29日より約2週間イタリヤのパビア大学に出張し,同大学

の遺伝学教室主任 L L.Cavalli-Sfbrza教授と近親婚確率に関する協同研究を行った. また

11月には集団遺伝学の数学的理論に関する業績で英国のオックスフォ-ド大学よりウェルド

ン賞 (WeldonMemorialPrize)を授与された..研究員平泉は ｢ABO血液型における淘汰およ

びキイロショウジョウバエにおける過剰分離比の遺伝的研究｣を行 う目的で2月3日横浜をた

ち,1カ年の予定で-ワイ大学遺伝学教室に出張した.また,山田行雄 (後藤解卵場柄山研究

所)および根井正利 (放射線医学砥合研究所)の両名がそれぞれ ｢集団遺伝的方法の動物育種

学に対する応用｣および ｢人類集団の統計遺伝学力研究｣の題目のもとに非常勤職員として研

究に参加した.第 1研究室で行われた研究を列記すると, (1)有限集団中に保有される対立遺

伝子数のモンテカルロ法による研究 (木村), (2)量的形質に関する遺伝的変異の保有機構 (木

村),(3)準連鎖平衡について (木村), (4)近親婚確率に関する研究 (木村), (5)キイpシ

ョウジョウバエの SD因子の研究 (平泉),(6)ABO血液型に働 く淘汰の研究 (平泉)などが

ある.

昭和 41年 新たに第2研究室の増設が認められ,部長木村が第2研究室長を兼任すること

になった.これにより,第 1研究室では従来通り進化機構に関する研究を行 うが,第2研究室

では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究を行 うことになった.研究要員の面では,

-ワイ大学留学中の安田徳一 (Ph.D.)が 10月 1目付で第 2研究室員として,またウィス

コンシン大学留学中の丸山毅夫 (Ph･D･)が 11月 1日付で第 1研究室員として,それぞれ

赴任し集団遺伝部の研究体制が大いに強化された.また,第 1研究室の平泉研究員は前年に引

続き-ワイ大学遺伝学教室に滞在し, この年も同大学で ｢ABO血液型における淘汰およびキ

イロショウジョウバエにおける過剰分離比の遺伝的研究｣を継続した.部長木村は5月 25日

より6月 25日までウィスコンシン大学遺伝学教室において共同研究および講義を行う目･的で

渡米し,同時にブラウン大学で行われた量的遺伝の夏期講習会に招かれ講義を行った.山田行

樵 (後藤酵卵場)お よび板井正利 (放射線医学総合研究所)の両名が非常勤職員 としてそれ
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ぞれ ｢集団遺伝学的方法の動物育種学に対す る応

用｣および ｢人類集団の統計遺伝学的研究｣の題目

のもとに研究に参加したのは前年と同様である.第

1および第2研究室で行われた研究は次の通りであ

る.第 1研究室 (1)エビスタシスの下における突

然変異の荷重に関する研究 (木村 ･丸山), (2)変

更遺伝子の淘汰による優性化の理論の検討 (木村),

(3)有限集団中に保有される対立遺伝子の数に関す

る研究 (木村 ･丸山), (4)有限集団における進化

の荷重(丸山), (5)有限な生棲域の上の遺伝子頻度

の勾配 (木村 ･丸山),(6) 2遺伝子座にわたる固

定確率 (木村 ･丸山).第2研究室 (1)人の移住

距離と近親婚に関する研究 (安田), (2･)遺伝子頻

度推定についての研究 (安田･木村).

昭和 42年 集団遺伝部も2研究室からなる部と

して,研究体制も次第にととのって来た.人事の面では,米国出張中の平泉雄一郎研究員が 1

月 31日付をもって辞職し,-ワイ大学遺伝学教室に転出した.一方,米国ノ-ス･カロライ

ナ大学で Ph.D.を受けた太田朋子が ｢選抜限界についての理論的研究｣の題目で4月1日よ

り学振研究生として参加した.また,非常勤職員として山田行雄 (後藤筋卵場)および根井正

刺 (放射線医学総合研究所) の両名がそれぞれ ｢集団遺伝学的方法の動物育種学に対する応

用｣および ｢人類集団の統計遺伝学的研究｣の題目のもとに引続き研究に参加した.第 1およ

び第2研究室で行われた研究を列記すると,第 1研究室 (1)進化の過程における自然突然変

異率の変化 (木村),(2)Wright分布式の能率 (moment)の計算 (丸山 ･木村),(3)有限な生

棲域上の遺伝子頻度の勾配 (木村 ･丸山),(4)見かけ上の超優性出現に関するモンテカルロ実

験 (丸山･木村),(5)有限集団における置換の荷重 (木村 ･丸山),(6)選抜限界についての

理論的研究 (太田),第2研究室 (1)配偶者の出生地間の距離分布 (安田･木村),(2)姓氏

の分布を利用した WrightF-統計量の推定 (安田),(3)最尤カウント法による遺伝子頻度の

推定 (安田･木村),などがある.

昭和 43年 この年は夏に東京で開かれた第 12回国際遺伝学会に関連し,集団遺伝部の要

員は皆それぞれに多忙であったが,同時にまた多くの研究成果も上がり,記念すべき年であっ

た.分子進化の中立説が部長木村によって初めて NATURE誌上に発表されたのもこの年で

ある.5月 30日には木村は日本学士院より｢集団遺伝学の理論の研究｣により学士院賞を授
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けられた.また,木村は国際遺伝学会の組織委員の一人としてプログラム編成を担当した.研

究員丸山および安田は共に国際遺伝学会で研究発表を行い,また安田はその後-ワイ大学で行

われた ｢遺伝学における電子計算機使用についての国際会議｣に出席のためアメリカ合衆国に

8月31日から9月15日まで出張した.前年から,学振研究生として ｢選抜限界についての理

論的研究｣の題目で集団遺伝部の研究に参加して来た太田朋子はこの年も引続き同じ資格で研

究を続け,成果を国際遺伝学会で発表した.8月の国際遺伝学会の前後に訪れた外国人学者の

内,ウィスコンシン大学の J･F･タロウ教授とノース･カロライナ大学の向井輝美博士は共に

短期間であったが研究室に滞在され,集団遺伝部一同,学問的な討論を通して啓発されるとこ

ろが多かった.また,学会後の8月 31日に,集団遺伝学数学的理論の建設者の一人として高

名なウィスコンシン大学の S.ライト博士が研究室を訪ねて来られたのも忘れ得ぬ思出である.

第 1研究室および第2研究室で行われた研究には次のようなものがある.第 1研究室 (1)集

団遺伝学から見た分子進化の速度 (木村),(2)分集団に消失や分裂の起こる場合の遺伝子の固

定確率 (丸山･木村),(3)集団が分集団に分かれている場合の異型接合体の減少に関する固有

値について (丸山),(4)有界な飛石状模型の解析 (丸山),(5)非対称的移住率を有する Stepp-

ingStoneModelの解析 (丸山),(6)突然変異遺伝子が固定する (集団全体に広がる)までに

要する時間 (木村 ･太田),(7)有限集団における連鎖不平衡 (太田･木村),(8)遺伝子の固定

確率 (木村 ･太田),第2研究室 (1)親子の出生地間の距離分布 (安田･木村),(2)配偶者の

出生地間の距離分布 (安田･木村),(3)電子計算境プログラムの開発 (安田),(4) 日本におけ

る色神異常者の分布 (安田).

昭和 44年 集団遺伝部も発足以来5年目を迎え,研究面では木村が分子進化の集団遺伝学

的理論について,安田が人類集団の遺伝学的研究について丸山が細分化された集団の数学的理

論について,また,太田が有限集団における連鎖不平衡の理論的な扱いについて,それぞれ見

るべき成果を上げたことを特記したい.人事の面では,安田徳一研究員が8月1日付で第2研

究室長に任ぜられ,10月 1日付で千葉の放射線医学総合研究所遺伝部に室長として転出した.

これと同時に第 1研究室から丸山毅夫研究員が第2研究室に移り,11月 16日付で第2研究室

長となった.過去2年間,学術振興会奨励研究生として集団遺伝部で研究を続けてきた太田朋

子は4月1目付で非常勤職員となり,続いて10月16日付で正式に研究員 (第 1研究室所属)

として採用された.また,部長木村は米国プリンストン大学の客員教授として研究と講義のた

め4月1日渡米出張し,7月6日に帰国した.第 1および第2研究室で行われた研究の題目を

列記すると次のようになる.第 1研究室 (1)集団遺伝学から見た分子進化の速度 (木村),(2)

分子レベルでの集団遺伝学の理論 (木村),(3)突然変異遺伝子が消失するまでに要する時間

(木村 ･太田),(4)平衡状態における有限集団の連鏡不平衡 (太田･木村),第2研究室 (1)集
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団の地理的構造と保有される遺伝的変異量との関係 (丸山),(2)地理的に広がった領域をしめ

る集団の中で遺伝的変異の減少する速度 (丸山),(3)突然変異遺伝子が細分化された集団中で

固定するまでに要する時間 (丸山),(4) ヒトの移住距離に関する統計遺伝学的研究 (安田･木

村),(5)遺伝子頻度の変動に関する集団の有効な大きさの推定 (安田).

昭和 45年 この年に特に集団遺伝部に関係の深い出来事をあげると,まず第 1に長年の懸

案であった遺伝研への電子計算機の設置が認められたことである.これに伴い,TOSBAC3400

が集団遺伝部電子計算機室に入り,3月 25日に ｢火入れ式｣が行われた.それ以後,集団遺

伝学のモンテカルロ実験などに大いに利用され研究の進歩に貢献している.第2はウィスコン

シン大学遺伝学教室の JIF.クロー教授が遺伝研外国人客員 (VisitingMember)第 1号とし

て来訪されたことで,6月 15日から約2カ月半,集団遺伝部に協同研究のため滞在され,節

究討論などを通じ啓発される所が大きかった.第3は7月 13,14,15の3日間に第3回遺伝

研夏期セミナールが ｢集団遺伝学と進化｣の題目で行われたことで,受講者約 120名が全国か

ら参加し,集団遺伝部の要員は講師として活躍,クロー教授も講義を行われた.その他,個人

別の活動をあげると,部長木村は昨年に引続き集団遺伝学の理論的研究,特に分子進化の仕組

の集団遺伝学的基礎づげの研究を行った. また,木村は11月 1日, 日本人類遺伝学会から

｢人類集団遺伝学の理論に関する研究｣により人類遺伝学会賞を授けられた.第 1研究室の太

田朋子研究員は昨年に引続き有限集団における連鎖不平衡の数理的研究を行い,拡散方程式に

もとづいてこの問題を解く強力な方法を開発した.この方法を用い,超優性遺伝子座に連鎖し

た中立な遺伝子座に見せかけの超優性が現われる現象を解明し,結果を GeneticalResearch

に発表した.第2研究室の丸山室長は昨年と同様,細分化された集団の数理的解析を行ったが,

特に本年は有限な大きさの飛石状模型について,厳密な解を得ることに成功し,結果を Bi0-

metrikaや TheoreticalPopulationBiologyなどに発表した.昨年度,第2研究室から千葉の

放医研の遺伝部に室長として転出した安田徳一は非常勤研究員として,三島地区におけるヒト

の移住距離に関する統計遺伝学的研究を続行した.

第 1および第2研究室で行われた研究を列記すると次のようになる.第1研究室 (1)自然

淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中に固定するまでに要する時間 (木村),(2)有利な突然変

異遺伝子の淘汰係数が時間と共に減少する場合の固定確率 (木村 ･太田),(3)分子進化の機構

に関する研究 (木村 ･太田),(4)遺伝子の塩基組成の統計的推定 (太田･木村),(5)遺伝的浮

動によって生ずる荷重 (木村 ･太田),(6)連鎖不平衡とそれにともなう見かけ上の超優性 (太

田･木村),第2研究室 (1)地理的に広がりをもつ有限集団における遺伝子頻度の分布 (丸山),

(2)地理的構造をもつ有限集団の-不変性質 (丸山),(3) ヒトの移住距離に関する統計遺伝学

的研究 (安田･木村).
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昭和 46年 第 1研究室においてほ前年に引続き,分子レベルにおける進化と変異の問題を

集団遺伝学の立場から扱う研究を行い,成果を J.MolecularEvolution,Nature,Science,

Geneticsなど多くの雑誌に発表した. また部長木村は研究員太田朋子と共著で米国の Prin-

cetonUniversityPressから集団遺伝学における最近の問題点を論じた著書 "TheoreticalAs -

pectsofPopulationGenetics"を出版した.もう一つの研究題目である有限集団における連鎖

不平衡の問題についても,主として太田朋子により新らしい知見が得られ,結果を Genetics,

GeneticalResearch などに発表した.第 2研究室の丸山室長はこれまで続けて来た集団構造

に関する研究をさらに発展させたはか,遺伝子頻度の確率過程についても新らしい研究に着手

し, これらについて得られた結果を TheoreticalPopulationBiology,Genetics,American

Naturalist,GeneticalResearchなど多くの雑誌に発表した.また,丸山は ｢細分化された集

団の数理遺伝学的解析｣により9月 23日付で京大より理学博士の学位を受けた.人事の面で

は,シカゴ大学で 1970年 12月に Ph.D.を受けた山崎常行が 4月 16日付で第 2研究室

所属7)研究員として着任した.山崎はショウジョウバエ集団における遺伝的変異,特にアイソ

ザイムに関する多型の保有機構を研究テーマとして,自然集団の分析,電子計算機によるモン

テカルロ実験などを行った.また,放医研の安田徳一室長は前年に引続き,非常勤研究員とし

て,三島地区におけるヒトの移住距離に関する統計遺伝学的研究に従事した.

第 1および第2研究室で行われた研究は次のようである.第 1研究室 (1)分子レベルにお

ける集団遺伝学の理論的基礎 (木村), (2)分子進化の中間段階としての蛋白の多型現象 (木

村 ･太田),(3)地域的に細Drt化された集団内における中立多型の分布様式 (木村 ･丸山), (4)

高等生物のゲノム構成 (太田 ･木村),(5)蛋白質のアミノ酸組成の進化 (太田･木村),(6) ヌ

クレオチッド部位間の連鎖不平衡 (太田 ･木村),(7)見かけ上の超優性 (太田 ･木村),(8)分

子レベルにおけるほぼ中立な突然変異 (太田 ･木村),第2研究室 (1)集団遺伝学のStOChastic

モデルとブラウン運動の関係 (丸山), (2)連鎖遺伝子における 自然淘汰の模擬実験 (山崎),

(3) ショウジョウバエにおける越冬様式の研究 (山崎),(4)キイロショウジョウバエにおける

発育速度と生存力との相関 (向井 ･山崎),(5) タンパク変異の頻度分布から推定される変異の

維持機構 (山崎 ･丸山).

昭和 47年 第 1研究室においては分子レベルにおける進化と変異の問題を集団遺伝学の立

場から研究した.部長木村は 10月 16日から同 18日まで米国 NIH の Fogartyセンター

で行われた国際集会 ｢突然変異の遺伝的制御｣で分子進化に関する講演を行 うよう招待を受け,

同時にウィスコンシン大学,シカゴ大学,ノースカロライナ州立大学,テキサス大学などで講

演および研究打合わせを行なう目的で 9月 30 日羽田発で,渡米, 11月 5 日帰国した.研

究員太田朋子はノースカロライナ州立大学統計学教室より招きを受汁,集団遺伝学および分子
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進化に関する協同研究および講義のため8月5日から約3カ月間渡米出張した.なお,太田朋

子は ｢有限集団における連鎖不平衡と見かけ上の超優性に関する理論的研究｣により東大より

4月 10日付で理学博士の学位を受けた.第2研究室では昨年に引続き集団構造に関する数理

的解析と自然集団における変異保有の研究を行った.室長丸山は7月2日から7月7日にかけ

て-ワイ大学で行われた集団構造研究の国際学会に招待され,7月 2 日より同8日まで渡米出

張した.また丸山は研究員山崎常行と共同で酵素に関する多型現象の保有機構を解析する新ら

しい方法を開発し,結果を Scienceに発表した.この年は2年前と同様ウィスコンシン大学の

J.F.クp-教授が来訪され遺伝研外国人客員として6月9日から8月2日まで協同研究に従

事された.またワシントン大学の J.フェルゼンスタイン博士も AEC の研究費による補助を

受け,集団遺伝部において研究を行うため来訪,遺伝研外国人研究員として6月 12日より9

月 22日まで滞在した.

第 1および第2研究室で行われた研究を列記すると次のようになる.第 1研究室 (1)分子

進化の集団遺伝学的研究 (木村 ･太田),(2)相同蛋白の間の塩基の置換数の推定 (木村 ･太田),

(3)世代が重なる集団における有効数の推定 (Crow･木村),(4)淘汰係数の変動と固定確率

(太田),(5)淘汰係数が変動する場合の超優性遺伝子の固定までの時間 (太田･木村),(6)DNA

の進化速度とシストロンの進化の速度の比較 (太田),(7)集団の大きさと進化の速度 (太田),

第2研究室 (1)連鎖遺伝子座における自然淘汰の模擬実験 (山崎 ･木村),(2)タンパクの多型

の頻度分布から推定される変異の維持機構 (山崎 ･丸山),(3)近親交配による1遺伝子座効果

の発現の問題点 (山崎),(4)ショウジョウバエにおける越冬様式の研究 (山崎 ･渡辺).

昭和 48年 第 1研究室では過去数年来追究して来た分子レベルにおける進化と変異の問題

を新らしい数学的モデルによってさらに研究した.第2研究室における生物集団の数理統計に

関する研究の成果とも相まって,集団遺伝部要員による研究業績が世界的に認められるように

なったことは喜ばしい.4月 24日部長木村が,米国科学アカデミーの外国人会員に選ばれた

のは大きな名誉であった.学会における研究発表としては,木村は5月 31日から6月7日に

かけて行われた 1973年コ-ルド･スプリング･--メ-･シンポジウムに招かれて渡米し,

｢進化の産物としての高等生物の遺伝子プール｣と題して講演した.また,7月26日から9月

1日まで第 13回国際遺伝学会出席および研究連絡のため渡米出張した.国際遺伝学会 (バ-

クレ-)においてほ集団遺伝学のシンポジウムに出席し ｢集団遺伝学への数学的貢献｣と題し

て招待講演を行った.また,研究連絡としては主としてスタンフォード大学客員教授として,

同大学の遺伝学教室および数学教室で集団遺伝学の理論について共同研究を行った.また,ll

月 16日にはマックス･ブランク生物物理化学研究所 (ゲッチンゲン)の所長 M.アイゲソ博

士 (ノ-ベル賞受賞者)が木村と研究連絡のため来所された機会を利用し,遺伝研のBiologica1
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Symposium で ｢分子進化と生命の起原｣と題し同博士に講演していただいたのは忘れ得ぬ思

い出である.研究員太田朋子 (原田)は第 13回国際遺伝学会出席およびスタンフォード大学

で集団遺伝学の協同研究および講義のため7月 28日より8月 29日まで渡米した.第2研究

室では数理遺伝学に関する研究,特に細分化された集団における遺伝子頻度変化の確率過程と

しての数理的解析を行うと共に,自然集団における変異保有機構に関して,理論的および実験

的研究を行った.室長丸山はテキサス大学 (ヒューストン)の人口統計および集団遺伝学セン

ターで客員教授として8カ月間講義および協同研究を行う目的で9月3日羽田発で渡米した.

研究員山崎常行は国際遺伝学会出席のため8月 19日より9月7日まで渡米し,同学会で自然

集団における蛋白多型の維持機構に関する研究を発表した.また,非常勤研究員として,安田

徳一 (放医研 遺伝部室長)が ｢人類集団の統計遺伝学的研究｣の題で共同研究に参加した.

第 1および第2研究室で行われた研究は次のようであった.第 1研究室 (1)分子レベルで

の突然変異と進化 (木村 ･太田),(2)5S 1)ボゾ-ム RNA の塩基配列に もとづく有核生物

(eukaryote)と原核生物 (prokaryote)の分岐年代の推定 (木村 ･太田),(3)自然淘汰に中立な

突然変異の有限集団中における年令 (木村 ･太田), (4)有限集団に含まれる対立遺伝子の数

(太田･木村),(5)有限集団における突然変異遺伝子に及ぼす連鎖の影響 (太田),(6)進化にお

ける微少有害突然変異遺伝子の置換 (太田).第2研究室 (1)タンパク多型および血液型多型

の頻度分布から推定される変異の維持機構 (山崎 ･丸山),(2)頻度依存型淘汰のもとでの連鎖

遺伝子の行動 (山崎),(3)分離歪因子 (SD)の発現と染色体対合 (山崎 ･Thompson).

(10) 分 子 遺 伝 部

遺伝研創立 25周年の今日 10の研究部のうち最も新しい部が分子遺伝部である.生物に共

通の,最も基本的な現象としての遺伝を解析するためには遺伝物質そのものについての物質的

研究や遺伝物質の複製,あるいは遺伝物質に貯えられている遺伝情報の発現過程の分子レベル

での研究が必要で,世界的に昭和 25年頃からこの分野の研究が活発になった.生物学者ばか

りでなく,物理学者,化学者の協力によって生物学の新しい局面が分子生物学という一つの分

野を形成しつつ拓かれてきた.世界の分子生物学の発展の様子を考えると遺伝研の中に分子遺

伝部ができるのがむしろ少しおそかったように見える.

分子遺伝部は昭和 44年に設置され,名古屋大学理学部の三浦謹一郎が部長に選任された.

昭和 45年春から初めの2年間は研究員古市泰宏のほか特別研究生の参加によって研究活動が

開始され,昭和 47年には京都大学から杉浦昌弘を室長として迎え,研究員として下遠野邦忠

が発令された.職員のポストが少なく,定員配置に時間がかかったためグループとしての研究

活動を必要とする分子遺伝学にあっては多くの困難があったが,幸い研究補佐員 (今宮澄子,
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分子遺伝部のスタッフ

植野順子)と渡辺久美子をはじめ特別研究生などの参加と周囲の支援により比較的短時間のう

ちに研究を軌道に乗せることができた.研究室は初め一年間は本館 3階の2室を臨時に使用し,

その間に別館2階を改装して二年目からほそこを使用している.

研究の方針としては遺伝子の分子構造および遺伝子の情報発現に働く調節の分子機構を解析

することとし,動植物のような有核細胞をヨ標としつつも当面はその足がかりをつかむために

できるだけ単純で純粋な実験系としてウイルスを材料とすることにした.

ウイルスの遺伝子は限られた大きさであり,均一な分子として純粋に得ることができる.細

胞の遺伝子は二本鎖のDNAであるが,ウイルスの遺伝子はDNAのものもあれば,RNAの

ものもあり,二本鎖であるものも,一本鎖のものもある. この中で二本鎖 RNA遺伝子は遺

伝子のユニットを分別できること,この遺伝子をもつウイルスはウイルス自身が情報転写の酵

素を含んでいることなどの特徴があり,目標に対して好都合な実験系である.最近では二本鎖

RNA を含むウイルスの種類はかなり多く知られるようになり,宿主も晴乳動物からトリ,良

良,植物,カビ,ノミクテリアにまたがっている.そのうちイネ萎縮病ウイルス (RDV),カイ

コの細胞質多角体病ウイルス (CPV)は宿主が日本的材料であって,それらのウイルス病につ

いてはわが国で詳しく調べられ,それらのウイルスの遺伝子核酸が二本鎖 RNAであることは

三滑らにより見出されていた.こういった事情や実験材料の得易さを考え, CPV を主材料と

し,RDV, レオウイルス等も含めてこれらウイルスの遺伝子構造とその増殖過程の研究が始

められた.

- 80-



CPVの遺伝子二本鎖 RNA は 10種の長さの異る断片からできており,ウイルスからフェ

ノ-ル処理で RNA をとり出すとこれらの断片が得られる. これらの遺伝子断片はウイルス

粒子の中で連結している可能性もあるが,もし連結しているとしても核酸のバ ックボ-ンであ

るフォスフォジェステル結合,すなわち リボース-1)ソ酸-リボース一リン酸--という結合

をしているのではないことはわれわれの研究でも明らかにされた.とすると遺伝子単位は相互

に如何なる関係にあるか,もし連結しているとしたらどのような方法で連結しているのだろう

かといった問題がある.

遺伝子 RNA 断片相互の関係や情報転写の分子機構を明らかにするため, まず遺伝子断片

の末端構造を研究した.この遺伝子断片 RNA 分子は一本の分子鎖として平均 2,300ヌクレ

オチドという長さであるからこれらの分子の端に目印を入れて末端近辺の構造を検索しなけれ

ばならない.RNA には二つの端があるが,3′末端はリボース部分を酸化した後 3H一水素化

珊素で還元して 3H-ラベルを行い,5′末端はポリヌクレオチ ドキナーゼの作用によって 32P-

1)ン酸基を付加して調べることにした.3′末端はリン酸基がなく, 1)ボ-スで終 りになって

いる.5′末端は リン酸基がついているが, フォスフォモノエステラーゼによる前処理をして

も新たに 32Pを付加することができず,二本鎖の相手方の 3′端を化学的にけずることによっ

て 32Pをラベルできるようにすることができた.しかしこの操作によって 3′端をけずったば

か りでなく,5'端をマスクしている何らかの物質を除去できたのではないかと考えられる.3′

端も5′端もラベルしたものを種々の分解法で分解して末端由来のヌクレオチ ドを分析した.

分析は種々のクロマ トグラフィや電気泳動などにより行った.これまでに得られた結果は次の

ように整理できる. ウイルスの各遺伝子 RNA 断片ほどの断片も同じ末端構造をしている.

この塩基配列はウイルスの種炉によってきまってお り,CPV と RDV とレオウイルスではそ

れぞれ異る.一つの遺伝子断片をとってみると,二本の鎖の末端付近の塩基配列は互いに異っ

ているが,逆向きに合わせると完全に端から端まで塩基対で対合し合っていることになる.5′

端の一方には modificationがあって CPV の場合にはリボ-スの 2'位置が遊離の OH では

なくてメチル化されていることを発見した. これまでウイルス RNA 中には このような異常

ヌクレオチドの存在は全 く知られていなかった.

二本鎖 RNA を含むウイルスのうち レオウイルスではその外殻中に RNA ポ1)メラーゼが

含まれていることが知られていたが,カイコのCPVにもこの酵素が存在し,中の二本鎖RNA

の一方を鋳型にして端から端まで完全に転写することを明らかにした. この転写されたRNA

はメッセンジャー RNA である.

遺伝子は二本のポリヌクレオチ ド鎖からできているが,タンパク合成の鋳型であるメッセン

ジャー RNA はその一方の鎖と同じ構造をもっている. とすると遺伝子の二本鎖からメッセ
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ンジャ- RNA を転写して合成する際二本の鎖のどちらを "読む"のであろうか? その読

み分けのメカニズムはどうなっているのだろうか? この遺伝情報に関する基本的問題に迫る

のに二本鎖 RNA の転写は構造分析が明確にでき, 鋳型の端から端まで転写が行われるとい

う点で好適な系である.

そこで CPVにより合成されるメッセンジャー RNA の末端構造の分析を行った.その結

果下に示すように遺伝子の RNA 二本鎖のうち5′端のヌクレオチ ドが modifyされているも

のと同じ鎖が合成されることが明らかにされた.

同様なことはレオウイルスについても明らかにすることができた.二本鎖のどちらから転写を

行 うかというと 5'端が modifyされている方からスター トするので,5′端の mOdification

はその端の特定のヌクレオチ ド配列とともに転写開始場所のシグナルになっていると考えられ

る.

CPV のメッセンジャ- RNA合成を試験管内で行わせるときその生成率は核酸メチル基の

供与体である S-アデノシルメチオニンの添加によって格段に高められることが見出された.

こうしてできたメッセンジャー RNA はやはり二本鎖 RNA の一方を端から端まで読んでお

り,しかも合成初期にメチル化されていることが発見された.ウイルスメッセンジャ- RNA

がメチル化されていることは初めての知見である.このメチル化はメッセンジャ-RNAの合

成開始とからんでいるように考えられ,有核細胞におけるメッセンジャーRNAの合成機構の

解明に足がかりを与えることになろう.

遺伝子の情報発現には遺伝子核酸と核酸合成酵素との特異的な相互作用,それを調節する諸

因子の働きなど諸種の局面があるが,二本鎖 RNA ウイルスの場合にはウイルスの粒子内に

酵素が含まれているのでこれら高分子の特異的な相互作用とそれに必要な形態の関係を調べる

のに好適な系である.遺伝子そのものの分子構造やその情報発現に係る分子の相互作用を調べ

るに当ってほ特定の材料から出発してその一般性を追究することになるが,これまでにも二本

鎖 RNA をもつウイルスでは CPVおよびレオウイルスを中心に研究を進めてきたが, イネ

萎縮病ウイルスや青がびウイルスあるいはカイコ以外の昆虫の CPVなどについての比較研究

も進めている.分子遺伝部では今後さらに DNA を遺伝子とする系に研究を発展させること

を予定している.

これらの仕事は生物の分化,発生,増殖あるいは感染といった現象の分子レベルでの解析を

することに必然的につながってゆ くだろう.
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(ll) 所 長 研 究 室

所長研究室のスタッフ

初代小熊所長は当初細胞遺伝部長を兼ねられたし,木原前所長は生理遺伝部の第二研究室長

を兼務して研究を遂行された.しかし昭和 44年4月森脇が所長に就任した際は諸般の事情か

ら単独に所長研究室を設けることになった.施設としては所長室の隣室の他ショウジョウバエ

餌料調理室,同飼育室 (生理遺伝部および集団遺伝部)等を使用している.研究補佐員 1名が

専属で,加藤千穂美さん (44.6-46.3)についで芹沢澄江さん (46.4-)が勤めている.途中

短期間ではあったが生理遺伝部から大石孝子さんの応援があった.この他に非常勤研究員とし

て東京都立大学理学部助手の戸張よし子博士が研究に協力している,

研究課題は ｢アナナスショウジョウノミニの雄における乗換現象｣が主であるが,この現象は

1937年にはじめて森脇と吉川秀男氏が独立に本種について発見し, それぞれ優性遺伝子が働

くことを明らかにしたものである.本種は人家性で熱帯地方に近 く広 く生棲するが,日本では

沖縄辺りが北限とされている.遺伝子分折に基づ く本種の遺伝学的研究は 1931年にはじまっ

たが,これまた偶然森脇と吉川氏が別個にしかも殆ど時を同じくしてはじめている.爾来雄の

乗換現象をはじめ種々の特異性が追究されたが 100余におよんだ突然変異系統は戦争で全滅し

た.
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戦後森脇は東京都立大学遺伝学研究室において世界各地産野生種をもとに再び遺伝子分析か

らはじめて研究の再建につとめた.その結果突然変異もようやく戦前の域に近づくとともに染

色体多型による集団遺伝学的研究等の材料としても役立つまでになった.その間に再び浮び出

た ｢雄の乗換現象｣の研究は種々の問題を明らかにしながら発展して今日におよんでいる.都

立大と当研究所を通じての研究でこれまでに得られた主な結果は次の諸点である.

1. この機構はmeioticcrossing-overに近いものであるが,mitoticによる場合も無視できな

いし,組換価が雌のそれに比してかなり低いことから機構にもそれに関連するものがあると考

えられる.(この点に関しては辻田名誉所員との共同研究で電顔によるsynaptonemalcomplex

の研究をすすめている).

2. 遺伝的要因としては上述の優性遺伝子による可能性も残されてほいるが,ポリジンが作

用しているといえる実験結果が得られている.

3. 本種では雄の乗換現象が例外的ではなくむしろ一般抑こ生ずることが推定されるに至っ

た.特に東南アジア各地産の野生種についての調査では,少なくとも第2染色体において殆ど

すべての雄が乗換を生ずる何らかの遺伝的要素をもつことが明らかにされた.ただし組換価は

一般に雌に比してかなり低率であった.

4. 未確認ではあるが雄乗換の要因がSD的な致死作用や染色体異常と何らかの関連をもつ

と思われる実験結果がある.

今後の問題としては,先ずこの雄乗換の程変と逆位の頻度分布を広 く調査し本種の適応機構

を追究することがその一つとしてあげられる.さらに染色体レベルでの乗換機構と分子レベル

での組換機構との関連の解明に役立てる方向を考えたい.また近年キイロショウジョウバエで

注目をあびつつある雄乗換と mutatorや染色体異常との開床の問題を本種についても追究し

ている.

(12) 農 場

研究所の創立と同時に植物に関する実験7)ため農場が設けられた.その当時は大部分が工場

跡地で土質が悪く植物栽培には適さなかったため, トラクターによる耕起と堆肥施与による土

嚢改良が主要な仕事であった.多量の堆肥を一時に入手することが困難だったこともあって,

石灰窒素を散布し,また緑肥作物 (主に大豆,ザ-トウィッケン)の栽培も行われた.

種々の作物の実験とともに,蚕の研究のため桑を植栽するための作業も当時の大きな仕事の

一つであった.また,昭和 26年頃室長会議でサクラ,ツバキなどの品種を集めて保存するこ

とが決定され,その収集と栽培に努力を払った.

古里和夫は昭和 25年 1月研究第 1部室長として着任し,柑橘の遺伝学的研究,倍数性植物
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農 場 職 員

の育成と利用の研究などを行ったが,また農場長として農場の運営に努力した.昭和 29年以

後は応用遺伝部長酒井寛一が農場長を兼任したが,一時,竹中要細胞遺伝部長 (昭32-34)お

よび松村清二変異遺伝部長 (昭39-42)がその職についた.昭和 48年酒井が停年退職後,岡

彦-が農場長を兼任している.

宮沢明研究員は昭和 24年 10月着任し,古里和夫室長の下で研究に協力すると共に,農場

管理の実施面での業務を現在まで行ってきている.

農場の主要な業務は研究材料として用いられる植物の栽培管理であるが,管理の方法は研究

目的によって異なるのでそれぞれの研究者と密接な連絡をとって行われる.またそれらの植物

を栽培する温室 と圃場の管理と整備,さらに構内の環童の保全も農場の業務の一つである.戟

培される主要な植物はイネ,コムギ,アサガオ,サクラなどの保存系統のほかに研究に用いら

れる種々の植物が含まれる.田村仁一技官はサクラとアサガオの系統保存を行っている.また

蚕の研究のため桑を栽培することも農場の業務の一つである.
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昭和 25年 10月

昭和 42年 10月

圃 場 の 今 昔
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2･庶 務 部

(1) 組 織

昭和 24年 5月 31日文部省設置法 (昭和 24年法律第270号)の施行により,本研究所は,

研究第 1部,研究第2部,研究第 3部および庶務部の4部をもって発足し,庶務部は,庶務課

及び会計課の2課で構成されていた.創立以来現在までの組織の変遷の大略をみると,昭和

28年 1月 1日に研究第 1部,研究第2部および研究第 3部が, 形質遺伝部,細胞遺伝部及

び生理遺伝部に改組され,その後同年 8月1日に生化学遺伝部,29年 7月10日応用遺伝部,

30年 9月15日に変異遺伝部,35年 4月30日に人類遺伝部,37年 4月1日に微生物遺伝部,

39年 3月31日に集団遺伝部,44年4月1日に分子遺伝部,49年 4月11日に植物保存研究

室がそれぞれ新設され,研究部は,現在 10研究部である.事務組織については, 昭和 39年

4月1日に補佐定数,43年 4月1日に図書事務主任定数,46年 4月 1日に施設主任定数が

それぞれ設定されたほかは,創立当初の2諜4係 (庶務係,人事係,経理係,用度係)の変更

はなく現在に至っている.

庶 務 部 ス タ ッ フ

(2) 予算,施設整備等

創立当初の昭和 24年度予算は7,814千円であったが,その後逐次増加し,34年度 37,180

千円,44年度 191,502千円,49年度には 538,476千円にも達している.また,これら文部

省予算のほか,29年度から32年度まで ｢農林省試験研究費｣,32年度から ｢国立機関原子力
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試験研究費｣,38年度と 48年度に ｢厚生省,科学技術庁特別研究促進調整費｣,46年度から

｢国立機関公害防止等試験研究費｣が計上され,さらに,25年度から ｢科学研究費補助金｣の

交付もあって,昭和 24年度から昭和 49年度に至る 25年間の本研究所の予算総額は,

4,074,645千円になっている. また,外国からの研究費としてほ,｢ロックフェラ-財団研究
補助金｣,｢米国国立衛生研究所補助金｣の交付があり,本研究所の研究促進のうえに大きな貢
献をしている.

施設整備のうちおもなるものは,36年度に着工し,42年度に完成した研究所本館 (延面積

4,763m2),研究所別館 (27年度),図書館 (45年度),第 1ネズミ飼育舎 (46年度),その

他放射線実験室,温室類などの整備があげられ,土地購入については,43年度に大原圃場

(7,082m2)を購入し,49年度予算において錦田中学校跡地の一部購入費として,6,325m2分

173,941千円が計上されている.

3･研究材料の収集と保存

当研究所では創立以来遺伝学研究に使用する研究材料の収集と保存につとめた.これは各研

究者が,遺伝実験のためにそれらの材料を使用して研究をしたいという時には,いつでもその

要求に応じられるように考慮したことと,重要な突然変異形質をできる限り保存することは当

研究所としての重要な任務であると考えたためである.当研究所で現在系統保存の対照となっ

ている動植物は次のとおりである (1973年度年報より).なお当研究所で保存する系統に関す

る情報の詳細は毎年遺伝研年報に記載されているのでそれを参照して戴きたい.

1. イネ (Oryza) 22種 2,708系統

2. コムギ (Triticum)

(1) 野生種 21種 170系統

(2) 栽培 コムギ 1,700系統

3. コムギ近縁種

(1) Aegilops23種 65系統

(2) その他 6種

4. サクラ (Prunus) 160品種

5. アサガオ (PharbitisNil) 56遺伝子

6. その他の花井

(1) ツバキ (Camelliajaponicavcr.hortensis) 83品種

(2) ユキツバキ (C.rusticana) 5品種

(3) ウ メ (PTlLnuSmume) 19品種
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野生稲 Oryzabreviligulataの開花 X線で誘発した蚕の食性突然変異

Np蚕｡フダン草の葉をよく食べる

(4) カニデ (Acerspp･) 30品種

7. ショウジョウ/ミニ (Drosophi(a)

(1) キイロショウジョウバェ (Drosophilamelanogaster) 605系統 10種団

(2) クロショウジョウバエ (D.virilis) 2系統 7集団

(3) アナナスショウジョウバエ (D.ananassae) 116系統

(4) その他 13種

8. コナマダラメイガ (Ephestiakiiniellakijhn) 4遺伝子型

9. カイコ (Bombyxmori)

(1) 突然変異系統 140系統

(2) 染色体異常系統 51系統

(3) その他 7系統

10. ネズ ミ

(1) マウス (Musmusculus)

a.純系マウス 24系統

b.congenicline 6系統

C.突然変異 30系統 (遺伝子型)

(2) その他の-ツカネズ ミ属 (Mus) 4種類
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突然変異ライノ -ツカネズミ 大

(3) ラット (Rattusnorvegicus) 9系統

(4) クマネズミ (Rattusrattus) 19系統

(5) その他のクマネズミ属 (Rattus) 8種類

(6) -ムスター類 4種類

(7) スナネズミ類 2種類

(8) その他の野生ネズミ類 9種類

(9) 維持している腫癌系統 (マウス及びラット) 7系統

ll. 細菌とそのファージ

(1) ネズ ミチフス菌

a.Salmo,7ellatyphimurium 130a

b. S･abortus-equi550a

C.S.abony 80#

d. その他の Salmonella属 29株

e.Salmonellaの種間雑種 200株

(2) 大腸菌 (Escherichiacoli)

a･ 野生及び栄養要求性株など 60株

b･ ネズミチフス菌と大腸菌の属問雑種 250株

(3) 霊菌属 (Serratia) 70株

(4) 枯草菌 (Bacillussubtilis)その他 多数

(5) バクテリオファ-ジ

a･ ネズミチフス菌のファージ 若干

b. 大腸菌のファージ 若干

C.霊菌のファージ 若干
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4･研究会 ･講習会等

(1) 研 究 会

当研究所で行っている研究会にほっぎのようなものがある.

i) 抄読会 新着の学術雑誌などによって,外国における研究活動の紹介を行い,盛夏の候

を除いて毎週 1回行っている.

ii) 所内交流セミナ- 所内で行われている広汎な分野にわたる研究の内容を互いに知りあ

い,かつ研究上の意見を交換するために,昭和 49年 1月から始められた.月2回,毎回2人

づつで行い,各研究職員が年に 1回各自の研究について紹介をするように計画されている.

iii) 日本遺伝学会三島談話会 当研究所の職員および三島附近の関係研究者によって組織

され 昭和 25年 10月 15日の第 22回日本遺伝学会総会で設置を認められた.事務所を当

研究所においている.原則として毎月1回所内で開かれており,昭和 25年 11月 18日に第

1回談話会を行って以来,現在までに218回を数えている.

iv) BiologicalSymposiaorMisima 外国人研究者が当研究所に来訪した機会に,随時開

催しており,講演,討論などをすべて外国語 (主として英語)で行う.昭和 27年2月 18日

に第 1回を開き,以来現在までに 111回を重ねている.

(2) 講 習 会

i) 東南アジア地域遺伝学研修コ-ス

東南アジア地域における生物学,農業科学,医学の大学教員および研究者に対し,遺伝学の

基礎および応用に関する知識を与え,それによってこの地域の大学における科学研究および科

第 25回日本遺伝学会大会風景 (昭和 28年)
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学教育の振興をほかるために,ユネスコ,日本ユネスコ国内委員会との共催で,昭和 36年 10

月 11日より 11月7日まで28日間にわたって講習会を行った.中華民国 (台湾),インド,

韓国,マラヤ連邦,フィリッピソ,シンガポール,タイの各国から計 19名が参加し,御殿場

市の国立中央青年の家に宿泊し,本研究所の職員による講義を同所で行い,実習は本研究所で

行った .

ii) 遺伝研夏期セミナ‥

国内の遺伝学関係研究者 (各研究機関研究者 ･大学院学生 ･大学学部学生)を対象に,本研

究所の職員を中心にした講師によって,特定の題目について夏期講習会を随時開いている.昭

和 38年 7月 29 日から8月2日にわたって,遺伝学夏期セミナーを開いたのを最初に,以後

遺伝研夏期セミナーとしてつぎのような講習会を開催した.

題 臼 日 時 受 講 者 数

第 1回 集団遺伝学 昭和 39年 7月 9日-11日 70名

第 2回 人類遺伝学の方法論 昭和 40年 7月 12ヒト 14日 70名

第 3回 集団遺伝学と進化 昭和 45年 7月 13日-15口 70名

iii) 遺伝学夏期講座

高等学校の生物系の教諭を対象として,遺伝学に関する専門pT勺基礎および実習の知識を普及

し,授業上の参考に資するために,つぎのような講習会を開いた.

第 1回 昭和 32年 6

第 2回 昭和 33年 7

第 3回 昭和 34年 7

第 4回 日田口35年 7

第 5回 昭和 37年 7

第 6回 昭和 42年 8

日 時 受 講 者 数

月 25円-27R (3日間) 72名

月 21日-24日 (4 日間) 68名

月 22日-25日 (4日間) 68名

月 20日-23日 (4 日間) 66名

月 19日-21日 (3日間) 68名

月 15日-16日 (2日間) 124名

研 究 所 一 般 公 開 風 景
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(3) 公 開 講 演 会

遺伝学の知識の普及を目的 として原則 として毎年本研究所職員に よる公開講演会を行 ってい

る.

遺 伝 学 公 開 講 演 会

期 日 F場 所
昭和25.2.ll
25.2.12

27.8.23

28.2.28

29.8.7

29.ll.5

32.2.10

34.5.30

34.6.6

35.9.16

38.9.28

39.ll.ll

静 岡市 立 公 会 堂

三島市労働文化会館

東京朝 日新聞講堂

東京朝 日新聞講堂

沼 津 市 公 会 堂

読 売 新 聞 ホ ー ル

三島市第2三島館

東 京 読 売 ホ ー ル

三 島 産 業物 産 館

静 岡 県 民 会 館

毎 日新 聞 ホ ール

名古屋市教育会館

41.11･lli第 一 生 命 ホ ール

42,ll.ll

43.ll.16

44.5.16

44.ll.15

45.ll.14

46.ll.20

47.ll.ll

48.ll.10

国 立 科 学 博 物 館

国 立 科 学 博物 館

三島市婦人青少年会
鰭

国 立 科 学 博物 館

国 立 科 学 博物 館

国立 科 学 博 物 館

国 立 科 学 博物 館

国立 科 学 博 物 館

(4) 所 内 一 般 公 開

本研究所では,昭和 36年以来,

演 題

学 術 講 演

学 術 講 演

パキスタン,アフガニスタン旅行の講演会

1･遺伝と人生 2.混血と優生の問項
3･微生物の遺伝 4.最近の品種改良

1.がんは遺伝するか 2.放射線と遺伝

1.欧米最近の遺伝学 2.遺伝に種あり種
なし 3.放射線と遺伝

1.カラコルム探検隊の意義と成果
2.人頬に及ぼす放射線遺伝学の影響

1.遺伝学の進歩-人生-の貢献
2.原子力時代と遺伝

1.放射線と品種改良
2.ダーウィンとメンデルー進化論 100年

1.アフリカの植物をたずねて
2.昆虫の薬剤抵抗性について
展示 1.稲の祖先を訪ねて
2.生物に及ぼす放射線の影響と利用

1.人間の遺伝
2.メスの子だけを生むショウジョウバェ
1,がんと遺伝 2.発育と遺伝

1.コーカサス地方の植物探検.小麦の祖
先を訪ねて 2･文明社会と遺伝

1.生物進化のしくみ
2.遺伝子のいれかえ

1.遺伝と環境 2･発生と遺伝子の働き
3.エチオピア高原と栽培植物の起原

1.遺伝と人生
2.遺伝と結婚

1.メンデル集団と進化 2･発育の生化遺
伝学的しくみ 3･突然変異のしくみ

1.染色体の変異とネズミの進化
2.ウイルスの遺伝子

1.海と森に遺伝学を訪ねる
2.ネズミ頬の分化と血清蛋白の変化

L
2
.
空曹宗寧RB慧票と人間との係わり

1.免疫抗体のはたらき 2･植物酵素の遺
伝学 3.栽培稲の起原

講 演 者

木原 均,

木原 均,

木原 均,

小熊 揮,
辻田光雄,

吉田俊秀,

松村清二,
田中義麿

木原 均
菅原 努

木原 均
田島弥太郎

松村清二
田中義暦

古里和夫
大島長造

駒井 阜

駒井 卓

駒井 卓

駒井 阜
酒井寛一

田中義暦

竹中 要

松永 英
坂口文吾

吉田俊秀,酒井寛一

木原 均
田島弥太郎

木村資生
名和三郎

大島長造,黒田行昭
阪本寧男

辻田光雄
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科学技術週間の記念行事の一環 として所内の一般公開を行

ってお り,各研究部の研究内容などを紹介し,遺伝学への理解を深めている.来所者は,年 々

増加 してお り,49年には実に 4,000人にも達し,本研究所-の関心が高いことを示 している.
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皿 研 究 業 績

1.論 文

本業蹟日掛 ま1950年より1974年6月までの間,当所職員等によって発表された研究論文で,"国立遺伝学

研究所業績"として登録されたものだけを登録番号 (ContributionNo.)順に掲載したものである.なお,

登鍵番号が ( )で括られているものは,現在,各種刊行物にそれぞれ投稿, または寄稿中のものであるこ

とを示す.

業績番号 (Co血t.No.)

1.KoMAI,T.,M.CHINOandY.HosINO1950.

Contributionstotheevolutionarygenetics

orthelady-beetle,Harmonia.I.Ge0-

graphicandtemporalvariationsin the

relativefrequenciesoftheelytralpattern

typesandinthefrequencyofelytralridge.

Genetics35:589-601.

2.KoMAI,T.1950.Semi-allelic genes. Am.

Natural.84:38ト392.

3.KoMAI,T.1951.Onmosaicinheritancein

mammals.Am.Natural.$5:333-334.

4.駒井 阜 1952.半対立遺伝子.遺伝の綜合研究

3:111-116.

5.竹中 要 1950.三倍体の不稔性.遺伝の綜合研

究 1:139-143.

6.IcHIKAWA,M.andS.KAJI1950.Functionof

theCorpusallatum in thesilkworm.

Annot.Zool.Jap.24:1-12.

7.KoMAI,T.1951.Notesonlingualgymnastics.

J.Hered.42:293-297.

8. 木村資生 1951.日殖による純系育成の過程と染

色体部分の組換について.道雄26:53-62.

9.XoMAl,T.1950.Photographoramanwith

12.TAKENAKA,Y.1950.Notesoncytological

observationsinColchicum,Withreference

toautotoxicosisandsterility.Cytologla

16:95-99.

13. 田中義麿 1951.蚕の星紋の遺伝学的研究.遺伝

の綜合研究 2:225-234.

14. 加地早苗,大垣昌弘 1951.Nitrogenmustardに

よるショウジョウノミェのPhenocopy誘発に

ついて.動雑60:254-257.

15. 田中義暦1950.杵蚕の越年と環境特に日長効果

(I).日蚕誌 19:358-371.

田中義暦 1950.杵蚕の越年と環境特に日長効果

(II).目蚕誌 19:429-446.

田中義麿 1950.杵蚕の越年と環境特に日長効果

(III).日蚕誌 19:580-590.

田中義麿 1951.杵蚕の越年と環境特に日長効果

(IV).日蚕誌20:1-9.

田中義麿 1951.杵蚕の越年と環境特に日長効果

(V).日蚕誌20:132-138.

16. 田中義暦 1951.杵蚕の品種育成.日蚕誌20:1-

11.

17. 辻田光雄 1951.家蚕における遺伝子と形質とを

結ぶ働き手に関する研究.遺伝の綜合研究

2:185-196.

atail.J.Hered.41:247-248. 18.LILTENFELD,F.A.1951.H.Kihara.Genome-

10.KoMAI,T.1952.0ntheorlglnOfthetor-

toiseshellmalecat:acorrection.Proc.

Jap.Acad.28:150-155.

ll.KoMAI,T.andY.HosINO1951.Contributions

totheevolutionarygeneticsofthelady-

beetle,Harmonia.ⅠⅠ.Microgeographic

variations.Genetics36:382-390.

95

analysisinTrL'tL'cumandAegilops.10Con-

cludingreview.Cytologia16:1011123.

19.小熊 梓 1951.ムカシトンボの染色体.遺伝の

綜合研究 2:23-26.

20.大垣昌弘,八木寿郎 1953.生物変異の光力学的

誘発.I.表現型模写.動雑 62:427-131.

21. 竹中 要 1952.クワソゾウ属植物の核型と不稔



性.遺伝の綜合研究3:71-90.

22. 駒井 卓 1951.オナジマイマイの地理的変異.

ヴィナス16:87-103.

23. KoMAT,T.1951.Thehomologyofthe"notoI

chord"foundinpterobranchsandente-

ropneusts.Am.Natural.85:270-271.

24. 酒井寛一 1951.植物育種における個体選択と選

択の効率に関する研究.育種雑 1:1-9.

25. MATSUMURA,S.1951.Radiationgeneticsin

wheat.Ⅰ.Chromosomeaberrationsin

einkorn wheatinduced by irradiation.

Cytologia16:201-211.

26. 辻田光雄 1951.最近における家蚕バイラスの研

究動向.学術月報 4:39-50.

27. MATSUMURA,S.1952.Chromosomeanalysis

oftheDinkelgenomeintheoffspringof

apentaploidwheathybrid.I.Nullisomics

deficientforapairofD-Chromosomes.

Cytologia16:265-287.

28. 酒井寛一 1951.ラムシュ育種における集団選抜

と集団の取扱いの問題.農及園27:5-8.

29. MATSUMURA,S.1952.Chromosomeanalysis

oftheDinkelgenomeintheoffspringofa

pentaploidwheathybrid.ⅠⅠ.Whichof

the threevulgaregenomesoftheβ-

speltoid isincomplete? Cytologia 16:

307-314.

30. 松村清二 1951.コムギ五倍雑種の研免 遺雑

26:211-218.

31.KoMAI,T.1952.Incidenceofthegenesfor

coatcolorsinJapanesecats.Annot.Zool.

Jap.25:209-211.

32. KoMAI,T.1953.ThreeJapanesepedigreesof

typicalbrachydactyly.∫.Hered.44:79-

85.

33.TANAKA,Y.1953.Geneticsofthesilkworm,

Bombyxmorl-.Adv.Genet.5:239-317.

34. MATSUMURA,S.1952.Chromosomeanalysis

oftheDhkelgenomeintheoffspringof

apentaploidwheathybrid.III.29{hrO-

mosomeD-haplosomicandtheirrelations

tonullisomics.Cytologia17:35-49.

35.KoMAl,T.andA.S.A丘1953.Geneticstudies

ofthepieridbutterflyColl'ashyalepolio-

graphus.Genetics38:65-72.

36. 吉田俊秀 1952.異種移植における吉田肉瞳の細

胞学的研究.遺伝の綜合研究 3:185-198.

37. 吉田俊秀 1952.吉田肉瞳細胞の分裂に及ぼすコ

ルヒチン及びマスタードの影響.遺伝の綜

合研究 3:199-204.

38.KIMURA,M.1953.TherecombinationofchrO-

mosomesegmentsthroughcontinuedselfJ

fertilization.Cytologia18:93-104.

39. MATSUMURA,S.1953.Chromosomeanalysis

oftheDinkelgenomeintheoffspringof

apentaploidwheathybrid.IV.Gene-

analysis.SeikenZiho6.･36-45.

40.SAKAI,K.1953.Studiesoncompetitionin

plants.Ⅰ.AnalystsOfthecompetitional

varianceinmixedplantpopulations.Jap.

J.Bot.14:161-168.

41. 川口栄作,吉田俊秀 1953.ヒマ蚕雑種の細胞学

的研究.染色体 17-19:657-664.

42. 藤井太朗 1953.コムギ雑種の子孫における異形

態の双芽の1例.遺雑 28:105-log.

43. MATSUMURA,S.andA.MocHIZUKI1953.Im-

provementorsugarbeetbymeansorin-

ducedtriploidy.Jap.J.Genet.28:47-56.

44.GoTOH,K.1953.Geneticstudiesoneggplant

(Solanum melongenaL).I.Regression

analysis of quantitative gene action.

Genetica26:445-152.

45.GoTOH,K.1953.Geneticstudiesoneggplant

(SolanummelongenaL.).II.Theherita-

bilityorsomequantitativecharactersand

estimationofminimumnumberorgenes.

Genetica26:4531467.

46.KoMAI,T.,Y.OzAKIandW.INOKUMA1953.

A JapanesekindredofhyperphalanglSm

orthumbsandduplicationorthumbsand

big-toes.FoliaHered.Path.2:307-312.

47. 竹中 要 1953.タノミコ属植物の細胞遺伝学的研

究.III.N.glaucaとalatagroupとの交配

Flの減数分裂.遺雑 28:155-162.

48. 竹中 要 1953.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.IV.N.tabac〟m と他の3種との交配

F2の減数分裂.染色体 17-19:706-713.

49. 竹中 要 1953.タバコ属植物の細胞遺伝学的研
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究.V.N.Suaveole〝Sと他種の交配組合せ

のFlの減数分裂.植雑 66:269-276.

50.松村清二,望月 明1953.甜菜三倍体の育成と

その特性."甜菜の三倍体による育種'',1-

13.

51. 松村清二 1953.三倍性甜菜 の研究結果概要.

`̀甜菜の三倍体による育種",11ト129.

52.ENDO,T.1954.Biochemicalandgenetical

investigationsofflowercolorin Viola

trL'colorL.I.Inter-relationshipsofpig-

mentconstituentsoccumnglntenVarieties.

Jap.J.Dot.14:187-193.

53.松村清二,藤井太朗 1954.一粒コムギに於ける

超短波照射実験.遺雑29:13-17.

54. 吉田俊秀 1954.エールT)ッヒ腹水癌(マウス)の

核学的研究.動雑 63:22-25.

55. 吉田俊秀 1954.マウスに於ける滝沢ヒノン癌細

胞の核学的特異性.動雑63:18-21.

56.酒井寛一,鈴木保男1953.他殖性植物の採取に

おける対立遺伝子の機会的変動と雑種強勢

の喪失.育種雑3:55-58.

57.KtMURA,M.1954.Processleadingtoquasi-

fixationofgenesinnaturalpopulations

duetorandom fluctuationofselection

intensities.Genetics39:2801295.

58.YosIDA,T.H.1954.Tetraploidchromosome

constitutioncharacteristicofthetumor

cellsoftheTakedasarcoma.Gann45:

9-15.

59.SAKAl,K.andY.SUzUK11955.Studieson

competitioninplants.ⅠⅠ.Competition

betweendiploidandautotetraploidplants

orbarley.∫.Genet.53:ll-20.

60.YosIDA,T.H.1954.Karyologicalstudiesof

theTakizawaqulnOne-CarCinomaandthe

Ehrlichascitescarcinomainmice.Cytol

logia19:225-238.

61.KoMAI,T.1953.Compositionofwildpopula-

tionsintheLycaenidbutterflyNeozephyrus

taxl'la.Am.Natural.87:87195.

62.KoMAt,T.,K.KISHIMOTOandY.OzAKI1953.

GeneticstudiesofhumanmiCrocephaly

(Preliminaryreport).Proc.Jap.Acad.29:

2201223.

63.KoMAI,T.,K.KtsHIMOTOandY.OzAKT1955.

Geneticstudyofmicrocephalybasedon

Japanesematerial.Am.J.HumanGenet.

7:51-65.

64.GoTOH,K.1954.Geneticstudiesoneggplant

(Solanum melongena L.).Ill.Further

investigationsregarding thedegree or

heritabiljtyandthenumberofeffective

factors.Jap.J.Genet.29:89-97.

65. 後藤寛治 1954.ジニアに於ける八重咲性の遺

伝.育種雑4:37-40.

66.MATSUMURA,S.1954.Chromosomeanalysis

oftheDinkelgenomeintheoffspringof

apentaploidwheathybrid.V.Gigas-plants

intheoffspringofnullisomicdwarfsand

analysisortheiradditionalchromosome

pair.Cytologia19:2731285.

67.TsUJITA,M.,K.WATANAl3EandS.TsUDA1954.

Electron一microscopicalstudies on the

innerstructureofParamecium caudafum

bymeansofultra-thinsections.Cytologia

19･.306-316.

68.酒井寛一 1954.植物育種法 に関する理論的研

究.I.自殖性植物の雑種後代における遺伝

力の変化.育種雑4:145-148.

69.松井千秋 1954.PseudomonassolanacearLLm E.

F.SMITH ウイルスの電子顕微鏡的研究.Ⅰ.

ウイルス4:128-130.

70.TATEOKA,T.1954.KaryotaxonomyinPoa-

ceae.II.Somaticchromosomesofsome

species.Cytologia19:317-328.

71.HAYASm,K.1954.UeberblickderArbeiten

tiberAnthocyaneinJapanunterbeson-

dererBer也cksichtigung dernattirlichen

Pflanzenfarben.Pharmazie9:5841588.

72.SAKAI,K.I.andY.SUzUKI1954.Studieson

competitioninplants.III.Competition

andspaclnginonedimension.Jap.J.

Genet.29:197-201.

73.SAKAI,K.I.andK.GoTOH1955.Studieson

competitioninplants.IV.Competitive

abilityofFlhybridsinbarley.J.Hered.

46:139-143.

74.MATSUMURA,S.1954.Nullisomicdwarfsand
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theirgigas-plantsintheoffspringofa

pentaploidwheathybrid.8thCong.tnt.

Bot.,196-197.

75.NAwA,S.andT.TAIRA1954.Pterinsfound

insilkwormandDrosophila.pr∝.Jap.

Acad.30:632-635.

76.辻田光雄 1955.黄色致死と黄色体との関連,特

に黄色致死の母親遺伝について.遺雑 30:

107-I17.

77.YosIDA,T.H.1958.Studiesonthechromo-

SomesorColeopteranandHemipteran

ins∝ts,withspecialregardtothequantita-

tiverelationbetweenautosomesandsex

chromosomes.Proc.10tnt.Cons.Ent0-

m01.2:979-990.

78, 吉田俊秀 1953.滝沢ヒノン癌の核学的研究.医

学と生物学26:262-265.

79.YosIDA,TH.1954.Karyologicalstudyonthe

MY mousecarcinoma and sarcoma.

Gann45:162-164.

80.IsHTHARA,T.andT.H.YoslDA1955.Some

obseryationsonanon-transplantableasci-

testumordeveloplnginaninbredmouse.

Gann46:27-31.

81･ 辻田光雄,坂口文吾 1955.黄色致死蚕の遺伝生

化学的研究.I.黄色致死蚕系統のプテリン

について.遺雑30:83-88.

82. 辻田光雄 1955.カイコのE遺伝子群中のEHと

EKpとの交叉について.遺雑 30:227-235.

83･ 辻田光雄,松井千秋,津田誠三,吉沢 攻 1954.

Pse〟domonassolanacearumE.F.SMITHの

溶原性に関する研免 Ⅰ.溶原株 T-C200に

ついて.ウイルス4:308-312.

84･ KIMURA,M.1955.Solutionofaprocessof

random geneticdriftwithacontinuous

model.Proc.Nat.Acad.Sci.U.S.A.41:

144-150.

85･KIMURA,M.1955.Random geneticdriftin

multi-alleliclocus.Evolution9:419-435.

86.TANAKA,K.1955.Estimation ofthefre_

quencyorpartiallysex-linkedgenesinman.
Am.∫.HumanGenet.7:163-169.

87･ 岡 彦- 1955.稲の分けつ,得長等に於ける温

度反応とその品種間変異一栽培稲の系統発

生的分化,第7報一 育種雑4:213-221.

88.GoTOH,K.1955.Geneticanalysisofvarietal

differentiation in cereals.I.Statistical

differenccsfoundamonglocalstrainsofa

barleyyariety,"HosogaraNo.2''.Jap.

J.Genet.30:95-106.

89.GoTOH,K.1955.Geneticanalysisofvarietal

differentiation in cereals.II.Various

growth habitsin localstrainsofthe

barleyvariety"HosogaraNo.2".Jap.J.

Genet.30:197-205.

90.KoMAt,T.1954.Anactualinstanceofmicro-

evolutionobservedinanins∝tpopulation.

Proc.Jap.Acad.30.･970-975.

91.SAKAI,K.I.andY.SUzUK11955.Studieson

competitioninplants.V.Competitionbe-

tween allopo】yploidsand theirdiploid

parents.∫.Genet.53:585-590.

92.SAKAT,K.I･1955.Secondaryselectionand

aplanformultiplicationofsuperiorseed

orricevarieties.Ind.∫.Genet.良Plant

Breed.15:18-24.

93･松村清二,藤井太朗 1955.X線照射によるタバ

コの突然変異の研究.育種雑5:4ト46.

94･駒井 卓 1956･人類小頭奇形の遺伝. ‖集団遺

伝学''(駒井,酒井編),培風館,東京,31

-38.

95･駒井 卓 1956･猫の毛色の遺伝と三毛雄の成

田."集団遺伝学"(駒井,酒井編),培風館,

東京,39-44.

96･駒井 卓 1956･ナ ミテン トウの集団遺伝学.

"集団遺伝学"(駒井,酒井編),培風館,東

京,45-60.

97･駒井 卓 1956･オナジマイマイの集団遺伝学.

"集団遺伝学''(駒井,酒井編),培風館,東

京,6ト71.

98･駒井 卓 1956･蝶2種の集団遺伝学. り集団遺

伝学"(駒井,酒井編),培風館,東京,77-83.

99.HAYASHI,K.andY.ABE1955.Studieson

anthocyanins.XXV.Paper chromat0-

graphicinvestigationonanth∝yaninsoc-

curringintheleavesofPerEllavarieties.

Bot.Mag.68:71-75.

100.FUJII,T.1955.Mutationsineinkornwheat

inducedbyX-rays.I.Chlorinamutants.

Proc.Jap.Acad.31:88-92.
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101. 田中義麿 1954.不安定遺伝子総説.日本蚕糸学

会東海支部研究発表会講演集.2:ト7.

102.TsUJITA,M.1955.Cytoplasmicpolyhedral

virusinfectingthesilkworm.Proc.Jap.

Acad.31:93198.

103.酒井寛一 1955.植物育種法 に関する理論的研

究.ⅠⅠ.育種雑 5:42-16.

104.GoTOH,K.1956.Geneticanalysisofvarietal

differentiationincereals.III.Competitive

abilityorlocalstrainsofthebarleyvariety

"HosogaraNo.2".Jap.J.Genet.31:

1-8.

105.OKA,H.I.1955.Studiesontetraploidrice.

VI.Fertilityvariation andsegregation

ratiosforseyeralcharactersintetraploid

hybridsofrice,Oryzasaliva,L Cytologia

20:2581266.

106. 辻田光雄,津田誠三,渡辺強三 1956.Parame-

ciumのミトコンドリアの微細構造 につい

て.電顕 4:133-137.

107.TsUJITA,M.andC.MATSUI1955.Adouble

]ysogenicstrainofPseudomonassolana-

cearum.Proc.Jap.Acad.31:1801185.

108. 辻田光雄,坂口文吾 1956.家蚕のE遺伝子群の

発生学的研究:新遺伝子EMSおよび EMC

の作用.達雄31:207-216.

109.HAYASHI,K.,T.NoGUCHIandY.ABE1955.

studiendberAnthocyane.XXVI.Uber

denFarbstoffderBldtenYonLespedeza

Thunbergii.Dot.Mag.68:1291133.

110.TATEOKA,T.1955.KaryotaxonomyinPoa-

ceae.ⅠⅠⅠ.Furtherstudiesorsomatic

chromosomes,Cytologia20:296-306.

111.TsuDA,S.1955.Studiesonheterocaryosisin

AspergillusandPenL'cE'llt'um.Ind.Phyto-

pathol.S:ト8.

112.YosIDA,T.H.1955.OriginorV-shapedchrO-

mosomesoccurring in tumorcellsof

someascitessarcomasintherat.Proc.

Jap.Acad.31:237-242.

113.KIMURA,M.1955.Randomgeneticdriftina

triallelic locus;exactsolution with a

continuousmodel.Biometrics12:57-66.

114.KIMURA,M.1955.Stochasticpro00ssesand

distributionofgenefrequenciesundernatu-

ralsel∝tiom ColdSpringHarborSymp.

20:33-53.

115.KoMAT,T.1956.Geneticsofladybeetles.

Adv.Genet.8:155-188.

116.SAKAt,K.I.1955.Competitioninplantsand

itsrelationtoselection.ColdSpringHar-

borSymp.20:137-157.

117.TsuDA,S.1955.ElectronmicroscoplCalstu-

diesofultra-thinsectionsinAspergillus,

Penict'lliumandNeLLrOSPOra.Ind.Phyto-

pathol.8:83-93.

118.MATSUMURA,S.andT.FUJII1955.Radiation

geneti-sinwheat.ⅠⅠ.Relationbetween

themutationeffectandthedoseorwave

length orX-raysin a diploid wheat.

SeikenZiho7:45-51.

119. 岡 彦- 1955.稲雑種集団における遺伝子頻度

の変化-栽培稲の系統発生的分化,寡 ll

報一 育種雑5:207-212.

120.MATSUMURA,S.,S.SAKAMOTOandT.TATEOKA

1956.Agropyronanditsrelatedgenera.

"LandandCropsorNepalHimalaya"

(ed.byH.KIHARA),KyotoUniv.,2:249-

253.

121.HAYASHI,K.andY.ABE1955.Studiendber

Anthocyane.XXVII.Papierchromat0-

graphischeUebersichtderAnthocyaneim

Pflanzenreich.II.Farbstoffedesroten

Herbstlaubes.Bot.Mag.68:299-307.

122.TsuDA,S.1956.Electronmicroscopicalstudies

ofultra-thinsectionsinPenicL'IIL'umchrys0-

genum.J.Bacteriol.71:450-153.

123. 竹中 要 1955.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.VI.タバコと他の種との交雑種の減数

分裂.植雑68:358-362.

124.竹中 要 1955.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.ⅤⅠⅠ.トメソトーサ系植物と他の3種と

の交配 Flの減数分裂.染色体25-26:929-

936.

125. 竹中 要 1955.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.VIII.サンデレ-と他の3種との交配

Flの減数分裂.遺雑 30:236-241.

126.松村清二,藤井太朗 1960.放射線による芽粂変

99



異の誘発.第3回アイソトープ会議報文集,

1005-1(氾8.
127. 木村資生 1956.自然集団における遺伝子頻度の

機会的変動について.H集団遺伝学''(駒井,

酒井編),培風館,東京,168-183.

128.TATEOKA,T.1956.Theplaceofthegenus

PhylIoracht'sinthesystem ofGramineae･

Bot.Mag.69:83-86.

129. 遠藤 徹 1956.コムギ属およびその近縁種のフ

ラボン色素.遺雑31:109-114.

130. 岡 彦- 1956.稲晶種間雑種不稔性を支配する

配偶子発育因子のポリジーン的性質一栽培

稲の系統発生的分化,第12報- 育種雑 6'.

51-56.

131.ABE,Y.andK.HAYASHI1956.Furtherstudies

onpaperchromatographyoranthocyanins,

involving an examination ofglycoside

typesbypartialhydrolysis.Bot.Mag･

69:577-585.

132.OKA,H.andC.KAO 1956.Variationin

nucleolarnumberamongvarietiesofculti-

vatedrice.Cytologia21:44-49.

133.TANAKA,K.1955.Centralbodyin themale

reproductivecellsofthesilkworm with

specialreferencetoapeculiarityofcen-

trioledivisioninmeiosis.Cytologia20:

307-314.

134.KoMAT,T.andS.EMURA1955.Astudyof

populationgeneticsonthepolymorphic

landsnailBradybaenasimL-larE'S.Evolution

9:400-118.

135.MATSUMURA,S.1956.Radiationgeneticsin

wheat.ⅠⅠⅠ.Relationbetweenchromosome

aberrationsaridX-raydoseorwavelength

indiploidwheat.Cytologia21:107-113.

136. MURAMATSU,M.and S.SAKAMOTO 1956.

Morning-glories.HLand and Cropsor

NepalHimalaya"(ed.H.KIHARA),Kyoto

Univ.,193-212.

137. 大島長造,平 俊文 1956.ムナスジショウジョ

ウバエの平衡多型現象."集団遺伝学"(狗

井,酒井編),培風館,東京,104-120.

138. 酒井寛一 1956.植物集団における競争の研究.

"集団遺伝学"(駒井,酒井編)培風館,東

京,184-211.

139.SAKAI,K.1956.Studiesoncompetitionin

plants.VI.Competitionbetweenauto-

tetraploidsandtheirdiploidprototypesin

NF'cotianatabacumL.Cytologia21:153-

156.

140. 竹中 要 1956.タバコ属の細胞遺伝学的研究.

ⅠX.タノミコと他の2種との交配Flの減数分

裂.遺雑31:104-108.

141.TATEOKA,T.1956.Onmorphologicalcon-

vergencebetweenBrachypodiumsylvatt'cum

andAgropyronyezoense.Cytologia21:

146-152.

142.GoTOH,K.1956.Geneticanalysisofvarietal

differentiationincereals.IV.Polygenic

differencesinagronomiccharactersbe-

tweenlocalstrainsorabarleyvariety,

"打akataNo.2".Jap.J.Genet.31:172-

175.

143.GoTOH,K.1957.GeneticanalystsOfvarietal

differentiation in cereals.V.Oq-type

plants observed in a wheatvariety,

HsaitamaNo.27.''Jap.∫.Genet.32:1-7.

144.GoTOH,K.1957.Geneticanalysisorvarietal

differentiationhcereals.VI.Population

structureofthebarleyvariety,"Iwate

MensuryNo.2"･Jap･J･Genet･32:751

82.

145.KoMAI,T.,H.KUNIIandY･OzAKI1956･A

noteonthegeneticsorVanderHoeve's

syndrome,with specialreferenceto a

largeJapanesekindred.Am･J･Human

Genet.8:110-119.

146.KIMURA,M.1956･Rulesfortestingstability

oraselectivepolymorphism.Proc･Nat･

Aead.Sci.U.S.A.42:336-340.

147.KtMURA,M.1956.A modelofagenetic

system whichleadstocloserlinkageby
naturalselection.Evolution10:278-287.

148.KIMURA,M.1957.Someproblemsofsto-

chasticprocessesingenetics.AnnMath･

Stat.28:882-901.

149.KoMAt,T.1956.GeneticsofJapan,pastand

present.Science123:823-826

100



150. 竹中 要 1956.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.X.N.LangsdorjP の減数分裂.植雑

69:162-165.

151. 下山勝久 1957.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XI.2組の種間雑種の減数分裂.染色

体 32:1095-1100.

152. 胡 兆華 1956.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XII.N.LangsdorbiL'と他の3種との雑

種Flの減数分裂.育種雑 6:117-121.

153. 竹中 要,田中正雄 1956.タバコ属植物の細胞

遺伝学的研究.XIII.タバコの半数体.植

#69:193-198.

154. 竹中 要 1956.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XIV.5組の種間雑種の減数分裂.遺雑

31:155-161.

155. 胡 兆華 1957.稲の半数体植物の核学的研究.

Ⅰ.減数分裂の染色体対合.遺雑 32:28-36.

156. 吉田俊秀 1955.吉田肉腫細胞におけるⅤ字形染

色体の由来.科学 25:425→126.

157. 酒井寛一 1956.植物育種法 に関する理論的研

究.ⅠⅠⅠ.自殖性植物の個体選抜における系

統群,系統及び個体の測定値の垂みずけ.

育種雑 6:175-179.

158.SAKAT,K 1957.Studiesoncompetitionin

plants.VII.Effectoncompetitionofa

varyingnumberofcompetingandnon-

competing individuals.J.Genet.55:

227-234.

159.SAKAI,K.andH.UTIYAMADA1957.Studies

oncompetitioninplants.ⅤⅠⅠⅠ.Chromo･

Somenumber,hybridityandcompetitive

abilityin OT･yzasalivaL.J.Genet.55:
235-240.

160.HAYASHT,K.andY.ABE1956.Studien屯ber

Anthocyane.XXVIII.Papierchromat0-

graphischeUbersichtderAnthocyaneim

PBan2:enreich.Ill.UberAnthocyaneder

Gebirgspnanzen.Rot.Mag.69:227-235.

161･ 吉田俊秀,石原隆昭 1956.動物における染色体

構造の観察に適する新おしつぶし法.染色

体29:1005-1009.

162.YosIDA,T.H.1956.Variation in elytral
patternoftheconverg:ntlady-bird(HLp-

podamL'aconvergens)collectedinColorado.

Annot.Zool.Jap.29:10ト103.

163.GoTOH,K.1957.Geneticanalysisofvarietat

diLrerentiationin cereals.VII.Interrela-

tionshipsbetween potentialvariabilities

and environmentalconditions.丁ap.∫.

Bot.16:46-60.

164. 後藤寛治 1956.ナスにおける量的遺伝の分散並

びに共分散分析.育種雑 6:18､-184.

165.KoMAI,T.andT.IsHIHARA1956.0nthe

originorthemaletortoiseshellcat.∫.

Hered.47:287-291.

166.FUJII,T.1956.Mutationsineinkornwheat

hducedbyX-rays.II.Virido-albinamu-

tants.Proc.Jap.Acad.32:494-499.

167.IsHIHARA,T.1956.Cytologicalstudieson

tortoiseshe11malecats.Cytologia21:391-

398.

168. 岡 彦- 1956.稲雑種集団における遺伝子組換

の制限一栽培稲 の系統発生的分化,第 13

報一 育種雑 6:185-191.

169. 岡 彦-,汚 承堅 1956.判別函数による稲品

種の分類一栽培稲の系統発生的分化,第 14

報一 育種雑 6:245-248.

170. 小川恕人,阿部幸頴,藤岡健二郎 1957.Kinetin

の吉田肉腫細胞分裂促進性.科学 27:414-

415.

171.KoMAt,T.1957.Genetic basisofpoly-

morphism.Proc.Tnt.Genet.Symp.1956:

511-514.

172.KoMAI,T.1957.Equilibriumofhumangenes.

Jap.J.HumanGenet.2Suppl.:85188.

173.OKA,H.I.1957.Genie analysisforthe

sterility ofhybrids between distantly

related varietiesofcultivated rice.J.

Genet,55:397--409.

174.OKA,H.I.andK.LIN1957.Genieanalysis

orresistancetoblastdiseaseinrice.Jap.
J.Genet.32:20-27.

175. 辻田光雄 1956.家蚕の黄色致死とアルビノ致死

との遺伝的関係について.道雄 31:327-

329.

176･TsUDA,S.1957.El∝tronmicroscopestudy

ofthemultiplicationoftheactinophage

aqecting Streptomyces griseus. Appl.

101



Microbiol.5:9-13.

177. MATSUMURA,S.,A.MocHIZUKlandS.SAKA-

MOTO1957.Triploidsugarbeetsandtheir

seedproduction.Proc.Int.Genet.Symp.

1956:314-317.

178. YAMASHrrA,K.,H.KIHARA,I.NISHIYAMA,SI

MATSUMURAandK.MATSUMOTO 1957.

PolyploidbreedinginJapan.Proc.Int･

Genet.Symp.1956:3411346.

179. TANAKA,Y.1956.GeneticsinJapan.ProcI

Int.Gcnet.Symp.1956:73-84.

180. TsUJITA,M.andC.MATSUI1956.Lysogenic

conversion ofsome genetic characters

includingsugarfermentationin Pseud0-

monassola77aCearum.Proc.Int.Genet.

Symp.1956:57小一579.

181. SAKAl,K.1957.Theoreticalstudiesonplant

breedingtechniqueswithspecialregardto

autogamousplants.Proc.Int.Genet.

Symp.1956:491-497.

182.OKA,H.I.1957.Phylogeneticdifferentiation

ofcultivatedrice.XV.Complementary

lethalgenesinrice.Jap.J.Genet.32:

83-87.

183. 岡 彦- 1956.稲雑種の後代から得た系統問の

形質組合せの傾向.-栽培稲の系統発生的

分化,第16報一 育種雑7:1-6.

184. 岡 彦- 1956.稲遠縁晶種間雑種の後代から得

た系統の親品種に対する雑種不稔性と雑種

強勢一栽培稲の系統発生的分化,第17報-

育種雑7:7-ll.

185.OKA,H.I.1957.Changeofpopulationgeno-

typeduetogameticandzygoticselections

inhybridsbetweendistantlyrelatedvarie-

tiesorrice.proc.tnt.Genet.Symp.1956:

482--490.

186. LILIENFELD,F.A.andH.KTHARA1956.Dex-

tralityandsinistralityinplants.I.Medi-

cagotuberculataWilld･Proc･Jap･Acad･

32:620-625.

187.LIuENFELD,F.A.andH.KIHARA1956.Dex-

tralityandsinistralitylnPlants.II.Medi-

cagoliteralisRohde･Proc･Jap･Acad･32:
626-632.

188. 吉田俊秀 1955.癌細胞 の特殊性.癌の臨床 1:

457｣165.

189.津田福視,吉田俊秀 1958.吉田肉腫細胞の染色

体数とV一字形染色体.染色体34136:1190-

1193.

190.蛭海啓行,青田俊秀 1957.カブトエビApusae-

cq〟alisPackardの性比及び染色体.遺雑

32:162-164.

191. 石原隆昭 1957.ラットにおける肝切除およびア

ゾ色素投与 により現われた高倍数性肝細

胞.染色体34-36:1157-1161.

192.TsUJITA,M.,K.WATANABEandS.TsUDA

1957.Electronmicroscopyorthin-sec-

tionednucleiinParamecium.Cytologia

22:322-327.

193. 河原孝忠 1957.家鶏における-テローシスの研

究.I.生存率におよはす影響,特に黒頭病

抵抗性について.日畜会報 28:181-184.

194.松村清二,藤井太朗 1957.-粒コムギの放射線

遺伝学的研究.第1回原子力シンポジウム

報文集4:691-696.

195. 田島弥太郎 1957.蚕に及ぼす放射能の遺伝的影

響 (I)体外より照射したβ線の生殖細胞に

及はす影響.第1回原子力シソポジウム報

文集,697-699.

196.菅原 努,土川 清,杉浦嘉彦,田中雷蔵 1957･

γ線長期照射の-ツカネズミに対する遺伝

的影響 (予報).第1回原子力シンポジウム

報文集,706-711.

197. 近藤宗平 1957.放射線によるケイ酸化物の透化

率変化と線量との関係.第1回原子力シソ

ポジウム報文集,652-656.

198.OKA,H.I.andY･C･RU 1957･Studiesof

droughtresistancein ricevarieties･J･
Agr.Assoc.ChinalS:7-17.

199.小川恕人,河原孝忠 1957.家鶏の発生初期にお

ける筋肉蛋白質アクチソ発現の血清学的確

認.科学 27:253.

200.OGAWA,Y.,Y.AtlEandK.FUJIOKA1957･

EffectsofkinetinondivisionofYoshida

sarcomacells.Nature180:985-986.

201.YosIDA,T.H.1957.Origin ofV-shaped

chromosomeso∝urringintumorcellsand
their signiBcance for tumor growth･

102



Proc.Int.Genet.Symp.1956:210-215.

202.YosIDA,T.H.1957.Sexchromosomesofthe

tree frog,Hyla arborea j'aponica.J.

Facul.S°i.HokkaidoUniy.13:352-358.

203.KIMURA,M.1957.Therateofchangeof

populationfitnessbynatural selection.

Proc.Int.Genet.Symp.1956:467-471.

204.KoMAI,T.1957.Supplementarynotesonthe

genetics ortortoiseshellmale cat.∫.

Facul.Sci.HokkaidoUniv.13:253-258.

205.KoMAT,T.1957.Heredity counseling in

Japan.Bug.quart.4:99-103.

206.lsHIHARA,T.1957.Occurrenceofhyperploid

cellintheregeneneratingratliver.J.

Facul.S°i.HokkaidoUniv.13:229-232.

207.酒井寛一 1957.植物育種法に関する理論的研

究.ⅠV.林木育種における遺伝相関の推定

とその利用.育種雑7:83-86.

208.酒井寛一 1957.植物育種法 に関する理論的研

究.V.自殖性植物の育種における近縁係数

の応用.育種雑7:87-92.

209.SAKAI,K.,T.NARISE,Y.HIRAIZUMIandS.

IYAMA 1958.Studies on competition

inplantsandanimals.ⅠX.Experimental

studiesonmigrationinDrosophilamelan0-

gaster.Evolution12:931101.

210.OGAWA,Y.,T.KAWAHARAandJ.MIURA1958.

Serologicaldeterminationofdeveloping

muscleproteinonchickembryo.Nature

181:621-622.

211.AtlE,Y.andK.GoTOH 1959.Biochemical

andgeneticalstudiesonanthocyaninsin

eggplant.Dot.Mag.72:432-137.

212.小川恕人,藤岡健二郎,阿部幸頴 1957.吉田肉

腫細胞の分裂に及ぼす グルクロン酸の影

響.医学と生物学44:169-172.

213.近藤宗平 1957.放射線線量とガラスの吸収係数

変化の関係.I.物性論研究2集 2:29-41.

214.小川恕人,石原隆昭 1957.成長,分化および再

生.ⅠⅠ.ダイコクネズミ肝部分切除後の残存

肝重増加と分裂形細胞出現率 との関係.医

学と生物学45:12-14.

215.館岡亜緒 1957.イネ科 の系統分類に関する雑

記.10.イネ科新分類系の提案.植研 32:

275-287.

216.小川恕人,石原隆昭 1957.生長,分化および再

生.ⅠⅠⅠ.担癌ダイコクネズミ肝の分裂形細

胞出現率.医学と生物学45:110-113.

217. YAMADA,YリB.B.BoHRENandL.13.CkITTEN-

DEN1958.GeneticanalysISOfawhiteleg-

hornclosed8Ockapparentlyplatcauedfor

eggproduction.PoultrySci.37:565-580.

218. 吉田俊秀 1958.染色体のほぐれとひろがりに対

するイオンの影響.細胞化学シンポジウム

7:91-100.
219.青田俊秀,石原隆昭 1958.発生初期におけるラ

ット肝癌の染色体研究,特に,Ⅴ-形染色体

の出現について.染色体37-38:1276-1281,

220.石原隆昭,吉田俊秀 1958.MYマウス肉腫の移

植感受性に関与する遺伝的要因.遺雑33:

23-27.

221. 松村清二 1957.甜菜の細胞ならびに遺伝学的研

究.VI.生研時報S:75-82.

222.FUJII,T.1957.Mutationsineinkornwheat

inducedbyX-rays.ⅠⅠⅠ.Doubler∝essiye

plantsinacrossbetweenbasi-viridisII

andchlorina.SeikenZih08:33-36.

223.小川恕人,原田雄四郎,阿井敏雄 1958.アコヤ

ガイの性ホルモン.Ⅰ,アコヤガイ生殖腺成

分 の排卵精促進効果.医学 と生物学 46:

42-45.

224.小川恕人,藤岡健二郎 1958.生長,分化および

再生.IV.幼生ダイコクネズミ組織中に存

在する吉田肉腫細胞分裂促進物質.医学と

生物学46:99-102.

225.KoNDO,S.1958.Fadingofcoloration of

irradiatedglass.J.Phys.Soc.Japan2:

224.

226.近藤宗平 1957.非平衡界面層の準熱力学.Ⅰ.狗

性論研究2集 2:926-939.

227.KlHARA,H.andM.TANAKA1958.MorpholO -

glCalandphysiologicalvariationamong

AegilopssquarrosastrainscollectedinPa-

kistan,AfghanistanandIran.Preslia30:

241-251.

228.小川恕人,藤岡健二郎 1958.生長,分化および

再生.V.妊婦血清の細胞分裂促進性.医

学と生物学 46:194-197.

103



229.YAMADA,Y.1958.Heritabilityandgenetic

correlationsin economiccharactersin

chickens.Jap.J.Genet.33:13-22.

230.TAIRA,T.andS.NAWA 1958.No dir∝t

metabolicrelationbetweenpterinesand

uricacid,navinsorfolicacidinDrosophfla

melanogaster.Jap.J.Genet.33:42145.

231.NAWA,S.,T.TAIRAandB.SA7(AGUCHI1958.

PterinedehydrogenasefoundinDrosophila

melanogaster.Proc.Jap.Acad.34:115-

119.

232.藤井太朗,松村清二 1958.ムギ類の放射線感受

性.第2回原子力シンポジウム報文集 4:
185-189.

233. 小川恋人,三浦二郎,河原孝忠 1958.生長,分

化および再生.VI.ニワトリの発生初期に

おける骨格筋 アクトミオシン発現の血清学

的確認.医学と生物学46:242-245.

234.KoNDO,S.1958.Differencebetweendynamic

andstaticsurfacetensions.J.Phys.Soc.

Japan13:1551.

235.KIHARA,H.1957.Completionofgenome-

analysisorthree6xspeciesorAegilops.

SeikenZiho8:3.

236.松村清二,藤井太朗,田中正雄 1958.メ/ミコ育

種-の放射線の利用.第2回アイソトープ

会議報文集,521-525.

237. 山田行雄 1958.家鶏の繁殖集団における期待選

抜強度と実現選抜強度.育種雑7:247-252.

238. 小川恕人,甲子万里子 1958.Steroidをもちい

る血清反応の反応機構に関する研究,とく

に cephalincholesterolfloculationtestに

ついて.医学と生物学 47:54-57.

239. 菅原 努,土川 清,田中富蔵,杉浦嘉彦 1958.

繁殖成績より見た幼若および成熟-ツカネ

ズミのγ線長期照射に対する感受性につい

て.第2回原子力シンポジウム報文集,

198-201.

240.KIMURA,M.1958.0nthechangeofpopula-

tionfitnessbynaturalselection.Ileredity

12:145-167.

241.OHTA,Y.andX..FURUSATO1957.Polyploidy

and heteroploidy in Citrus seedlings.
SeikenZiho.8:37-39.

242.FURUSATO,K.,Y.OHTAandK.IsHItlASH1

1957.StudiesonpolyembryonyinCitrus.

SeikenZihoS:40--48.

243. OHTA,Y.andK.FURUSATO1957.EmbryoI

cultureinCitrus.SeikenZiho8:49-54.

244.小川恕人 1958.骨格筋蛋白質の発現機序.科学

28:307.

245.TATEOKA,T.1959.Notesofsomegrasses.VII.

Cytologicalevidenceforthephylogenetic

differencebetweenLepturusandMonerma.

Cytologia23:447-451.

246.TATEOXA,T.1958.Notesorsomegrasses.
VIII.OnleafstructureofArundinella

andGarnott'a.Bot.Gal.120:101-109.

247. 小川恕人 1958.生長,分化および再生.ⅤⅠⅠ.ダ

イコクネズミ肝部分切除後における残存肝

組織の再生.医学と生物学48:9-12.

248.TsUJITA,M.andB.SAKAGUCHI1958.Studies

onthematernalinheritanceofthelethal

yellowinthesilkworm,Bombyxmor･L'.II.

Ovariantransplantations.丁ap.∫.Genet.

33:2101215.

249.小川恕人 1958.生長,分化および再生.ⅤⅠⅠⅠ.

Kinetin と Na-Glucuronateの細胞分裂促

進性に関する相関性.医学と生物学48:82-

85.

250.OKA,H.I.1958.Intervarietalvariationand

classiBcationofcultivatedrice.Ind.J.

Genet.&PlantBreed.18:79-89.

251.ENDO,T.1958.Leuco-anthocyanininvariable

flowersofCamelliaJ'aponica.Jap.J.

Genet.33:333-340.

252.MATSUMURA,S.1958.Radiationgeneticsin

wheat. lstInt.wheatGenet.Symp.,112-

133.

253.KIHARA,H.1959.Fertilityandmorphological

variationinthesubstitutionandrestora-

tionbackcrossesofthehybrids,TrL'tL'cum

vulgarexAegilopscaudata.Proc.Xtnt.

Cong.Genet.1:142-171.

254.小川恕人 1958.生長,分化および再生.ⅠⅩ･ア

カ-ライモリの発生初期における筋蛋白質

アクチ ンの発現.医学と生物学 4S:201-

203.

104



255.OGAWA,Y.1958.Twochemicalspromoting

celldivisionintheYoshidasarcomacells.

Exp.CellRes.15:415-118.

256.FuJII,T.andS.MATSUMURA1958.Radio-

sensitivityinplants.I.Determinationor

LD-50incultivatedplants(Preliminary

report).Jap.J.Genet.33:389-397.

257. 木村資生 1958.近親掛こついての集団遺伝学的

理論.人道雑3:51-70.

258.YosIDA,T.H.1959.Karyotypeoftumorcells

andtheirabilitytoinVadeorgans.Gann

50,Suppl.:210-211,

259.0EA,H.Ⅰ.andX..M.LIN1958.Variation

andselectionforfertilizerresponsein

hybridpopulationsorrice.XVIII.Phy-

logeneticdiqerentiationofcultivatedrice.

Jap.J.Breed.8:163-168.

260.小川恕人 1958.肝部分切除後における残存再生

肝組織の分裂頻度.綜合医学 15:79ト794.

261.ENDO,T.1959.Biochemicalandgenetical

investigationsofflowercolorinSwiss

giantpansy,ViolaxWl'ltrockEanaGams･

II.Chromatographicstudiesonanthocya-

nhcomponents.Dot.Mag.72:10119.

262.OGAWA,Y.1958.Developmentofskeletal

muscleprotein.Nature182:1312-1313.

263.小川恋人 1958.生長,分化および再生.XI.ニ

ワトリ発生初期における骨格筋ミオシンの

分化.医学と生物学49:242-244.

264.松村清二,根津光也,小柴幸夫 1958.Tn'll-C〟m

dicoccumsubsp.georgicumDek.etMen.

のゲノム分析.SeikenZih09..39｣18.

265.MATSUMURA,S.,M.MURAMATSUandS.SA-

KAMOTO1958.GenomeanalysisinAgro-

pyron,agenusrelatedtoTrt'tL'cum.Seiken

Zih09:8-16.

266.MATSUMURA,S.1958.Breedingofsugarbccts

bymeansoftriploidy.SeikenZih09:

29-38.

267.FUJII,T.1958.Mutationsineinkornwheat
inducedbyX-rays.IV.Abilityofafew

doublerecessivesegregantsincrosseswith

virido-albinatorecoverthechlorophyll

content.Proc.Jap.Acad.34:623-628.

268.ENDO,T.1959.Biochemicalandgenetical

investigationofflowercolorinSwissgiant

pansy,ViolaxWt'ttrockannaGams.IIL

DominancerelationsinFlhybrids,with

special referenceto flOwer color and

anthocyaninplgmentCOnStituents.Jap･

J.Genet.34:116-124.

269.松村清二,藤井太朗 1958.ど-ルオオムギの放

射線遺伝学的研究.Ⅰ.生研時報 9:61-68･

270.小川恕人,古里和夫 1959.コPシソトウリ果汁

の味覚試験.医学と生物学50:79-81･
271. 菅原 努,舌田儀之,橋本啓明,尾上正明1958･

生物実験におけるX線照射方法の検討･日

医放誌 18:1286-1291.

272.小川恕人,小笠原定克 1959.生長,分化および

再生.XII.アカ-ライモリの再生脚におけ

るアクチ ン発現.医学と生物学50:200-
202.

273.TA13ATA,T.1959 A chromosomestudyin

somemalignanthumantumors.Cytologla

24:367-377.

274.KIHARA,H.1958.Breedingofseedlessfruits･

SeikenZiho少:I-7.

275.TsUJITA,M.,S.NAWAandB.SAKAGUCHI1959.

Studiesonasilkworm poisonemanating

from tobaccoplants.Proc.Jap.Acad･

35:180-185.

276.KIMURA,M.1960.optimum mutationrate

anddegreeordominanceasdetminedby

the principleofminimum geneticload･

J.Genet.57:21-34.

277.TATEOXA,T.,S.INOUEandS.KAWANO1959.

Notesonsomegrasses.IX.Systematic

significanceofbiccllularmicrohairsofleaf

epidermis.Dot.Gal.121:80191.

278.小川恕人 1959.コロシソトウリ果実苦味成分の

分離とその確認.医学と生物学 51:52-54.

279.YosIDA,T.H.1959.Chromosomalalteration

anddevelopmentoftumors.II.ChrO-

mosomeconditionsandinvasivenessofthe

Yoshidasarcomacells.Gann50:233-

238.

280.小川恋人,小笠原定克 1959.生長,分化および

再生.XIII.アカ-ライモリの発生初期に

105



おける骨格筋ミオシンの発現.医学と生物

学 51:116-118.

281.FUJII,T.1959.Mutationsin einkom wheat

induced by X･rays.V.Recovery of

chlorophy11contentinsomemutantsand

doublerecessivesegregants.Jap.J.Genet.

34:261-267.

282. MATSUMURA,S.1959.Radiationgeneticsin

wheat.IV.Relation between genetic

effectsand X-rays of different wave

】engthsor㍗-raysinadiploidwheat.Seiken

Ziho10:ll-21.

283. MATSUMURA,S.,T.FUJTIandS.KoNDO1960.

Co60γ-irradiatorand itsuse in plant

genetics."LargeRadiation Sourcesin

lndustry",IAEA:179-193.

284. OKA,H.I.and W.IT.CHANG 1959.The

impactorcultiyationonpopulationsor

wild rice,Oryza saliva f.spontanea.

Phyton13:105-117.

285. YosIDA,T.ド.1959.Chromosomalalteration

andthedeyelopmentortumors.Ⅰ.Anew

subJineofYoshidasarcomadevelopedby

chromosomalmutation.Z.Krebsfbrsch.

63:209-214.

286. MoR]SHIMA,H.and H.I.OKA 1960.The

patternofinterspecificvariation in the

genusOryza:Itsquantitativerepresenta-

tionbystatisticalmethods.Evolution14:

153-165.

287. YAMADA,Y.1959.Observationsorgenotype-

environment interaction in productive

traitsinchickens.Jap.J.Breed.10:23-

28.

288. 門田 弘,今田力夫,笠原 供,石和浩美 1961.

銀活性化燐酸ガラス線量計による消化器透

視者の手指被爆線量測定.広島医学 15:100
-103.

289. MATSUMURA,S.andT.FUJII1959.Radio-

sensitivityinplants.ⅠⅠ.Irradiationex-

perimentswith vegetatively propagated

plants.SeikenZiho10:22-32.

290. FUJTT,T.andS.MATSUMURA1959.Radio-

sensitivity in-plants.III.Experiments

with severalpolyploid p】amts.Jap.J.

Breed.9:2451252.

291. OKA,H.I.1960.Variation in competitive

abi】ityamongriceyarieties.(Phylogenetic

differentiation in cultivated rice.XIX)

Jap.J.Breed.10:61-68.

292.LILlENFELD,F.A.1959.Dextralityandsinis-

traJityinplants.IIl.MedL'cagotubercLLlala

Willd.andM.lE'toyalisRohde.Proc.Jap.

Acad.35:476-181.

293. 小川恕人 1959.発生初期における骨格筋ミオシ

ンとアクチン分化の相関性.科学 29:311.

294. 小川恕人 1959.コpシソトウリ果実の苦味成分

citbittolの苦味聞値.医学と生物学51:187

-190.

295.小川恕人,下問 実 1959.コロシソトウリとス

イカとの雑種 Fl果実の苦味成分.医学と

生物学 52:255-257.

296. 小川恕人,古里和夫 1959.コpシソトウリ果実

の成熟過程における苦味成分.医学と生物

学 53:69-71.

297.YosIDA,T.H.,T.IsHIHARAandT.HAMADA

1960.Chromosomalalterationandthe

developmentortumors.ⅠⅠⅠ.Changein

ploidyofthestemlinechromosomesina

mouse sarcoma in connection with a

transplantabilityshirt.Gann51:55-65,

298.YosIDA,T.H.,T.IsHIHARAandT.ODASHIRO

1960.Chromosomalalterationandde-

velopmentoftumors.IV.Comparative

idiogram analys上sincellsornormalrat

)iverandratasciteshepatomaNo.7974.

Jap.J.Genet.35:35-10.

299. 木村資生 1959.集団の遺伝的荷重とその進化に

おける意義.遺雑 35:7-33.

300. 吉田俊秀, 田端敏秀, 高橋貞一郎, 蛭海啓行

1960.陸湯細胞核に及ぼす放射線の影響.

-特に染色体の切断と融着について一 細

胞化学シンポジウム10:203-220.

301 吉田俊秀,小田代亨 1960 三倍性種族細胞のラ

ッ ト Walkercarcinosarcoma.染色体 44--

45:1493-1497

302 松村清二,根津光也 1959 ソラマメの染色体異

常におよばすX線とγ線の影響.生研時報

106



10:98-101.

303.YosIDA,T.H.andH.HIRUMl1960.CytolO-

glCalstudyontheeffectsof8-azaguanine

andrelatedcompoundsontheYosbida

sarcomacells.Gann51:345-357.

304.KIHARA,H.1959.Considerationson the

orlglnOfcultivatedrice.SeikenZiho10:

68183.

305.LILTENFELD, F.A. 1959.lnvestlgations in

Medicagolact'niata(L.)Mill.I.Seiken

Ziho10:1-10.

306. 古里和夫 1959.活着率を高める挿木法.生研時

# 10.195-97.

307.TsUNEWAKI,K.1960.MonosomiCandcon-

ventionalgeneanalysesincommonwheat.

ⅠIl.Lethality.Jap.∫.Genet.35:7ト75.

308.TAtRA,T.1961.Geneticalandbiochemical

studiesontheredandyellow eyeplg-

mentsorDrosophilamelanogaster.丁ap.

J.Genet.36:18-31.

309.FuJll,T.1960.Radiosensitiyityinplant.ⅠV.

Experimentswithseveralmutantstrains

ofeinkornwheat.Jap.J.Genet.35:110-

119.

310. 河原孝忠,市川 舜 1963.家鶏における-テロ

ーシスの研究.ⅠⅠ.体重とその変異.目畜会

報 31:109-114.

311. 河原孝忠 1960.家鶏における-テロ-シスの研

究.ⅠⅠⅠ.死亡率に対する影響,特に白血病

感受性.日畜会報 31:115-118.

312.YosTDA,T.H.,T.TABATAandH.HIRUMI1960.

Cytologicalstudiesonradiationeffects.I.

Chromosomebreaksinthethreetypesor

chromosomesorYoshidasarcomacells

andtheirlocalization.∫.Rad.Res.1:

1-9.

313.TAIRA,T.1961.Enzymaticreductionorthe

yellow plgmentSOfDrosophila.Nature

189:231-232.

314.SAKAT,K.,S.IYAMAandT.NARISE1961.

BiometricalapproachtothecytoplasmiC

inheritanceinautogramousplants.Bull.

Int.Stat.Inst.38:249-257.

315.OJ(A,H.I.andW.-T.CHANG1960.Survey

ofvariationsinphotoperiodicresponse

inwildOryzaspecies.Bot.Bull.Acad.

Sinica1:1-14.

316.OsHIMA,C.1958.Theresistanceorstrains

orD.melanogastertoDDTanddieldrin.

Am.Natural.92:1711182.

317.OGAWA,Y.1960.Synthesisofcontractile

proteins in the X-irradiated embryo.

Nature186:77-78.

318. 小川恕人 1960.コロシソトウリの苦味質Citbit-

toIA に対する異常味覚について.医学と

生物学 55:9ト94.

319･ SAKAT,K.I.1961.Competitive ability in

plants:Itsinheritanceandsomerelated

problems.Symp.Soc.Exp.Biol.15:

245-263.

320. MATSUMURA,S.1960.Radiationgeneticsin

wheat.V.Influenceofirradiationtime

andtemperatureonthegeneticeffectsof

ionlZlngradiationindiploidwheat.Jap.

J.Gellet.35:197-204.

321.DoIDA,Y.1960.Developmentalstudiesin

thegenusPolygonum.I.Microsporogene-

sisofPolygo17LImPerSE'cariaL.llot.Mag.

73:278-282.

322.DoIDA,Y.1960.CytologlCalstudiesinPoly-

goflumandrelatedgenera.I.Rot.Mag.

73:337-340.

323. MATSUMURA,S.andM.NEZU1961.Relation

betweenpolyploidyandeffectsofneutron-

radiationonwheat."EffectsofIonizlng

RadiationonSeeds'',IAEA,543-552.

324.河原孝忠 1961.家鶏における-テローシスの研

究.IV.醇化率に対 する影響. 日畜会報

31:309-313.

325.TsuNEWAXI,K.1961.Monosomicandcon-

ventionalgeneanalysesincommonwheat.

IV.Glumehairinessand eardensity.

Jap.∫.Genet.36:55-62.

326.YAMADA,Y.1960.Optimum structureor

poultrybreedingflockwhichmaximizes

geneticimprovementbyselection.Jap.

J.Genet.35:187-196.

327.KIMURA,M.1961.Ameasurementoftherate

107



ora∝umulationorgeneticinfわrmationin

adaptivcevolution.Bull.Int.Stat.Inst.

38:239-248.

328.TAIRA,T.1960.A biochemicalstudyon

allelism atHennalocusin Drosophita

melanogaster.Jap.J.Genet.35:344-350.

329.SHIMOTSUMA,M.andY.OGAWA1960.Cyt0-

geneticalstudiesinthegenusCitrullus･III.

BittersubstancesinfruitsofC.colocynthL's

Schrad.andC.vugarL'sSchrad.Jap.J.

Genet.35:143-152.

330.YosIDA,T.H,1960.Chromosomalalteration

and the developmentortumors.V.

Temporaryproliferationoftetraploidcells

intheYoshidasarcomaandtheirorlgln.

Gann51:359-369.

331.YosIDA,T.H.andS.TsUJI1960.Chromo-

Somalalterationandthedevelopmentof

tumors.vI.Differencein invasiveness

ofthediplo-andtetraploidcellsorthe

Yoshidasarcoma.Jap.J.Genet.35:377-

381.

332.FuJu,T.andY.ONO 1960.Aminoacid

contentoreinkornwheatchlorophyllmu-

tants.Proc.Jap.Acad.36:6121617.

333. MoRISHIMA,H.,H.I.OKAandW.-T.CHANG

1961.Directions ofdifferentiation in

populationsofwildrice,Oryzaperennis

and0.satl'vaF.Spontanea.Evolution

15:326-339.

334.OKA,H.Ⅰ.andW.･T.CHANG1961.Hybrid

swarmsbetweenwildandcultivatedrice

species,Oryzaperetmisand 0.saliva.

Evolution15:418--430.

335.小川恕人 1960.Phenyl-tbio-carbamideに対す

る味覚能力のわが国における地域差.医学

と生物学 56:1561159.

336.KoNDO,S.1961.Atheoryonthefrequency

distributionorclustermutants.Jap.∫.

Genet.36:6-17.

337. 田中-栄,吉田俊秀 1961.高3倍性弘前肉腫細

胞の染色体調査.動雑70:142-146.

338. 竹中 要,小川恋人,小田代亨 1961.植物各種

の抽出分による細胞分裂の異常誘発と分裂

抑圧及びその応用.Ⅰ.リンドウ抽出物の放

射類似作用について.和歌山医学12:1007-

1016.

339.FuJII,T.1960.Mutationsineinkom wheat

inducedbyX-rays.VI.Segregationratio

andviabilityorseveralchlorophyllmutants.

SeikenZiholl:12-20.

340.KlMURA,M.1961.Naturalselectionasthe

processofa∝umulatinggeneticinfbrma-

tioninadaptiyeevolution Genet.Res.

2:127-140.

341. 竹中 要, 小川恕人, 小田代 亨,軽部伯子

1961.植物各種の抽出分による細胞分裂の

異常誘発 と分裂抑圧およびその応用.ⅠⅠ.

リンドウ抽出物の制癌性.和歌山医学 21:

1325-1329.

342.MATSUMURA,S.1961.Radiationgeneticsin

wheat.VI.Biologicaleffectsofthermal

andfastneutronsondiploidwheat.Jap.

J.Genet.36:84-96.

343.MATSUMURA,S.1962.Radiationgeneticsin

wbeat.ⅤⅠⅠ.Comparison ofradiation

effectsofbeta-andgamma-raysondiploid

wheat.Rad.Dot.1:1551165.

344.KIHARA,H.andK.TsUNEWAKI1960.Produc-

tionorpolyploidwheatbynitrousoxide.

Proc.Jap.Acad.36:658-j63.

345.KoNDO,S.1961.Abiophysicalconsideration

onradiationmutagenesis.Frog.Theor.

Phys.Suppl.17:129-142.

346.小川恕人 1960.グルクロン酸ならびにその誘導

体の生長促進作用.総合医学 17:894-899.

347.小川恕人 1960.味覚試扱とそのやり方.臨床栄

養 18:34-38.

348.KIHARA,H.andS.NAKA01960.Thericc

plantinSikkim:Areportofthescientific

mission.SeikenZiholl:46-54.

349.太田朋子,松村清二 1960.ビートの雄性不稔性

に関する細胞組織学的観察.生研時報 11:

78-82.

350.OHTA,T.andS.MATUMURA1961.M∝hanism

ofappearanceofgigas-plantsfromnulli-

somicdwarfwheat.Cytologia26:226-
235.

108



351.KIMURA,M.1961.Somecalculationsonthe

mutationalload.Jap.J.Genet.36,Suppl.:

179-I90.

352.KtMURA,M.1960.Relativeapplicabilityof

theclassicalandthebalancehypotheses

toman.Especiallywithrespecttoquanti-

tativecharacters.J.Rad.Res.1-2:155-

164.

353.吉田俊秀,坂本 均,小田代 亨 1960.マウス

の新しい突然変異"falter"とその遺伝.実

験動物 9:179-182.

354. 土井田幸郎 1961.タデ属植物の発生学的研究.

IV.夕べート細胞の機能についての形態学

的考察.染色体48:1582-1590･

355･MUKAT,T.1961.A radiation-geneticalcon-

sideration concerning the structure of

natural populations.Jap.J.Genet.36,

Suppl∴155-166.

356.OsHIMA,C.and0.KITAGAWA1961.Theper-

Sistenceordeleteriousgenesimnatural

populationsofDrosophilamelanogaster･

Proc.Jap.Ac礼d.37:158-162.

357.TsUJITA,M.1961.InvestigationsinNltype

lethalmutantsorthesilkworm,withspecial

referencetoNl,NILandNl2embryos.

Jap.J.Genet.36:235-243.

358.NEZU,M.,T.C.KATAYAMAandll.KIHARA

1960.GeneticstudyofthegenusOryza.

Ⅰ.Crossabilityandchromosomala銃nity

among17species.SeikenZiholl:1-ll.

359. MUKAI,T.1960.Populationdynamicsofself-

ing.SeikenZiholl:43-15･

360.UTSUMT,K.R.1961.Microspectrophotome-

tricmeasurementsorthedeoxyribonucleic

acid(DNA)contentintwochromosomal

linesoftheEhrlichascitescarcinoma.

Gann52:203-212.

361.TAIRA,T.1961.Comparisonsorpterinereduc-

taseactivitybetweeneye-colormutantsof

Drosophilamelanogaster.Jap.J.Genet･

36:210-212.

362. 小川恕人 1961.肱の骨格筋分化におけるⅩ線感

受性の二つの要田.科学31:92-93.

363. 小川恕人 1961.Phenyl-thio･carbamideに対す

る異常味覚老群 の特殊性.医学と生物学

58:122-126.

364･TAIRA,T･1961.Themetabolism ofsepla-

pterininDrosophilamelanogasfer;empha-

sizlngitstetrahydro-form.Jap.J.Genet.

36:244-256.

365.TsUJITA,M.1961.Maternaleffectof+ len

geneonpterinereductaseofBombyxmori:

Jap.J.Genet.36:337-346.

366.KoNDO,S.1963.A biophysicaltheoryfor

radiation-induced polygenic mutations.

J.Genet.58:216-224.

367.YAMADA,Y.and0.KITAGAWA1961.Doubl-

1ngdoseforpolygenicmutationsinDro-

sophilamelanogaster.Jap.J.Genet.36:

76-83.

368.YosIDA,T.H.,K.MoRIWAKI,Y.MATANOand

K.R.UTSUMI1961.Cytologicalstudies

ontheeffectofradiation.II.Modifica-

tionorfrequencyorX-rayinducedchr0-

matidbreaksinEhrlichtumorcellsby

pretreatment with dinitrophenol.丁ap.

J.Genet.36,Suppl∴94-104.

369. 勝星敬三,小野幸夫 1961.放射線照射したコム

ギにおけるコムギ赤さび病感受性の変化.

日植病報 26:147-152.

370. 勝星敬三 1961.イネ属植物のいもち病感受性に

関する研究.目植病報26:1531159.

371.FuJII,T.1961.Radiosensitivity in plants.

V.Experimentswith severalcultivated

andwildrices.Jap.J.Breed.12:132-

136.

372.HIRAIZUMI,Y.,T.NARISEandI.FUKUDA1961.

Heteroticviabilityinnaturalpopulations

ofTrillium kamtschaticum Pall.Jap.J.

Genet.36:413-118.

373.UTSUMI,K.R.andT.H.YosIDA1961.0n
thebehavioroftumorcellsoftheEhrlich

ascitescarcinomagrowlnglnVitro.Ann.

Zool.Jap.34:132-138.

374.KIHARA,H"T.C.KATAYAMAandK.TsUNE-

wAXI1962.Floatinghabitof10strains

orwildandcultiyatedrice.丁ap.∫.Genet.

37:1-9.

109



375.YAMADA,Y.1961.Polygenicmutationrates

forchaetacharactersinDrosophL'lamela-

nogasler.Jap.J.Genet.36,Suppl.:78-87.

376.MITSUMOTO,T.andY.YAMADA1961.Deter一

mination orparentageby theuseor

polyvalent immune sera in chickens.

PoultryS°i.40:170ト1704.

377.TAZIMA,Y"S.KoNDOandT.SADO1961.Two

typesofdose-ratedependenceorradia-

tion-inducedmutationratesinspermat0-

gonia and o6gonia ofthe silkworm.

Genetics46:133511345.

378.SADO,T.1961.Spermatogenesisorthesilk-

worm anditsbearingontheradiation

inducedsterility.Jap.J.Genet.36,Suppl.:

136-151.

379.OKA,H.I.andY.D〇lDA1962.Phylogenetic

differentiation ofcultivated rice.XX.

AnalysISOfthegeneticbasisofhybrid

breadkdowninrice.Jap.∫.Genet.37:

24-35.

380.TAZIMA,Y.1961.Considerationsonthechan一

gesinobservedmutationratesinthe

silkwormafterirradiationorvariousstages

ofgametogenesis.Jap.J.Genet.36

Suppl∴50-64.

381. NAWA,S.1961.Thecompositionofribonuc-

Cleicacidinyeastirradiatedwithultravio-

1etlight.Jap.I.Genet.36,Suppl.:13-18.

382.WATANABE,H.,A.IDEandY.OGAWA1961.

Thechemicalstructureoracomponentor

CL'trulluscolocynthL'S,Schrad.Agr.Biol.

Chem.25:269-271.

383.KURITA,Y.andT.H.YoslDA1961.ChromoI

somalalterationandthedevelopmentor

tumor.VII.Karyologicalanalysis of

spontaneousandinduced leukemiasin

mice.Gann52:257-264.

384. MoRIWAKI,K.1962.Activitychangeofphos-

phatasesintheskinorhairlessmutant

miceduringdevelopment.Physiol.Zool.
35:193-200.

385.ⅠINO,T.1961.Geneticanalysisof0-Hvaria-

tioninSalmonella.Jap.J.Genet.36:

268-275.

386.MoRISHIMA,H.,K.HINATAandH.I.OKA

1962.Comparisonbetweentwocultivated

ricespecies,Oryzasatiya.L.and0.gla-

bem'maSTEUD.Jap.J.Breed.12:153-

165.

387.ⅠINO,T.1962.Curlyaagellarmutantsin

Salmonella.J.Gen.Microbiol.27:167-

175.

388.ⅠINO,T.1961,Astabilizerorantigenicphases

inSalmonellaabortusequi.Genetics.46:

1465-1469.

389. IINO,T.1961.Anomaloushomologyofflagel-

1arphasesinSalmonella.Genetics46:

1471-1474.

390.KIMURA,M.and H.KAYANO 1961.The

maintenanceorsupernumerarychromo-

SomesinwildpopulationsorLiliumcallo-

sumbypreferentialsegregation.Genetics

46:1699-1712.

391.KIMURA,M.1962.0m theprobabilityor

fixationofmutantgenesinapopulation,

Genetics47:713-719.

392.FuJIl,T.andY.ONO1961.Relationbetween

chlorophyllcontentandfreeaminoacids

ineinkornwheatmutants.Proc.Jap.

Acad.37:633-637.

393.MoRISHIMA,H.,K.HINATAandH.I.OKA1962.

Floatingabilityanddroughtresistancein

wildandcultivatedspeciesofrice.Ind.

J.Genet.& PlantBreed.22:1111.

394. 阪本寧男 1961.カモ ジ グサ の生態型,Early

ecotype.生研時報 12:45-58.

395.YosIDA,T.H.1961.Chromosomalalteration

and thedeyelopmentoftumors.VIII.

A氏nityofdiploidandpolyploidtumor

cellsofcommonYoshidasarcomastrains

tocertainorgans.Cam 52:313-320,

396.OGAWA,Y.1961.EffectsofX-rayirradiation

onthesynthesesofcontractileproteins

inTriturusembryos.Biochim.Biophys.

Acta54:397-399.

397. MATSUNAGA,E.1962.Thedimorphism in

human normalcerumem Ann.Hum.

110



Genet.25:273-286.

398. 松村清二,藤井太朗,馬淵智生 1961.イネにお

ける放射線影響の線量率依存性.第4回ア

イソトープ会議報文集,1064-1066.

399. 桜井紀子,松村清二 1961.オオムギにおける染

色体異常とγ線量ならびに線量率との関係.

生研時報 12:61-69.

400.FUJZI,T.andT.MABUCHI1961.Irradiation
experimentswithChrysanthemum.Seiken

Ziho12:40144.

401.OGAWA,Y.1962.Synthesisofskeletalmuscle

proteinsinearlyembryosandregenerating

tissueorchickandTriturus.Exp.Cdl

Res.26:2691274.

402.OGAWA,Y.1962.Biochemicalrelationbe-

tweenactinandmyosinsynthesesduring

thedifferentiationofskeletalmuscletissue

ofTriturus.Exp.CellRes.26:5261533.

403.TsUNEWAKI,K.1962.MonosomiCanalysisof

synthesized hexaploid wheats.Jap.J.

Genet.37:1551168.

404.KTMURA,M.andJ.F.CROW1963.Themeasu-

rementofeffectivepopulationnumber.

Evolution17:279-288.

405. 土井田幸郎 1962.タデ属植物の属内分化に関す

る考察.1.植研 37:3-12.

406. 土井田幸郎 1962.タデ属植物の属内分化に関す

る考察.2.植研 37:8ト88.

407.大島長造 1961.昆虫の殺虫剤抵抗性の集団遺伝

学的研究.遺雑36:359-376.

408.NAKAt,S.1961.Therelationofpostirradia-

tionmetabolismtoultraviolet-ユight-induc-

edmutationinyeast.Jap.J.Genet.36

Suppl∴19-30.

409.OsHIMA,C.and0.KITAGAWA1961_Heterozy-

gouseffectsofinducedlethalgenesonpre-

adultviabilityinDrosophilamelanogaster

andtheirpersistenceinexperimentalpopu-

1ations.Jap.J.Genet.36,Suppl.:167-178.

410.KIHARA,H.andK.TsUNEWAK11961.Pisti1-

lodyofTrL'ticumduruminducedbyanalien

cytoplasm.SeikenZiho12:1-10.

411.MATSUNAGA,E.1962.Sel∝tivem∝hanisms

operatingonA】iOandMNbloodgroups

withspecialreferencetoprezygoticselec-

tion.Eug.Quart.9:36143.

412. 松永 英 1962.母児間のABO不適合による淘

汰に関す る集団遺伝学的研究.人達雑 7:

1-9.

413.OKA,H.I.andW,-T.CHANG1962.Ricevarie-

tiesintermediatebetweenwildandcultivat-

edformsandtheorlglnOftheJaponica

type.Bot.Bull.Acad.Sinica3:109-131.

414.小川恕人 1962.日本人の PTCに対する異常味

覚 の種類 とその性格.医学と生物学 62:

116-119.

415. 竹中 要 1962.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XVI. メ/ミコと他の6種との雑種の減

数分裂.植雑75:237-241.

416. 竹中 要 1962.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XVII.5組の種間雑種の減数分裂.遭

難37:343-347.

417. 竹中 要 1962.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XVIII.4倍体タバコと他の種と雑種の

減数分裂.育種雑 12:275-278.

418.HIRAIZUMI,Y.1962.Distorted segregation

andgeneticload.Jap.∫.Genet.37:147-

154.

419.ENDO,T.1962.Inheritanceoranthocyanin

concentrationsin且owersofTorenF'afo〟r-

nieri.Jap.J.Genet.37:284-290,

420. 竹中 要 1962.サクラの研究 I.ソメイヨシノ

の起源.植雑 75:278-287.

421. 小川恕人,中村浩三 1962.Phenyl-thio-carba-

mide(PTC)に対する低閥値甘味味覚老群.

医学と生物学 63:57-60.

422. 竹中 要 1962,タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XIX.NL'cotianapaniculataとAlata節

4種 との種間雑種 の減数分裂.育種雑 12:

278-280,

423.TsUNEWAKI,K.1962.Functionaldifferentia-

tionamongthehomoeologouschromo-

somesorcommonwheat.SeikenZiho13:

112-118.

424.勝星敬三 1963.放射線照射したコムギにおける

ムギ赤さび病感受性の変化(第2報).照射

部位による感受性の変化およびその線量依

存.日植病報 28:121-123.

IHI



425.MURAMATSU,S.,T.SUGAHARAandY.OKAZA-

wA1963.Geneticeffectsofchroniclow-

doseirradiationonmice.tnt.∫.R礼d.

Biol.6:49-59.

426. 竹中 要 1962.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XV.アラータ節とスアべオレンス節と

の間 の5種 の種間雑種 の減数分裂.遺雑

37:80-85.

427.OGAWA,Y.1962.1nRuenceoftemperature

onthesynthesesofcontractileproteinsin

Triturusembryos.Nature194:978-979.

428.KtMURA,M.1963.Aprobabilitymethodfor

treatlnginbreedingsystems,especiallywith

linkedgenes.Biometrics19:1-17.

429.OsHIMA,C.1962.Thepersistenceofsome

recessivelethalgenesinnaturalpopula-

tions of Drosophila melanogaster.II.

Proc.Jap.Acad.38:278-283.

430.TATEOKA,T.1962.StarchgralnSOfendosperm

ingrasssystematics.Dot.Mag.75.'3771

383.

431.TATEOKA,T.1962.Notesonsomegrasses.XIV.

EnumerationofgeneraofPesluceae.Rot.

Mag.75:336-343.

432.MATSUNAGA,E.,K MURAIandE･MATSUDA

1962.Inheritanceofhaptoglobintypesin

51Japanesefamilies.ActaGenet.12:

262-280.

433.MoRISHIMA,H.,K.HINATAandHII･OKA

1963.Comparisonormodesofevolution

ofcultivatedform from twowildrice

speciesOryzabrevl'ligulataandO･peren-

nis.Evolution17:170-181.

434.HINATA,K.andH.I.OKA1962.Asurveyof

hybridsterilityrelationshipsintheAsian

formsofOryzaperemllsand0.saliva.

Jap.J.Genet.37:31413281

435.HINATA,K.andH.I.OKA1962.Somecon-

siderationsontheevolutionarydynamics

orcultiyatedrice.丁ap.∫.Genet.37:

329-342.

436.KIHARA,H.andK.TsUNEWAKI1962.Use

ofanaliencytoplasm asanewmethod

orproducinghaploids.Jap.∫.Genet.37:

310-313.

437.SAKAI,K.I.andI.GoTO1963.Inherentand

environment-respondentsusceptibilityto

Pirl'cularL'a oryzae in rice-plant.Ann.

PhytopathoLSoc.Jap.28:124-130.

438.ToNOMURA,A.,Y.ToYoFUKUandE.MATSU-

NAGA1962.ThefrequencyofsoICalled

drumsticksinthepolymorphnuclearneut-

rophilleucocytesofJapanesefemales.

Jap.∫.HumanGenet.7:60-66.

439.TAZIMA,Y.andS.KoNDO1963.Differential

radiation-Sensitivityorgerm cellsasa

possibleinterpretationofsexdifferencein

dose-ratedependenceofinducedmutation

ratesinthesilkworm."RepairfromGe-

neticRadiationDamage"(ed.bySobels),

Pergamon,Oxford,237-252.

440.LILIENfELD,F.A.1962.Plastidbehaviorin

recIPrOCallydifferentcrossesbetweentwo

racesofMedicago truncatula GAERTN.

SeikenZiho13:3-38.

441.ToNOMURA,A.,T.HoNDAandT.KURITA1962.

Chromosomeabnormalitiesinachildwith

Down's syndrome and in its father.

Proc.丁ap.Acad.3番:526-530.

442.NARISE,T.1962.Studiesoncompetitionin

plantsandanimals.X.Geneticvariability

ofmigratoryactivityinnaturalpopulations

ofDrosophilamelanogaster.Jap.J.Genet.

37:451--461.

443.松村清二 1962.放射線による一粒コムギの斑入

りとその遺伝.生研時報 13:75-88.

444.OKA,H.I.1963.Aninducedmutantofrice

showingabnormaldevelopmentorinner

glumes.Dot.Bull.Acad.Sinica4:47-50.

445.KoNDO,S.1962.Anoteonbiophysicalaspects

orradiationbiology.GammaFieldSymp.

1:1-8.

446. MATSUMURA,S.,S.KoNDOandT.MABUCHI

1963.Radiationgeneticsinwheat.VIII.

TheRBEofheavyparticlesfromB10(N,α)

LlTreaction forcytogeneticeffectsin

einkom wheat.Rad.Dot.3:29-40.

447.TsUNEWAKI,K.andH.KtHARA1962.Com-

112



parativegeneanalysisofcommonwheat

and itsancestralspecies.I.Necrosis.

Jap.∫.Genet.37:474｣184.

448.MATSUNAGA,E.1962.AninertalleleHpO

attheHplocus.Jap.J.HumanGenet.

7:133-136.

449.吉田俊秀,栗田義則,種田信司 1961.三島市内

外で捕獲された2変異 ラットとその遺伝.

実験動物 10:20-22.

450.INUI,N.andT.班.YosIDA1964.Chromo-

Somalalterationandthedevelopmentor

tumors.X.KaryologlCalobservationsof

ascitesandmetastatictumorsofMIi-134

mousehepatoma.Gann55:49-55.

451.MUKAI,T.1962.AstudyofthegeneticstruC-

tureornaturalpopulationsinDrosophila

melanogasterbymeansofspontaneous

polygenicmutationrates.Ⅰ.Theoretical

andstatistical.Proc.Jap.Acad.38:741-

746.

452.MUKAT,T.andS.CHIGUSA1962.Astudyof

thegeneticstructureornaturalpopula-

tionsinDrosophilamelanogasterbymeans

ofspontaneouspolygenicmutationrates.

II.Experimental. Proc. J.Acad.38:

747-752.

453.KIMURA,M.1964.Diffusionmodelsinpopula-

tiongenetics,Methuen'sMonogr.Appl.

Prob.Slat"56p.

454.YosIDA,T.汁.1964.Chromosomalalteration

andthedevelopmentoftumors.IX.In-

creaseinthefrequencyofpolyploidcells

inmetastatictumorsoftheEhrlichhyper-

diploidtumorofmice.Jap.J.Genet.

3S:342-350.

455.TsUJITA,M.1963.Manifestationmechanism

oryellow larvalcolorinthesilkworm,
withspecialregardtod･]em gene.Jap.
J.Genet.38:48-60.

456.YoNEDA,Y.1963.Karyological studieson

yeasts.Cytologia28:1311145.

457.TsUNEWAKl,K.1962.Productionofpolyploid
wheatbynitrousoxide.II.N20-treatment

duringfertilizationwithreferencetocu1-

turemedia.SeikenZiho14:12-20.

458.FUJII,T.1962.Chlorophyllmutationsinduced

byradiationineinkornwheatandtheir

occurrenceinclusters.SeikenZiho14:

1-ll.

459.太田朋子,松村清二 1962.化学薬品処理による

ビー トの雄性不稔性に関する細胞学的観

察.生研時報 14:53-56.

460.OsHIMA,C.1963.Thepersistenceofsome

recessiveletha】genesinnaturalpopula-

tionsofDrosophilamelanogaster.Ill.

Differencebetweenlethalandsemi-lethal

genes.Proc.Jap.Acad.39..125-130.

461.小川恕人 1961.放射線障害防禦物質としてのグ

ルクロン酸,X線による肱の筋分化障害に

対する効果.第7回グルクロン酸シンポジ

ウム報告集,128-137.

462.SAKAI,K.Ⅰ.andS.HATAKZiYAMA1963.Esti-

mationorgeneticparametersinforest

trees withoutraislng progeny.Silva卓

Genetica12:152-157.

463.松村清二,藤井太朗 1963.ガンマーフィール ド

における一粒 コムギの照射実験(予報).第

5回アイソトープ会議報文集,243-245.

464.KIMURA,M.and∫.F.CROW 1963.0nthe

maximumavoidanceofinbreeding.Genet.

Res.4:399-115.

465.TsuJITA,M.andS.SAXURAI1963.Theas-

sociationofaspecificproteinwithyellow

pigments(dihydropterin)inthesilkworm,

Bombyxmori.Jap.J.Genet.38:97-105.

466.小川恕人 1963.生長,分化および再生.XXXII.

肝のアクチン分化に及はす温度の影響.医

学と生物学 66.I50152.

467.小川恕人 1963.CitbittoIAに対する苦味味覚

能力のわが国における地域差.Ⅰ,苦味閲値.

医学と生物学 66･.76-78.

468.竹中 要 1963.タバコ属植物の細胞遺伝学的研

究.XX.3の種間雑種 と1の複2倍体 の

減数分裂.遭難38:135-140.

469.KIHARA,H.andK.TsUNEWAKI1963.Com-

parativegeneticsinwheat.J.Ind.Dot.

Soc.42:83-101.

470.IwANAMI,Y.andS.MATSUMURA1963.Effects

113



ofirradiationonpollen.Ⅰ.Ⅰrradiation

eLrectsofγ-raysonpollentubemitosis.

Bot.Mag.76:246-255,

471.KoNDO,S.1963.Fundamentalaspectsof

relativebiologicaleffectiveness.第5回ア

イソトープ会議報文集:14-21.

472.FUJII,T.1962.Ared-Stemmutantineinkorn

wheatinducedbyX-rays.SeikenZiho

14:51-53.

473.KIMURA,M.,T.MARUYAMAand∫.F.CROW

1963.Themutationloadjnsmallpopu-

1ations.Genetics48:1303-1312.

474.TsUJITA,M.andS.SAKURAt1963.Specific

proteincombiningwithyellow plgmentS

(dihydropteridine)inthesilkworm,Bom-

byxmoriL.Proc.Jap.Acad.39:247-252.

475. MATSUNAGA,E"A.ToNOMURA,B.YAMAGUCHI

andE.MATSUDA1963.AcaseorDown's

syndromewith 46chromosomes.Jap.

J.HumanGenet.8.･1121119.

476. OKA,H.I.andW.-T.CHANG 1963.A note

onricevarietiesorJaponicatypefound

innorthernThailand.Bot.Bull.Acad.

Sinica4:163-168.

477.ENOMOTO,M.andT.IINO 1963.Colonial

dimorphism innonmotileSalmonella.J.

Bacteriol.86:473-477.

478. 小川恕人 1963.CitbittoIAに対す る苦味味覚

能力のわが国における地域差.ⅠⅠ.異常味

覚者群.医学と生物学 66:153-156.

479.SAKAI,K I.andA.SUzUKI1964,Induced

mutationand pleiotropy or genesre-

sponsibleforquantitativecharactersin

rice.Rad.Bot.4:141-151.

480.KIMURA,M.and G.H.WEISS1964.The

stepplngStonemodelorpopulationstruc-

tureandthedecreaseofgeneticcorrelation

withdistance.Genetics49:56ト576.

481.FuJII,T.1964.RelativebiologlCaleffectiveness

of141MeVfastneutronstoCo60gamma-

raysineinkornwheat."Biol.Effectsof

Neutron良 ProtonIrradiation",IAEA,
Vienna,2:217-231.

482. YAN,Y.and S.KoNDO 1964.Synergistic

effectsofP32decayandultravioletirradia-

tiononinactivationofSalmonella.Rad.

Res.22:440--456.

483.IsHIWA,H.,Y.YAN andS.KoNDO 1964.

Temperature-dependence oflethaland

mutagenicactionsofHNO20nphageT4.

Biochim.Biophys.Acta91:160-163.

484. 森脇和郎 1963,ライノマウスの遺伝的脱毛に先

行する皮膚酸性 フォスファクーゼ活性の変

化.動雑72:267-268.

485.TsUNEWAKI,K.1963.Anemmerwheatwith15

chromosomepairs.Can.∫.Genet.Cytol.

5.･462-166.

486.YosIDA,T.汁.,Y.MATANO,N.INUIandT.

KAMIOKA1964.Chromosomalalteration

and the developmentortumors.XI.

KaryologicalobservationsonMisimasub-

1ineorhyperdiploidEhrlichtumorand

itsthreeclones. Cytologia29:359-369.

487. KIMURA,M.and∫.F.CROW1964.Thenum-

berofallelesthatcanbemaintainedina

finitepopulation.Genetics49:725-738.

488.CROW,J.F.andM.KIMURA1964.Thetheory

ofgenetic loads.Proc.XI Internat'l

Genet.Cong.:495-506.

489.TsUNEWAKI,K.1964.Thetransmissionofthe

monosomicconditioninawheatvariety,

ChineseSpring,Il.AcriticalanalystsOf

nineyearrecords.Jap.∫.Genet.38:270-

281.

490.TsUNEWAKI,K.1964.Geneticstudiesofa

6x-derivativefrom an8xTritL'cale.Can.

J.Genet.Cytol.6:1111.

491.KATAYAMA,T.C.1963.WildOryzaspeciesof

the PhilipplneS,New Guinea,Borneo

andJava.SeikenZiho15:35-16.

492.KATAYAMA,T.C.1964.Photoperiodism in

thegenusOryza.I.Jap.J.Bot.lS:309-

348.

493.KATAYAMA,T.C.1964.Photoperiodism in

thegenusOryza.II.Jap.J.llot.18:349-
383.

494.SAKAMOTO,S.andM.MURAMATSU1963.Pre-

1iminarystudieson therelationshipor

114



diploidEremopyrumdistansandE.trt'(iceum

(Gramineae).Can.J.Genet.&Cytol.5:

433-136.

495.SAKAMOTO,S.andM.MURAMATSU1965.Mor･

phologicalandcytologlCalstudiesonvari-

ousspeciesorGramineaecollected in

Pakistan,Afghanistan,andIran."Results

ofKyotoUniv.Sci.Exped.toKarakoram

&Hindukush",KyotoUniv.:1191140.

496.TsUNEWAKT,K.1963.AnalysisOfthefertility-

restorlnggeneinTrill-cam aestivum ssp.

Compactum.SeikenZiho15:47-53.

497.ToNOMURA,A.andT.KURITA1964.Triple

chromosomalmosaicism inaJapanese

childwithDown'ssyndrome.Acta菖enet.,

Basel14:67-75.

498.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1963.Melamine

action in the phenocopy orpigment

eliminationfromhypodermalcellsofthe

silkworm larva.Proc.Jap,Ac礼d.39:

513-518.

499.MUKAI,T.andI.YosHIKAWA1964.Heterozy-

gouseffectsofradiation-inducedmuta-

tionson viability in homozygousand

heterozygousgeneticbackgroundsinDroI

sophilamelanogaster(Preliminaryreport).

Jap.J.Genet.38:282-287.

500.MUKAI,T.1964.Thegeneticstructureof

naturalpopulationsofDrosophilamelan0-

gasfer.I.Spontaneousmutationrateof

polygenescontrollingviability.Genetics

50:1-19.

501.KtHARA,H.1963.Interspecificrelationship

inTrL'tL'cumandAegL'/ops.SeikenZiho15:

1-12.

502.KtHARA,H.1966.Nucleusandchromosome

substitutioninwheatandAegilops.I.

Nucleus substitution. Proc.ュnd Tnt.

WheatGenet.Symp∴313-327.

503.KtHARA,H.1963.Nucleusandchromosome

substitutioninwheatandAegilollS.II.

Chromosomesubstitution.SeikenZiho

15:13-23.

504.MATSUMURA,S.andT.FUJII1963.Effects

ofacuteandchronicirradiationsongrow-

1ngWheat.SeikenZiho15:59-66.

505.OsHIMA,C.,T.K.WATANA13EandT.WATANA-

BE1964.Thepersistenceofsomerecessive

lethalgenesinnaturalpopulationsofDro-

sophi/amelanogaster.IV.Proc.Jap.Acad.

40:125-130.

506.HIRAIZUMl,Y.1964.Arethe MN blood

groupsmaintainedbyheterosis?Am.∫.

HumanGenet.16:3751379.

507. 馬淵智生,松村清二1963.γ線照射した トウモ

ロコシ花粉における突然変異率の線量率依

存性.生研時報 15:67-74.

508.SAKAI,K.Ⅰ.1965.Contributionstothepro-

blem ofspeciescolonization from the

viewpointorcompetitionandmigration.

"TheGeneticsofColonizing Species,"

AcademicPress,N.Y"215-241.

509.YosIDA,T.H.and E.∫.LAMONTAIN 1964.
Chromosomesornormalanddwarfcattle.

Jap.J.Genet.38:351-355.

510. 小川恕人 1963.放射線防御剤としてのグルクロ

ン酸.第8回グルクロン酸 シンポジウム報

告集,72-75.

511. 小川恕人,小林いづみ 1963.生長,分化および

再生.XXXV.セルローズアセテー ト膜 に

ょるイモリ腫 タンパク質 の電気泳動分析.

医学と生物学 67:84-89.

512.SAKAI,K.I.and Y.SHIMAMOTO 1965.A

developmental一genetic studyon panicle

charactersinrice,Oryzasatt'vaL.Genet.

Res.6:93-103.

513.FuJII,T.andS.MATSUMURA1964.Radio-

sensitivity in plants.VI.Experiments

withagedwheatandriceseeds.Seiken

Ziho16:21-27.

514. MUKAI,T.,S.CHIGUSAandI.YosHIKAWA1964.

Thegeneticstructureofnaturalpopulations

ofDrosophilamelanogaster.II.Over-

dominanceofspontaneousmutantpoly-

genescontrollingviabilityinhomozygous

geneticbackground.Genetics50:711-

715.

515. 辻田光雄,桜井 進 1964.家蚕幼虫皮膚細胞の

115



色素頼粒の遺伝生化学的研究.I.色素額粒

と油蛮性との関係.日裏話 33:389-393.

516. 辻田光雄,桜井 進 1964.家蚕幼虫皮膚細胞の

色素頼粒 の遺伝生化学的研究.ⅠⅠ.色素額

粒蛋白の分析.日蚕誌 33:447-459.

517. MoRIWAKI,K.1964.Inductionofmyeloma

proteinsynthesisinEhrlichascitestumor

cellsbytheadditionoraplasmacell

tumor(X5563)RNA.Jap.J.Genet.39:

164-175.

518.HIRAtZUMl,Y.1964.Prezygoticselectionasa

factorinthemaintenanceofvariability.

ColdSpringHarborSymp.29:51160.

519. 松永 英 1954.遺伝学から見た父子鑑定の基本

定理について.(付)鑑定の1例.日法医誌

18:268-294.

520.KURITA,Y.,K.MoRIWAKIandT.H.YosIDA

1964.Autoradiographicanalysisorthe

mitoticcycleinYoshidasarcomacells.

Gann55:397-402.

521.TAKAHASHI,T.,K.NAKAHARAandT.H.YosLDA

1962.EffectsofX-raysoncellnucleiof

ascitestumors.JikeiMed.∫.9:175-186.

522. SItINODA,T.1965.Theapparenthighreac-

tivityorsomeaminogroupsornative

hemog)obin.Biochim.Biophys.Acta97:

382-384.

523. 小川恕人 1963.セルローズアセテ-ト膜に適し

た電気泳動分析装置.医学 と生物学 67:

251-255.

524. 小川恕人 1963.セルローズアセテート膜による

血清蛋白の泳動.日本臨林 21.12419-2427.

525. 篠田友孝 1964.キイロショウジョウバエの生化

学的研究 (I).遊離アミノ酸とプテリジン.

生化学 36:816-820.

526. MURAKAMI,A.andS.KoNDO1964.Relative

biologicaleffectivenessof14MeVneutrons

tor-raysforinducingmutationsinsilk-

wormgonia.Jap.∫.Genet.39:102-114.

527. TAZIMA,Y.1964.Contributionfrom14MeV

neutronexperimentstotheinterpretation

ofthemechanismsofdose-rateeFectson

mutationfrequencyinsilkworm gonia.

Jap.∫.Genet.39:115-119,

528. MATSUMURA,S.1964.DifferencesinRBEof

gamma-raysand fastneutronsin the

polyploidwheatseries.Jap.J.Genet.39:

83-90.

529. MATSUMURA,S.andT.MABUCHI1964.Rela-

tionofradiationeffectstodoseratesof

gamma10rX-radiationinriceandwheat.

Jap.∫.Genet.39:120-130.

530. MABUCHI,T.andS.MATSUMURA1964.Dose

ratedependenceormutationratesfrom

γ-irradiatedpollengrainsormaize.Jap.

J.Genet.39:131-135.

531. FUJII,T.1964.RadiationeffectsonArabi-

dopsLIsthah'a〝a.Ⅰ.Comparativeefhcien-

ciesor㍗-rays,丘ssionand14MeVneutrons

insomaticmutation.Jap.∫.Genet.39:

91-101.

532.SHINODA,T.1965.Theroleoraminogroups

intheformationorhemoglobin-haptoglo-

bincomplex.J.Biochem.57:100-102.

533.YosIDA,T.H.,A.NAKAMURAandT.FUKAYA

1965.Chrosomomal polymorphism in

Rattusyattus(L.)collectedinKusudomari

andMisima.Chromosoma16:70-78.

534.CROW,J.F.andM.KIMURA1965.Evolu-

tioninsexualandasexualpopulations.

Am.Natural.99:439--450.

535.KIMURA,M.1965.A stochasticmodelcon-
cernlngthemaintenanceorgeneticvari-

abilityinquantitativecharacters.Proc.

Nat.Acad.S°i.U.S.A.54:731-736.

536. KtHARA,H.andK.TsUNEWAKI1964.Some

fundamental problems underlying the

programfわrhybridwheatbreeding.Sei-

kenZiho16:1･114.

537. SAKAMOTO,S.1964.Cytogeneticstudiesinthe

tribeTriticeae.I.A polyploidplantof

Agropyrontsukushiensevar.transiensOhw.

foundinastateornature.Jap.∫,Genet.

39:393-loo.

538.TsUJITA,M.andS.SAKURA11964.Relation-

shipbetweenskincolororskintrans-

parencyofsilkworm larvaeandchrom0-

granulesinhypodermalcells.Proc.丁ap.

116



Acad.40:558-560.

539.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1964.Relation-

ship between chromogranulesand uric

acidinhypodermalcellsofsilkwormlarvae.

Proc.Jap.Acad.40:561-565.

540.CHIGUSA,S.andT.MUKAT1964.Linkage

disequilibrium and heterosisin cxperi-

mentalpopulationsofDrosophilamelan0-

gasterwith particularreferencetothe

sepiagene.Jap.J.Genet.39:289-305.

541.KoNDO,S.1964.Variationinmutagenicity

and radiation resistance with genome

complexityandevolution.丁ap.∫.Genet.

39:176-198.

542.MUKAI,T.1964.Polygenicmutationsaffecting

quantitativecharactersofDrosophL'lamela-

nogaster.GammaFieldSymp.3:13-29.

543.MATSUMURA,S.1964.Relationbetweenradia-

tioneffectsanddoseratesofX-andr-rays

incereals.Jap.J.Genet.40Suppl.:ト11.

544.KIHARA,H.1965.Theoriginofwheatinthe

lightorcomparativegenetics.Jap.∫.

Genet.40:45-54.

545.OKA,H.I.andW.lT.CHANG1964.Evolu-

tionofresponsestogrowingconditions

inwildandcultivatedriceforms.Dot.

Bull.Acad.Sinica5:120-138.

546.OKA,H.I.1964.Someconsiderationsongene

mutationsandthegeneticbackground.

Gamm aFieldSymp.3:1-ll.

547. SAKAI,K.I.andS.IyAMA1965.Studieson

competitl'oninplantsandanimals.XI.

Competitiveabilityanddensityresponse

inbarley.Jap.J.Brccd.16:1-9.

548.TsUJI,S.andT.H.YosIDA1965.Reciprocal

skintransplantationbetweennormaland

hereditaryhairlessmice.Jap.J.Genet.
40:55-62.

549.MUKAⅠ,T.andT.YAMAZAKI1964.Position

effectofspontaneousmutantpolygenes

controllingviabilityin Drosoph1-lamela-

TIOgaSler.Proc.Jap.Acad.40:840-845.

550.SAKAGUCHI,B.,K.01SHIandS,KoBAYASH1
1965.Interference between "Sex-ratio"

agentsofDrosophila willL'stonL'and D.

nebulosa.Science147:160-162.

551.TAZIMA,Y.1964.M∝hanismscontrolling

two typesofdose-ratedependence of

radiation-inducedmutationfrequenciesin

si】kwormgonia.Jap.∫.Genet.40Suppl∴

68182.

552. SAKAMOTO,S.1964.Cytogencticproblemsin

Agropyronhybrids.SeikenZiho16:38-

47.

553. MUKAI,T.,S.CHIGUSAandI.Yos杜IKAWA

1965.Thegeneticstructureornatural

populationsofDrosophilamelanogaster.

III.Dominance eLrectofspontaneous

mutantpolygenescontrollingviabilityln

heterozygousgeneticbackgrounds.Ge-

netics52:493-501.

554. 辻 繁勝 1965.ゴキブリの染色体.染色体 62:

2041-2044.

555. MURAKAMI,A.,S.KoNDO,andY.TAZIMA1965.

Comparisonoffissionneutronsandr-rays

inrespecttotheirefhciencyininducing

mutationsin silkworm gonia.Jap.∫.

Genet.40:1131124.

556. 竹中 要,米田芳秋 1965.アサガオに生ずる遺

伝的腫%.遺雑 40:141-145.

557.YosIDA,T.H.andK.AMANO1965.Autos0-

malpolymorphisminlaboratorybredand

wild Norway rats,Rattus norvegL'cus,
foundinMisima.Chromosoma16:658_

667.

558. SAKAI,K.I.andY.SHIMAMOTO1965.Deve-

1opmentalinstabilityinleavesandflowers

ofNL'cotianatabacum.Genetics51:801-

813.

559.ENOMOTO,M.1965.Slowmotilemutantin

Salmo〝eLlatyphimuriLLm.J.Bacteri01.90:
1696-1702.

560. 桜井 進,辻田光雄 1965.家蚕幼虫皮膚細胞内

色素原粒の遺伝生化学的研究.ⅠⅠⅠ.色素頼

粒のリピド成分.日蚕誌 34:230-234.

561･ KIHARA,H.1965.Stonelesspomegranates
fromPakistanandAfghanistan."Results

ofKyotoUniv.Sci.Exped.toKarakoram

117



&Hindukush''1:287-289.

562.KIHARA,H.1966.Factorsaffectingtheevolu-

tionofcommonwheat.Ind.J.Genet.

26A:14-28.

563. 竹中 要,米田芳秋 1965.タバコ属種間雑種の

発癌性,特に外傷との関係.道雄40:227-

232.

564.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1965.Purification

ofthethreespeciBcsolublechromoproteins

fromchromogranulesinhypodermalcells

orthesilkwormlarva.Proc.Jap.Acad.

41:225-229.

565. TsuJ汀A,M.andS.SAKURAI1965.Amino

acidanalysisofthethreespecificchrO-

moproteinspurifiedfromchromogranules

inhypodermalcellsorthesi一kwormlarva.

Proc.Jap.Acad.41:230-235.

566.LILIENFELD,F.A.1965.Acaseormalrunc-

tionlngplastidsinMedicagotruncatula

Gaertn.Jap.J.Genet.40:2611274.

567. 竹中 要 1965.サクラの研究 Il.続 ソメイ ヨシ

ノの起源.植雑 78:319-331.

568.FUJJI,T.1965.Effectsof14MeVneutrons

inheterozygoticeinkornwheat.Jap.∫.

Genet.40:209-218.

569. MURAKAMI,A.1966.Relativebiologicalef-

fectivenessof14MeVneutronstoγ-rays

forinducingmutationsinmaturespermof

thesilkworm.Jap.∫.Genet.41:17-26.

570.FuJIT,T.1965.EffectsofUV-raysonara-

bidopsisseedlings."ArabidopsisRes."

(ed.byG.R6BBELEN),ArabidopsisInf.

Service,G6ttingen:147-151.

571.ENOMOTO,M.andT.ⅠINO1966.Thecom-

parisonofnormalandcurlynagellain

SalmonellaaborfusequE'bytwo-dimensional

separationorpeptides.丁ap.∫.Genet.41:

131-139.

572. 河原孝忠,中村昌之 1965.家鶏の性成熟に対す

る-テロ-シスと伴性遺伝子効果.東京農

大家畜育種教室,15周年記念論文集,75-81.

573.河原孝忠,伊藤喜英 1965.鶏旺初期成長に関す

る遺伝学的研究.東京農大,家畜育種学教

室15周年記念論文集,66-71.

574. MITANI,M.andT.IINO1965.Electronmic-

roscopyofbundledflagellaofthecurly

mutantofSalmonelIaabortL'voequL-na.J.

Bacteriol.90:109611101.

575.KIMURA,M.1965.Attainmentorquasilink-

ageequilibrirum whengenefrequencies

arechangingbynaturalselection.Gene-

tics52:875-890.

576. MUKAT,T.,I.YosHIKAWAandK.SANO1966.

geneticstructureornaturalpopulations

ofDrosophL'[amelanogasler,IV.Hetero-

zygouseffectsofradiation-inducedmu-

tationson viabilityin yariousgenetic

backgrounds.Genetics53:513-527.

577.YosIDA,T.H.,Y.KuRITAandK.MoRIWAKI

1965.ChromosomalaberrationsinYo･

Shidasarcomacellstreatedwith4-nitro-

qulnOline1-oxide.Gann56:523-528.

578. MATSUNAGA,E.,T.SHINODAandY.HANDA

1965.Ageneticstudyorthequantitative

variation inerythrocyteglucose-6lPhos･

phatedehydrogenaseactivityofapparently

healthyJapanese.Jap.J.HumanGenet.

10:1-12.

579.KURITA,Y.,T.H.YosIDAandK.MoRIWAKt

1965.Nonrandomnessinthedistribution

ofchromosomeaberrationsinducedbya

radiomimetic chemical,4-nitroqulnOline

トoxide,intumorceHs.Jap.∫.Genet.40:

365-376.

580.MuKAT,T.and T.YAMAZAKI1968.The

geneticstructureornaturalpopulationso∫

DrosophL']a melanogaster.V.Coupling-

repulsioneffectofspontaneousmutant

polygenescontrollingviability.Genetics

59:513-535.

581.YosIDA,T.H.,汁.IMAlandH.SATO1966.

Chromosomalalterationandthedeyelop-

mentoftumors.XII.DiLrerentiationof

karyotypesinmouseasciteshepatomas

MH-134andMH-129Pmaintainedindif-

ferentlocations.Gann57:9-17.

582.吉田俊秀 1966.悪性良性童界領域 -核学的見

地から一 癌の臨床 12:432-437.

118



583.Tst)NEWAKI, K. 1966.Comparative gene

analysisofcommonwheatanditsancestral

species.ⅠⅠⅠ.G】umehairiness.Genetics

53:303-311.

584.YosIDA,T.H.,Y.KURITAandK.MoRIWAKI

1966.Chromosomalalterationandthe

developmentoftumors.XIII.Karyotypic

differenceinsolidandascitestypetumors

ormouseplasmacd1neoplasm X5563,

withspecialregardtotheserum elec-

trophoreticpatternofgammaglobulin.

Jap.∫.Genet.41:9-15.

585. YosIDA,T.H.1966.Chromosomalalteration

and thedeyelopmentortumors.XIV

Comparativeidiogramanalysisorseveral

sublinesormouselymphocyticneoplasm,

P388,growlnginvivoandinvitro.Jap.J.

Genet.41:43-58.

586.YosIDA,T.H.1966.Chromosomalaltera-

tionandthedevelopmentortumors.XV.

Changeorchromosomepattern in 8-

azaguanine and amethopterin-resistant

sublinesorthemouse】ymphocyticneo-

plasm,P388,culturedinvitro.Jap.∫.

Genet.41:59-74.

587. MATSUNAGA,E.1966.Possiblegeneticcon-

sequencesoffamilyplanning.J.Amer.

Med.Ass.19S:533-540.

588.KIHARA,H.andK.TsUNEWAKI1967.Genetic

prinCiplesappliedtothebreedingofcrop

plants."Heritagefrom Mendel"(ed.by

R.A.BRINK),Univ.Wisconsin Press:

403--418.

589.KIMURA,M.1965.Evolutionaryconsidera-

tions on spontaneousmutation rates.

GammaFieldSymp.4:85-96.

590･ 吉田俊秀 1966.腫癌の発生と増殖に対する染色

体の役割.医学のあゆみ 59:201-207.

591･MATSUMURA,S.1966.Radiationgeneticsin

wheatsIIX.Differencesin effectsofy･

raysand14MeV,fissionandfastneutrons

fromPo-Be.Rad.Dot.6:275-283.

592･SAKAMOTO,S.andM.MURAXATSU1966.Cy-

togeneticstudiesinthetribeTriticeae.II.

Tetraploid and hexaploid hybrids of

Ag7･OPyrOn.Jap.J,Genet.41:155-168.

593.SAXAMOTO,S.andM.MuRAMATSU1966.Cy-

togeneticstudiesinthetribeTriticeae,

III.PentaploidAgropyronhybridsand

geneticrelationshipsamongJapaneseand

Nepalesespecies.丁ap.∫.Genet.41:175-

187.

594.SAKAMOTO,S.1966.Cytogeneticstudiesin

thetribeTriticeae.IV.Naturalhybridiza-

tionamongJapaneseAgropyronspecies.

Jap.∫.Genet.41:189-201.

595.IKENAGA,M.andT.MAtlUCHI1966.Photo-

reactivationorendosperm mutationsin-

ducedbyultraviolet一ightinmaize.Rad.

llot.6:165-169.

596.FUJII,T.1965.Developmentofmutatedcells

inwheatembryo.SeikenZiho17:39-43.

597.TsAI,K.H.andH.L OKA1965.Genetic

studiesoryieldingcapacityandadaptability

incropplants.I.Charactersofisogenic

linesinrice.Dot.Bull.Acad.Sinica6:

19-31.

598. OKA,ILI.andH.MoRISHIMA1967.Varia-

tionsinthebreedingsystemsorawild

rice,Oryzaperennis.Evolution21:249-
258.

599. KIHARA,H.andK.TsuNEWAK11965.How

cropplantsexpandtheareaorcultivation?

SeikenZiho17:1-10.

600.FUJIT,T.,M.IKENAGAandJ.T.LYMAN1966.

RadiationeffectsonArabidopsisthaliana.

II.Killingandmutagenice爪cienciesof

heavyionizingParticles.Rad.Dot.6:

297-306.

601･ 吉田俊秀 1966,ネズミ類の染色体解析法,特に

染色体の多型現象について.SAIICO∫.2:

1-7.

602.TsUNEWAKI,K.1965.AninhibitorinRedman

wheat.SeikenZiho17:43--45.

603. MATSUMURA,S.andT.MABUCHI1965.Dif-

ferenciesineffectsofgammaraysandfast

119



neutronsfrom PoIBesourceonpaddy

rice.SeikenZiho17:37-39.

604.MATSUMURA,S.andT.FUJII1965.Radio･

sentitivityinplants.VII.SeikenZiho

17:17-23.

605.KIMURA,M.1965.Somerecentadvancesin

thetheoryofpopulationgenetics.Jap.J.

HumanGenet.10:43-18.

606.CAvALu-SFORZA,LL.,M.KIMURAandI.

BARRAI1966.Theprobabilityofconsan-

gulneOuSmarriages.Genetics54:37-60.

607.ENOMOTO,M.1966.Geneticstudiesorparaly-

zedmutantsinSalmonella.I.Genetic

finestructureofthenotlociinSalmonella

EyphL'murium.Genetics54:715-726.

608.ENOMOTO,M.1966.Geneticstudiesofparaly-

zedmutantsinSalmonella.II.Mappingof

threenotlocibylinkageanalysis.Genc-

tics54:1069-1076.

609.IINO,T.andM.MITAN11966.Flagellar-shape

mutantsinSalmonella.∫.Gen.Microbiol.

44:27-10.

610.IKENAGA,M.1968.Comparativeanalysisof

lethallesionsproducedbyS空pdecayand

gammaraysinphageTlandinitshost

strainsofEscherL'chiacoltwithnormal

andreducedrepairabilities.Rad.Res.

34:421--436.

611.ⅠINO,T.andM.ENOMOTO1966.Genetical

studiesofnon-flagellatemutantsofSa1-

monella.J.Gen.Microbiol.43:315-327.

612.KmARA,H.andM.IIoRl1966.Thebehavior

ofnucleiingerminatingpollengralnSOf

wheat,riceandmaize.Z也chter36:145-

150.

613.MATANO,Y.andT.H.YosIDA1966.Altera-

tionofstcmll'nechromosomcsinhypote-

traploidEhrlichcarcinoma.Proc.Jap.

Acad.42:404--407.

614.WATANABET.K.andC.OsHIMA1966.Dis-

tributionofnaturallethalgenesonthe

secondchromosomeofDrosophl']ametal

tZOgaSler.Jap.J.Genet.41:367-378.

615.KIMURA,M.1967.0ntheevolutionaryad-

Justmentofspontaneousmutationrates.

Genet.Res.9:23134.

616.KIMURA,M.andT.MARUYAMA1966.The

mutationalloadwithepistaticgeneinter-

actionsin fitness.Genetics54:1337-

1351.

617.MATSUNAGA,E.1967.Parentalage,live･birth

order and pregnancy-free intervalin

Down'ssyndromeinJapan."Mongo一

ism"(ed.byG.E.W.WELSTENHOMEand

R.PoRTER),Churchill,London,6-22.

618.MATStJNAGA,E.1966.Down'ssyndromeand

maternalinbreeding.ActaGenet.Med.

Gemell.15:224-230.

619.松村清二,馬淵智生 1966.一粒コムギの放射線

障害におよはす貯蔵と酸素効果.第7回ア

イソトープ会議報文集,390-392.

620.SADO,T.1966.Cytologicalevaluation of

dose-rateeffectsofradiationonmutation

frequencyofsilkwormgonia.I.Kinetics

ofprolifcrationandkillingofspermatO-

goniaduringchronicirradiation.Mut.

Rcs.3:510-521.

621.SADO,T.andK.07SHI1966.Cytological

cvaluationofdose-rateeffectsofradiation

onmutationfrequencyofsilkwormgonia.

ⅠⅠ.EvidenceorG2accumulationofpri一

maryspermatogoniaafteracuteirradiation.

Mut.Res.3:522-536.

F622.ToNOMURA,A.,It.OISHI,E.MATSUNAGAand

T.KURITA1966.Down'ssyndrome:A

cytogeneticandstatistical surveyof127

Japanesepatients.Jap.J.HumanGenet.

11:1-16.

623.小川恕人,河原孝忠 1963.生長,分化および再

生.XXXVI.抗ニワトリ筋タソバク質血清

によるイモ1)旺筋タソバク質の検出.医学

と生物学67:180-183.

624.小川恕人 1963.骨格筋蛋白質の分化.総合医学
20:893-898.

625.小川恕人,小林いづみ 1964.生長,分化および

再生.XXXVII.-ツカネズミ皮膚 の水溶

性蛋白質組織におよばす Sweetorangeoil

の作用.医学と生物学68:5ト54.

120



626.ENDO,T.1%t7.C細ゼ地軸 of･,the一曲 tsof

gamma-raysandmaleichydrazideonen-

zymessystemsofmaizeseed.Rad.Dot.

7:35-10,

627.TsUJtTA,M.andS.SA7CURAl1966.Structure

orchromogranulesin thehypodermal

cellsofsilkwormlarvae.Proc.Jap.Acad.

42:950-955.

628.TsuJITA,M.andS.SAXURAI1966.Chemical

compositionorchromogranulesproduced

inthehypodermalcellsofsilkwormlarvae.

Proc.Jap.Acad.42:956-959.

629･TsUJITA,M･andSISAKURAI1966.Develop-

mentorchromogranulesinthelaⅣalskin

ofthesilkworm.Proc.Jap.Acad.42:

960-965.

6301 吉田俊秀 1966.クマネズミの自然集団における

染色体多型.染色体 67:219512197.

631.SAKAI,K.II.andH.MUKAIDE.1967.Estima-

tionofgenetic,environmentalandcom-

petitionalvariancesinstandingforests.

SilvaeGenetica16:149-192.

632.SAKAI,K.-I.,H.MUKAIDEandK.ToMITA1968.

Intraspecificcompetitioninforesttrees.

SilvaeGenetica.17:1｣10.

633.KATAYAMA,T.C.1966.Anatomyoftheroot

ofOryzasatL'vawithemphasisondeve)op-

mentalprocesses.SeikenZiho18:6-22.

634.KIHARA,H.andK.TsUNEWAKI1966.Basic

studiesonhybridwheatbreeding,carried

outattheNationalInstituteofGenetics.

SeikenZiho18:55-63.

635.MATSUMURA,S.andT.MAtlUCHI1966.Photo-

reactivationofanultravioletlightinduced

mutationinmaizepollen,SeikenZiho

18:1-5.

636.KIHARA,H.1967.Cytoplasmicmalesterility

in relation to hybrid wheatbreeding.

Zdchter37:86-93.

637.吉田俊秀 1966.染色体の変異と腫癌の発生及び

増殖.達雄41:439-151.

638.YASUDA,N.1968.AnextensionofWablund's

principleto evaluatematlngtypefred

quency.Am.J.HumanGcnet.20:1-23.

639.KIMURA,M.1968.Haldane'Scontributionsto

themathematicaltheoriesofevolution

andpopulationgenetics."Haldaneand

ModernBiology"(ed.byDRONAMRAJU),

JohnsHopkins,Baltimore,133-140.

640･TAZIMA,Y.andA.ONUMA1967.Experimen-

taHnductiorlOfandrogenesIS,gynOgeneSis

andpolyploidyinBombyxmoribytreat-

mentwithCO皇gas.J.Sericult.Sci.Jap.

36:2861291.

641･SHINODA,T･1967･Redcellacidphospbatase

typesinJapanesepopulation.丁ap.∫.

HumanGenet.ll:252-256.

642.YosIDA,T.H.1968.Relationship between

chromosomalalterationanddevelopment

ortumorsinvivoandinvitrO.HCancer

cellsinculture''(ed.byH.XATSUTA),

Univ.TokyoPress,Tokyo,171-194.

643.FuJII,T.andS.MATSUMURA1966.Com-

parisonofmutagenicefhciencybetween

ethylmethanesulfonateandionizingradia-

tionsindiploidwheat(preliminaryreport).

SeikenZiho18:23-31.

644.OsHIMA,C.1966.PersistenceofsomerecesI

sivelethalgenesinnaturalpopulations

ofD.melanogaster."MutationinPo-

pulation",Academia,Prague,41-18.

645･AMANO,E.1968.Comparisonofethylme-

thanesulfonate- and radiation-induced

waxymutantsinmaize.MutationRes.

5:41-16.

646.ENOMOTO,M.1967.CompositionofchrO-

mosomefragmentsparticipatinginphage

P22-mediatedtransductionofSalmonella

typhimurL'um.Virology33:474-182.

647.NAWA,S.andM.YAMADA1968.Hereditary

changeinEphestiatreatmentwithDNA.

Genetics58:573-584.

648.KIMURA,M.1968.Geneticvariabilitymain-

tained in a finitepopulation dueto

mutationalproductionofneutl･alandnear-

1yneutralisoalleles.Genet.Res.ll:247-

269.

649.CHU,Y.E.andH.I.OKA.1967.Comparison

121



ofvariationsin peroxidaseisozymesbc-

twcen perennisISatEva and brevflL'gulata-

glabem'mascricsofOryza.Dot.Bull.

Acad.Sinica.8:261-270.

650.ⅠINO,T.andM.M汀ANI1967.Amutantor

Sa/monel/a possessing straightflagella.

J.Gen.Microbiol.49:81-88.

651.MITANT,M.andT.IINO1968.Electronmicro-

scopyofSalmonellanagellainmcthylcel-

1ulosesolution.J.Gen.Microbiol.50:

459-164.

652･YASUDA,N.andM.KIMURA1968.Agene-

Countingmethodormaximumlikdihood

forestimatlnggenefrequenciesin ABO

andADO-likesystems.Ann.Hum.Genct.

31:409-120.

653.YosIDA,T.H"K.OHARAandLLOYDW.LAw.

1967.Chromosomalalterationandthe

developmentoftumors.XVI.Karyologト

Calstudiesonsensitiveandresistantsub-

1ineofthemouselymphocyticleukemia,

L11210toseveralantitumoragents.Jap.

J.Genet.42:3391347.

654.WATANAJIE,T.K.1967.Persistenceoflethal

genesassociated with SD in natural

populationsofDrosophilamelenogaster.

Jap.J.Genet.42:375-386.

655･SHINODA,T.1968.Studieson genetically

differentacidphosphatascofhumanred

cclls.I.Comparison ofgeneralpro-

perties.J.Biochem.64:733-741.

656.Yos】DA,T.H.andLoyDW.LAw1968.Chro-

mosomalalterationandthedevelopment

oftumors.XVII.Chromosomesofthe

mouseleukemiasinducedbyMoloneyleu-

kemogenicvirus(MLV)infection.Cytol0-

gia33:256-268.

657.YosIDA,T.HりH.OHARAandR.A.RoosA
1968.Chromosomalalterationandthe

developmentoftumors.XVIII.Karyo-

typesofa5-fluorodeoxyuridineresistant

sublineinthemouselymphocyticneo-

plasma,P388,growlnginvitro.Jap.J.
Genet.43:49-56.

658.KlMURA,M.andJ.F.CROW 1969.Natural

selectionandgenesubstitution.Genet.

Res.13:127-141.

659.小川恋人 1964.放射線とグルクロン酸 -X線

による発生初期隆の筋組織分化異常に対す

る作用-.第9回タルクT,ソ酸 シンポジウ

ム報告集,269-278,

660.小川恕人 1964.国産セル7,-ズ アセテ- ト膜,

セパラックス(Separax).医学のあゆみ 51:

467-171.

661. 小川恕人 1965.セルローズ アセテー ト電気泳動

ならびに免疫電気泳動法.代謝2:514-532.

662.小川恕人 1965.味覚と遺伝.遺伝 19:12-15.

663･ 安田徳一 1968.カウント法による遺伝子頻度の

推定.人達雑 12:226-245.

664.SHINODA,T.andE.MATSUNAGA1967.Serum

alkalinephophatasevariantsand their

associationwithADOb)oodgroupsina

Japanesesample.Jap.∫.HumanGenet.

12:170-176.

665.SAKAMOTO,S.1967.Cytogeneticstudiesinthe

tribcTriticeae. V.Intergenerichybrids

bctwcen two Eremopyrum speciesand

AgropyronlsukLIShie71Se.SeikenZiho19:

19-27.

666.SAKAMOTO,S.1968.Cytogeneticstudiesinthe

tribcTriticcae.VI.Intergenerichybrid

betweenEremopyrumorL'enlaleandAegElops

squarrosa.Jap.J.Genet.43:167-171.

667.森脇和郎,今井弘民,吉田俊秀 1968.マウスプ

ラズマ細胞瞳癌における染色体倍化と蛋白

合成.SABCOJ.4..1-17.

668.KoJIMA,K.,M.TsUJITAandS.SAKURA11968.

Ribonucleicacidcontentinthelarval

hypodermisofthesilkworm.J.Sericult.

Sci.Jap.37:263-273.

669.OHTA,T.1968.Eqectofinitiallinkagedise-

quilibrium andepistasisonfixationpro-

babilityinasmallpopulation,withtwo

segregating loci.Theor.Appl.Genet.
38:243-248.

670.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1967.Pteridine

granulesinhypodermalcellsofthesilk-

worm larvacauslngnOn-transparencyOr

122



larvalskin.Proc.Jap.Acad.43:9911996.

671.TsUJJTA,M.andS.SAKURAI1967.Genetic

variationsinshapeandsizeofpteridine

granulesofanormalsilkwormstrainand

severalotherstrainswithtransparentskin.

Proc.Jap.Acad.43:997-1002.

672.YAsUDA,N.1969.Estimationoftheinbreedl

lngCOe銃cientfrommatingtypefrequency.

"Computer ApplicatioJ) in Genetics."

(ed.N.E.MoRTON)Univ.HawaiiPress,
87-96.

673･IMAT,Il.T.1969.Karyologicalstudiesof

Japaneseants.I.Chromosomeevolution

andspeciesdiLrerentiationinants.Sci.

Rep.TokyoKyoikuDaigaku,See.B.14:

27-16.

674.TMAI,H.T.1971.Karyologicalstudiesof

Japaneseants.II.Speciesdifferentiation

inAphaenogaster,withspecialregardto

theirmorphology,distributionandchr0-

mosomes.Mushi44:1371151.

675.YosIDA,T.H.,H.T.IMAIandM.PoTTER1968.

Chromosomalalterationandthedevelop-

ment or tumors.XIX.Chromosome

constitutionoftumorcellsin16plasma

cellneopleasmsofBALB/Cmice.J.Nat.

Cancerlnst.41:1083-1097.

676.KIHARA,H.andM.SHIMOTSUMA1967.The

useofchromosomalinterchangestotest

forcrosslngOverandchromosomesegre-

gation.SeikenZiho19:108.

677.FUJIT,T.andS.MATSUMURA1967.Somatic

mutationsinducedbychronicgamma-

]'rradiation.SeikenZih019:43-46.

678.MATSUMURA,S.andT.MABUCHI1967.Stor-

ageand nitrogen effectson radiation

damageineinkornwheatseedswithdif-

ferentwatercontent.SeikenZiho19:

9-17.

679.MoRはHIMA,H.andH.I.OKA1968.Analysis
ofgeneticvariationsinplanttypeofrice.

III.Variationsingeneralsizeandall

lometric pattern among mutantlines.

Jap.∫.Genet.43:18ト189.

680.OKA,H.I.andH.MoRISHIMA1968.Analysis

ofgeneticvariationsinplanttype orrice.

IV.Generalgrowthrate,oscillatinggrowth

andallometricpattern.Jap.∫.Genet.43:

191-201.

68110KA,汁.Ⅰ.1968.Preferentialpairlng Of

chromosomesinatetraploidhybridbe-

tweenOryzaglaberrimaand0.saliva.

Carl.∫.Genet.Cytol.10:527-535.

682.KTMURA,M.andT.MARUYAMA1969.The

substitutionaHoadinafinitepopulations.

Feredity24:1011114.

683･ENDO,T･1968.1ndoleacetateoxidaseactivity

orhorseradishandotherplantperoxidas¢

isozymes.PlantCellPhysiol.9:333-341.

684･ 吉田俊秀,森脇和郎,今井弘民 1968.癌細胞に

おける染色体変異と遺伝子発現. 日本臨宋

27:142-151.

685.MU7CAT,T.1969.Thegeneticstructureof

naturalpopulationsofDrosophi/amelan0-

gaster.VI.Further studies on the

optimumheteI･OZygOSityhypothesis.Ge-

netics61:479-195.

686.MUKAT,T.1969.Thegeneticstructureof

naturalpopuJationsofDrosophilamelan0-

gaster.VII.Synergistic interaction of

spontaneousmutantpolygenescontrolling

viability.Genetics61:749-761.

687.YASUDA,N.1968.Estimationoftheinbreed-

ingcoe爪cientfrom phenotypefrequen-

Ciesbyamethodofmaximumlikelihood

scorlng.Biometrics24:9151935.

688.TAZIMA,Y. 1969.Analysis of radiation

sensMvityofsilkwormspermatogoniaand

itsimplicationsinthestudyofmutation.

"ComparativeCellularandSpeciesRadio-

sensitiyity'',Igaku･shoin,Tokyo,164-172.

689.FuJII,T.1969.Photoreactiyationofmuta-

tionsindu∝dbyultravioletradiationin

maizepollen.Rad.Dot.9:115-123.

690.SAKAI,KII.,S.HAYAsHIandK.ToMITA1970.

Cloneanalysisandg〇meticalstudyor

quantitativecharactersinanaturalforest

ofCryptomen'aJ'aponl'ca.SilvaeGenetica

123



19:124-128.

691. OHTA,T.and M.KIMURA 1969.Linkage

disequilibriumduetorandomgeneticdrift.

Genet.Res.13:47-55.

692.KIMURA,M.andT.OHTA1969.Theaverage

numberofgenerationsuntilfixationofa

mutantgeneinafinitepopu)atiorl.Gene-

tics61:763-771.

693.YAMAGUCHI,S.andT.ⅠINO1969.Genetic

determinationoftheantigenicspecificity

of月agellarproteininSalmonella.J.Gen.

Microbiol,55:59-74.

694.KIMURA,M.1969.Thenumberofheterozy-

gousnucleotidesitesmaintained in a

finitepopulationduetosteadyfluxof

mutations.Genetics61:893-903.

695. 吉田俊秀 1970.癌と細胞生化学.癌細胞の染色

体.総合臨宋19:832-838.

696.WATANABE,T.1969.Persistenceofavisible

mutantin naturalpopulationsofDroso･

phL']amelanogaster.Jap.J.Genet.44:

15-22.

697.KIMURA,M.1970.Stochasticprocessesin

populationgenetics,withspecialreference

todistributionofgenefrequenciesand

probabilityofgenefixation."Mathema-

ticalTopicsinPopulationGenetics"Spr-

1nger,Berlin,178-209.

698.FUJIT,T.1968.Wholeandpartialmutations

induced in thedeveloplng embryo of

maizebyX-rays.SeikenZiho20:55-611

699.TAZIMA,Y.1969.Repairinthemutation

processstudiedinlowandhighradiosen-

sitivitystrainsofthesilkworm.丁ap.∫.

Genet.44Suppl.1:123-130.

700.ENOMOTO,M.and S.YAMAGUCHI1969.
Differentfrequenciesofcotransductionof

motCandHlinSalmonella.Genet.Res.

14:45-52.

701.OsHIMA,C.1969.Persistenceofsomerecessive

lethalgenesin naturalpopulationsor

Drosophi/amela770gaSter.Jap･J.Genet･

44Suppl.1:209-216.

702. MARUYAMA,T.1970.0ntherateofdecrease

ofhcterozyositylnCircularstepplngStone

models of populations. Theor.Pop.

Biol.1:101-119.

703.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1968.Recon-

stitution ofvesicularmembrane from

degraded subunitsorpteridinegranule

membraneinthesilkworm.Proc.Jap.

Acad.44:1048-1053.

704.SAKURAI,S.1968.Geneticalandbiochemical

studiesorchromogranulesinlaⅣalskin

cellsofthesilkworm.YokohamaMed.

Bu11.19:29-13.

705.KoJIMA,K.,M.TsUJITAandS.SAKURA11968.

Ribonucleicacidcontentinthelaryal

hypodermisorthesilkworm.∫.Sericult.

Sci.Jap.37:263-273.

706.FUJIT,T,1969.Relativebiologicaleffectiveness

orhighLETradiationsinhigherplants.

Jap.∫.Genet.44Suppl.1:431--442.

707.IINO,T.1969.Polarityofaagellargrowthin

Salmonella.J.Gen.Microbiol.56:227-

239.

708.TAZIMAY.andK.ONIMARU1969.Frequency

patternofmosaicandwhole-bodymutants

inducedbyionizingradiationsinpost一

meiotic cells of the male silkworm.

MutationRes.8:177-190.

709.KIHARA,H.1968.Useofinterspecieshybri-

dizationinthreecultivatedplants.Seiken

Ziho20:1-14,

710.YASUDA,N.1969.Theinbreedingcoefficient

innortheasternBrazil.HumanHered.19:

4̂.4-456.

711.OHTA,T.and M.KIMURA 1969･Linkage

disequilibrium atsteadystatedetermined

by random geneticdriftandrecurrent

mutation.Genetics63:229-238.

712.MoRIWAKI,K.,K.TsUcHIYAandT.H.YosIDA

1969.Geneticpolymorphismintheserum

transferrinofRattusraltus.Genetics63..

193-199.

713. MoRIWAKI,K.,H.T.IMAIandT.H.YosIDA

1969.Polyploidizationandproteinsyn-

thesisinmammaliantumorcells.Jap.

124



J.Genet.44Suppl.1:71-83.

714. 森脇和郎,今井弘民,吉田俊秀 1969.マウス ミ

ニp-マ細胞における倍数性の変化と蛋白

合成.細胞化学 シンポジウム20:195-204.

715.YosTDA,T.H.,K.TsUcHIYA,H.T.IMAland

K.MoRIWAKI1969.New chromosome

typesoftheblackrat,Rattusrattus,

CollectedinOceanらaandFlhybridsbe-

tweenJapaneseandAustralianrats.Jap.

J.Genet.44:89-91.

716.SHINODA,T.1969.Anoteonthefrequency

ofredcellacidphosphatasetypesinJapan.

Jap.∫.HumanGenet.13:249-255.

717. MIYAZAKI,Y.andK.-I.SAKAI1969.Useof

zymographyforidenti丘cationoraclonein

Cryptomert'ajaponicaD.Don.J.Jap.

For.Soc.51:235-239.

718.KADA,T.1969.Radiosensitizationbypotas-

siumiodateandrelatedcompounds.Tnt.

J.Rad.Biol.15･.271-274.

719. LIuENFELD,F.A.1968.Cytoplasmcondition-

edchimerasinacrossbetweentworaces

ofMedicagofrunCalulaGaertn.SeikenZiho

20:15-34.

720.KIMURA,M.1969.Therateofmolecularevo-

1utionconsideredfrom thestandpointof

populationgenetics.Proc.Nat.Acad.S°i.

U.S.A.63:1181-1188.

721. MARUYAMA,T.1969.Geneticcorrelationin

thesteppingstonemodelwithnon-sym･

metricalmigrationrates.J.Appl.Prob.

6:463-177.

722. ENOMOTO,M.1969.Amethodfわrisolating

paralyzed(mat-)mutantsfrom non一月age1-

1atedcellsofSalmonella.Genet.Res.14:

89-92.

723.YASUDA,N,1969.Theestimation orthe

yarianceeffectivepopulationnumberbased

ongenefrequency.Jap.J.HumanGenet.

14:18-16.

724. MARUYAMA,T.andN.YASUDA1970.Useof

graphtheorylnCOmputationorinbreeding

andkinshipcoefhcients.Biometrics26:
209-219.

725. MARUYAMA,T.1973.Adi飢ISionmodelfor

geographicallystructuredpopulation.In

"GeneticStructureofPopulationsM(ed.

byN･E･MoRTON),Univ.HawaiiPress,
4… 4.

726.WATANABE,T.K.1969.Frequencyofdelete-

riouschromosomesandallelism between

lethalgenesinJapanesenaturalpopulations

ofDrosophL']amelanogaster.Jap.J.Genet.

44:171-187.

727.WATANABE,T.K.andC.OsHIMA1970.Per-

sistenceoflethalgenesinJapanesenatural

populationsofDrosophL'lamelanogasler.

Genetics64:931106.

728.KuR汀A,Y.,H.SHISA,M.MATSUYAMA,Y.

NISHlZUKA,R.TsURUTAandT.H,YosIDA

1969.Carcinogen-induced chromosome

aberrationsinhematopoeticcellsormice.

Gann60:91-95.

729.YoNEDA,Y.1969.0rganformationincultured

leafbladesofCrepiscapillaris.Bot.Mag.

$2:204-209.

730. 大島長造,河西正興1969.キイ pシ ョウジョウ

バエの恒温,変温環掛こ対する適応.生物

環境調節7:2ト29.

731.KIMURA,M.andT.OHTA1969.Theaverage

numberorgenerationsuntilextinctionofan

individualmutantgeneina丘nitepopula-

tion.Genetics63:7011709.

732.SAKAT,K･I･1969.Thefutureofthebreeding

science.SABRAONewsletter1:61168.

7331 MoRISHIMA,H･1969.Differentiationofpath0-

genicracesofPiriculariaoryzaeintotwo

groups,"Indica"and"Japonica".SABI

RAONewsletter1:81-94.

734.CHU,Y.IE.andH.I.OKA1970.Thegenetic

basisofcrossingbarriersbetweenOryza

perennissubsp.barthlianditsrelatedtaxa.

Evolution24:135-144.

735.CHU,Y.lE.andH.I.OKA1970.Introgression

acrossisolatlngbarriersinwildandcul-

tivatedOryzaspecies.Evolution24:344-

355.

736.CHU,Y.-E.,H.MoRISHtMAandH.I.OKA1969.

125



Reproductivebarriersdistributedincu1-

tivatcdricespeciesandtheirwildrelatives.

Jap.J.Genet.44:207-223.

737. CHU,Y.-E.,ILMoRISHIMAandH.I.OKA1969.

Partialself-incompatibilityfoundinOryza

perenlZissubsp.bartht'F'.Jap.J.Genet.44:

225-229.

738. MARUYAMA,T.1970.Rateofdecreaseof

geneticyariabilityinasubdividedpopula-

tion.Biometrika57:299-311.

739. MARUYAMA,T.1970.Effectivenumberof

allelesinasubdividedpopulation.Theor.

Pop.Biol.1:2731306.

740.ⅠINO,T.1969.Geneticsand chemistryor

bacteria18agella.Bacteriol.Rev.33:

454-475.

741.OISHI,H.,Y.KIKUCHl,E.MATSUDAandT.

KURITA1969.A caseof'cridu chat'

syndrome.丁ap.∫.HumanGenet.14:

151-159.

742.KIMURA,M.1970.Thelengthoftimerequired

foraselectivelyneutralmutanttoreach

fixationthrough random frequencydrift

ina丘nitepopulation.Genet.Res.15:

131-133.

743. MARUYAMA,T.1970.StepplngStonemodels

offinitelength.Adv.Appl.Prob.2.'

229-258.

744.KIKUCHI,Y.,H.OISHI,A.ToNOMURA,K.YA-

MADA,Y.TANAKA,T.KURITAandE.

MATSUNAGA1969.TranslocationDown's

syndromeinJapan;itsfrequency,muta･

tionrateoftranslocationandparentalage.

Jap.∫.HumanGenet.14:93-106.

745.OHTA,T.andM.KIMURA1970.Statistical

analysISOfthebasecompositionofgenes

usingdataontheaminoacidcomposition

ofproteins.Genetics64:3871395.

746.SHAHI,B.B.,Y.E.CHUandI寸.I.OKA1969.

Analysisofgenescontrollingperoxidase

isozymesinOryzasalivaand0.perennlls.

Jap.∫.Genet.44:321-328.

747.SHAHT,Il.B,,H.MoRISHIMAandH.I.OKA

1969.A surveyorvariationsinperoxi･

dase,acidphosphataseandesteraseisozy-

mcsofwildandcultivatedOryzaspecies.

Jap.J.Genet.44:303-319.

748.MARUYAMA,T.1970.Onthefixationpro-

babilityofmutantgenesinasubdivided

population.Gcnet.Res.15:221-225.

749.MoRIWAKI,K.and H.T.IMA11970.The

mechanism andsignificanceofperiodic

ploidy-alterationsinthemousemyeloma,

MSPC-1.ActaHaematol.丁ap.33:67-78.

750.KIMURA,M.andT.OHTA 1970.Genetic

loadsatapolymorphiclocuswhichis

mal'ntainedbyfrequency-dependentselec-

tion.Genet.Res.16.A1451150.

751.TAZIMA,Y.1971.Problemsofprotection

againstthegeneticeffectofradiation.

"IliologicalAspectsofRadiationProtec-

tion"(ed.bySuGAHARAandHuG),Igaku

Shoin,Tokyo,ト15.

752.TAZIMA,Y.andA.MURAKAMI1969.Analysis

ofstrain differencesin radiosensitivity

ofthesilkworm.Gamma-FieldSymp.8:

53-66.

753.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1969.Incorpo-

rationofCIPhenylalanineorC-tyrosine

intothehypodermal cuticleofthesilk-

worm.Ⅰ.Lethallemon larvae.Proc.

Jap.Acad.45:943-948.

754.TsUJITA,M.andS.SAKURA11969.Incorpora-

tionofCIPhenyla)anineorC-tyrosineinto

thehypodermalcuticleofthesilkworm.II.

Lethalalbinolarvae.Proc.Jap.Acad.45:

949-954.

755.KIMURA,M.andT.OHTA1970.Probability

offixationofamutarLtgenein afinite

populationwhenselectiveadvantagedec-

reaseswithtime.Genetics65:525-534.

756.YosIDA,T.H.,T.KUROKI,H.MASUJIandH.
SATO1970.Chromosomalalterationand

thedevelopmentoftumors.XX.ChrO-

mosomechangeinthecourseofmalignant

transformationinvitroofhamsterembryo-

niccellsby4-nitroqulnOlinel10Xideand

its derivative,4-hydroxyaminoquinoline

126



1-oxide.Gann61:131-143.

757.OHTA,T.andM.KIMURA1970.Development

ofassociativeoverdominancethroughlink-

agedisequilibrium in 点nitepopulations.

Genet.Res.16:165-177.

758.KADA,T.,T.NoGUTlandM.NAMIKI1970.

Radio-sensitization with iodine com-

pounds.Ⅰ.Examinationordamagein

deoxyribonucleicacidwithBacillussubtilis

transformationsystem byirradiationin

thepresenceofpotassium iodide. Tnt.

J.Rad.Bio1.17:407-118.

759.KADA,T. 1970.Radio･sensitization with

iodinecompounds.II.Studiesonmutant

strainsorEscherichiacoliK12resistantto

radiation-induced toxic productsfrom

iodiaeeticacid,potassiumiodideorpotas-
sium iodate.Int.J.Rad.Biol.17:419-

430.

760.TsUJITA,M.andS.SAKURAI1970.Lethal

effectsofageneticabnormalityinthe

pteridinemetabolismorsilkwormlaⅣae.

"ChemistryandBiologyofPteridines",

Int.AcademicPrint.Co.,Tokyo,425-

434.

761.SHINODA,T.1970.Polymorphismorredcell

adenosinedeaminaseintheJapanesepo-

pulation.丁ap.∫.Genet.45:147-152.

762.SHINODA,T.andE.MATSUNAGA1970.Poly-

morphismofredcellphosphoglucomutase

amongJapanese.Jap.∫.HumanGenet.

14:316-323.

763.MURAKAMT,A.1970.Strain sensitivltyOf

silkwormeggstokillingandmutationby

ultravioletlight.Rad.Res.44:146-153.

764.MURAKAMI,A.1970.Acomparisonofmuta-

genicityof14MeVfastneutronsonpr1-

mordialgerm cellsamongfivediqerent

X-raysensitivesilkwormstrains.Tnt.∫.
Rad.Bio1.17:479--482.

765.KADA,T.1970.Studiesonthemutabilityof

EscherichiacoliK12.I.Suppressionand

high spontaneousmutationinathreonine

auxotroph.MutationRes.10:91-102.

766.KADA,T.1970.Studiesonthemutabilityof

EscherichiacoliK12.II.Modificationof

radiationsensitivitybyreversionsina

threonineauxotroph.MutationRes.10:

103-109.

767.SAKAT,K.I.,Y.MIYAZAKlandT.MATSUURA

1971.Geneticstudiesinnaturalpopula-

tionsoffわresttrees.Ⅰ.Geneticvariability

ontheenzymaticlevelinnaturalforests

ofThujopsisdolabrata.SilvaeGenetica

20:141-224.

768.TsUNO,K.1970.Analysisofgeneticvaria-

bilityin thetwomajorautosomesof

Drosophilamelanogasterinanaturaland

acagepopulation.Jap.J.Genet.45:87-

100.

769.MARUYAMA,T.1970.AnalystsOfpopulation

structure･I1One-dimensionalstepplng-

stonc modelsoffinite length. Ann.

HumanGenet.34:201-219.

770.MARUYAMA,T.1971.Therateofdecreaseof

heterozygosltyinapopulationo∝upylng

acircularofalinearhabitat.Genetics67:

437-454.

771.NAWA,S.,B.SAKAGUCHL,M.YAMADAandM.

TsUJITA1971.HereditarychangeinBom-

byxaftertreatmentwithDNA.Genetics

67:221-234.

772.TsUJITA,M.andS.SAKURAZ1971.Genetic

andbiochemicalstudiesoflethalalbino

larvaeofthesilkworm,Bombyxmori.Jap.

J.Genet.46:17131.

773.SAKAT,K.I.andY.MIYAZAKI1972,Genetic

studiesinnaturalpopulationsorforest

trees.ⅠⅠ.Familyanalysts:anewmethod

forquantitativegeneticstudies. Silvae

Genetica21:1491204.

774.OsHIMA,C.andT.K WATANAtIE1973.Fer-

tility genesin naturalpopulationsor

Drosophilamelanogaster.I.Frequency,
allelism andpersistenceofsterilitygenes.

Genetics74:351-361.

775.YosIDA,T.H"H.T.IMAIandK.MoRIWAKI
1970.Chromosomalalterationandde-

127



velopmentoftumors.XXI.Cytogenetic

studiesofprlmaryplasma-cellneoplasms

inducedinBALB/Cmice.J.Nat.Cancer

Inst.45:411-118.

776.ENOMOTO,M.1972.GeneticstudiesorchlO-

rate-resistantmutantsinSalmonellatyphi-

murium.Jap.J.Genet.47:2271235.

777. MoRISHIMA,H.andH.Ⅰ.OKA1970.Asurvey

orgeneticvariationsinthepopulationsof

wildOryzaspeciesandtheircultivated

relatives.Jap.∫.Genet.45:371-385.

778.ENOMOTO,M.andH.IsHIWA1972.A new

transducingphagerelatedtoP22orSa1-

monellatyphimurium.∫.Gell.Virol.14:

157-164.

779.KIKUCHT,Y.andH.OISH11970.Internal

asynchronyinlatereplicationofhumanX

chromosomeswithstructuralabnormali-

ties.丁ap.∫.HumanGenet.15:114-123.

780.CROW,J.F.andM.KIMURA1972.Theeffec-

tivenumberofapopulationwithover-

1applnggenerations:A correctionand

furtherdiscussion.Am.∫.HumanGenet.

24:1-10.

781.0KA,H.Ⅰ.and H.MoRISHIMA 1971･The

dynamicsorplantdomestication:Cu1 -

tivationexperimentswithOryzaperennis

anditshybridwith0.satt'va.Evolution

25:356-364.

782.OHTA,T.and M.KIMURA 1971.Linkage

disequilibrium between two segregating

nucleotidesitesunderthesteadyfluxof

mutationsinafinitepopulation.Genetics

68:571-580.

783. KADA,T.,Y.SADAIEandT.NoGUTI1970.

Radio-sensitizationwithextra-cellularha-

logenatedpurinesandpyrimidinesand

relatedcompounds.Int.J.Rad.Biol.

18:281-285.

784.ENOMOTO, M.1971.Genetic analyses or

nonmotiledoublemutantsinSalmonella

typhimurium:Anewmapplngmethodby
abortivetransduction.Genetics69:145-

161.

785. MARUYAMA,T.1973.Isolationbydistance,

geneticvariability,therequiredforagene

substitution,andlocaldifferentiationina

finite,geographicallystructuredpopula-

tion.In"GeneticStructureofPopulation"

(ed.byN.E.MoRTON),Univ.Hawaii

Press,80181.

786.MARUYAMA,T.1971.Speedorgenesubstitu-

tioninageographicallystructuredpopula-

tion.Am.Natural.105:253-265.

787.SHINODA,T.andE.MATSUNAGA1970.Studies

onpolymorphictypesofseveralredcell

enzymesinaJapanesepopulation.Jap.

J.HumanGenet.15:133-143.

788. MuKAI,T.andT.MARUYAMA 1971.The

geneticstructureornaturalpopulations

ofDrosophi/amelanogaster.IX.Apredic-

tionofgeneticequilibrium.Genetics68:

105-126.

789.KIMURA,M.andT.OHTA1971.0ntherateof

molecularevolution.J.Molec.Eyol.1:

1-17.

790.SAKAT,K.I.andY.G.PARK1971.Genetic

studiesinnaturalpopulationsorforest

trees.III.Geneticdifferentiationwithin

aforestofCryplomeriajaponica.Theor.

Appl.Genet.41:13-17.

791. MoRIWAKT,K.,H,T.IMAT,J.YAMASHITAand

T.H.YosIDA1971.PloidymICtuationsof

mouseplasma-cellneoplasmMSPC-1dur-

1ngSerialtransplantation.∫.Nat.Cancer

lnst.47:623-637.

792.SHINODA,T.1970.Inherited variation in

tetrazolium oxidaseinhumanredcells.

Jap.∫.HumanGenet.15:144-152.

793.CROW,∫.A.1971.Thenumberorneutral

allelesmaintainedinafinite,geographicall

ly structured population.Theor.Pop.

Bio1.2:437-153.

794.MARUYAMA,T.1972.A noteonthehypo-

thesis:Proteinpolymorphismasaphaseof

molecularevolution.∫.Molec.Evol.1:

368-370,

795. MARUYAMA,T,1973.Thevarianceorthe

128



numberoflocihavingagiVcngenefre-

quency.Genetics73:36ト366.

796.SHINODA,T.1970.Inheritedvariationsinred

cellphosphoglucose isomerase among

Japanese.Jap.J.HumanGenet.15:159-

165.

797. MURAKAMI,A.1971.Radiation-hducedre-

cessivevisiblemutationsofoocytesduring

meiosisinthesilkworm.Genetics67:

109-120.

798. MATSUNAGA,E.,K.OMOTO,T.SHINODA,E.

MATSUDAandH.OISHI1970.Afurther

studyonthefamilywithanomalousin-

heritanceofhaptoglobintypes.Jap.J.

HumanGenet.15:166-175.

799.OHTA,T.andM.KIMURA1971.Behaviorof

neutralmutantsinnuencedbyassociated

overdominantlociinfinitepopulations.

Genetics69･.247-260.

8(対.KIMURA,M.1971.Theoreticalfoundationof
populationgeneticsatthemolecularlevel･

Theor.Pop.Biol.2･.174-208.

801.KIMURA,M.and T.OHTA 1971.Protein

polymorphism asaphaseormolecular

evolution.Nature229:467-169.

802.CHU,Y.E.andH.I.OKA1972.Thedistribu-

tionandeffectsofgenescausingFIWeak-

nessinOryzabreviliguLataand0.glaber-

rima.Genetics70:163-173.

803. MARUYAMA,T.1972.Therateofdecayof

geneticvariabilityinageographicallystruc-

tured finite population.Math.Biosci.

14:325-335.

804.YosIDA,T.H.,H.KATO,K.TsUcHIYA,T.

SAGAIandK.MoRIWAKI1972.Ceylon

populationorblackratswith40diploid

chromosomes.Jap.J.Genet.47:451-154.

805. KIMURA,M.andT.MARUYAMA1971.Pattern

ofneutralpolymorphisminageographical-

1ystructuredpopulation.Genet.Res.18:
125-131.

806.OHTA,T.andM.KIMURA1971.Functional

organizationofgeneticmaterialasapro-

ductofmolecularevolution.Nature233:

129

118-119.

807. 木村資生 1971.集団遺伝学と人頬遺伝学 一特

に分子レベルにおける変異の保有と進化に

ついて-.人遺雑 16:1-14.

808.MARUYAMA,T.1971.Ana】ysisorpopulation

structure.II.Two-dimensionalstepplng

stonemodelsoffinitelengthandotherge0-

graphicallystructuredpopulations.Ann.

HumanGenet.35:179-196.

809.OHTA,T.and M.KIMURA 1971.Genetic

loadduetomutationswithverysmall

effects.Jap.J.Genet.46:3931401.

810. 丸山毅夫 1972.集団遺伝学(総合報告).応用統

計学 2:ト29.

811.MARUYAMA,T.1974.A Markovprocessor

genefrequencychangeinageographically

structuredpopulation.Genetics76:367-

377.

812. MURAKAMI,A.1971.Comparisonofthestage

sensitivitytoX-raysduringmeiosisinthe

eggofthesilkworm,Bomby.x'mori.Int.

J.Rad.Biol.19:167-176.

813.OHTA,T.andM.KIMURA1971.Onthecon-

Stancyortheevolutionaryrateorcistrons.

J.Molec.Evol.1:18-25.

814. MARUYAMA,T.1973.Diffusionmodelsand

Brownianmotioninpopulationgenetics.

Jap.∫.Genet.4S:231-234.

815.NoGUTI,T.,Y.SADAIEandT.KADA1971.

Radiosensitizationwithiodinecompounds.

ⅠⅠⅠ.Macromol∝ularsynthesisandrepair

inBacL']lus subtt'lis irradiated in the

presenceofiodoaceticacid,Potassium

iodideorpotassiumiodate.tnt.J.Rad.

Biol.19･.305-322.

816.SHTNOHARA,H.and T.MARUYAMA 1973.

Evolution Asp-X-Ser and Asp-Ⅹ-Thr

sequencesinproteins.J.Molec.Evol.2:

117-122.

817.YosTDA,T.H"K.TsUcHIYAandK.MoRIWAKI
1971.Frequencyofchromosomepoly-

morphism inRattusratlusCOllectedin

Japan.Chromosoma33:3… 0.

818.OHTA,T.andM.KIMURA1971.Aminoacid



compositionofproteinsasaproductof

molecularevolution.Science174:150-

153.

819. FURUICHI,Y.andK.I.MIURA 1972.The

3'-terminiofthegenomeRNA segments

or silkworm cytoplasmic polyhedrosis

virus.J.Mol.Biol.64:619-632.

820. KIMURA,M.andT.OHTA1971.Population

genetics,molecularbiometry,andevolu-

tion.Proc.6BerkeleySymp.Math.Stat.

Prob.5:43-68.

821. 丸山毅夫 1971.集団遺伝学における確率過程の

-問題.統計数理研シンポジウム,ⅠⅠⅠ, マ

ルコフプロセス,116-175.

822. MARUYAMA,T.1973.ThesubstitutionaHoad

andmutationalloadinafinitepopulation.

Evolution27:95-99.

823. 辻田光雄,桜井 進 1971."al''ホモ型蚕児の

致死機構に関する研究.細胞生物学 シンポ

ジウム 22:19-26.

824. OHTA,T.1971.Linkagedisequilibrium and

associativeoverdominanceduetorandom

geneticdrift.Jap.J.Genet.46:195-206.

825. MUKAT,T.andT.YAMAZAKI1971.Thegenetic

structureofnaturalpopulationsofDroso-

phL'la melanogaster. X.Developmental

timeandviability.Genetics69:385-398.

826. YosIDA,T.H.,H.KATO,K.TsUcHlYAandK.

MoRIWAKl1971.Karyotypesandserum

transferrin patternsofhybridsbetween

AsianandOceanianblackrats,Rattus

raltus.Chromosoma34:40-50.

827. MARUYAMA,T.1971.Aninvariantproperty

orastructuredpopulation.Genet.Res.

18:81-84.

828. MARUYAMA,T.1973.Therateordecayor

heterozygote in two-dimensionalspace.

京大数理解析研講究録 174:247-276.

829. MARUYAMA,T.1972.Rateofdecreaseof

geneticvariabilityinatwo-dimensional

continuous population of finite size.

Genetics70:639-651.

830. SAKAMOTO,S.1972.1mtergenerichybridisation

betweenEremopynLmOrl'entaLeandHenrar-

diapersica;anexampleofpolyploidspecleS

formation. Heredity28:109-115.

831. YosIDA,T.H.,K.TsUcHIYAandK.MoRIWAKt

1971.Karyotypicdifferencesofblackrats,
RattusrattLLS,COllectedinvariouslocalities

ofEastandSoutheastAsiaandOceania.

Chromosoma33:252-267.

832. ENDO,T.1971.Expressionofallelicperoxi-

daseisozymesin heterozygotesofOryza

perennL'S.Jap.J.Genet.46:1-5.

833. OHTA,T.1971.Associativeoverdominance

caused by lhked detrimentalmutation.

Genet.Res.18:277-286.

834･ MURAKAMI, A. 1971. Relative biological

effectivenessof14MeV neutronsforin-

ducingdominantlethalsinmaturesperm

orthesilkworm:A comparisonofthe

RtiE fordominantlethalsandspecifiC-

locusmutations.Jap.J.Genet.46:67-

74.

835. MATSUSHIMA,T.and T.汁.YosIDA 1971.

ChangeorstemlinekaryotypesinYoshida

sarcomabyappearanceofpeculiarmarker

chromosomes.Gann62:389-394.

836. KURODA,Y.1971.EffectsofX-irradiationon

tissueformativeactivityandsortlng-Out

activityofHeLacellsinrotationculture.

Rad.Res.48:565-577.

(837) OHTA,T.Studyorlinkagedisequilibriumwith

theislandmodel.

838. MUKAI,T.,S.I.CHIGUSA,L.E.METTLERand

J.F.CROW 1972. Mutation rate and

dominanceofgenesaqectingviabilityin

Drosophl'la malanogasler.Genetics 72.A

335-355.

839. MARUYAMA,T.1972.Distribution ofgene

frequenciesinageographicallystructured

finitepopulation.I.Distributionofneutr-

algenesandofgeneswithsmalleffect.

Ann.HumanGenet.35:411-123.

840. OHTA,T.1972.Fixation probability ofa

mutantinnuencedbyrandom fluctuation

ofselection intensity. Genet.Res.19:

130



33-38.

(841) MoRtWAKI,K"H.I.IMAIandT.H.YosIDA.

CytologlCalmechanismofrepeatedtetra-

ploidizationinMSPC-Imousemycloma

cells.

842.MARUYAMA,T.1972.Distributionofgene

frequenciesinageographicallystructured

population.II.Distributionofdeleterious

genesandorlethalgenes.Ann.Human

Genet.35:425｣132.

843.MURAKAMl,A.1971.Furtherstudiesonthe

radiation-inducedrecessiveviSiblemuta-

tionsinoocytesduringmeiosisinthesilk-

worm.Proc.Jap.Acad.47:63ト634.

844. 田島弥太郎 1971.マウスの突然変異誘発に対す

る中性子線の RBEについて.京大原子炉

実験所 KURRLTR-$7:22-29.

845.OHTA,T.1972.Evolutionaryrateorcistrons

andDNAdivergence.J.Molec.Evol.1:

150-157.

846.KURODA,Y･1973･Macromolecularrequlre-

mentsorembryonicDrosophilacellsin

culture.Proc.III.Int.Colt.Invertebrate

TissueCulture,187-193.

847.NoGUTI,T.andT.KADA1972.Semi-invitro

repairorradiation-induced damagein

transformingDNAofBacillussubtL'lL'S.J.

Mol.Biol.67:507-512.

848.WU,W.C.1972.Phase-inducedalterationof

colonytypein Xanthomo17aSCL'trL'.Ann.

Phytopathol.Soc.Jap.3S:146-155.

849.ENDO,T.,B.B.SHAHIandC.PAL1971.Gene-

ticconvergenceorthespeci丘cacidphos-

phatasezymogramsinOryzasaliva.Jap.

J.Genet.46:147-152.

850.MARUYAMA,T.1972.Distributionofgene

frequenciesinageographicallystructured

population.III.Distributionofdeleter-

iousgenesandgeneticcorrelationbetween

differentlocalities.Ann.HumanGenet.

36:991108.

851.FUN,T.1971.Effectoffractionationtreat-
mentwithgamma-raysonthemutation

frequencyinmaize.Jap.J.Genet.46:

243-251.

852.OHTA,T.andM.KIMURA 1972.Fixation

timeofoverdominantallelesin瓜uencedby

randomfluctuationofselectionintensity.

Genet.Res.20:1-7.

853.KATO,H.andT.H.YosIDA1971.Isolationor

aneusomicclonesfrom Chinesehamster

celllinefollowinginductionofnondisI

JunCtion.Cytogenetics10:392一拍3.

854.KuRODA,Y.1972.Analysisofsorting-out

mechanism oranimalcellsbyrotation一

mediatedcellculture."Asp∝tCell.Mol.

Physiol.''237-257,

855.MARUYAMA,T.andM.KIMURA1971.Some

methodsfortreatingcontinuousstochastic

proαssesin population genetics.Jap.

J.Genet.46:407--410.

856.MARUYAMA,T.1972.Theaveragenumberand

thevarianceofgenerationsatparticular

genefrequencyinthecourseoffixation

ofamutantgeneinafinitepopulation.

GeJlet.Res.19:1091113.

857.SHIRAISm,Y.andT.H.YosIDA1971.Dif-

ferentialstainingofhumanchromosomes

bytreatmentwithurea.Proc.Jap.Acad.

47:729-731.

858.KIMATA,M.andS,SAXAMOTO1972.Produc-

tionofhaploidalbinoplantsofAegL'lops

byantherculture.Jap.∫.Genet.47:61-

63.

(859) OHTA,T.andM.KIMURA.Themutational

loadin且uencedbyrandomnuctuationof

selectionintenslty.

860.SAKAMOTO,S.andK.FUKUI1972.Collection

andpreliminaryobservationorcultivated

cerealsandlegumesinEthiopia."Kyoto

Univ.AfricanStudies",7:1811225.

861.MARUYAMA,T.1972.Someinvariantproper-

tiesofageographicallystructuredfinite

population:distributionofhcterozygotes

underirreversiblemutation.Genet.Res

20:141-149.

862.MoRIWAKI,K.,K.TsUcHIYAandT.H.YostDA

1973.Breedingandgeneticsofblackrat,

131



Ratt〟sratf〟S.Exp.Animals22Suppl.:

211-220.

863.YAMAGUCHI,S.,T.ⅠINO,T.HoRIGUCHIandK.

OHTA1972.GeneticanalysisorJ伽 and

motcistronscloselylinkedtoHlinSalmo-

nellaabortusequianditsderivatives.J.

Gen.Microbiol.70:59-75.

864.YosIDA,T.Il.,K.MoRlWAKIandK.TsucHIYA

1973.Coll∝tion,breedingandgeneticsor

RattusspeciesinAsiaandOceania.Exp.

Animals22Suppl∴20ト210.

865.MURAKAMI,A.1973.Mutagenesisofacridine

orangeinmitoticcleavagenucleiorthe

silkworm,Bombyxmori.MutationRes.

20:67-70.

866.YAMAGUCHl,S.andT.IlNO1972.Possession

offlagellarhooksbysomeflagelIatemu-

tantsofSalmonellaaborfusequl-.J.Gen.

Microbiol.70:299-303.

867.KAWAHARA,T.1973.Comparativestudyof

quantitativetraitsbetweenwildanddomes-

ticJapanesequail(CoturnL'xcolunL'xjapont'-

ca).Exp.Animals22SuppI.:139-150.

868.TsUcHIYA,K.,K.MoRIWAKlandT.H.YosIDA

1973.Cytogeneticalsuryeyinwildpopu-

1ationofJapanesewoodmouse,Apodemus

speciosusanditsbreeding.Exp.Animals

22Suppl.:221-229.

869. KADA,T.,K.TUTIKAWAandY.SADAIE1972.

Invitroandhost-mediated"rec-assay''

proceduresforscreenlngChemicalmuta-

gens;andphloxine,amutagenicreddye

detected.MutationRes.16:165-174.

870. KATO,H.andT.H.YosIDA1972.Banding

patternsofChinesehamsterchromosomes

revealedbynewt∝hniques.Chromosoma

36:272-280.

871.OHTA,T.1972.Populationsizeandrateof

evolution.J.Molec.Evol.1:305-314.

872. SHlRAISHI,Y.,H.KuRAHASHlandT.H.YosIDA

1972.Chromosomalaberrationsincul-

turedhumanleucocytesinducedbycad-

miumsulfide.Proc.Jap.Acad.48:133-
137.

873.YosIDA,T.H.andT.SAGAI1972.Ban°ing

patternanalysisorpolymorphickaryotypes

intheblackratbyanewdifferentialstain-

1ng technique.Chromosoma 37:387-

394.

874.YosIDA,T.H.1973.Evolutionorkaryotypes

anddifferentiationin13Ratlusspecies.

Chromosoma40:285-297.

875.KATO,H.andT.H.YosIDA1972.Differential

responsesorseveralaneusomiccellclones

toultravioletirradiation.Exp.Cell.Res.

74:15-20.

876.SHIRAISHI,Y.andT.H.YosIDA1972.ChrO-

mosomalabnormalitiesinculturedleu-

cocytecellsfromItaiItaidiseasepatients.

Proc.Jap.Acad.4番:248-251.

877.SHIRAISH7,Y.andT.H.YosJDA1972.Band-

1ngpatternanalystsOrhumanchromos0-

mesbyuseoraureatreatmenttechnique.

Chromosoma37:75-83.

878.WU,W.C.1972.Phage-induced alteration

orcelldisposition,phageadsorptionand

sensitiyity,andvirulenceinXanthomonas

citri.Ann.Phytopathol.Soc.Jap.38:

333-341.

879.YosIDA,T.H.1972.Isagingoftumorcells

relatedtothealterationorstemlinekar-

yotypes? Proc.丁ap.Acad.48:268-273.

880.MATSUNAGA,已 and A.ToNOMURA 1972.

Parentalageandbirthweightintransloca-

tion Down's syndrome.Ann.Human

Genet.36:2091219.

881.FUJISHIMA,T.andH.T.FREDEEN1972.Gene-

ralformulaeforestimatingheritabilityln

apopulationwithrelatedparents.Can.∫.

Genet.Cytol.14:549-557.

(882) FUJISHIMA,T.andH.T.FREDEEN.General

formulaeforestimatlngexpectedresponses

toselectioninapopulationwithrelated

parents.

883. MATSUNAGA,E.1973.Elrectofchanging

parentalagepatternsonchromosomal

aberrationsandmutation.SocialBio1.

20:82-88,

132



884.林 重佐,酒井寛一 1972.スギの生長と個体間

競争.日林誌54:218-225.

885.KATO,H.andK.MoRIWAKI1972.Factors

involvedintheproduction orban°ed

structuresinmammalianchromosomes.

Chromosoma38:105-120.

886.YASUDA,N.andM.KIMURA1973.Astudyof

humanmigrationintheMishimadistrict.

Ann.HumanGenet.36:313-322.

887.KIMURA,M.andT.OHTA1973.Theageor

aneutralmutantpersistinglnafinite

population.Genetics75:199-212.

888.OHTA,T.1973.Effectoflinkageonbehavior

ofmutantgenesinfinitepopulations.

Theor.Pop.BjoL4:1451162.

889.YosIDA,T.H.1974.Chromosomealteration

inthecourseorserialtransplantationsor

experimentaltumorsandagingoftumor

stemlinecells.RecentResultsinCancer

Res.44:86-93.

890.NAKAGOME,Y.,K.IINUMAandK.TANIGUCHI

1973.PointsofexchangeinahumanNo.

5 ring chromosome. Cytogenet.Cell

Genet.12:35-39.

891,ITNUMA,K.andY.NAKAGOME1972.Y-chr0-

matininagedmales.丁ap.∫.Human

Genet.17:57-61.

892･YAMAZAKI,T･1972･Detectionofsinglegene

effectbyinbreeding.NatureN.B.240:

53-54.

893.YAMAZAKI,T.andT.MARUYAMA1972.Evi-

dencefortheneutralhypothesisofprotein

polymorphism.Science178:56-58.

894.SADAIE,Y.andT.KADA 1973.Radiation

inactivationandrecombinationrepalrin

Bacillussubtilisspores.MutationRes.

17:138-141.

(895) NoGUTI,T.andT.KADA.Acellularfactor

enhanclngtheprlmlngaCtiyityorγ-ray

irradiatedDNAforDNA･polymerase.

896.田島弥太郎1973.放射線の遺伝的影響-広島,

長崎 の場合.第 13回原爆後障害研究会講

演集,142-147.

897.KATO,H.,T.SAGAIandT.H.YosIDA1973.

Stabletelocentricchromosomesproduced

bycentricfissioninChinesehamstercells

invitro.Chromosoma40:183-192.

898.KAWAHARA,T.1974.Interstrainvariationin

gamma-rayinductionofhindlimbdefor-

mitiesirlChickembryos.Rad.Res.57:

332-341.

899.ENDO,T.1972.Application oftheNadi

reactiontorice-peroxidaseisozymestain.

Bot.Mag.85:147-151.

900. WATANABE,T.K.andC.OsHIMA1973.Fer･

tility genesin naturalpopulationsor

Drosophila melanogaster.II.Correla-

tionbetweenproductivityandyiability.

Jap.J.Genet.48:337-347.

901.WATANABE,T.K.andT.WATANABE1973.

Fertilitygenesinnaturalpopulationsof

Drosophilamelanogaster.ⅠⅠⅠ.Superio-

rityorinyersionheterozygotes.Evolution

27:468--475.

902.KIMURA,M.andT.OHTA1973.Mutationand

evolutionatthemolecularlevel.Genetics

73:19-35.

(903) MARUYAMA,T.andJ.F.CROW.Heterozy-

gouseffectsofX-rayinducedmutation

onviabilityorDrosophilamelanogaster.

Mut.Res.(inpress)

904. MURAKAMI,A.and M.MIKJ1972.Age-

dependentchangesofradiosensitivityin

embryoofBombyxmori.J.Radiat.Res.

13:183-192.

905･SHINODA,T.1973.Aminoacidsequenceofa

humankappatypeBence-Jonesportein.

I.Trypticpeptidesofprotein Ni.J.

Biochem.73:417-131.

906. SHINODA,T.1973.Amino acid sequence

ahumankappatypehence-Jonesprotein.

ⅠⅠ.Chymotrypticpeptidesandsequenceof

proteinNi.J.Biochem.73:433一叫6.

907.MATSUDA,E.1973.Geneticstudiesontotal

fingerridge-countamongJapanese.Jap.

J.HumanGenet.17:293-318.

908.NAKAGOME,Y.,K.ⅠINUMAandI.MATSUI

1973.ThreetransluationsinvolvingC-

133



orG-groupchromosomes.J.Med.Ge-

net.10:174-176.

909.KUM▲GAt,M.,Y.KIKUCt4I,H.OISHI,E.MA-

TSUDAandJ.KATO1973.Acasewith

shortarm deletionorchromosome18

(18PISyndrome).Jap.J.HumanGenct.

lS:24-36.

910.KIMURA,M.andT.OHTA1972.Onthesto-

Chasticmodelforestimationormutational

distancebetween homologousprotehs.
J.Molec.Evol.2:87-90.

911. MARUYAMA,T.1974.A simpleproofthat

certain quantitiesareindependentofthe

geographical structure of population.

Theor.Pop.Biol.5:148-154.

912. YosIDA,T.H.andT.SAGAI1973.Similarity

orGiemsaban°ingpatternsorchromo-

Somesinseveralspeciesofthegenus

Rattus.Chromosoma41:93-101.

913.NAKAGOME,Y.,K.IINUMAandI.MATSUI1973.

Trisomy10withmosaicism.Jap.∫.Hu-

manGenet.18:216-219.

914. 大島長造,井上晃一,石和貞男 1972.クロショ

ウジョウバェの産卵性に対する明暗環境の

影響.生物環境調節 10:187-191.

915. 大島長造,井上晃一,秋 鐘書 1972.タロショ

ウジョウパェの走行性の行動遺伝学的研究.

生物環境調節10:192-197.

(916) FuJISHIMA,T.Estimationofheritabilityfor

parent-offspringregressioninapopulation

withrelatedperents.

917.MURAKAMT,A,1972.Acridheorangemuta-

genesisinsilkworm.Jap.J.Genet.47:

331-334.

(918) KIMURA,M.andT.OHTA.Evidencethat

enzyrnepolymorphismsarenotstrongly
selected.

919.FURUICHI,Y.andK.I.MIURA1973.Identity
ofthe3'-terminalsequencesintengenome

segmentsorsilkworm cytoplasmicpoly-

hedrosisvirus.Virology55:418-425.

(920)YosIDA,T.H.,K.MoRIWAKT,H.KATO,K.

TsucHIYA,T.SAGAI,T.SADAIEandH.E.

FERNANDO.Thethirdtype ofblackrats,

RattLLSrattuS,With40chromosomesfound

inCeylonisland,andtheirkaryotypeand

serumtransferrin.Cytologla.

921.AMANO,E.1972.Genetic丘nestructureanaly-

sisormutantsinducedbyethylmethanesu1-

fonate.Gamma-FieldSymp.ll:43-59.

922.OHTA,T.andM.KIMURA1973.Amodelof

mutationapproprlatetOestimatethenum-

berofelectrophoreticallydetectableallele

inafinitepopulation.Genet.Res.22.･

201-204.

(923)TAZIMA,Y.Someaspectsoroverdominance

viewedfromexperimentsonradiosensitivi-

tyofthesilkworm.Tnd.J.Genet.Plant

Breed.

(924)TAzIMA,Y.Someproblemsonthemethodol0-

gyofchemicalmutagcnesisin thesilk-

worm.Ind.J.Genet.PlantBreed.

925.OHTA,T.andC.C.CocKERHAM1974.Detri-

mentalgeneswithpartialselfingandeffects

onaneutrallocus.Genet.Res.23.I191-

200.
926.MARUYAMA,T.andM.KJMURA1974.Anote

onthespeedofgenefrequencychanges

inreversedirectionsina丘nitepopulation.

Evolution28:161-163.

927.SHTNODA,T.1973.Aminoacidsequenceof

theBrst65residuesofIgAmyelomapro-

tein.Biochim.Biophys.Acta52:1246-

1251.

928.IlNUMA,K.,Y.NAKAGOMEandI.MATSU11973.

21trisomyandprenatallydiagnosedXXY

intwoconsecutivepregnancies.Human

Heredity23:4671469.

929.SHIBUYA,T.andY.KURODA1973.Studies

ongrowthanddifferentiationofcartilage

cellsfrom Creeperchickembryosincu1-

ture.Jap.J.Genet.48:197-205.

(930) MUKAI,T.,T.K.WATANADEand0.YAMAGUI

cHI.Thegeneticstructureofnatural

populationsofDrosophilamelanogaster.

XII.Linkagedisequilibrium inalarge

localpopulation.

931.MURAKAMT,A.1973.Mutagenesisofacridine

134



orangein mitoticcleavagenucleiofthe

silkworm,BombyxmorF'.MutationRes.

20:67-70.

932.KIMURA,M.andT.OHTA1973.Eukaryotes-

prokaryotesdivergenceestimatedby5s

ribosomalRNAsequences.NatureN.B.

243:199-200.
933.SHIRAISHI,Y.andT.〟.YosIDA1973.Similari-

tyofbandingpatternsinhuman chromo-

somesinducedbyureaandtrypsintreat-

mentandas)ightmodificationofhuman

bandingpatterndiagram.Jap.J.Genet.

48:ll-17.

934.YAMAZAKT,T.andP.E.THOMPSON1973.The

depcndenceofsegregation-distortionon

chromosomepalrlngin D.melanogaster.

Jap.∫.Genet.4S:217-229.

935.NAKAGOME,Y.1973.G-groupchromosomes

insatelliteass∝iations.Cytogenet.Cell

Genet.12:336-341.

936.KURODA,Y.1974.Eqectsofhexosamines

andtheiracetylderivativesonaggregation

ofrathepatomacellsinrotationculture.

CancerRes.34:403一拍9.

937.吉田俊秀 1972.実験動物としての野性等歯類の

開発.実験動物の開発,改良シンポジウム

講演集,7-16.

(938)CHOO,J.K.Selectionandgeneticanalyses
ofphototaxisinDrosophilamelanogaster.

939.KIMURA,M.1974.Genepoolofhigherorgan-

ismsasaproductorevolution.Cold

SpringHarborSymp.38:515-524.

940.YAMAZAKT,T.andT.MARUYAMA1973.Evi-

denceforselectiveneutrality.NatureN.B.

245:140.

941.KAwAHARA,T.1974.Bilateralasymmetryln
thetransverseprocessesofthecervical

vertcbraeinthechicken.Jap.J.Genet.
49:1-9.

942.SHAMARAo,H.K.andT.FuJII1973.Biolo-

giCaleqectofhigh LETradiationsafter

post-i汀adiationstorageorwithlowand

high LETcombinationtreatmentsinrice.

Jap.J.Breed.23:1211124.

943.SHINODA,T.andY.TsUzUKIDA1974.Identi-

fication of rapidly trinitrophenylating

aminogroupsofhuman Bcncc-Jonespro-

teins.J.Biochem.75:23144.

(944)YosTDA,T.H.Chromosomal altcrationand

development of experJmCntal tumors.

"Handb.allgem.Pathol."(inpress)

945.KURODA,Y.1974.Differentialinhibitionby

fucosesofaggregationofrathepatoma

cellsin rotation-mediated cellculture.

J.Nat.CancerInst,52:1611166.

946.IKENAGA,M.,S.KoNDOandT.FuJII1974.

Actionspectrumforenzymaticphotoreac-

tivationinmaize.Photochem.Photobiol.

19:109-113.

947.KuRODA,Y.1974.InhibitionbycyclicAMP

anddibutyrylcyclicAMPofaggregation

ofembryonicquailliyercellsinculture.

Exp.CellRes.84:303-310.

948.KATO,H.1973.Inductionofsisterchromatid

exchangesbyUVlightanditsinhibition

bycaLreine.Exp.CellRes.82:383-390.

949.KuRODA,Y.1973.Dilrcrentialinhibitionof

histoformativeaggregationofrathepatoma

cellsinculturebyconcanavalin-A.Gann

64:555-561.
950.KURODA,Y.1974.Inhibitoryeffcctsofdextran

sulfatesonaggregationofembryonicquail

livercellsinculture.Exp.CellRes.84:

351-356.

951.PAI,C.,T.ENDOandH.I.OKA1973.Genie
analysisforperoxidaseisozymesandtheir

organspecificityinOryzaperennisand

O.∫〃Jル仇 Can.∫.Genet.Cyto1.15:845-
853.

(952) KIMURA,M.･Mathematicalcontributionsto

populationgenetics.XIIIICGSymp.

953.黒田行昭 1973.癌細胞の細胞間接着に対するア

ミノ糖類の作用.細胞生物学 シンポジウム

24:29-38.

954.MURAKAMI,A.1974.Themutagenicactivity

ofquinacrinehydrochlorideinthesilk-
worm.MutationRes.22:295-298.

955.KURODA,Y.1974.Spermatogenesisinpupal

135



testisorDrosophilamelanogasterwithout

∝dysomesin tissueculture.∫.Insect

Physiol.20:637-640.

956.KATO,H.1974.Differentialchromosomal

sensitivitiesofaneusomiccellclonesto

UVlight.Exp.CellRes.84:55-62･

957.OKA,H.I.1674.Analysis of genescon-

trollingFISterilityinricebytheuseor

isogeniclines.Genetics77:521-534･

(958) OKA,H.I.Experimentalstudiesontheorigin

orcultivatedrice.XIIIICGSymp.

959.SHIMOTOHNO,K.andK.MIURA1973.Trans-

criptionondouble-strandedRNAincyto･

plasmicpolybedrosisvirusinvitro.VirO-

logy53:283-286.

960. MARUYAMA,T,1974.Theageoranallelein

afinitepopulation.Genet.Res.23:1371

144.

(961) MURAKAMI,A.Mutagenesisofethylmethane･

sulphonateinoogenesisofthesilkworm,

Bombyxmon'.L.Jap.J.Genet.

962.YAMAZAKI,T.andT.MARUYAMA1974.Evi-

dencethatenzymepolymorphismsare

sisforacidphosphataseisozymesinOryza

perennisand0.saliva.

968.OHTA,T,andM.KIMURA1974.Simulation

studiesonelectrophoreticallydetectable

geneticvariabilitylnafinitepopulation.

Genctics76:615-624.

969.YAMAZAKl,T.1974.Organizationoflinked

genesunderfrequency-dependentselection

orminorityadvantage.丁ap.∫.Genet.

49:33-36.

(970)松永 英.父子鑑定の理論と実際.

971.SAKAT,K.I.,S.HAYASHlandS.IYAMA1974.

Geneticstudiesinnaturalpopulationsor

Pinus.I.Genetic yariability in local

populations from several prefectures.

Mem.Facul.Agr.KagoshimaUniv.10:

37-49.

972.TAZIMA,Y.1974.Naturallyo∝urrlngmuta一

gens of biologicalorigin (areview).

MutationRes.26:225-234.

973.SUzUKI,H.andT.ITNO1973.Invitrosynthe-

sisofphase-specificnagellinofSalmonella.

J.Mol.Biol.$1:57-70.

selectivelyneutral,butbloodgrouppoly- (974) MARUYAMA,T.andM.KIMURA.Onthepast

morphismsarenot.Science183:1091-

1092.

(963) KADA,T.,T.NoGUTIandY.SADAIE.DNA-

repalrin Bacl'llussubtilis.･comparative

studieswithgamma-raysandultraviolet

ligbt.

964.MATSUNAOA,E.1974.conceptandroleor

eugenics;Implicationsforfamilyplannlng

inAsia.SocialAction24:33-48.

965.OHTA,T.1974.Slightlydeleteriousmutant

substitutionsinevolution.Nature246:

96-98.

966.YosIDA,T.H.,H.KATO,K.TsUcHIYA,T.SAGAI

andK.MoRIWAKI1974.Cytogenetical

surveyofblackrats,Ratfusl･attus,inSouth-

westandCentralAsia,withspecialregard

totheevolutionalrelationshipbetween

threegeographicaltypes.Chromosoma

45:99-109.

(967) PAT,C"TIENDOandH.I.OKA.Genieanaly-

136

ofsamplepathsindiffusionprocessesof

populationgenetics.

975.SHIMOTOHNO,K.andK.1.MIURA1973.Sin-

gle-strandedRNAsynthesisinvitrobythe

RNApolymeraseassociatedwithcytoplas･

micpolyhedrosisyiruscontainingdouble-

strandedRNA.J.Biochem.74:117-125.

976.KADA,T.1973.EscheriChiacolimutagenecity

orfurylruramide.Jap,∫.Genet.48:301-

305.

977.YAMAZAXI,T.andT.MARUYAMA1974.tA
replyto】"Analysisorneutralityinprotein

polymorphism,byW.∫.EwensandM.W.

Feldman".Science183:448.

978.SHAMARAO,H.K.andT.KADA1974.Differ-

entialsensitivitiesofinduceddwarfrice

mutantstogibberelin,fastneutronand

gammaradiations.Rad.Bot.14:153-157.

979.SHAMARAO,H.K.,T.FUJIIandT.KADA1974.

Copperrequirementforcallusinduction



inrice.PlantSci.Letters2:177-183,

(980) MARUYAMA,T.andT.YAMAZAKI.Analysis

ofheterozygosityinregardtotheneutral

theoryofproteinpolymorphism.∫.Mol∝ .

Evol.(inpress)

981.MoRIWAKI,K"T.SADAlEandS.HIRASAWA

1974.Improvedmethodforseparation

andidentificationofserum transferrins:

thinlayeracrylamide一gelelectrophoresis

with acrinolpretreatment.Experientia

30:119-120.

(982)JoNES,J.S.andT.YAMAZAKl.Linkagedis･

equilibrium andfitnessinexperimental

populationinDrosophila.

983.KATO,H.1974.Inductionofsisterchromatid

exchangesbychemicalmutagensandits

relevancetoDNArepalr.Exp.CellRes.

85:239-247.

984.ENDO,T.1973.Isozymelociandastrategyof

differentiationinplants;areview.Seiken

Ziho24:89-104.

985.KURODA,Y.1974.StudiesonDrosophi/aem-

bryoniccellsinvitro.I.Characteristics

orcelltypesin culture.Development,

Growth&Differentiation16:55-66.

986.YosIDA,T.H.,K.MoRIWAKIandT.SAGA1

1974.0ccaniantypeblackrat(RattusraE-

J〟∫)withasubtelocentricM2Chromosome

andC-typetransferrinobtainedfromNorth

America.Experientia30:742-744.

987.YosIDA,T.H.,K.MoRIWAKIandT.SAGAI

1974.Afemaleblackrat(Rattusrattus)

with a slngleX-chromosome.Jap.∫.

Genet.49:49-52.

(988)ENOMOTO,M.andB.A.D.STOCKER.Trans-

ductionbyphagePlkcinSalmonella

typhimurium.Virology.

(989)KATO,H.,K.TsUcHIYAandT.H.YosIDA.

Constitutiveheterochromatin ofIndian

muntjacchromosomesrevealedbyDNase

treatmentand aC-banding technique.

Canad.J.Gcnet.Cytol.(impress)

990.MARUYAMA,T.1973.Sometheoreticalaspects

ofisozymepolymorphismviewedfromthe

standpointofpopulationgenetics.Seiken

Ziht)22:75-88.

991･KURODA,Y･1974･Ovariancellsfrompharate

adultsofDrosophL'lain tissueculture.

Zool.Mag.83:203-206.

992･ MoRIWAKT,D･andY･N･ToBARJ1973･Spon-

taneousmalecrosslng10VerOffrequent

occurrenceinDrosophilaananassaefrom

SoutheastAsian populations.Jap.J.

Genet.48:1671173.(inpress)

(993) KURODA,Y.Effectsofcycloheximide on

enhancementbydissociationmedium of

aggregationofembryonicquaillivercells.

Exp.CellRes.

994.MARUYAMA,T.andM.KIMURA1974 Ge0-

graphicaluniformityorsel∝tivelyneutral

po)ym orphisms.Nature249:30-32.

(995) OHTA,T.andM.KIMtJRA.Theoreticalanaly-

sisorelectrophoreticallydetectablepoly-

morphisms;modelsofveryslightlydeJe-

teriousmutations.

(996) KIMURA,M.Somemodelsofallelicmutation

inmolecularpopulationgenetics.

(997) KIMURA,M.andT.OHTA.Probabilityof

genefixationinanexpanding丘nitepopu-

1atiom Proc.Nat.Ac礼d.S°i.U.S.A.(in

press)

(998)OHTA,T.Mutationalpressureasthemain

causeormolecularevolutionandpolymor-

phism.Nature.(inpress)

999.SHIMOTOHNO,K.andK.MrURA.1974.The

5′-terminalstructureormessengerRNA

transcribedbytheRNA polymeraseof

cytoplasmicpolyhedrosisviruscontaining
double-strandedRNA.J.Mol.Biol.86:

21-30.

1000.KIMURA,M.andT.OHTA.1974.0nsome

prlnCiplesgovernlngmolecularevolution.

Proc.Nat.Acad.S°i.U.S.A.71:2848-2852.

1001.MIURA,K.,K.WATANABEandM.SUGIURA.

1974.The5'-terminalnucleotidesequence

ofthedouble-StrandedRNAofsilkworm

cytoplasmicpolybedrosisvirus.∫.Mol.

Biol.$6:31-18.

137



1(氾2.FURUICHI,Y.1974."Methylation<oupled"

transcriptionbyyirion-associatedtrans-

criptaseofcytoplasmicpolyhedrosisvirus

containingdouble-strandedRNA.Nucleic

AcidsRes.1:809-822.

1003.KATO,H.1974.PhotoreactivationofUV-

inducedsisterchromatidexchanges.

Nature249:552-553.

(1004)KURODA,Y.Mutagenesisinculturedhuman

diploidcells.I.Effectsofsomemuta-

gensandasel∝tiveagentoncolony-

formingactivityofcells.Jap.J.Genet.

(1005)KURODA,Y.Mutagenesisinculturedhuman

diploidcells.II.Chemicalinductionof

8-azaguanineresistantmutation.丁ap.∫.

Genet.

(1006) MoRIWAKI,D.andM.TsUJITA.Synaptone一

malcomplexandmalecrossing-overin

DrosophL'[aananassae.Cytologia.

1(氾7.桜井 進,辻田光雄 1973.熟蚕期の家蚕幼虫皮

膚および体液におけるペプチダーゼ活性の

変動とプテ リジン頼粒.日蚕誌42:349-

356.

(1008) SHINODA,T.,E.MATSUNAGAandiKosHI-

NAGA.Polymorphismatas∝ondstruc-

turallocusfortetraz01iumoxidaseinJapa-

nese.

1(氾9.CI700,J.K.andC.OsHIMA1974.Phototactic
selectionanditseffectsonsomequanti-

tativecharactersofDrosophilavirilis.En-

vironm.ControlinBiol.12:41-51.

(1010) IINUMA,K.,A.TANAEandG.TANA7CA.An

XYYbabywithPradersyndrome.

(1011) YAMAZAKI,T.andT.MARUYAMA.Isozyme

polymorphism maintenancemechanisms

viewedfromthestandpointofpopulation

genetics.Proc.3rdInternationallsozyme

Conference.(inpress)

(1012)IhGCHI,S.A possiblecorrelationbetween

agingandirradiationdamageinrice.

(1013) CHOO,J.K.Geneticstudiesonthephototactic
behaviorinDrosophilamelanogaster.I.

Selectionandgeneticanalysis.Jap.∫.

Genet.

(1014) CHOO,J.K.Ibid.II.Anevidenceforgenetic
homeostasis.Jap.J.Genet.

(1015) CHOO,J.K.Ibid.III.Correlatedresponse;
lethalfrequency and eclosion rhythm.

Jap.∫.Genet.

(1016)TAZIMA,Y.Stabilityandinstabilityorthe

geneticsystem asobseⅣedinthesilk-

worm."ProblemsinDevelopm.Biol."

Acad.S°i.,USSR.

(1017) CHOO,J.K.Geneticstudiesonthewalking
behayiorinDrosophilamelanogaster.Ⅰ.

Selection and hybridization analysts.

Canad.J.Genet.Cytol.

1018.KADA,T.,M.MoRIYAandY.SHIRASU1974.

Detectionofframeshiftmutagensby"rec-

assay''proceduresinpesticides.Mutation

Res.26:243-248.

1019.KArEO,H.1974.Spontaneoussisterchromatid

exchngesdetectedbyaBUdR-)abelling

method.Nature251:70-72.

(1020) NAKAGOME,Y.andH.KoBAYASHI.Trisomyof

theshortarmorchromosome10.

138



研 究 業 績 索 引 (萱拝した研究業績のみ)

著 者

ABE,Y.阿部幸頴

170,200,211,212

A丘,A.S.

AI,T.阿井敬雄

AMANO,E. 天野悦夫

AMANO,K. 天野孝八

BAGCHI,S.

BARRAI,I.

BoHREN,B.B.

CAVALu-SFORZA,L.L

CHANG,W.T.張 文財

476,545

CHIGUSA,S. 千種貞男

CHINO,M.千野光茂

CHOO,J.K.秋 鐘書
1014,1015,1017

CHU,Y.E. * ##

746,802

CocKERHAM,C.C.

CRITTENDEN,LB.

CROW,∫.F.

業 績 番 号

99,109,121,131,160,

35

223

645,921

557

1012

606

217

606

284,315,333,334,413,

-IsHIWA,S.

1

915,938, 1009,1013,

649,734,735,736,737,

925

217

404,464,473,487,488,

534,658,780,793,838,903

DoIDA,Y.土井田幸郎 321,322,354,379,405,

406

EMURA,S. 江村重雄 134

ENDO,T.遠藤 徹 52,129,251,261,268,

419,626,683,832,849,899,951,967,984

ENOMOTO,M. 榎本雅敏 477,559,571,607,608,

著 者 業 績 番 号

FUJISHIMA,T.藤島 通 881,882,916

FUKAYA,T. 深谷孝子 533

FUKUDA,I. 福田一郎 372

FUKUI,K. 860

FuRUICHI,Y.古市泰宏 819,919,1002

FURUSATO,K. 古里和夫 241,242,243,270,296,

306

GoTO,I. 後藤岩三郎 437

GoTOH,K.後藤寛治 44,45,64,65,73,88,89,

104,142,143,144,163,164,211

HAMADA,T.浜田忠雄 297

HANDA,Y.半田順俊 578

HARADA,Y.原田雄四郎 223

HASHIMOTO,T.橋本智明 271

llATAKEYAMA,S. 畠山末吉 462

HAYAsHI,K. # #=

HAYASHI,S. 林 重佐

HINATA,K. 日向康吉

HIRAIZUMI,Y.平泉雄一郎

HIRASAWA,S. 平沢さよ子

HIRUMI,H. 蛭海啓行

HoNDA,T.本田武夫

71,99,109,121,131,160

690,884,971

386,393,433,434,435

209,372,418,506,518

981

190,300,303,312

441

HoRI,M.掘 雅明 612

HoRIGUCHI,T. 863

HosINO,Y.星野安沓 1,ll

HU,C.H. 胡 兆華 152,155

IcHIKAWA,M.市川 衛 6

IcHIKAWA,S. 市川 舜 310

611,646,700,722,776,778,784,988 IDE,A. 井手明雄 382

fANG,C.C,花 束堅 169

FERNANDO,H.E. 920

fREDEEN,H,T. 881,882

FUJII,T.藤井大胡 42,53,93,100,118,126,

166,194,222,232,236,256,267,269,281,283,

289,290,309,332,339,371,392,398,400,458,

463,472,481,504,513,531,568,570,596,600,

604,643,677,689,698,706,851,942,946,979

FUJIOKA,K.藤岡偉二郎 170,200,212,224,228

139

ⅠINO,T.飯野徹雄 385,387,388,389,477,

571,574,609,611,650,651,693,707,740,863,

866,973

IINUMA,K.飯沼和三 890,891,908,913,928,

1010

IKENAGA,M. 池永満生 595,600,610,946

IMADA,R.今田力夫 288

IMAI,汁.T. 今井弘民 581,667,673,674,675,

684,713,714,715,749,775,791,841



著 者 業 績 番 号

INOKUMA,W. 46

INOUE,K. 井上晃一 914,915

INOUE,S. 277

INUI,N. 乾 直道 450,486

IsHIBASrrI,K. 242

IsHIHARA,T. 石原隆昭 80,161,165,167,191,

206,214,216,219,220,297,298

IsHIWA,H.石和浩美 288,483,778

IsHIWA,S.石和貞男 452,514,540,553,838,
914

ITO,Y.伊藤喜英 573

IwANAMI,Y.岩波祥造 470

IyAMA,S.井山審也 209,314,547,971

JoNES,∫.S. 982

KADA,T. 賀田恒夫 718,758,759,765,766,
783,815,847,869,894,895,963,976,978,979,
1018

KADOTA,H.門田 弘 288

KAJI,S.加地早苗 6,14

KAM10KA,T. 486

KAo,CH. 132

KARUBE,N.軽部伯子 341

KASAHARA,A.笠原 供 288

KATAYAMA,T.C.片山忠夫 358,374,491,492,493,
633

KATO,汁.加藤旋夫 804,826,853,870,875,

885,897,920,948,956,966,983,989,1003,1019

RATO,∫. 加藤寿- 909

KATSUYA,K. 勝屋敬三 369,370,424

KAWAGUCHI,E.川口栄作 41

KAWAHARA,T. 河原孝忠 193,199,210,233,310,

311,324,572,573,623,867,898,941

KAWANISHI,M . 河西正興 730

KAWANO,S. 277

KAYANO,H.茅野 博 390

KIHARA,H.木原 均 178,186,187,227,235,

253,274,304,344,348,358,374,410,436,447,

469,501,502,503,536,544,561,562,588,599,

612,634,636,676,709

KIKUCHI,Y. 菊池廉基 741,744,779,909

KIMATA,M . 木俣美樹男 858

XlMURA,M . 木村資生 8,38,57,84,85,113,114,
127,146,147,148,203,240,257,276,299,327,

著 者 業 績 番 号

340,351,352,390,391,404,428,453,464,473,

480,487,488,534,535,575,589,605,606,615,

616,639,648,652,658,682,691,692,694,697,

711,720,731,742,745,750,755,757,780,782,

789,799,800,801,805,806,807,809,813,818,

820,852,855,859,886,887,902,910,918,922,

926,932,939,952,968,974,994,995,996,997,

1000
KISHIMOTO,K. 岸本鎌- 62,63

KITAGAWA,0.北川 修 356,367,409

Ko13AYASHI,H.小林英郎 1020

KoBAYASHI,I.小林いづみ 511,625

Ko13AYASHI,S.小林 進 550

KoDA,N.古田儀之 271

KoJIMA,K. 小島邦弘 668,705

KoMAT,T. 駒井 卓 1,2,3,4,7,9,10,ll,22,

23,31,32,35,46,61,62,63,90,94,95,96,97,

98,115,134,145,149,165,171,172,204,205

KoNDO,S.近藤宗平 197,213,225,226,234,

283,336,345,366,377,439,445,446,471,482,

483,526,541,555,946

KoosHI,M . 甲子万里子 238

KosHIBA,Y.小柴幸夫 264

KosHINAGA,J.越永重四郎 1008

KUMAGAI,M . 熊谷 勝 909

KUNII,H. 国井彦十 145

KURAHASHI,H.倉橋 弘 872

KURITA,T. 栗田威彦 441,497,622,741,744

KURITA,Y.栗田義則 383,449,520,577,579,

584,728

KURODA,Y.黒田行昭 836,846,854,929,936,

945,947,949,950,953,955,985,991,993,1004,

1005

KUROKT,T. 黒木登志夫 756

LAMONTAIN,E.∫. 509

LAW,LLOYDW. 653,656

LILIENFELD,F.A. 18,186,187,292,305,

440,566,719

LIN,K.M . 林 克明 174,259

LYMAN,∫.T. 600

MABUCHI,T. 馬淵智生 398,400,446,507,529,

530,595,603,619,635,678

140



著 者 業 績 番 号

MARUYAMA,T. 丸山毅夫 473,616,682,702,721,

724,725,738,739,743,748,769,770,785,786,

788,794,795,803,805,808,810,811,814,816,

821,822,827,828,829,839,842,850,855,856,

861,893,903,911,926,940,960,962,974,977,

980,990,994,1011

MASUJI,H.増地 広

MATANO,Y.俣野舌計

MATSUDA,E.松田 理

909

MATSUI,C.松井千秋

MATSUI,Ⅰ. 松井一郎

MATSUMOTO,K.松本貿三

MATSUMURA,S.松村清二

756

368,486,613

432,475,741,798,907,

69,83,107,180

908,913,928

178

25,27,29,30,34,39,43,

50,51,53,66,74,93,118,120,126,135,177,

178,194,221,232,236,252,256,264,265,266,

269,282,283,289,290,302,320,323,342,343,

349,350,398,399,443,446,459,463,470,504,

507,513,528,529,530,543,591,603,604,619,

635,643,677,678

MATSUNAGA,E.松永 英 397,411,412,432,438,

448,475,519,578,587,617,618,622,664,744,

762,787,798,880,883,964,970,1008

MATSUSHIMA,T.松島敏春 835

MATSUURA,T.松浦 尭

MATSUYAMA,M .

METTLER,LE.

MIKI,M . 三木六男

MITANI,M . 三谷充子

MITSUMOTO,T.光本孝次

MIURA,∫.三浦二郎

MIURA,K.Ⅰ. 三浦謹一郎

767

728

838

904

574,609,650,651

376

210,233

819,919,959,975,999,

100l

MIYAZAXI,Y.宮崎安貞 717,767,773

MocHTZUKI,A. 望月 明 43,50,177

MoRISHIMA,汁.森島啓子 286,333,386,393,433,

598,679,680,733,736,737,747,777,781

MoRIWAKI,D.森脇大五郎 992,1006

MoRIWAKI,K. 森脇和郎 368,384,484,517,520,

577,579,584,667,684,712,713,714,715,749,

775,791,804,817,826,831,841,862,864,868,

885,920,966,981,986,987

141

著 者 業 績 番 号

MoRIYA,M . 1018

MUKAI,T. 向井輝美 355,359,451,452,499,

500,514,540,542,549,553,576,580,685,686,,

788,825,838,930

MUKAIDE,H.向出弘正 631,632

MURAL,K.村井京子 432

MURAKAMI,A.村上昭雄 526,555,569,752,763,

764,797,812,834,843,865,904,917,931,954,
961

MuRAMATSU,M .村松幹夫 136,265,494,495,592,
593

MuRAMATSU,S.村松 晋 425

NAKAGOME,Y.中込弥男 890,891,908,913,928,

935,1020

NAKAHARA,K 521

NAKAI,S. 中井 斌 408

NAKAMURA,A.中村 明 533

NAKAMURA,K, 中村浩三 421

NAKAMURA,M . 中村昌之 572

NAXAO,S.中尾佐助 348

NAMIKI,M . 並木満夫 758

NARISE,T.成瀬 隆 209,314,372,442

NAWA,S.名和三郎 75,230,231,275,381,

647,771

NEZU,M.根津光也 264,302,323,358

NISHIYAMA,I. 西山市三 178

NISHIZUKA,Y.西塚春草 728

NoGUCHI,T.野口辰男 109

NoGUTI,T.野口武彦 758,783,815,847,895,
963

0DASHIRO,T.小田代 亨 298,301,338,341,353

0GAKI,M . 大垣昌弘 14,20

0GASAWARAS.小笠原定克 272,280

0GAWA,Y.小川恕人 170,199,200,210,212,

214,216,223,224,228,233,238,244,247,249,

254,255,260,262,263,270,272,278,280,293,

294,295,296,317,318,329,335,338,341,346,

347,362,363,382,396,401,402,414,421,427,

461,466,467,478,510,511,523,524,623,624,

625,659,660,661,662

0GUMA,K.小熊 揮 19

0HARA,H. 大原 弘 657



著 者 業 績 番 号

OHARA,K 大原恭子 653

0HTA,K. 863

0HTA,T.太田朋子 349,350,459,669,691,

692,711,731,745,750,755,757,782,789,799,

801,806,809,813,818,820,824,833,837,840,

845,852,859,871,887,888,902,910,918,922,

925,932,965,968,995,997,998,1000

0HTA,Y.太田泰雄 241,242,243

0ISHI,H.大石英恒 622,741,744,779,798,

909

01SHI,K.大石陸生 550,621

0KA,H.Ⅰ.岡 彦- 87,105,119,130,132,

168,169,173,174,182,183,184,185,198,250,

259,284,286,291,315,333,334,379,386,393,

413,433,434,435,444,476,545,546,597,598,

649,679,680,681,734,735,736,737,746,747,

777,781,802,951,957,958,967

0KAZAWA,Y. 425

0MOTO,K.尾本意市 798

0NIMARU,K.鬼丸喜美治 708

OHO,Y.小野幸夫 332,369,392

0NOUE,M.尾上正明 271

0NUMA,A.大沼昭夫 640

0sHIMA,C. 大島長造 137,316,356,407,409,

429,460,505,614,644,701,727,730,774,900,

914,915,1009

0zAKI,Y.尾崎安之助

PAI,C.白 銀

PARK,Y.C.朴 竜求

PoTTER,M.

RoosA,R.A.

RU,Y.C.慮 実権

SADAIE,T. 定家多美子

SADAIE,Y.定家義人

SADO,T. 佐渡敏彦

SAGAI,T. 瑳峨井 知子

966,986,987

SAKAGUCHI,B.坂口文吾

550,771

46,62,63,145

849,951,967

790

675

657

198

920,981

783,815,869,894,963

377,378,620,621

804,873,897,912,920,

81,108,231,248,275,

SAKAl,K.Ⅰ.酒井寛一 24,28,40,56,59,68,72,

73,91,92,103,116,138,139,157,158,159,181,

207,208,209,314,319,437,462,479,508,512,

142

著 者 業 績 番 号

547,558,631,632,690,717,732,767,773,790,

884,971

SAKAMOTO,H.坂本 均 353

SAKAMOTO,S. 阪本寧男 120,136,177,265,394,

494,495,537,552,592,593,594,665,666,830,

858,860

SAKURAl,N.桜井紀子 399

SAKURAI,S. 桜井 進 465,474,498,515,516,

538,539,560,564,565,627,628,629,668,670,

671,703,704,705,753,754,760,772,823,1007

SANO,K. 佐野菊枝 576

SATO,班.佐藤春郎 581,756

SHAHI,B.B. 746,747,849

SHAMARAO,H.K. 942,978,979

SHIBUYA,T. 渋谷 徹 929

SHIMAMOTO,Y.島本義也 512,558

SHIMOTOHNO,K.下遠野邦忠 959,975,999

SHIMOTSUMA,M. 下問 実 295,329,676

SHIMOYAMA,K.JfLu#^ 151

SHINODA,T. 篠田友孝 522,525,532,578,641,

655,664,716,761,762,787,792,796,798,905,

906,927,943,1008

SHINOIiARA,H.篠原兵庫 816

SHtRAISHI,Y. 白石行正 857,872,876,877,933

SHIRASU,Y. 白須春彦 1018

SHISA,H.志佐 満 728

STOCKER,tl.A.D. 988

SUGAHARA,T. 菅原 努

SuGIURA,Y.杉浦嘉彦

SuGIURA,M. 杉浦昌弘

SUzUKI,A.鈴木昭男

SUzUKI,H.鈴木秀穂

SUzUKI,Y.鈴木保男

TABATA,T. 田端敏秀

TAIRA,T. 平 俊文

196,239,271,425

196,239

1001

479

973

56,59,72,91

273,300,312

75,137,230,231,308,

313,328,361,364

TAKAHASHl,T.高橋貞一郎 300,521

TAKENAKA,Y.竹中 要 5,12,21,47,48,49,123,

124,125,140,150,153,154,338,341,415,416,

417,420,422,426,468,556,563,567

TANAE,A. 田苗綾子 1010

TANAKA,G. 田中吾朗 1010



著

TANAKA,K.

TANAKA,K.

TANAKA,M.

TANAKA,M.

TANAKA,T.

TANAKA,Y.

TANAXA,Y.

TANEDA,S.

老 業 績 番 号

田中-栄 337

田中克己 86,133

田中正雄 153,236

田中正武 227

田中富蔵 196,239

田中義麿 13,15,16,33,101,179

田中由美子 744

種田信司 449

TANIGUCHI,K.谷口和利 890

TATEOXA,T. 館岡亜緒 70,110,120,128,141,

215,245,246,277,430,431

TAZIMA,Y. 田島弥太郎 195,377,380,439,527,

551,555,640,688,699,708,751,752,844,896,

923,924,972,1016

THOMPSON,P.E. 934

ToIiARl,Y.N.戸張よし子 992

ToMITA,K.富田浩二 632,690

ToNOMURA,A.外村 晶 438,441,475,497,622,

744,880

ToYoFUKU,Y. 豊福泰子 438

TsAI,K.-H. 奈 国海 597

TsUcHIYA,K.土屋公幸 712,715,804,817,826,

831,862,864,868,920,966,989

TsUDA,F.津田福視 189

TsUDA,S.津田誠三 67,83,106,111,117,122,

176,192

TsUJI,S.辻 繁勝 331,548,554

TsUJITA,M. 辻田光雄 17,26,67,76,81,82,83,

102,106,107,108,175,180,192,248,275,357,

365,455,465,474,498,515,516,538,539,560,

564,565,627,628,629,668,670,671,703,705,

753,754,760,771,772,823,1006,1007

TsUNEWAKI,K.常脇恒一郎 307,325,344,374,403,

410,423,436,447,457,469,485,489,490,496,

536,583,588,599,602,634

TsUNO,K. 津野憲道 768

TsURUTA,R.鶴田玲子 728

TsUzUKIDA,Y. 続田康治 943

TUTIKAWA,K.土川 清 196,239,869
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ⅠⅤ 法

1･ 法 令

文部省設置法 (抄)

(昭和24年5月31日法律第 146号)

第2節 国立の学校その他の機関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条から第 27条までに規定するもの

のほか,文部大臣の所轄の下に,国立学校及び次の

機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育総合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

日本学士院

(評議員会)

第 15粂 前条の機関のうち,国立教育研究所'国立

科学博物館,国立社会教育研修所,統計数理研究所

及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の

見積,人事その他の運営管理に関する重要事項につ

いて,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により,

文部大臣が任命する.

4 評議員会は,20人以内の評議員で組織する.

5 評議員は,学識経験のある者のうちから,文部大

臣が任命する.

6 評議員の推薦,任期その他評議員会の組織及び運

営の細目については,政令で定める.

(国立遺伝学研究所)

第 23粂 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の

総合研究及びその応用の基礎的研究をつかさどり,

あわせて遺伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる

機関とする.

2 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める.

規 等

文部省投覆法施行規則

(昭和28年 1月13日文部省令第2号)

改正一昭和49年 4月11日文部省令第 10号

第三章 本省の所轄機関

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 11部及び植物保

存研究室を置く.

- 庶 務 部

二 形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人類遺伝部

九 微生物遺伝部

十 集団遺伝部

±:分子遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64粂 庶務部に次の2課を置く.

- 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課においてほ,次の事務をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務を処理すること.

二 公文書頬を接受し,発送し,編集し,及び保存

すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整

すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しな

い事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をつかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

二 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を
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処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理す

ること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を

処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理

すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝都)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種

の遺伝形質の分析及びその遺伝様式に関する研究を

行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においては,前項の研究について,それぞれ動

物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞遺伝部)

第 66粂 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び

細胞質と遺伝との関係に関する研究を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においてほ,前項の研究について,それぞれ動

物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においてほ,生物における遺伝

形質の表現に関する生理学的研究を行う.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においては,前項の研究について,それぞれ動

物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関

する生化学的研究を行う.

2 生化学遺伝都に第1研究室,第2研究室及び第3

研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究

及び微生物に関する研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部においては,動物及び植物の改

良に関する遺伝学的研究を行う.

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研

究室を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び

育種技術の理論に関する研究を行う.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理

的及び化学的刺激による突然変異に関する研究を行

う.

2 変異遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研

究室を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び

放射性同位元素による突然変異に関する研究を行

う.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においてほ,人類遺伝に関する

研究を行なう.

2 人塀遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においては,前項の研究について,それぞれ形

質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行

なう.

(微生物遺伝部)

第 72条 微生物遺伝部においてほ,微生物の遺伝に

関する研究を行なう.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においてほ,前項の研究について,それぞれ遺

伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に

関する研究を行なう.

(集団遺伝部)

第 73粂 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に

関する研究を行う.

2 集団遺伝部に第1研究室及び第2究研室を匿き,

各室においては,前項の研究について,それぞれ進

化遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行

なう.

(分子遺伝部)

第 73条の二 分子遺伝部においてほ,生物の遺伝に

関する分子生物学的研究を行なう.

2 分子遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,

各室においてほ,前項の研究について,それぞれ核

酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の

相互作用に関する研究を行なう.

(植物保存研究室)

第 73条の三 植物保存研究室においては,遺伝学研

究に必要な実験植物の重要系統の維持保存及びその

遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,坐

化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝部,人類遺伝部,

微生物遺伝部,集団遺伝部,分子遺伝部及び植物保
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存研究室においては,前 11条に定めるもののほか,

各部又は室の所掌事務に関し,次の事務をつかさど

る.

一 国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に

関する政府の施策について,科学的基礎資料を提

供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等

の求めに応C,協力し,及び指導すること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催そ

の他研究の促進に関すること.

文部省所轄検閲評議員会令

(昭和40年6月20日 政令第216号)

改正-昭和43年6月 15日 政令第170号

(組 織)

第 1粂 文部省設匿法第15条第1項の機関 (以下 ｢機

関｣という).に置かれる評議員会は,評議員16人

以内で組織する.

第2条 評議員の任期は,2年とし,その欠員が生じ

た場合の補欠評議員の任期は,前任者の残任期間と

する.

2 評議員は,非常勤とする.

第3条 評議員会に会長及び副会長 1人を置き,それ

ぞれ評議員が互選する.

2 会長は,評議員会の会務を総理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故あるときは

その職務を代理し,会長が欠けたときはその職務を

行う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の

評議員会にあっては2年とし,その他の機関の評議

員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長

及び副会長の任期は,それぞれ前任者の残任期間と

する.

(議 事)

第4粂 評議員会は,評議員の過半数が出席しなけれ

ば,議事を開き,議決することができない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をも

って決し,可否同数のときは,会長の決するところ

による.

(説明の要求等)

第5条 評議員会は,その属する機関の職員に対し,

説明,意見の開陳叉は資料の提出を求めることがで

きる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見

を述べ,又は所属の職員をして意見を述べさせるこ

とができる.

(庶 務)

第6粂 評議員会の庶務は,その属する機関において

処理する.

(雑 用)

第7条 この政令に定めるもののほか,評議員会の議

事の手続その他その運営に関し必要な章動 t,評議

員会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年7月1日から施行する.

附 則 (昭和43年6月15日 政令第170号)抄

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.

2･ 部 内 規 程

国立遺伝学研究所部長会諸規程

第1粂 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議とい

う.)を置く.

第2粂 会議は所長,｢部長 (庶務部長を除く)｣およ

び室長をもって構成する.

第3粂 会議は所長の諮問に応じ次の事項を審議する.

- 重要な規程および内規の制定および改廃に関す

る事項

二 職員定員配置に関する事項

三 重要人事に関する事項

四 予算要求に関する事項

五 研究費予算配分に関する事項

六 研究および業績報告に関する重要な事項

七 研究に関する施設の設置および廃止に関する事

項

八 渉外に関する重要事項

九 その他研究および運営に関し,所長の必要と認

めた事項

第4条 所長は会議を召集し,その議長となる.ただ

し,所長事故あるときほ,あらかじめ,所長の委任

した部長がその職務を代理する.

第5条 会議は構成員の過半数の出席をもって成立す

る.ただし,重要人事についての議決を行う場合は,
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部長の3分の2以上を含む構成員の過半数の出席を

要する.

第6粂 議事は出席者の過半数で決し可否同数のとき

は議長の決するところによる.

第7条 所長は必要があると認めたときは,構成員以

外の者を会議に列席させ意見をきくことができる.

2 前条により,会議に列席した者は議決に加わるこ

とができない.

第8条 会議は定例会議および臨時会議とする.

2 定例会議は原則として,毎月第1,第3火曜日に

開き,臨時会議は所長が必要と認めたとき,または

構成員の3分の1以上から請求があったとき開く.

第9粂 会議に関する事務は,庶務部において処理す

る.

附 則

この規程は,昭和 45年2月4日に改正し,この改

正した規程は同年2月 15日から適用する.

この規程は,昭和 46年4月 13日から適用する.

国立遺伝学研究所名誉所員に関する内規

(趣 旨)

第 1粂 国立遺伝学研究所は,国立遺伝学研究所に相

当の期間勤務し,遺伝学研究上特に功績のあった者

に対し国立遺伝学研究所名誉所員の称号を授与する

ことができる.

(称号の授与)

第2条 国立遺伝学研究所名誉所員 (以下｢名誉所員｣

という.)の称号は,次の各号の1に該当する者の

うちから部長会議の議を経て所長が授与する.

- 国立遺伝学研究所長として特に功績があった者
二 国立遺伝学研究所 (以下 ｢研究所｣という･)に

部長,室長,主任研究官又は研究員として通算20

年以上勤務し,その勤務年数のうち 10年以上部

長の職にあって,特に功績のあった者

三 前各号に掲げる者のほか,研究所に部長,室長,

主任研究官又は研究員として勤務した者で,遺伝

学研究上の功績が特に顕著であった老

2 他の研究所,試験所等における研究員以上の職,

大学における講師以上の職等にあって,遺伝学の研

究に従事した年数は,その2分の1を前項第2号の

勤務年数のうち部長としての勤務年数以外の年数に

通算することができる.

(辞令交付)

第3条 名誉所員の称号を授与するときは,別紙様式

により辞令書を交付する.

附 則

1 この内規は昭和 44年6月1日から施行する.

2 研究所の職員であった者で,この内規施行の日に

おいて,すでに退職している者についてもこの内規

を適用する.

国立遺伝学研究所客員内規

第1条 この研究所に客員を置くことができる.

第2粂 客員は遺伝学研究に造詣深い者で,この研究

所において研究を希望するものの内から所長がこれ

を決める.

第3粂 客員は所長の指示したがわなければならない.

第4条 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の

諸設備を使用することができる.

第5条 客員はこの研究所の諸設備を使用してなした

研究業績を,所長の承認を得て発表することができ

る.

但し,その場合は其の旨を記載しなければなら

ない.

第6条 客員が研究発表するには,この研究所の業績

報告書を用いることができる.

附 則

この内規は昭和 25年4月1日から施行する.
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Ⅴ そ の 他

1･共同研究者一覧

7.流動研究員,奨励研究員,国内留学生

受け入れ部･氏名 t 研 究 項 目 所 属

流動研究鼻

形質遺伝部

中 島 誠

細胞遺伝部

白 石 行 正

生理遺伝部

皆 森 寿美夫

渡 辺 泰 州

太 田 泰 雄

永 海 秋 三

生化学遺伝部

中 井 斌

応用遺伝部

後 藤 岩三郎

冨 田 浩 二

林 重 佐

宮 崎 安 貞

岩 神 正 朗

工 藤 弘

変異遺伝部

西 川 浩 三

加 藤 武 司

微生物遺伝部

大 鷹 英 子

奨励研究員

生理遺伝部

片 山 忠 夫

大 石 陸 生

化学物質による突然変異生成楼構の研究

退色反応による動物細胞の核型分析

ショウジョウバェの自然集団における有害遺伝子の
研究
〟

コムギ近縁種における細胞質の系統分化

種の分化に関する生態遺伝学的研究

放射線突然誘発機構に関する研究

栽培イネの起原に関する集団遺伝学的研究

本邦主要樹種の統計遺伝学研究

スギの集団遺伝学研究

スギの競走効果に関する統計遺伝学的研究

ザイモグラフィ一によるスギ遺伝変異の研究

本邦主要樹種天然林の遺伝学的研究

合成コムギの遺伝学的研究

連続弱照射によるγ線誘発突然変異の研究

微生物細胞リボゾーム合成の遺伝生化学的研究

栽培稲および野生稲の生理生態学的研究

ショウジョウバエの雌雄分化の機構の発生遺伝学的
研究
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東京農工大学
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42.3.31

広島大学理学部

九州大学理学部

木原生物学研究所

横浜国立大学教育学部

京都女子大学

山形大学農学部

岐阜大学農学部

鹿児島大学農学部

九州大学農学部

高知大学農学部

北海道大学農学部付属
演習林名寄育種場

岐阜大学農学部

大阪大学理学部

広島大学原爆放射能医
学研究所

京都大学大学院農学研
究科
エール大学大学院博士
課程修了



受け入れ部 ･氏名 F 研 究 項 目

応用遺伝部 l

集団遺伝部

太 田 朋 子

国内留学生

細胞遺伝部

桑 畑 勤

生理遺伝部

井 上 晃 一

分子遺伝部

野 村 幸 喬

選抜極限に関する理論的研究

"l-1lTJ

4
.3
'

Lr)'′h
3
3

北海道大学大学院

三言:壬:,圭一 は 喜美蒜 嘉蔓霜鐸

エごTilチネズミにおける遺伝的変異の判別方法につ 月;:1i:呈～
林業試験場北海道支場

害虫防除-の集団遺伝学の応用

ll

ィ.特 別 研 究 生

受け入れ部 ･氏名

究

究

研

研

形質

第

鈴

中

大

第

朝

第

岩

波

井

鈴

後

遺

秋

中

河

書

中

久

調

調

鯛

保

浩

利

木

村

保

目 誠 三

田 徹

辺 強 三

山 審 也

木 保 男

藤 悦 男

山 太 郎

村 浩 三

原 孝 忠

▼ ㌔ ん= ‡

1

26.4.20-27.4.19 三

27.7.10-27.ll.13 :

11

26･4113-27･4･12 L

ll

28.4.1-29.3.31

28.4.29-29.4.28

28.9.2-29.9.1

村 三 雄 33.2.1-33.3.31

脚

手

中

平

生

渋

宇

土

今

川

遺

御

大

手

片

中

小

小

宗

天

胞細
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林

島

沼

谷

塚

山

西

上

孝

敏

俊

雄 134.4.22-35.4.21

行

坐

35.ll.15-35.12.14

36.1.9-36.3.31

芸 L4.三:::1;二;二.;:;こ

寿 美 146･8･2～46･9･8

東

泰

誠

節

昌

恕

良

洗

田

塚

岡

島

野

川

野

洋 も28.6.23-29.6.22

雄

二

二

久

泰

人

裕

之

28.9.20-29.9.19
29.12.1-31.ll.30

29.4.1-30.3.31

129.4.1.-31.
L32.4.1-33.

30

3.31

3.31

1.1-30.12.31

30.6.1-31.5.31

30.7.15-31.7.14

30.12.12-31.12.ll

31.1.10-32.1.10
32.4.1-33.3.31
34.4.1-35.3.31



受け入れ部 ･氏名

津

永

演

蛭

浜

田

藤

蘇

餐

田

海

辺

海

田

端

田

木

部

福 視

秋 三

強 三

啓 行

忠 雄

期 間

31.5.10-31.6.9

32.2.20-34.1.20
34.5.1-35.4.30

32.4.1-33.3.31

32.4.8-33.3.31

32.5.1-32.10.30
33.8.10-33.9.10

: & 紺 ,22:56:::芸'.1:1.3,:l

辻 繁 勝 ≦33･4･1-35･3･31

井 上 祐 轟 4g笈 蔓;…芸
小 田 代

徹 !34.5.1-35.4.30

冨 芸 - 栄 l35･2･2.-3513･31

俣 野 舌 計 r35･12･1-36･3131

上 岡 利 春

浜 将 治

36.4.1-36.8.31

36.7.15-37.7.14

乾 直 道 r36.ll.20-37.3.31

中

潔

今

守

天

潤

自

増

山

松

辛

佐

村

谷

井

田

野

井

石

地

下

島

塚

藤

孝

弘

康

孝

孝

孝

笠 11;;:::,こ:::::::三

氏 (39.4.20-42.3.31

広

純 宏

敏 春

誠

多 美 子

40.9.1-41.3.31

41.5.16-41.8.15

41.ll.9-42.5.8

44.4.1-45.9.30

44.4.21.-45.3.31

44.6.2.-44.ll.30

45.6.1-48.3.31
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受け入れ部 ･氏名

開

須

志

文

山

湯

佐

森

新

島

清

浜

大

通

大

井

渡

川

松

鈴

佐

土

北

森

掘

大

書

秋

大

大

学

舌

松

藤

理

化

国

鎮

国

知

洋

モ

健

紀

弘

谷

藤

佐

吉

田

山

間

田

井

田

川

田

森

久

村

山

辺

口

井

木

藤

川

川

田

川

塚

野

石

西

部

沢

井

岡

部

伝

伝

遺

男

世

満

雄

子

介

ト

期 間

45.7.1-45.9.30

46.1.10-46.9.9

46.2.18-47.3.31

46.4.1-48.3.3146.4.1-48.3.31

46.5.1-46.7.1

47.1.10-47.4.ll

47.4.17-47.7.16

47.7.31-47.8.31

康 !48.1.5-48.3.31

尚 信 8...1｡～4,.,.,I

皮 48.4.10-49.3.31

雄

也

三

彦

秋

男

子

代

修

昭

克

郎

道

書

生

道

俊

審

強

佳

千

保

圭

琴

敏

正

一

県

鐘

陸

正

28.3.14-29.3.13

28.4.1-30.3.31

28.4.1-31.3.31

28.4.7-28.10.31

28.5.1-29.4.30

29.4.1-30.3.31

30.4.1-31.3.31

31.2.1-32.1.31

31.4.25.-31.8.31

32.8.1-33.3.30

32.9.1-35.3.31

43.ll.1-46.10.31

45.5.1-46.3.31

45.9.22-49.9.21

45.ll.1-46.3.31

47.4.20-49.4.19

29.5.1.-31.3.31

29.5.1-30.4.30

31.ll.20-33.ll.19



受け入れ部 ･氏名

三

辻

阿

渡

植

中

小

小

道

胡

井

鈴

平

後

池

高

伊

市

北
上

鈴

光

竹

竹

岡

鴨

島

鳥

布

向

丸

武

井

用応

浦

部

辺

木

林

島

滝

山

木

泉

藤

田

橋

藤

川

川

原

木

.
本

中

中

田

下

山

尾

山

出

山

田

上

星

二 郎

繁 勝

幸 頴

直

東 彦

い づ み

邦 弘

寧 男

兆 華

審 也

期 間

32.4.1-33.ll.19

35.1.1-35.3.31

33.4.25-33.9.30
35.8.1-35.8.31

34.7.1-34.8.31

35.1.10-35.3.31

38.4.1-39.8.31

42.5.1-44.4.30

44.10.21-49.10.20

30.1.1-31.7.31

30.4.1-31.3.31
32.4.1-33.3.31

保 男 -30.4.1-31.3.31

雄 一 郎

悦 男

浩 子

成 人

寿 孝

舜

修

三 良

伊 豆 美

孝 次

誠 二

和 人

30.ll.1-31.7.31

31.1.26-31.4.30

32.5.1-33.3.31

32.6.1-33.5.31

32.7.25-33.7.24

33.4.1-34.3.31

33.4.1-34.3.31

33.8.1-34.8.31

34.4.15-35.3.31

34.5.1-35.4.30

34.5.1′～34.9.30

35.9.1-35.12.31

幸 郎 t36.10.1-37.3.31

文 雄

末 吉

忠 文

一=土ゴー ｢■▲′_
t}ll ET1-

弘 正

幸 光

元 書

輝 男

37.3.25-38.3.31

37.7.1-38.1.31

38.7.1-38.12.31

39.1.6-39.3.31

39.4.1-40.2.28

39.5.18-40.3.31

39.12.1-40.3.31

40.4.1-43.4.30
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小 池 常 雄

林 重 佐

成 瀬 澄 子

B.B.Shahi

庭

浦

勢

坂

本

上

島

浦

本

田

島

田

田

川

田

川

田

野

田

藍

淵

本

楯

喜 八 郎

尭

曙 昭

遼

暫

正

淑

嘉

五

明明

千

彦

郎

孝

昭 二

暢 一

雄 四 郎

琴 代

徳 一

忠 夫

朋 子

幸 夫

好 子

正 二

智 生

勉

昭

大 国 英 二

近 藤 日 出 男

石 和 浩 美

大 島 広 行

山 田 ひ ろ み.

41.4.1-43.3.31

41.4.1-43.3.31

41.日.1-44.3.31

42.5.15-43.5.14

42.6.1-42.ll.30

43.6.1-43.ll.20

44.5.1-45.3.31

45.4.28-46.3.31

31.6.15-34.7.31

32.4.1-35.3.31

32.4.1-32.5.31

32.4.1-33.3.31

32.7.1-34.7.31

32.8.16-32.ll.15

32.9.2-33.2.28

32.9.24-33.3.23

32.10.21-32.ll.20

33.3.20-35.3.31

33.6.1-35.3.31

33.6.1-33.8.31

33.7.1-33.9.30

33.7.10-35.3.31

34.3.2-35.3.1

34.10.1-35.3.20

35.4.1-35.12.31

36.5.1-36.7.31

38.4.1-39.3.31

38.7.15-38.10.15

39.4.1-39.9.30

46.4.1-47.3.31

46.7.7-46.10.7

48.4.1-49.3.31



受け入れ部 ･氏名 l 期 間

横

遺

小

骨

井

木

大

津

柴

熊

玉

山

松

飯

亀

続

頓人

千晶山井

紺

野

我

奥

田

堂

田

田

谷

木

田

本

沼

谷

田

宏

啓 一

郁 雄

盈 四 郎

庄 三

克 也

園 彦

勝

健 雄

栄 一 郎

英 亜

和 三

寛 子

康 治

48.4.9-49.3.31

38.5.6-39.2.25

38.8.1-39.7.31

39.5.20-39.8.19

39.ll.1-40.1.31

40.3.1-41.1.31

41.2.15-41.3.16

41.4.1-41.9.30
42.2.1-43.1.31

43.5.1.-44.4.30

44.5.6-44.10.31

45.4.1-45.10.31

45.日.18-46.5.31

46.5.1-47.4.30

47.3.27-48.3.26

47.9.20-47.12.19

受け入れ部 ･氏名

離

雛

鯛

遠

賀

細

物

土

山

呉

物

戸

遺

下

加

鈴

渡

漆

野

室

生

生

子

微

微

分

ウ.外国人研究員

部

鴫

野

谷

木

辺

原

村

伏

支 川

啓 夫

邦 忠

晃

ウ メ 子

久 美 子

敏 之

幸 喬

裕 子

期 間

48.ll.27-49.5.26

41.3.2-41.4.15

42.4.1-46.3.31

44.12.1-47.ll.15

45.4.1-46.3.31

45.5.1-47.3.31

46.4.1-47.3.31

46.4.1-48.3.31

47.4.1-49.3.31

47.8.1-48.3.31

48.4.1-49.3.31

48.9.1-49.2.28

受け入れ部 ･氏名

外国人客員

集団遺伝部

J.F.Crow

外国人流動研究且

形質遺伝部

C.Auerbach

A.Hollaender

生理遺伝部

SISIRajan

変異遺伝部

E.R.Sears

P.Michaelis

研 究 項 目

集団遺伝学の理論的研究

突然変異の誘発概構特に発癌作用との関連

人間環境におけるポチソシャルミュ-タゲソの問題

放射線利用による十字花科における白花不和合性の
遺伝学的研究

小麦の起原と進化に関する研究

細胞質遺伝研究
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期 間

45.6.15-
45.9.1
47.6.8-
47.8.2

36.3.15-
36.6.15
46.5.30.一
46.6.30

43.7.5.-
43.9.4

38.3.15-
38.5.14
40.3.19-
40.5.17

所 属,職 名

米国,ウィスコンシン
大学教授

英国,エディンバ ラ大
学
米国,オーク リッ ジ国
立研究所顧門

インド,国立農学研究
節

国, ミズー リ大学教

ドイツ,マ ックスプ
ソク育種学研究所部



受け入れ部 ･氏名

外国人研究且

形質遺伝部

P.Teulade

M.良.Goldsmith

細胞遺伝部

胡 兆 華

K･Mayeda

A.B.Acton

生理遺伝部

A.Anos

応用遺伝部

W.A.Warid

B.B.Shahi

朴 龍 求

白 銀

S･Bagchi

変異遺伝部

責 真 生

黄 正 華

林 宝 轟

P.Yimcharoen

H.Gaul

K.H.ShamaRao

微生物遺伝部

S.S.DelaCruz

集団遺伝部

J.Felsenstein

研 究 項 目

蚕の放射線遺伝学的研究

蚕の卵殻突然変異の温度依存性に関する研究

栽培稲の起原に関する研究

スナネズミの遺伝的解析

ユスリカにおける唾腺染色体多型の調査研究.水質
汚染による魚類の発癌調査

トウモロコシとソルガムの育種

甘藷及び疏菜の細胞遺伝学の研修

稲の育種と遺伝

クローン分析及び家系分析による天然林の遺伝学的
研究
稲の遺伝学的研究

植物の遺伝と生態について

放射線の生細胞への効果

一般遺伝学および稲の突然変異の研究

トマ トの耐病性の研究および稲の放射線育種の研究

RIの生物学への応用

放射線遺伝学育種研究

植物における放射線障害の研究

微生物における遺伝子微細構造の分析

集団遺伝学の理論的研究
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42.5.5.→
42.9.30
47.10.18-
47.ll.15

36.1.7-
36.4.8
45.9.1-
46.8.31
48.3.1.-
48.5.31

43.3.21-
43.9.20

32.8.1.→
32.8.31
43こ4.1.-
44.5.31
44.10.ト～
46.9.30
45.4.1.-
48.9.15
45.9.27-
49.9.26

33.ll.16-
34.ll.15
34.2.7-
34.3.31
34.2.7′→
34.3.31
36.4.8-
36.9.30
39.10.18-
39.ll.19
47.5.15～
48.1.31

フランス国, リヨン大
学実験動物学教室助手
米国,--メ- ド大学
生物学教室研究員

台湾省立農学院

米国, ミシガン州立ウ
ェイン大学助教授
カナダ国,ブリティシ
ュコPソビア大学教授

スペイン国,国立農学
研究所研究員

ェジブト,カイロ大学

申教授
ネパ-ル国,農務省調
査局植物研究室
韓国,水原市林木育種
研究所
東京農業大学大学院
農学部博士課程
インド政府奨励研究員

台湾農業試験所技工

台湾省立農学院助教授

台中農林改良場技工

タイ国,Chalalongkon
大学
タイ国 ,Chalalongkon
育種部 長
イン ド,Bhabba原 子

力センター研 究員

44･4･1～ftO!/芙蒜 艶 フイリ45.3.31

47.6.12-
47.9.22

米国,ワシントン大学
助教授



2･各種受賞者一隻

(1) 現 職 員

氏 名

大 島 長 造

岡 彦 -

押 野 啓 子

木 村 資 生

田 島 弥太郎

名 和 三 郎

広 田 事 故

松 永 英

森 脇 大五郎

吉 田 俊 秀

受 賞 等 種 別

日本 遺 伝 学 会 賞

日 本 農 学 賃

インド遺伝学雑誌賞

インド遺伝学雑誌賞

日本 遺 伝 学 会 賞

ウエル ドン賞(英国)

日 本 学 士 院 賞

日本人類遺伝学会賞

日本 学 士 院 賞

日本 農業研究所賞

日本 遺 伝 学 会 賞

日本 遺 伝 学 会賞

日本人類遺伝学会賞

日本 遺 伝 学 会 賞

日本 遺 伝 学 会 賞

(2) 旧 職 員

(五十音順)

昆虫の殺虫剤抵抗性に関する集団遺伝学研究

栽培稲の起原と品種の分化

稲の耐早性と深水適応性の研究

稲の耐早性と深水適応性の研究

集団遺伝学の数学的理論に関する研究

集 団 遺 伝 学

集団遺伝学の理論の研究

人類集団遺伝学の理論に関する研究

家蚕における性決定に関する研究とその応用

蚕の放射遺伝学的研究とその応用

昆虫のプテリディソ代謝に関する遺伝生化学研究

大腸菌の性決定因子に関する遺伝学的研究

母児間の ABO 不適合による淘汰に関する集団遺
伝学的研究

アナナスシウジョウノミェの遺伝学的研究

染色体の変異と腫癌の発生および増殖

36.9.1

38.4.5

39.1039.10

34.ll.4

40.ll.25

43.5.30

45.ll.1

29.5.12

44.5.9

38.10.9

40.10.19

36.10.28

33.10.16

41.8.ll

(五十音順)

*本研究所在職中に受賞したもののみを掲ぐ
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付 録

竹 中 要 博 士

｢国立遺伝学研究所のできるまで｣一国立遺伝学研究所生誕まで 10箇年の回

顧-は,本研究所創立 10周年の記念特集として,竹中要博士が,本研究所の創

立されるまでの経緯を小冊子としてまとめられたものの再録である.
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国立遺伝学研究所のできるまで

は し が き

本研究所は昭和 24年5月 31日に法律第 146号をもって文部省設置法が公布され,6月 1

日附をもって誕生し,本年6月1日をもって満 10年を迎えたのである.しかしこの誕生に先

だつこと 10箇年の生みの苦しみを忘れることはできない.ここにその間の取扱い書類,文部

省大学学術局研究助成課宮山事務官の記録 (国立遺伝学研究所設立残念記,遺伝 2-6,2-7;

国立遺伝学研究所設立に至るまで,遺伝 2-9,2-ll,3-9･10,3-ll)及び竹中の記録帖

とから,その経緯の概要を記して,過去を振返えり,遺伝学会の諸先輩がいかに努力し,いか

に苦しんで設立へまで漕ぎつけたかを将来に残しておきたいと思う.

来 るべき もののはじまり

昭和 14年 10月 13日,上野科学博物館で開催された第 12回日本遺伝学会大会の役員会

の席上において,北大教授小熊揮博士は国立遺伝学研究所設立の緊要なるを説かれ,役員一同

協力して,この設立に溝進することを申合せた.同博士は同年 12月米内内閣時代に ｢国立遺

伝学研究所設立の急務｣と題する 20頁のパンフレットを作り,議会の要人にその緊要なるを

説かれた.特に代議士笠井重治氏は熱意を以て各方面に働らきかけ,その結果は議会の質問に

まで進み,米内総理から考慮するとの答弁を得た.

昭和 15年 3月 12日には衆議院において村松久義氏は提出された優生法案に掲げられてい

る疾病が,真の遺伝なりや否やを論じ,北浦圭太郎氏は国家を強大ならしめるた糾こは優秀な

る民族の増加を図らなければならない.それには全国の遺伝学者を動員して,この問題を研究

せしめ,非常時下において優秀なる民族の増殖に関して考究せしめねばならぬ,最近北大教授

小熊揮博士によって国立遺伝学研究所の設立が唱道せられていること紘,まことに機宜に適し

ておると思う.政府は先ず国立遺伝学研究所を設立して,大いに研究し,その上に立ってこう

いう法案をだしてはどうかと質問した.それに対し国務大臣吉田茂氏 (戦後の吉田茂総理とは

同名異人)は,前者に対しては遺伝の確実性というものは,今日の学門において十分安心して,

これに立脚して政策を講じうると思うと述べ,後者に対しては遺伝学研究所については,その

ことの適否について十分考えて見たいと述べ,拍手が起っている.

次いで3月 26日貴族院において,子爵野村益三氏は,特別委員会における質疑応答の次第

を略述したが,その中に遺伝説はなかなか難解なものであるから,先ずこれをこなすことが必

要であるということ,そして優生法案に掲げられている疾病が其の遺伝病であるかどうかきめ
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ることが先決であること,そのような意見もあったし,また遺伝学の最近の説遺伝因子を確認

して,学界の定説になっているというような意見もあると述べた.下村宏氏は議案に賛成し,

今まで金とか物とかにこだわってきたが,持久軌こほ人こそ大切であるから,この法案の運用

の宜しきを得なければならぬと述べた.これに対し吉田国務大臣は希望決議の各条項の趣意に

全然同感であって,各種の積極方策に全力をつくすと答えている.

国立遺伝学研究所設立決議

昭和 15年8月京城で開かれた第 13回日本遺伝学会大会では,全会一致をもって国立遺伝

学研究所設立に遠進するという決議がなされ,直ちに同学会内に研究所創立委員会がつくられ

た.こえて昭和 16年6月日本遺伝学会は ｢遺伝学の振興をめざして｣と題する小冊子をつく

り,それを各方面に配布し,重ねて遺伝学研究所設立の緊急なるを説いたのである.

第 4特 別 委 員 会

それより先,昭和 13年の秋小熊揮博士は北海道より上京し,学術振興会の学術部次長であ

った波多野貞夫理事に,非常な熱意をもって遺伝学の基礎的研究の重要性を強調してその了解

を得,第 7,第 8及び第 12の常置委員会のそれぞれの委員長柴田桂太,坂口康蔵及び岩住良

治の3博士を歴訪されて,遺伝学研究の特別委員会をつくるべく奔走されたのであった.その

結果,昭和 16年4月には学振内に ｢遺伝の理論及びその応用第4特別委員会｣が設置された.

まもなく昭和 16年 12月8日,わが国が世界戦争へ突入することとなり遺伝学研究所設立

運動は中断の形となったが,この第4特別委員会,略称 4特は戦時中といえども遺伝学研究を

推進し,終戦までに 13回の,昭和 22年 10月までに総計 17回の会議を開き多数の研究を

発表した.そして常に日本遺伝学会の決議による国立遺伝学研究所設立推進の中心となってい

たのであった.

再 起 の 準 備

終戦とともに,わが国文化再建の-巽として先ず遺伝学研究所を作るべきであるとの運動が

小熊搾博士の手紙によって開始され,文部当局においても熱意を以て遺伝学会に協力される気

運となった.そして幾つかの候補地も選ばれ,次々に検討された.善通寺の元帥団跡,日光,

伊香保及び大宮の御領地,静岡市郊外及び三島市中島飛行機谷田工場跡等等,善通寺町長松浦

慎吾氏はいち早く昭和 21年5月 22日に国立遺伝学研究所長小熊搾博士宛 (まだ研究所はで

きていない),是非研究所の敷地として元帥団跡を使ってほしいと申しでた.

昭和 21年4月には日本遺伝学会の中に遺伝学研究所設立準備委員会ができ,この委員会の
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名をもって ｢遺伝学研究所設立についての依頼の件｣を文部省に提出し,設立の趣旨及び計画

案を述べた (遺伝学研究所設立準備委員会の名は適当でないので,官庁に対しては日本遺伝学

会の名において行動した).

7月には候補地を大体静岡と三島にしぼった.その内でも先ず谷田工場を第一候補と考えた

が,それは賠償施設であったので,商工省から解除申請書を静岡県知事を通じ第-軍団へ提出

した.この件に関しては商工省総務局長美濃部亮吉氏と商工省賠償課下島儀貞技官に多大の尽

力を賜わった.

昭和 21年8月 10日増井,田中,木原,古畑,和田の5博士と古里氏は静岡駅に集合し,

出迎えの市の職員の案内で宿舎に入る.翌 11日には市長に面会し,市の郊外の敷地予定地を

視察した.そして午後は三島に立寄り,花島周一氏の案内で谷田工場を視察した.

同年8月には設立準備委員の主なる人々は田中文部大臣と山崎次官を訪問して,研究所設立

実現方を懇請した.

同年 11月には静岡市で第 18回日本遺伝学会大会が開催されたが,その幹事会において,

国立遺伝学研究所設立についての今後の方針が討議され,昭和 23年を期して実現するよう努

力する.しかし万一を考えて,取敢ず財団法人の研究所を設立しようではないかということに

なった.

昭和 21年 11月 29日の貴族院本会議において,寺尾博士の優生問題の調査研究には国立

の研究所が必要ではないかとの質問に対し,河合厚相及び和田農相は国立遺伝学研究所の設立

は望ましいと答えたが,田中文相は国家が学問的研究をすることは官僚が主体となることにな

る弊があるから,学者が研究主体となり,官僚は助成連絡にあたる方がよいではないかと答え

た.

12月27日増井研究室に増井 ･木原 ･古畑 ･和田の4博士と宮山事務官が集まり,e第2回の

遺伝学研究所設立準備委員会を開いた.主として田中文部大臣の意見に対処してであった.漢

た予算委員長竹田儀-氏の助言を参考にして議を練った.

昭和 22年 1月竹中は国立遺伝学研究所設立請願に関する事務を遺伝学会長増井清博士から

懇望され,それを引受けた.それより請願その他に関する事務が統一され,順次軌道に乗って

きた.当時の文部省科学教育局長清水勤二,同研究助成課長中西勝治及び同課事務官宮山平八

郎の3氏は最初より非常な好意と熱意をもって, 文部省内,各省関係,G･H･q･関係はもと

より,静岡県及び三島市関係のことまで,あらゆる内外の難しい按渉に当って下さった.その

ため次第に明るさを増してきた.

松村真一郎氏の助言により,山田三良博士に貴族院で質問してもらうため,2月 11日竹中

は葉山に同博士を訪ねた.国家経済,進駐軍関係,田中文部大臣の意見等につき,種々きいた,
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結局松村真一郎氏が質問するのが最適であるということになった.

同年2月 20日貴族院にて松村真一郎氏は遺伝学研究所の必要なるを述べ,それを設立すべ

きではないかと質問し,それに対し高橋文部大臣は必要と思うが将来の研究にまちたいと答え

た.

財団法人 遺伝学研究所

昭和 22年4月 28･29の両目神戸にて4特の第 16回会議を開き,財団法人遺伝学研究所

設立を急くやこと及び普及雑誌 ｢遺伝｣を発行するよう努力することが決められた.

昭和 21年 11月と同 22年2月との2回に亘って静岡県軍政部より三島市谷田の施設の使

用が許可された.これは財団法人遺伝学研究所と財団法人興農学園農業科学研究所とが使用す

るとして,先に申請したものに対してである.しかしまだ財団法人遺伝学研究所は設立されて

いなかった.そこで4月に財団法人遺伝学研究所の設立の申請をなし,5月末に設立が認可さ

れた.基本財産 20万円は松村真一郎氏の尽力により,中央馬車会より寄附されたものである.

これより後は,財団法人遺伝学研究所が中心となって,国立遺伝学研究所設立運動をすること

となった.理事長は増井博士で,研究所長は小熊梓博士である.増井博士は当時日本遺伝学会

長であり,また国立遺伝学研究所設立準備委員長であった.財団法人遺伝学研究所設立以後は

準備委員会は自然に消滅した.

5月 19日竹中は人類遺伝部の附属病院を静岡につくることについて,増田市長に面会懇談

した.また｣､林知事と研究所設立促進及び誘致運動のため委員会をつくることについて相談し

た.

5月 30日東大山上会議所において盛大に開所式を催し,当分の間東大農学部畜産学教室増

井研究室にその事務所を設けた.研究部は5部で遺伝学部 (部長田中義麿),生理遺伝学部 (部

長駒井卓),細胞学部 (部長篠遠善人),育種学部 (部長木原均),人類遺伝学部 (部長古畑種

基)と分け,所員は 26名であった.そして所定の研究所ができるまでは,それぞれ地方分散

のままで研究を促進することとなった.このときの研究所報告は遺伝学雑誌別冊論文集の形で

刊行された.

6月 12日には静岡県立静岡農学校で,県教育長の主催のもとに遺伝学研究所誘致問題打合

会が行われた.

政府への働きかけ

7月8日には国立遺伝学研究所設立請願書を文部省をはじめ,関係各省,内閣,衆参両議院

に提出した.請願書の申請人は遺伝学者 61名とその他の関係者7名で,創立予算 1億円,昭
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和 23年度予算は5,000万円であった.同日片山内閣の文部大臣森戸辰雄氏に山口弥輔,古畑

種基,篠遠善人,和田文書の4博士と竹中の5名が面会し,遺伝学研究所設立について懇願し

た.大臣は十分考慮するとのことであった.また7月 26日には増井清,木原均,古畑種基,

篠遠善人,和田文吾,山下孝介の6博士と竹中が,片山総理に面会し,研究所設立について懇

願した.総理はできるだけ努力するとの返事であった.

8月に予算省議が行われるべき等のところ,9月に持越された.文部省としては3箇年計画,

初年度予算2,600万円であった.ところが省議にかける前に急に行詰った.そして森戸文部大

臣から,重ねて次の諮問が提出された.

1. 自然科学の中で何故遺伝学だけを取上げたか,また刻下の急務である理由.

2. 大学に附置するのが適当でない理由.

3. 関係ある大学の協同で研究所を設けることの適当でない理由.

4. 学士院,学術会議等の学術団体で研究所を持つことの適当でない理由.

5. 財団法人の研究所では都合の悪い理由.

宮山事務官に篠遠,古畑,和田の3博士と竹中が協力して解答要旨を再確認し,それにわが

国における遺伝学上の顧著な業績,学会の活動状況,第一線に活躍せる研究者のリスト,その

他の詳細なリストを添えて提出した.省議においても再三操み抜いた結果,9月 28日に省議

決定となって,予算は大蔵省に廻された.

農地問題で困難 におちいる

ところが,一方三島市谷田工場の敷地について厄介な問題が起った.この敷地は戦争末期に

中島航空機株式会社が,軍の力で強制的に収用したものだから,元の所有者に開放されたいと

いう運動が,かねて起りかかっていたのであった.そこでそれ等については県庁,市役所,文

部省,商工省と密に連絡して手当を行っていたのであったが,遂に8月 23日,予算編成に当

って候補地視察に赴いた一行に対し,プラカードをもった農民 100名ばかりが阻止運動を起し

たのであった.この動起ほ,7月 31日付商工省総務局長より富士産業 (旧中島飛行機)社長

に宛てた ｢三島谷田工場の遊休施設転用に関する件｣という通知文が全く天降り的であり,地

元農民の意向を無視するのであるというのであった.これはその後1箇年以上も挟んだ難問題

となった .

1っのエ ピソー ド

この間1つのエピソードとして8月 27日の午後には,総理官邸において,片山総理を囲ん

で文部省の方々と遺伝学者との間に "種子なし西瓜"の試食会が催された.木原博士は ｢もし
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この西瓜に種子があったら,私は西瓜の皮で腹を切りましょう｣とユーモラスに自信たっぷり

で庖丁を手にした.居列ぶ人々の緊張したまなざしは一瞬庖丁の動きに集った.つづいて真赤

に熟した西瓜の断面に注がれた.1粒の種子もないみごとな中身に片山総理をはじめ一同は拍

手をもって賞讃したし,遺伝学者はホットした.新聞社のカメラマンの閃光はここに集中され

た.片山総理は ｢種子なし西瓜に種子があったら,それこそ新聞だねになる｣と冗談をまじえ

つつ,この科学の生んだ新作品を皆と共も満興された.

いよいよ困難な農地問題

三島谷田の候補地の問題は益 紛々きゅうし,8月 22日附をもって,地元より文部,商工両

大臣に決議文が送付され,反対の気勢が示された.また地元農民の代表者も,再三文部省,商

工省及び財団法人遺伝学研究所を訪問して反対の意見を述べた.一方県に対しても強い反対の

意向が提出されたので,10月 1日静岡県知事から科学教育局長宛の公文で,今後に対する研

究所設置の方針,設置の要領及び時期等について明確な指示方を問合せてきた.これに対して

文部省からは 10月 10日附で小林武治静岡県知事宛に研究所の予算が省議を通って,既に大

蔵省に提出済みの旨返事がなされ,関係方面の意見の取まとめと善処方が依頼された.

10月に入ると,松本市で開催される第 19回日本遺伝学会大会に出席のため,北大の小熊博

士が上京されたので,この機会をとらえて関係方面-懇請を行った.先ず 10月 13日小熊博

士は増井博士とともに静岡県知事小林武治氏を訪ね,土地問題その他で懇談された.他方竹中

は同日商工省下島技官,名古屋商工局事務官,県賠償課長楠田豪氏,同技師富多-氏,富士産

業小口常務,原三島市長,花島周一氏とともに農民代表と懇談したが,いよいよ農民側はいき

りたった.

10月20日には松本で財団法人遺伝学研究所の理事会と4特の委員会が開催され,今後の対

策について討議された.

松本での大会からわれわれが帰京して見ると,静岡県知事から文部省宛公文書が来ていた.

三島錦田地区の農地委員会が 10月 10日に遂に敷地の一部の買収計画を決定し,それに対し

所有者である富士産業から異議の申立書が提出されたから報告するというのであった.そこで

木原,和田両博士,中西課長,宮山事務官及び竹中は直ちに静岡県庁におもむき小林知事を始

め農地関係の部課長に会って,その詳細を聞くと共に重ねて善処方を依板した.また竹中は三

島に寄って市当局,地方事務所及び地元等と接渉した.

あまり地元がうるさいので,10月28日清水局長室にて三島の谷田工場を第一候補とはする

が,外に片倉製糸の八王子にある桑研究所,東京の蚕糸科学研究所及び立川の蚕糸試験場も候

補として研究することにした.
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11月12日には木原,篠遠,和田の3博士と竹中とは大蔵省の主税局長を訪問し,設立予算

について懇願した.文部省が主力をつくすならば可能なりとのことであった.また11月13日

には木原,和田の2博士,中西課長,宮山事務官及び竹中は静岡県知事を訪ね,同 17日には

増井博士と竹中とは三島市長及び花島周一氏に面会し,それぞれ敷地間者について相談した.

12月に入って田方地方事務所の農地課長から呼びだLを受けた.篠遠博士,商工省の下島

技官,文部省の宮山事務官,富士産業の小口重役と太田課長及び竹中が,三島に赴き,富士産

業からの異議申立に対し,地元の農地委員会で決定した異議決定書を中心にして関係者と会っ

て意見の交換をするためであった.

請願 ききとどけられる

12月 6日の議会の厚生委員会で,さきに請願した国立遺伝学研究所設立の件について,香

員松谷天光光女史が請願書を朗読した.委員長の指令によって清水局長はわが国の遺伝学研究

の現状を述べ,研究所設立の重要を認め,国家財政の苦しい時であるが,悔を千歳に残さない

ように,文部省としてはできるだけの努力をするし,その実現を期するため,既に釆年度予算

に概算を計上している旨を説明した.

昭和 23年 1月 19日文部当局は大蔵省に対し,遺伝学研究所の予算説明をした.また総司

令部に対しても2月5日に, E.S.Sに Dr.HENSHOW,Dr.PLETSCHを訪ねて研究所設立の

予算構成,来年度の予算項目,従来の経過等を説明した.2月 24日には Dr.PLETSCH の要

請により文部当局は遺伝学研究所の説明をした.彼は既設の財団法人遺伝学研究所,木原生物

学研究所,染色体学会,山階鳥類研究所,優生研究所等と今度の研究所との関係は如何,将来

の研究費の配分,現在の遺伝学講座の事情,研究所に教授を集めた場合の大学における後継者

のこと,研究所の構成,給与,その他について聞いた.そして日本の学術に対する審議機関が

全員一致で押すものなら,結構である.但し経済の面に問題があると述べたという.

この頃さきに第 1国会に請願された ｢国立遺伝学研究所の設置｣が正式に参議院及び衆議院

で議決されたので,文部省では早速請顕に対する主管省の意見書を付して閣議に上程する手続

きを取った.

政府及び総司令部に相当の理解を得て,ほっとしていたところ,政府は追加予算をめくやって

片山内閣の桂冠となり,芦田内閣がそれを継いだ.三月になると静岡県の農地委員会より清水

局長に対し公文がよせられた.それは,三島の富士産業谷田工場を国立遺伝学研究所の敷地と

して転用すべく計画されているが,農地未墾地買収計画に対する訴願事務処理上必要であるか

ら,次の事項について詳細に報らせるようにという照会であった.国立予算の見透し,地元農

民の反対意志を押切ってまで遂行する目論見なりや,これが実現するとせば現在の工場附属地
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全部が絶対に必要であるか,また将来拡張すべき計画があるか,この予定地に代る適地はない

か,等々,文部省からは早速上記に対する回答とともに審議の参考になると思われる一切の資

料を送付し,委員会の善処を懇請された.その結果昭和 23年度内に国立遺伝学研究所が設立

され,使用するという条件で,この谷田工場を保持することができた.

予算案閣議でおちる

23年度の本予算の編成を前に全官公庁の賃金闘争が展開され,政府は新規予算を認め難い

程に窮屈となり,研究所設立の見透しも暗くなってきた.3月中旬に至ると年度予算としては

大蔵省と文部省の事務的接渉では望みがなくなり,この上は政治的接渉に移されたしとのこと

で,文部省においては他の研究費,補助金関係と一括して科学振興に対する経費として予算閣

議に上程する手続きをとられた.

3月 20日には遺伝学研究所の理事会を開き,宮山事務官の来席をこい.国立遺伝学研究所

設立の進捗経過を開いた.そして関係閣僚への事前了解を得る必要があるとして,それぞれの

分担を決めた.しかるに,それからまもなく,4月 10日の予算閣議において一切の苦労が水

泡に帰してしまったのである.

再 び 閣 議 へ

4月 22日,富士産業の小口重役と竹中は文部省の研究助成課に行った.当然閣議通過と思

っていたところ,4月 10日の閣議で落ちたと聞き情然としてしまった.しかし勇をこして何

とか前後策はないかと相談したところ,岡野課長補佐から,もう一度復活要求しては如何との

助言を得て,幾らか愁眉をひらいた.大至急その手続きについての準備計画をたてることとな

った.その頃小熊博士が北海道をほなれて,いよいいよ東京中心に住まわれることとなった.

4月 27日小熊,木原,山口,増井,和田の5博士と小林静岡県知事及び竹中の7人は先ず

清水科学教育局長を訪ね,再けっ超を促した.それより四谷の大蔵省に行ったが,事務次官も

主計局長も不在であった.小林知事の案内で荒木政務次官を訪ね復活要求を懇請した.主演大

臣たる文部大臣が頑張れば,僅かの金ならば何とかなるとの言葉に勢を得て,衆議院の文部省

政府委員室に森戸文部大臣を訪ねた.小熊博士より重ねて研究所設立の急務が述べられ,小林

知事より,もし今年研究所ができなければ,三島の土地は保証できない,との強硬な意見がで

た.これ等に対して大臣より,研究所の予算が落ちた経緯が説明された.文部省としてほ 6･3

制の膨大な予算があり,国立研究所として国語と遺伝の2っを通すことは国の財政面から困難

である.来年度は大丈夫と思うから今年は研究費か補助金で財団法人遺伝学研究所で研究をつ

づけては如何というところで時間切れとなり,係官にせきたてられて大臣は次の委員会へと部
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星をたたれた.

翌日新たに篠遠博士を加えて,一同は再び文部省に森戸大臣を訪問,賠償物件解除,農地開

放問題との関係上からも,是非本年度僅かでも芽をださせて頂きたいと懇願した.その結果小

額でよければ本年度芽がでるよう努力するとの口約を得た.そこで一方清水局長よりも大臣へ

再度閣議に図ってもらうようお願いした.4月29日から宮山事務官と竹中は復活要求予算の

作成に取りかかり,5月 5日に 800万円程度に再編成した予算を提出した.その後2回の削

減編成をなし,5月 26日大蔵省より初年度予算 3,311,000円也の内示があり,28日には僅

かに修正されて,356万円として正式決定して,今期の議会-本予算として提案されることに

なった.

その間5月4日には増井,古畑,篠遠,和田の4博士と竹中は大蔵省北村徳太郎大臣を訪ね

て懇願した.大臣は芽をだす程度なら何とかしたいとの話であった.

これら会見の結果を富士産業の小口重役,三島市長,花島周一氏に連絡するとともに, Dr･

HENSHAW 及び Dr.PLETSCH に十分理解を得るべく運動を開始したのであった.5月 20日

には木原,和田両博士は Dr.PLETSCH を訪問して研究所設立についての了解を求められた.

彼はこのような研究所をつくることは大学の力を弱体化する恐れはないかとの見解を述べた.

清水局長は Dr.HENSHAW と会談して了解を求めた.

G.H.Q.の方面と遺伝学会側との意見の相違があるので,5月 18日に,日本遺伝学会長木

原博士の名をもって,関係諸学会の賛成を得てE.S.S.の科学技術部長宛文書を提出した.チ

なわも,(1)日本遺伝学会はその総意により国立の遺伝学研究所を設立し,文化国家建設に貢

献したいと希望している.(2)国立にしたい理由は目下の日本においてほ財団法人では遺伝学

研究に必要な金を集めることが,非常に困難である.(3)各々の国立総合大学に遺伝学講座を

置 くことも考えられるが費用施設が莫大にして且つ重複することとなり,日本の現状では困難

である.(4)国立総合大学の内 2-3に附設の遺伝学研究所をつくることも考えられるが,こ

れまた費用施設の点に困難があるばかりでなく,日本の大学には停年制があって,有能な教授

も60才になると退ぞかなければならぬので,人材を集めることができぬ.また大学では応用

普及化に困難が伴なう.(5)国立遺伝学研究所設立は独り日本遺伝学会の総意であるばかりで

なく,日本生物学関係諸学会の熱望でもある.

その折サインした学会は動物学会,植物学会,畜産学会,法医学会,園芸学会,生物学会,

人類学会,獣医学会,林学会,生理学会(医)の 10である.

これに対し科学技術部長の J.W.0'JIRIEN から6月7日附で返事がきた.それは矢張大学

に附設した方がよいとか,実利面に関係することなく基礎的な研究をすべきだとかの勧告であ

った .
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予 算 通 過

6月 28日第2国会へ研究所設立予算は提出された.この研究設立のために最も努力された

人々の1人,木原博士は7月2日夕刻羽田飛行場をたって米国経由で,ストックホルムで開催

される国際遺伝学会議に向われた.さしもに波乱重畳であった第2国会も209日の長記録を残

して7月5日に終り,国立遺伝学研究所初年度予算半年分3,356,000円が無修正で通過した.

本第2国会では前例もない立派なことがあった.それは文部省より提出し,大蔵省により大

削減を受けた1億5千万円の科学研究所振興に関する予算案に対し,社会党より増額修正の意

見がだされ,ついに3党協定によって新たに1億円わ増額が認められたことである.その上本

研究所にとって嬉しいことは,社会党より今回の措置について希望事項として,災害予防の研

究と遺伝学研究の振興をあげていることである.また社会党片山委員長より国立遺伝学研究所

設立についっ特に発言があったし,社会党出身の森戸文部大臣より,国立遺伝学研究所は予算

の都合で今年はほんの芽をだす程度の経費にすぎなかったので,何とか面倒を見てやってほし

いとの発言があった.

7月9日,渋谷区南平台の山階鳥類研究所に小熊所長,篠遠,和田両博士,中西課長,宮山

事務官及び竹中が会合して,予算通過後における研究所設立対策を協議した.また今まで特に

お世話になった議会及び政府関係の方々 25名に,手分けをして感謝状をもってお礼にいくこ

とを決めた.

7月 10日の学術研究会議部長の席上,清水科学教育局長より国立遺伝学研究所設立予算成

立までの概況の説明があった.

三 島 の 現 地 調 査

次いで7月15日には清水局長と長井資料課長は E.S.S.に Dr.KELLY とDr.HENSHAW

を訪問して,科学研究予算の増額と国立遺伝学研究所予算の国会通過を報告して了解を求めた.

Dr.HENSHAW より研究所の設立は日本学術会議や科学技術行政協議会ができた後では具合が

悪いか,三島の土地だけ先に購入しておくということはできないか等の質問があった.とにか

く 19日には取敢えず三島の現地を視察したいとの申出でがあった.

7月 19日には Dr.HENSHAW 自身で自家用車の-ソドルをとって,清水局長,長井課長,

宮山事務官及び和田博士の5人が,東京より三島の現地を視察した.静岡県からも小林知事の

代理で吉田教育部長及びその他の関係者が来られ,現地で会合した.その折 Dr.HENSHAW は

遺伝学の重要性を認め,総司令部に対しても,その旨進言すると力強く話した.

その結果は Dr.HENSHAW の経済科学局長技術部長宛の遺伝学研究所に関する報告並びに
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勧告として提出された.これは本文,論議の結論,勧告の4章だけを載せる (宮山氏のほんや

く転載).

勧 告

1つの好ましい動向を助長する共に十分な合理化を行うという目的で,遺伝学研究所の新設

に要する経費の請求に対して承認を与えるに際して,次の諸条件を附することを勧告するもの

である.

A)同研究所が全国的に遺伝学を指導し,またそれに奉仕する源泉たることを,その本分と

するということを前提として設立されること.

B)農林省,厚生省との関係が十分に考慮されること.

C)同研究所の計画とか政策は日本学術会議によって政府の諸研究所の横能を全般的に考慮

して検討すること.

D)政府はこれ以外には遺伝学研究所を絶対に作らぬこと.そうすれば全国的な遺伝学研究

計画における国の努力が確実に調整されうる.

国立遺伝学研究所創設委員会

7月5日に研究所の初年度の予算半年分は議会を通過したのであるが,その官制がでないう

ちは,その予算は使うことができないのである.まず文部省では,この研究所の設立に対して

具体的に話合をすすめるため,その第 1回の会合を8月 17日に科学教育局長室で開いた.出

席者は次の通りである.

学 術 研 究 会 議 会 長

′ 第4部長

亀

柴

人直山

田 桂 太

･ 第4部副部長 岡 田 要

財団法人遺伝学研究所 理事長 増 井 清

･ 所 長 小 熊 揮

日 本 遺 伝 学 会 会 長 木 原 均 (欠席につき代理篠遺書人出庸)

農 林 省 農事試鼓場 場 長 盛 永 俊太郎

この会では従来の経過報告と,Dr.HENSHAW の報告書を中心に,新設される研究所の性格

についての質疑応答が行われた.そしてこの日の会合を公式の創設委員会とすることに決定し

た.

第2回目の創設委員会は8月 23日に同じく科学教育局長室で開かれた.それには増井委員

を除く全部が出席した.この会では前回の論議をもとにして,新研究所の官制案,評議員会の
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骨子が作られた.文部省ではこの2回の委員会の論議に基いて法案を作成した.なおこの研究

所の設置を,初めは文部省設置法案の中に含めて,政令をもって出す方針であったが,各省の

設置法案が臨時国会に捉出されないこととなったため,単独の暫定措置法案として臨時国会に

演出することなり,更めて急いで,単独法案が作成された.この間に当初より遺伝学研究所の

設立に深い理解をもって尽力された清水局長が名古屋工業専門学校長として転任され,後任と

して8月 31日附で東大理学部教授茅誠司博士が新局長となられた.

法案の通過は国内としては問題でないのであるが,念のため政府並びに議会関係に話をして

おくがよいと思い,8月 5日,船田亨二国務大臣の紹介で,衆参両議会の関係代議士と関係大

臣に,増井,和田の両博士と竹中が挨拶廻りをした.

敷 地 一 部 開 放

1.他方三島における農地開放の問題も,遺伝学研究所の性格が,農民に次第に了解され,漸次

好転してきた.昭和 23年9月 22日には三島市長原国太郎氏より,公文をもって,遺伝学研

究所長宛に,中学校の敷地として,3,900坪の土地譲渡申請がなされた.土地購入の予算はと

れているのであるが,官制がでていないので未購入である.従って購入する権利をもっている

財団法人遺伝学研究所理事長兼所長代理の増井博士が,三島の現地に向われ,実地視察の上で,

購入の権利を放棄するから,富士産業と直接交渉するように話された.しかし敷地が狭 くなる

から,宿舎候補地を斡旋するように依頼され,市長及び関係者の承諾を得られた.

へンショウ博士の変心

10月 2日の省議で,文部省として臨時国会に提出する法案の審議があり,遺伝学研究所の

法案もその中の1つとして決定した.

この法案に関する資料をもって文部当局は 10月5日に司令部関係者との定例懇談会の席上,

その意見を求めた.ところがDr.HENSHAW は手のひらをかえすが如く,研究所設立についほ

とんど白紙的な質問及び異議を授出した.これについて C.I.E.の Dr･EDOMISTON より法案

の一部を修正しては如何との意見がでたので,その一部を修正した.1日おいて 10月7日に

その修正をもって,宮山事務官は Dr.HENSHAW を訪問し,内容の説明をした.彼は国会へ

提出する前に,農林省,厚生省関係者と一度この問題を十分論議する必要があると述べた.そ

して 10月 22-24日に開催される遺伝学会大会 (高野山)において話合をする機会を作るよ

う和田博士に連絡してくれと提唱した.

10月 8日,茅局長と宮山事務官は再び E.S.S.に Dr･HENSHAW を訪れ 来合せた和田

博士を加えて 4人で研究所の問題を話し合った.この日も Dr.HENSHAW は当初の頃の意見
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を繰返し,更に言葉をついで,(1)研究所の設立がかえって遺伝学研究の障害となることを恐

れる.(2)三島のような不便な場所に作ることは,下田の臨海実験所のように半身不随になる

だろう,などの意見を述べた.これに対して茅局長は最後に,国会へ提出するのは法案だけで

あるから,研究所の内容運営その他については,今後ともまだまだ十分研究する機会もあるし,

できるだけ司令部の趣旨に添うようにしたいといって,その日は切り上げられた.

10月9日財団法人遺伝学研究所で東京在住の理事会を開き,宮山事務官の出席を得て,DL

HENSHAW の意見をきき,これに如何に対応するかを相談した.Dr.HENSHAW の勧告にある

通り,財団法人遺伝学研究所をはじめ,その他の生物系財団法人は,国立遺伝学研究所が設立

されたあかつきは,それに協力するという案がまとまった.これは局長覚書の中に明記して頂

くこととなった.

10月 11日茅局長は長井課長及び宮山事務官をつれて Dr.PLETSCH を訪問した.これは

Dr.HENSHAW の留守中彼の代理をするので明日の会合に先んじて了解を求めるためであった.

Dr.PLETSCH も9カ月前の論議を一歩も出ず,日本学術会議が設立される以前に研究所をつく

ることについて,根本的な意見の相違をもっていた.これに対して茅局長から,この問題は日

本遺伝学会が中心となり,関係語学会の支持のもとに進められているもので,文部省はその希

望に応じて,お世話しているだけである.学術会議において,どのような研究所を一番先につ

くるべきかということを,責任をもって根本的に論議するには,相当の資料が必要であろうし,

設立がきまったからといって,すく小できるものではない.この研究所の予算は既に国会も認め

ており,せっかく芽生えたものを摘み取り,遺伝学者の希望と熱意を,くじくことは決して望

ましいことではないと,事務当局の見解を述べられた.

レナー ド博士の反対

10月 12日午前 9時科学教育局長室に集まった人々は,E.S.S.の Dr.PLETSCH,C.Ⅰ.E.

の DrlEDMISTON,N.a.S.の Dr.LENARD,Dr.BROWN,創設委員会の人達 (盛永農事試験

場長は欠席),農林省農業改良局の大野技術部長及び厚生省公衆衛生院長古屋芳雄博士であっ

た●

先ず Dr.PLETSCH より,遺伝の研究の必要性については別にいうことはないが,研究所設

立の対策が未解決のまま進められてきたこと,及び大学や農事試験場における遺伝研究との関

係を明確にすべきこと等が提案された.これに対して茅局長より,文部省の立場から研究所の

必要性を唱えているのではなく,研究の必要性から研究所設立の必要性が強調されたので,文

部省としては,その通りに動いている, という旨の説明がなされた.ついで Dr.LENARD は,

日本は食糧不足であって米国から800億円もの輸入をしている.だから米国としても日本の食
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糧作物の品種改良には非常な関心をもっておる.そして日本には現在多過ぎる位の研究棟閑が

あり,その中には少なくとも 50は遺伝の研究を行っている.しかるに1つの品種が育成され

ても,それをテストするに十分な方法をとっていないし,またその施設もない.研究所をつく

るならば北大,東大,京大に附設するか,または現在のものを拡充することが望ましい.そこ

には遺伝学者がおり,また人材が得られる.研究設備や図書館もあり,新しく別につくるより,

この方が経済的である.日本,遺伝学者は財政的に十分な援助を受けていない.そこでこれ以

上研究所を殖やして,少ない金を分けあうよりも,集中した方がよい.彼ほいままでに新しい

研究所の計画に賛成できる理由を聞いていないし,時期尚早ではないかと考えると,また米国

ではこれ等の研究機関がほとんど政府の金から離れている,と述べた.

小熊博士は Dr.LENARD に答えて, (I)日本の現状では細胞学や遺伝学を研究したものが

多数にて働くところがない位であるから人材は得られる,(2)大学は研究だけをやっておると

ころでなく,たとえ要求が多いからといって,遺伝学部門だけを大きくすることは不可能であ

る.従来でも特別に研究の必要ある場合には大学とは別に研究所を作ってきた.(3)大学にお

ける研究費は十分でないので,例えば木原研究室の小麦の研究は木原生物学研究所をつくって

研究した結果である.1カ所に集まって研究すれば必ず長足の進歩をする,(4)現在の遺伝学

は転換期にあって,放射線遺伝学,生化学遺伝学,微生物遺伝学等新しい分野の研究が拓かれ

つつあって,それ等が大学に分散していては到底成果をあげることはできない, (5)遺伝学に

かぎらず基礎方面をやる研究に対して,わが国では容易に民間の金は集まらない.その他司令

部側と種 議々論があって後,Dr.EDOMISTON が発言して,現在において如何にすればできる

かが問題である.大学に附設するには彼等は大学の内部事皆を知らなさすぎる,と述べた.司

令部側が時間の都合で退席した後,農林省の大野部長は,趣旨には賛成であるが,農業的立場

から基礎的研究にも立入ることがあるが,その場合に必要な研究ができなくなるようなことが

ないよう願いたい,と発言された.厚生省の古屋博士からも,今後十分の連絡を願いたい旨が

述べられた.

エ ドミー トン博士 とケリー博士の好意

その日の午後定例懇談会の席上,Dr.EDOMISTON は午前中の会議は,はじめから本筋を離

れた論議であることを指摘し,さらにすべてを学術会議に負わせている話が多いが,学術会議

の機能には限度があることを考えねばならぬとDr.LENARD 達の痛いところをついた.

10月 14日夜茅局長は東大理学部の嵯峨板教授と同道,E.S'.S.の Dr.KELLYをその私邸

に訪問して,日本遺伝学会の歴史的発展から,国立遺伝学研究所設立運動の現在までについて

詳細に話したところ,Dr.KELLY は全く遺伝学会側 (文部省側)と同意見であって,今までの
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交渉経緯について Dr.KELLY はほとんど何も耳にしていなかったということであった.

10月 15日には科学教育局長室に小熊,増井,篠遠,和田の4博士と農事試験場の明峰技官

が集まり,先般来問題になっている点を内容的に如何に取扱うかについて話し合った.

10月 18日篠遠博士と宮山事務官は N.良.S.の Dr.LENARD を訪ね,あらためて彼の意

見をきいた.彼は (1)1つの研究機関のもとに, 国家的な研究の統制をすることは,独裁に

陥いりやすく望ましくない,(2)研究所が自体の研究範囲のことをやるのであれば結構である

が,大学,農事試験場及びその他の遺伝関係の研究機関に容吸することは好ましくない, (3)

この研究所の設立には新しく人員と設備が入用なため多額の経費を要するが,それは困難なこ

とである.その上大学の卒業生その他が研究に行くためには三島は不便すぎる,(4)この研究

所が正しく設置されるか否かは,日本の遺伝学の将来を決めるものであると思う.その意味に

おいて, この度の高野山の遺伝学大会で, この問題が論議されるのほ意義深いことである,

(5)遺伝の研究の結果が農業に応用されることについて,最も関心をもつ,というような意味

のことを述べた.

高 野 山 の 論 議

10月21日から 24日まで,高野山で日本遺伝学会第 20回大会が開催された.10月22日

午前総本山金剛峯寺の一室で Dr.HENSHAW を囲んで,約30名の遺伝学者との懇談会が開か

れた.木原会長を座長にして国立遺伝学研究所設立促進に関する論議が行われた.その結果,

Dr.HENSHAW は,研究所の新設がきわめて難かしいこと,しかしどのような困難にも挫ける

ことなく,始めのプランをもって目的達成に進まれたいとの助言をした.なお,この問題を大

会にはかって,研究所設立の促進を決議し,関係方面へ提出しては如何との指示があったので,

その場で決議文の起草委員として,小熊,田中,篠遠の3博士が選ばれた.決議文は 24日の

総会にかけられ,満場一致をもって可決された.決議文は次の通りである.

決 議

日本遺伝学会は第 20回大会の機会において,国立遺伝学研究所の急速なる発足を切望する

とともに,遺伝学に関係ある各研究機関と協力して,遺伝学の進歩と国民福祉の増進とに寄与

せんことを期する.

昭和 23年 10月 24日 日 本 遺 伝 学 会

この夜ネオメルデル会が開かれ,国立遺伝学研究所設立後に対する種々の希望が論議され,

それをまとめた意見書が創設委員会に提出されることになった.
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農 林 省 側 の きゆ う

第3国会提出法案として次官会議へ廻っている遺伝学研究所の問題について,農林次官から

発言があり,農事試験場でも一部遺伝に閑した研究をやっているから,これと競合するところ

があるというのである.10月28日には宮山事務官は有光次官に呼ばれて,至急農林省と話を

つけ,内閣総務課へ連絡せよといわれた.これを最後に,研究所設立について尽力して頂いて

いた有光次官は退職され,バ トンは井手次官に渡された.

10月29日には,小熊博士は中西課長,宮山事務官とともに,農林省農業改良局に大野部長

をたずね,次官会議留保の問題つき,内容的説明をなし了解を求めた.その結果農林省側の意

見を入れて法案の条項を修正した.

11月 1日には宮山事務官は修正法案を C.Ⅰ.E.Dr.EDOMISTON にとどけ,農林省に廻っ

て清水技官に会い,その意見をただしたところ,法文については意義ない旨の返事があった.

11月 2日には井手次官は C.Ⅰ.E.の ORR 氏に会って了解を求めた.その折法規について

は LooMIS氏に連絡せよとのことであった.

11月 5日の次官会議においても,農林次官は,まだ下からの報告に接していないからと,

賛意を表さなかった.そこで宮山事務官は農業改良局に清水技官を訪ねで,その後の経過を確

かめたところ,まだ起草文が次官まで行っていないとのことであった.農林省の事務当局とし

ては,研究所の設立には原則的には賛成であるが,農事試験場は育種上相当な基礎研究までや

る必要を生ずるので,その場合に,遺伝の基礎研究機関として文部省に研究所があれば,予算

面で困ることが起ると心配するとのことであった.

11月 6日には茅局長,中西課長及び宮山事務官は農業改良局の磯部局長を訪ねられ,たま

たま来会中の盛永農事試験場長とも話し合われた.農林省としては研究所設立の趣旨には賛成

であるが,農林省における農業の基礎研究が拘束されるのでほ困るから,第三者が見ても,そ

のような心配のない措置を取られたいとのことであった.なお目下農林省は N.良.S.から試

験研究機関の機構改革の指令を受けておるから,N.良.S.は新しく研究所を設立することには

賛成しないだろうと司令部方面の意向も伝えられた.そして 2-3日中に関係法案を調べた上

で次官に対し措置する旨の返事があった.

11月 9日さきに高野山で決議された国立遺伝学研究所の発足に関する文書を関係各省の大

臣及び衆参議長に振出した.

11月 11日の次官会議で再び農林次官より発言があり,N.良.S.がまだ十分に了承していな

いから遺伝学研究所設立の法案問題に留保する早の意見が述べられた.

11月 13日には篠遠博士,茅局長,長井課長及び宮山事務官は N.R.S.に Dr･LENARDを
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訪問した.研究所の予算建物施設人員等について質問があった.そして目下農林省は関係研究

機関の整理案を検討中である.遺伝学研究所はこれと反対に設立である.しかし提出されてい

る資料についてはまことに結構である.ただ現存の関係諸研究機関を拘束するような.ことがあ

ってはいけない.また三島については疑問があるとのことであった.

臨時国会は公務員法案,新給与ベース及び23年度追加予算をめぐって混乱に陥り,11月一

杯の会期も遂に終りとなり,関係者の努力も実を結ばなかった.つづいて 12月 1日より第 4

国会が召集されたが,まもなく国会は解散となり,2月総選挙,政府も陣容を立直し,文部大

臣も下条氏から高瀬氏-と代をかえた.3月 12日の国会再会までには何としても法案提出の

準備を整えておかねば,23年度に折角とれている研究所予算も水泡に帰してしまうことにな

るので,文部当局及び関係者は気が気でなかった.経済9原則下,ことに人員整理を前にして

この人員増加は,頑として吉田総理が受けなかった.そして 23年も見送ってしまった.幸に

大蔵省の了解が得られて,23年度予算をつかって,三島の土地を購入することとなった. こ

の頃にはさしも頑強に農地開放をとなえていた地元の農民にも,漸次遺伝学研究所の性格が理

解され,研究所設立に賛意を表するものが多くなっていた.

第5国会には研究所設立法案は単独法案は単独法でなく,文部省設置法案の中に折込んで提

出することとなった. ところが 4月 21日に至って C･Ⅰ.E.の McGRAIL氏から研究所の

設立について, まだ N.R.S.と E.S.S.の許可が得られていないから同法案の国会提出には

困難がある旨の通知があった.

レナー ド博士 とのねぼ りあい

この問題については,司令部側の了解は既についているものと考えていたのであるが,当時

関係深かった C.Ⅰ.E.の Dr.EDMISTON,E.S.S.の Dr.HENSHAW の両氏は 3月に帰米し,

たのみとする Dr.KELLY はあいにく旅行中で方法がない. そこで茅局長は N.R.S.の Dr.

LENARD に了解を求めたが容れられず,また今期国会提案の可能性が危 くなった.

4月 22日には農林省の協力を得て,N.良.S.の了解を求めんと,磯部局長を訪問したが不

在であったので,農事試験場に盛永場長を訪ね援助方を依頼したが,反対はしないが積極的に

協力ほしかねる,とのことであった.もし4月 30日までにまに合えば設置法に入れることが

できるが,まに合わねば次期国会に単独法としてだす以外に方法がない.ところが幸か不幸か,

各省設置法案の国会提出が関係方面との接捗で遅々として進まないので G･H･Q･から早くだ

せとの指令がだされ,そのため遺伝学研究所の条文を含んだ文部省の設置法案はそのまま国会

に出てしまったのである.

4月25日には小熊,駒井,古畑,木原,和田の5博士と竹中はDr.LENARD とDr･PLETCH
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を訪ね,学会側の熱意をったえ,設立することに賛意を得た. また茅局長も Dr･PLETSCH

を訪問,C.Ⅰ.E.の McGRAIL氏と同席の上法案提出の説得に力められた.

つ い に 法 案 通 過

新しく生れた日本学術会議は4月 26日より開催されていたが,遺伝学研究所の問題は関係

部会にはかられた.その結果を亀山会長より茅局長に回答されたが,それは5月2日に司令部

に提出された.ついで5月5日には C.I.E.の LooMIS氏と文部次官とが会い,ついに司令

部の許可が正式に得られた.

5月 26日には遺伝学研究所創設準備委員会が召集され,茅局長から国立遺伝学研究所の設

立法案が文部省の設置法案の1つとして国会を通過した旨が報告された.また三島におくこと

ち,帰任した Dr.KELLY によってはっきり東認されたことも告げられた.従って三島を敷地

とすることについては評議員会で決定すると約束してあった N.良.S.の Dr.LENARD へは

Dr･KELLY より連絡了解してもらうこととなった.

いよいよ6月1日には文部省の機構改革とともに国立遺伝学研究所が発足することとなった.

昭和 24年度の予算は5,469,000円,職員は 34名, うち技官 1級 3,2級3,3級6,事務官

は2級 1,3級2,その他雇員,傭人,タイピストなどである.

あ と が き

筆者竹中は,なるべく自己の感情を現わさないようにして,表面にあらわれた事柄を列記し

たつもりである.従って面白味はない.しかしそれらの事柄を運ぶためには,その裏に多大の

準備と時間と,そして苦労とがかかっていることを推察してもらいたい.また表面にでるとで

ないに関わらず,熱意と好意をもって努力をおしまれなかった人々の芳名を記録として残して

おきたいのであるが紙数の関係で略さして頂く.ただ,繰返って見て,片山総理,森戸文部大

臣及び有光次官の好意,清水局長,中西課長,茅局長の好意と尽力特に宮山事務官の熱意と尽

力には頭がさがる.松村真一郎氏,花島周一氏及び下島技官の好意と尽力も忘れられない.

遺伝学会側としては小熊,増井,古畑,木原,山口,篠遠,和田の7博士と古里和夫さんの

努力を忘れることはできないであろう.もちろん田中,駒井両博士をはじめとして多数の遺伝

学者が努力をおしまれなかったことは申すまでもない.また遺伝学研究所の誕生をわが子の生

れた如く喜んで下さった藤井健次郎先生のたえざる御声援は今でも耳にある.

なぜ3年もの悪戦苦闘が競いたかというに,(1)政府が幾度も変ったこと.(2)議会が幾度

も解散されたこと.(3)農林省の研究棟関の整理統合があったこと.(4)進駐軍の干渉があっ

たこと等のためである.内政干渉はしないといいながら大学附直や農林省関係の研究所との研
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究競合をロにして,幾度も勧告したのは単に口実であったではないかという気もする.

何れにしても好意をもって御尽力及び御声援下さった多数の方々に対して心から感謝してい

る次第である.

昭和 34年 4月 23日 竹 中 要
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